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　──ごく稀まれに、だけれど……。

　まだハイハイも出来なかった赤ん坊の頃のことを、憶おぼえている人間が居たりする。

　……実は、僕もその類いだ。

　僕の一六年にも満たない、恐らくはその程度のはずの人生の最初の記憶は、シングルベッドよりも狭い『箱』に閉じ込められていたこと。一つだけ付いていた小さな窓の外には、見渡す限り何も無い……遥はるか彼方かなたまでぽつぽつと、砂粒の如ごとき光が散らばっているだけの『虚無』が広がっていたのを憶おぼえている……。

　……何年も後になって、その『箱』が宇宙用船舶に搭載される『緊急用小型救命艇』であり、その中から目にした『虚無』こそ『宇宙』に他ならないと知ったけれど……それを知ったからといって、僕が本当に知りたかったことは解わかりなどしなかったし、むしろ、中ちゆう途と半はん端ぱに知識を得てしまったからこそ、僕を毒や病のように蝕むしばむ想おもいが強まった気さえしたのだった──




　──僕は一体、『何処どこ』から来た『誰』なんだろう？




☆　　　　☆　　　　☆




「──さい。……もうっ、起きて下さい、にいさん！」

「……ふぇ？　んん？　おお？」

　肩を揺さぶられる感触に、少年の意識は微睡まどろみより浮上する。焦点を結んだ目が初めに捕捉したのは、眉根を寄せた一〇代半ばの少女だった。
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　多分に幼さを残した顔立ちであり、腰を越す儚げな色いろのツインテールヘアが、その雰囲気を助長している……が、愛らしい容貌は、もう二、三年もすれば、男の目を惹ひき付つけて止やまなくなることを予感させた。……こちらも服の上からでも解わかる、年齢にしてはスレンダーで扁へん平ぺいな肢体が、順調に育ってくれれば……という前提ではあるものの。

「……何か、凄すごく失礼なことを考えていませんか？」

　少女の唇がぶすっと尖とがり、双そう眸ぼうが半眼となってジトッとした色を帯びる。その琥こ珀はくのような虹こう彩さいに囚とらわれた少年の虚像は……少女から『にいさん』と呼ばれながらも、彼女と似ていない。

　砂漠を思わせる無味乾燥な色の髪。ヘアスタイルも長くも短くもなく、無個性。青い瞳も、宝石に喩たとえられた少女のそれと比べれば何処どこか安っぽく、良くてガラス玉だ。

　見様によっては女の子っぽい面立ちであり、一〇代中盤の少年にしては背丈が低く、華きや奢しやな身体つきであることも相あい俟まって、『人畜無害』という四字熟語が思い浮かぶが──

「──誰がチビでガリでその上オカマだと!?」

「誰もそんなことは言っていません。幻聴は勘弁して下さい、恥ずかしいですから」

　心外そうに吠ほえた少年を、少女のさらりとした毒舌が一刀両断する。

「……そういえば、寝言でも『ここは何処どこ？　私は誰？』みたいなことを言っていましたよ。まさかとは思いますが……今度は記憶喪失にでもなったとか、言い出しませんよね？」

「……僕の名前は早はや霧ぎり零れいっ。目の前で呼吸するように罵ってくる早はや霧ぎり初ういの兄！　それくらいは流石さすがに忘れるか!!」

「正確には義理の……ですけどね」

　憮ぶ然ぜんと言ってのける義兄……零れいに、微かすかに含むように義妹、初ういが補足してのける。

　初ういは膝上丈のスカートをふわりとなびかせ、己の背後を零れいに指し示した。無数の座席が整然と並ぶ空間……が、二〇〇を軽く超す席のことごとくが、空っぽである。今もなお温められているのは、零れいが腰掛ける一席のみだった。

「ご覧の通り、もう空港に着いていますよ。他の乗客の方も全員が降りて、残るは私たちだけです。添乗員の皆さんも、早く全ての乗客が降りてくれることを願っていますよ？　……特に、爆睡したまま一向に降りる気配を見せなかった義兄にいさんが降りてくれることを、強く」

「ちょ──それを早く言ってよ!?」

　刺とげ々とげしさ満載の初ういの解説に、零れいも慌てて立ち上がった。急いでこの場……旅客機の乗降口へ駆ける。少々笑顔が引ひき攣つっているＣＡキヤビン・アテンダントたちの見送りにペコペコと頭を下げて、零れいはようやく『その地』へと降り立った──

「──あ……っ」

　手荷物を受け取り、空港の外へ踏み出して──零れいはしかとその『塔』を見上げる。無意識に嚙かまれた唇には、血さえも滲にじんでいた……。

　……その地と表現したが、正しくは陸地ではない。火星はその赤道直下の大海原に浮かぶ、巨大人工浮島メガフロート。そこの中央部から高く、雲どころか大気すら突き抜けて、遥はるか天空へと延びるその塔の名は『軌道エレベーター』。固有名称は『シノンシオン』。

　人類が地球外へと本格的に進出して四〇年余り。すっかりテラフォーミングされた火星の、宇宙への玄関口の一つであった──




　軌道エレベーターとは呼ばれるものの、建物内の階層移動に用いられるエレベーターとは、シノンシオンは大きく掛け離れた代物である。

　天を貫く塔に見えたものは、長さの半分の段階で火星の静止軌道にまで達するケーブルだ。この巨大ケーブルの宇宙側の先端には、小惑星を加工して造られた重おも石しが結ばれており、それの重量と火星の自転の遠心力が均衡を保つことで、ケーブルは支え無しでも直立するのである。

　そして、先に挙がったケーブルの中間点、静止軌道の位置が、零れいと初ういの一旦の目的地だ。

「……そこに『宇宙ステーション』があるんだっけ？」

　宇宙開発・開拓の黎れい明めい期には多目的の宇宙施設であった宇宙ステーションだが、現在は文字通り、宇宙の『駅ステーシヨン』を担になっているのが普通である。

「ええ。そこから、さらにシャトル宇宙船シツプに乗って移動となります」

「そして、やっと辿たどり着つくのが──『アリストテレス』、か……」

　初ういとの会話の中でその名を告げた零れいの声は、妙に乾いて聞こえた。

　宇宙空間に建造された巨大居住施設、『宇宙コロニー』。中小規模でも数万人、大規模なものなら数百万人を住まわせるそれらは、一つ一つが宇宙に点在する都市と言って過言ではない。

　零れいが名を挙げたアリストテレスも火星近郊にある宇宙コロニーであり……規模は中小ながら、下手な大都市宇宙コロニー以上に火星圏では重要視されている。

「『宇宙学園都市』アリストテレス──初ういもとうとうそこに入学して、いずれは宇宙を駆け巡るエリート様かぁ……」

「っ……やめて下さい、義兄にいさん」

　人類が本格的に宇宙開拓を始めて約四〇年。太陽系の惑星は踏破し尽くしたとはいえ、宇宙にはまだその先がある。人々は未いまだ知らぬ星にすら手を届かせる為ため、新たな才能を求めていた。

　アリストテレスとは、その面積の大部分を新時代の宇宙開拓者たちを育て上げる学校として使っている、極めて異色の宇宙コロニーなのである。

　……もっとも、それもある意味では当然と言えた。

　およそ四〇年。どころか、実質上は僅か二十数年。たったそれだけの年月で人類に太陽系を制覇させた、かつては考えられもしなかった『特別な宇宙飛行士』たち。

　アリストテレスは、そんな宇宙飛行士たちの育成を主としている場所なのだから。彼女たちの能力の重要性、そして、未熟な状態での危険性を鑑かんがみれば、万全を期す為ために宇宙コロニーを丸々一つ育成の場に使ったとしても決して不自然ではない……。

　……ただ、零れいが述べた通り、真にエリートと呼ぶべき街道に踏み出そうとしているはずなのに、それを揶や揄ゆされた初ういの表情は複雑そうだった。

「……私は、あくまでも義兄にいさんの代わりに……」

「……ん？　何か言った、初うい？」

「──いいえ、何も。ただ、私が実家から離れて、アリストテレスで暮らすようになったら、義兄にいさんが何処どこまでもだらけそうですね。そこが心配で溜ため息いきが出そうです」

　そっぽを向いた初ういに、零れいは苦い顔をする。

「……いくら何でも、それは義兄あにを疑い過ぎじゃないかい、義妹いもうとよ？」

「義妹の門出をくたびれた格好で穢けがそうとした義兄の何を信じろと？」

　今朝、家を出た時点でのことを槍やり玉だまに挙げられ、零れいは「ぐっ!?」と呻うめく。

　今回、入学の為ためにアリストテレスへ向かう初ういに零れいが同行している主目的は付き添いだ。本来なら早はや霧ぎり家の両親……零れいの養父母にして初ういの実父母が連れ立つべきだったのだろうが──

「……義父とうさんも義母かあさんも、どうしても外せない仕事が入るなんて、運が悪いよね……」

「古いお知り合いの方からの直々の依頼だそうですから。お父さんもお母さんも一応は会社の代表ですし。私の入学式なんて私事で、それを放り出すわけにはいきませんよ」

　保護者たちの不運を憐あわれむ零れいと初うい。──だが、そんな事情があったとしても、まだ一五歳の娘を、遠く、それも宇宙まで一人旅させるのも心配。ということで、同じく一五歳ながら、初ういよりも数ヶ月以上は早い誕生日であり、彼女の義兄たる零れいに同行者の白羽の矢が立ったのだ。

　初ういがアリストテレスへ入学するように、零れいも地元の高校への入学を控えていたが──そちらの入学式はアリストテレスの数日先だったこともあり、彼は養父母の頼みを承諾したのである。

　……しかし、如何いかに代理とはいえ、なし崩し的に入学式の保護者席に座ることになるだろう零れいには、それ相応の服装が要求されるわけで──

「……あんな、色もくすんで裾も解ほつれたシャツとズボンで行こうとするなんて……義兄にいさんの感性は枯こ渇かつしているとしか言い様がありません」

「反論させてもらうけど、僕だってあんな格好で初ういの入学式に出るつもりは無かったからね!?　そっちには、この、義父とうさんに借りたスーツで出るつもりだったし！」

「現地まであんなみっともない姿で行こうとする時点で駄目なんです、義兄にいさんは。これから暮らすアリストテレスで、ああも貧乏臭い服装の男性と並んで歩いているところを誰かに目撃されたら……私のこの後の学校生活は、寮の自室に引き籠もって終わるところでした」

「そこまで!?」

　スーツの入ったカバーケースを手に、項うな垂だれる零れい。その服装は、自宅を出た時とは様変わりし、真新しいカジュアルファッションに包まれている。先まで乗っていた旅客機の離陸待ちの時間を利用し、出発側の空港内の衣料品店で見繕った物だ。……なお、零れいは遠慮したが、代金は初ういが、本来はこれからの為ためにと両親に渡されていた金銭から出している。

「……義兄にいさんは、元々私たち家族に遠慮し過ぎなんですから」

　新しい服を買いたいとも言い出さず、傷んだ衣類を着続ける零れいに、初ういは寂しげに顔を伏せた。

　義妹の表情を察せないまま、零れいは初ういを頭のてっぺんから爪先まで観察している。

「……まあ、僕の服に駄目出しするだけあって、初ういの格好には隙が無いね」

「ええ。一週間前に出たばかりの、新作です。今日の為ために下ろしました」

　零れいに褒められて、一転、僅かばかり頰を染めた初ういが、フェミニンなブラウスに包まれた胸を張った。細やかな胸中の高鳴りを表すように、スカートも軽やかに揺れる──

「──あ。そこも新作で、新品なのか」

「……っ!?」

　零れいが何気なく漏らした感想に、初ういがばっと両手でスカートを押さえ付けた。……薄い桃色、フリル仕立て。義妹の顔面は見る見る燃え上がり、鋭くなった視線が義兄を矢のように射抜く。

「そ──そういうのは！　見えたとしても素知らぬふりをするのが紳士力ですよ!?」

「い、いや、一度目は！　一度目はそうしたんだよ、これでも一応!!」

　旅客機内で、初ういが他の乗客席を示した時である。

「っっっっ！　義兄にいさん、いやらしいです……!!」

　軽蔑するような初ういの非難の声が、シノンシオンの根元でこだました──




　軌道エレベーターの本質は、実のところ『ロープウェイ』に近い。

　そびえ立つ巨大ケーブルに沿って運行されるタンカー並みの大型ゴンドラによって、人や物が地表から宇宙へ、或あるいは宇宙から地表へと運搬されるのだ。

　地表から静止軌道まで小一時間は掛かる為ため、ゴンドラの客室の居住性はかなり高い。内装も早はや霧ぎりの義兄妹が巨大人工浮島まで使った旅客機より格段に豪華だ。

　そんな、ゴンドラ内の席の一つに初ういは陣取っている。この便は貨物の依頼が多かったようで、限界重量の関係上、その分客室には空席が多かった。

　周囲の席が空っぽで、他人に聞かれる可能性が低いことも後押しとなり、初ういは静止軌道へと向かい始めてからずっと、隣の席の零れいへお小言を繰り返している。

「本当に、義兄にいさんはデリカシーが無いんですからっ。そんな有あり様さまで、高校生活なんてやっていけるんでしょうか!?　痴漢や覗のぞきと間違えられて、逮捕されてしまいそうで心配です……！」

「…………」

　義妹だとしても、むしろ義妹だからこそ、スカートの中身を覗のぞいてしまったことに罪悪感を覚えているのか、零れいは初ういの叱責を黙って聞いている。それに、少しは反省の色を汲くみ取とったのか、初ういは溜ため息いき混じりに一度口を閉ざした。……人差し指の先が、太ふと股ももの上で擦られる。

「……ま、まあ、少しは反省しているみたいですし、お説教はここまでにしてあげます。それに……わ、私のそういう部分に目が行くということは、多少は女の子として意識してもらえていると考えられますし……」

「……ん？」

「──な、何でもありません！　それよりも……義兄にいさんは今夜、アリストテレスのホテルに泊まるんですよね……？」

　話を逸そらすような初ういの問い掛けに、零れいはカクンッと首を縦に振る。

　アリストテレスの入学式は明日だ。よって、零れいは今夜アリストテレスで一泊する。学校が主の宇宙コロニーとはいえ、アリストテレスにも生徒たちを客と見込む商業施設はあるし、経済がある以上はそれに伴う人の出入りも多い。その内の一時的にアリストテレスへ滞在する者を客とする宿泊施設も当然存在しており、零れいが今晩宿泊予定のホテルもそんな類いの一つである。……一五歳の少年が一人きりで一泊する程度のものなので、ランクもそれ相応だが──

「……私は、今日からもうアリストテレスの学生寮に入れる手て筈はずですけど……に、義兄にいさんが心配ですし、今夜は私もそちらに泊まりましょうか？　……なんて……」

　スカートを摘み、指をもじもじさせながら、冗談めかして初ういが言う。だが、瞳にはなかなか真剣な光が宿っていたり……。

「……私の下着が気になる程度には、義兄にいさんも私を意識してくれているみたいですし。それならホテルの部屋で二人きりになって、迫れば、もしかしたら……？　確かに兄妹きようだいですけど……義理ですし……そういう関係になっても、きっと……。今夜が最後のチャンス……かもしれないですし……？」

　潤んだ琥こ珀はく色の眼まな差ざしが、すぐ隣の零れいの横顔を見詰める。義妹の熱視線に、義兄は──

「──ぐぅ……」

　……固く両の瞼まぶたを閉じ、無数のＺの文字を頭上へ放っていた。

　青筋を浮かべまくった初ういが、引きちぎらんばかりに零れいの頰をつねり上げる。

「──いだだだだ、痛い、痛いっ、痛い!?　な、何事!?」

「すみません、義兄にいさん。蚊が止まっていましたので。これは殺さなければと思いました」

「蚊!?　それで引ひっ叩ぱたかれるならまだしも、つねり上げられるのは訳が解わからないよ!?」

「宮みや本もと武蔵むさしはお箸で蠅はえを摘んで捕まえたというじゃないですか？　その故事になぞらえようとしてみただけですよ」

「説明を聞いても、全然納得出来なかった!?　……と、いうか、初うい？　目が一切笑ってなくて怖いよ……？」

「……誰のせいだと思っているんですか……」

　実は、このゴンドラに乗って間もなく夢の世界に旅立っていた零れいは、起きたらこれ以上ないほどむくれていた初ういに困惑するしかなかった。

（今朝は早かったし、少し寝不足なんだよ……という主張は、却かえって火に油を注ぎそうだ……）

　どうやって機嫌を直してもらおうか、零れいは苦悩する──と、不機嫌極まりなかった初ういの表情が、不意に輝きに照らされた。

「……へ？　は？　何──」

「──義兄にいさんっ。窓の外、今……！」

　当惑する零れいを、やや興奮気味に初ういが呼ぶ。義妹が指差した方向に目を向けた義兄も、寸前の光輝の理由を瞳に映した。

　ゴンドラの客室には、外部が観覧出来る大窓が数多く設けられている。そこから目に出来るパノラマの風景が、軌道エレベーターに観光目的で訪れた客層への目玉となっているからだ。何せ、火星の地平を彼方かなたまで、弧を描いているのが解わかるくらいの高さから見下ろせるのだから、壮観の一言に尽きる。

　零れいの眼前にも、まさにそんな光景が広がっているが──その大気圏を脱して、静止軌道まであと数分の高さにまで到達していたゴンドラの外で、花火の如ごとき光が無数に弾はじけたのだ。舞い散った光の粒はそのまま消えることなく、蝶ちようの群れのように乱舞して『宇宙へようこそ！』を意味する文章を様々な言語で紡つむいだ。そんな光の文字の前を、無数の人影が横切っていく。

「──〝星海の魔女スター・セイレーン〟……たち……!?」

　彼女たちの俗称を、零れいは思わず声に出す。

「……このゴンドラの乗客の、お出迎えという感じでしょうか？」

「うん……多分。そういうコンパニオン的な役割の人たちなんじゃないかな……？」

　初ういの分析に同意する零れいの視線は、ゴンドラの周りを人魚の如ごとく泳ぐ彼女たちから外れない。

〝星海の魔女〟の名からも解わかる通り、その人影たちは女性であった。ゴンドラの外、宇宙空間で活動している以上、気密された宇宙服に身を包んでいる。顔形など、頭部をすっぽりと覆うフルフェイスのヘルメットに隠されて見ることは出来ないが──そうであっても、彼女たちが女性であることは一目瞭然だった。

　……彼女たちが纏まとう宇宙服、そのことごとくがボディラインに密着する形態であり、しかも構成している生地が、フィルムの如ごとき超極薄の代物だったのだから。その上、インナーすらも装着していないのか、乳房の頂点の突起やお尻の割れ目の一番上までも確認出来そうだ──

「──うっ、あの肩に黒くろ百合ゆりのマークを付けた人、胸デカいな!?　九〇ｃｍ台後半は確実……いや、下手をすれば、三桁の大台に達するか……？　って、おおぅっ!?」

　チョキの形にされた初ういの右手が、解析する零れいの碧へき眼がんを掠かすめた。

「『ローブ』を卑ひ猥わいな目で見ないで下さい！　失明させますよ、冗談抜きで!?」

　怒れる義妹の本気の台詞せりふに、義兄はコクコクと頷うなずいた。それでも腹の虫が治まらないのか、初ういは腕を組んで頰を膨らませる。

「本当に……ローブのデザインはどうにかならないんでしょうか!?　あんな物、着ている人の正気を疑います……!!」

「……いや、でも……初も直に着ることになるんじゃないの？」

　零れいの指摘に、初ういの顔色が赤くなったり蒼あおくなったり……忙しく変化した。

　宇宙学園都市アリストテレスで育成される、特別な宇宙飛行士たち。何を隠そう、それこそ〝星海の魔女〟と呼ばれる彼女たちと同じ存在に他ならない。つまり、いずれは初ういもあの中に混ざることになるかもしれないのだ。……ローブと呼ばれた、あの非常に大胆な宇宙服を身に着けて。それを想像してしまったのか、初ういが肩を落とし、げんなりとする。弱冠一五歳、それも体型に自信の無い乙女としてみれば、その反応も致し方なかっただろう。

「……何だか、早くもホームシックになってきました……」

「いやいや、家を出て、まだ一日も経たっていないからね!?　ほ、ほら、初うい。何だこうだ言って、カッコいいじゃないか、彼女たち！」

「……確かに、蒼い宇宙を背景に舞い踊る姿は、まさに〝星海の魔女〟の異名に相応ふさわしいとは思いますね……」

　初ういがごく自然に零こぼしたその台詞せりふに、彼女を励ましていた零れいの胸がズキンッと疼うずく。

『蒼あおい宇宙』……それは、過去のＳＦ作品で使い古された表現である。けれど、宇宙が本当に蒼あおい色をしているわけではない。宇宙はどちらかといえば、黒い、暗い、闇の色だ。現に、零れいの目にはそう見える……。

　──だが、初ういは、ゴンドラ外の宇宙を遊泳している〝星海の魔女〟たちは、そうではない。彼女たちには、この限りなく虚無のはずの宇宙が、地球の南国の海中のように、高々度からのスカイダイビング中に見る空のように、蒼あおに満ちて見えるのだと、知識として零れいは知っている。

　……逆を言えば、知識としてしか知らない。

　──そのことを意識した瞬間、零れいの中に初ういへの、〝星海の魔女〟たちへの猛烈な嫉妬が荒れ狂い……彼はそれを、奥歯を強く嚙かみ締しめて押し殺した。

（……ああ、そうだよ！　それが僕の限界なんだ……!!）

　この宇宙を漆黒の虚無としか認識出来ない零れいに、今の時代、宇宙は門戸を開いてくれない。まかり間違っても、宇宙飛行士になどならせてはもらえない。そんなこと、その夢を諦めた時に、そうせざるを得なかった時に、零れいも痛いほど理解しているのだ……。

　蒼い宇宙は、それをそのように認識出来る彼女たちのものだから──

「──あ、あれ？　どういうことでしょうか……？」

　胸を焼き焦がす零れいの耳に、初ういの戸惑う声が聞こえた。零れいは強引に気を取り直すと、初ういに問う。

「どうしたの、初うい？」

「……今、〝星海の魔女〟の中に男性が居たような気がして──あ。あそこです！」

　初ういが指差した先、その人物は居た。身長は、零れいよりもやや高い……一七〇ｃｍ台前半だろう。〝星海の魔女〟たちと同様に、ローブを着ており──だからこそ、そのプロポーションが周囲と異なっていることが良く解わかる。肩幅は広く、胸は平らながらも厚く。細身ではあるものの、頼りなさを一切感じない『硬さ』を見て取れる……。

「……本当に男性？　え？　でも、〝星海の魔女〟に男性なんて──」

「──いや、ちょっと待った」

　困惑する初ういに、零れいは『あること』に気が付き、それを伝える。

「あのローブ……頭部と肩に『Ⅲ』の数字が。だとすると──」

「──え？　まさか……〝朱のⅢヴアーミリオン・サード〟ですか!?」

　その称号を、初ういは畏怖するように口にした。そして、零れいは──

「──っ!?　に……義兄にいさん……？」

　……先程、初ういや〝星海の魔女〟たちに抱いたものが問題にならないほどの強烈な嫉妬を、炎のように両目に灯ともしていた。──隠すことも忘れて。

　それを目撃し、泣きそうに顔を歪ゆがめて、初ういが義兄の手を取った。その感触にはっとした様子で、零れいの表情に冷静さが戻ってくる。

「……義兄にいさん……やっぱり、まだ……？」

「い、いや、そんなことはないよ？　どうしようもないことだって、僕はもう、ちゃんと割り切ってるから！　……ね？」

　言い訳染じみた義兄の言葉をまるで信じていない瞳で、義妹は彼を見詰めた。

「義兄にいさんが……義兄にいさんの方が、私なんかよりもずっと強く、望んでいたじゃないですかっ。いつか、アリストテレスに入学して……そこで学んで、この宇宙に……なのに!!」

　酷ひどくつらそうに、己を罰しそうなほどの声音で呟つぶやく初ういに、零れいは一生懸命な顔で現実を説く。

「いや、ほら……だって僕は、男だし。最初から、そうなれる確率なんて天文学的に低かったわけだよ。対して、初ういは女の子だから。僕より余程高確率でそうなれる可能性が、元々あったんだから。……気にしないで？　初ういは、初ういらしくアリストテレスで学べばいいと思うよ？」

「……私は、義兄にいさんがつらそうだったから。だからせめて、私が……義兄にいさんの代わりに……」

　声をしぼませていく初ういの頭を撫なでながら、「そういえば──」と零れいが話題の転換を図る。

「〝朱のⅢ〟が居るってことは、あの〝星海の魔女〟たちって、もしかしてアリストテレスの生徒なんじゃないかい？　確か、〝朱のⅢ〟は立場的にはまだ学生で、アリストテレスに所属してるって聞いたことが──って、ちょっと待て!?　ということは、さっきの黒くろ百合ゆりのマークの娘も学生!?　僕らと大して歳としが変わらない!?　それであのバストサイズだと……!?　何というポテンシャルだ!!」

　喋しやべっている内に重大な事実に気付いた零れいは、座席を飛び出して窓に張り付く。目をこれでもかと凝らし、黒くろ百合ゆりのマークの〝星海の魔女〟を探す、探す、探す。

「……義兄にいさんっ……!!」

　シリアスかつドラマティックだった空気を一気に台無しにした義兄の背後で、義妹が怒気をオーラのように立ち昇らせていた。小さな拳がプルプルと振り上げられ──

「──ぅ、ん……？　何、でしょう、この感じ……？」

「……初うい？」

　唐突に目を白黒させ始めた義妹に、零れいは振り向こうとして──視界の端にそれを捉える。

　──ぐにゃりと。

　零れいたちが乗るゴンドラとそうは離れていない宇宙空間が、歪わい曲きよくした。そこに、今まで確かに居なかったはずのモノが浮かび上がってくる──

　……大まかには『蜥蜴とかげ』だろうか？

　否、零れいたちが搭乗中のゴンドラに迫る大きさを考えれば、『恐竜』という表現でも足りない。

　……『怪獣』、『怪物』──そんな単語が零れいの脳裏に浮かぶが、彼自身とっくに悟っていた。『アレ』を言い表すのに、最も適切な言葉を……。

　長く伸びた首の先に、鋭角的で凶悪なフォルムの頭部。鮫さめのそれが玩具に思えるほどの牙が並んだ顎の内から、毒々しい色の蒸気が漏れている。腕も脚も太く、力強く、そこに備わった爪は軌道エレベーターのケーブルすら両断しそうな凶暴性を発散していた。その背には、蝙蝠こうもりのそれを馬鹿げた倍数に拡大したかのような翼が二枚──

「──『ドラゴン』……!?」

　零れいが発したようにしか表現する術すべがない生き物が、宇宙空間を舞っている……。

「……ファ、『異星幻獣フアム』がどうしてこんな所にまで……!?」

　初ういの悲鳴に遅れて、ゴンドラの他の乗客たちもドラゴンに気付き、恐きよう慌こうが連鎖した──




　人類が宇宙へ本格的に進出して間もなく遭遇するようになった、地球ではない異星を起源とする（と思われる）生物群、それが異星幻獣ＦＡＭ……より正確には、『幻想的な地球圏外の怪物Ｆａｎｔａｓｔｉｃ Ａｌｉｅｎ Ｍｏｎｓｔｅｒ』と呼称される存在たちである。

　彼かの生き物たちは何故なぜか、地球の神話や伝説、伝承や物語の中で描かれる神や悪魔、妖精や怪物と酷似した外見を持ち、能力もまたそれらを思わせた。

　……そこまでなら、まだ良い。人によっては浪ろ漫まんを感じさえするかもしれない。ただ、この異星幻獣たちは、浪ろ漫まんなどを語るにはあまりに厄介な性質を有していた。要は、端的に──




　──この生物たちは、積極的に人間を襲うのである……。




　──────────────────────────────ッッッッ!!!!

「っっ……!?」

　ドラゴンが大きく顎を開くと、ビリビリとゴンドラ全体が揺れた。脳を揺さぶられるような衝撃に、零れいは顔をしかめる。ゴンドラ自体も、警報を響かせて急停止していた。

　竜の咆ほう哮こうである。……真空である宇宙空間に音は伝導しないはずだが──

（──いや、そんな科学的な理屈、何処どこまであの生き物たちに通じるんだ!?）

　何処どこをどう見ても、あのドラゴンは宇宙服など着けていない。全くの生身である。宇宙には空気が無い。そんな、子供でも知っている道理ばかりでなく……宇宙には、生物に非常に有害な放射線が飛び交っているし、日ひ向なたでは温度が三桁にも及び、日陰では逆に零れい下か三桁の温度を記録する。……生き物が生身で生存出来るような環境ではないのだ。

　──そのはずなのに、宇宙空間に素の肉体で生存出来る異星幻獣。

　個体によっては、惑星間、恒星間を単独で移動することすら可能だという……。

　生物としての規格が違うというよりも、むしろ──囚とらわれている物理法則が、根本的に人類とは異なっているような……？

（──そんな化物たちに、地球人類の科学的な常識が何処どこまで通じるっていうんだ……!?）

　零れいの自虐的な思考は、ドラゴンが巨大な翼を羽ばたかせたことで終わりを告げる。その鎌首は、はっきりと零れいたちの方を……軌道エレベーターのゴンドラを向いていた。

　ドラゴンが、その巨体からは信じられない加速で零れいたちへ向かって飛ひ翔しようする──




　……《煌導一二聖火・拾壱式ゾデイアツク・イレヴンス》──【宝瓶宮の幻火アクエリアス・ミラージユ】




　──ッギャアッ!?

　……そうなるはずだった暴虐の巨きよ軀くを、突如生じた炎の津波が押し流した。全身の鱗うろこを焼き焦がされ、竜が苦しげに啼なく。

　Ⅲを刻んだローブの影が、竜の前に躍り出た。その左腕がドラゴンへと伸ばされ──




《煌導一二聖火・玖式ゾデイアツク・ナインス》──【人馬宮の閃火サジタリウス・レイ】




　──その指先から、真紅の閃せん光こうがいくつも放たれた。翼の皮膜に数え切れぬ穴が開き、剛腕と呼ぶ他なかった竜の前肢が一つ、根こそぎ吹き飛ぶ。……見ているだけでも、壮絶な熱量を内包した光線であることが推察出来た……。

　何も無いはずの虚こ空くうから、次々に生じる業ごう火か、灼しやく熱ねつ、爆炎──圧倒的な火力が、〝朱のⅢ〟と呼ばれた存在の周りに渦巻いている。不可思議だが……巨山の如ごとき頼もしさを感じられた。

「……凄すごい、です……」

　いつの間にか自身の腕にしがみ付いていた初ういの感想に、しかし零れいも首肯するしかない。

「あれが〝朱のⅢ〟……アリストテレスの、宇宙の……英雄……」

　アリストテレスで育成される特別な宇宙飛行士たちは、この宇宙で様々な役割を担になう。その中でも特に重要視されるのが、『異星幻獣の討滅』だ。

〝朱のⅢ〟と呼ばれる彼は、公的な記録ではまだ一七歳。零れいたちよりも二歳年上に過ぎない。そんな若輩の身ながら、一〇〇では到底足りぬ数多あまたの異星幻獣を討伐してきたのだという。

　それ以外にも、本来の位置から外れた二つの宇宙コロニーの衝突を回避させたとか、火星の地表の大都市への落下コースに入った隕いん石せきを粉砕しただとか、偉業の逸話には事欠かない。

　異論を挟む余地の無い、誰しもが認めざるを得ない宇宙の英雄。それが〝朱のⅢ〟なのだ。

　ドラゴン型の異星幻獣は、異星幻獣の中でも特に強大で危険性が高いといわれているが……彼のような英雄的存在からしてみれば、物の数にも入らない小物なのかもしれない。

　危なげなくドラゴンの肉体を削っていく〝朱のⅢ〟の姿に、〝星海の魔女〟たちも遠巻きにそれを見守るに留とどめている。……零れいの推測通りなら、彼女たちはまだアリストテレスの学生。あくまでも『見習い』に過ぎないはず。同じくアリストテレスに在学しながらも、既に公式に特別な宇宙飛行士の資格を得ているという〝朱のⅢ〟の戦闘に飛び込むのは役者不足と、身の程を弁わきまえているのかもしれなかった。

　……その光景に沸々とした感情を覚えつつも、只ただ人びとの零れいは溜ため息いきを吐くだけに己を律する。

　気が付けば、ゴンドラも再び上昇を始めていた。〝朱のⅢ〟がドラゴンを抑えている間に、迅速に静止軌道まで……そこに設営された宇宙ステーションにまで逃げ込んでしまおうという腹なのだろう。確かに、それが一番の安全策なのだろうと、零れいも理解する……が──

　──ふと、違和感を覚えた。

　戦っている〝朱のⅢ〟の姿が、何処どこか淡々として、つまらなそうで……ドラゴンではなく、もっと遠くの何かを見ているように思えた……こともそうなのではあるが。

　……零れいが気になったのはドラゴンの、首と同様に長い尾の動きだった。

〝朱のⅢ〟の攻撃を受け、その都度弾はじかれたように震える胴体と連動し、尾の方も揺れているが──否、胴体の震えとそれが、連動していないように思えたのである。上下、左右へと揺れ動く様は、勢いに流されているように見えて……狙いを定めているようにも感じられた。

（……それに、あのドラゴンの尾、先端に変な形の瘤があるな？　恐竜の中には、尾の先端に瘤こぶがある種類も居たっていうけど。そこを打撃武器として、敵に攻撃してみせたとか……!?）

　──瞬間、零れいの背筋を駆け抜けたのは悪お寒かんだった。竜の尾の先端の瘤こぶ、その一角に並ぶ形で爛らん々らんと燃える二つの光が灯ともったのである。……こちらを睨にらみ付つけるそれが目であることに、零れいの思考は数瞬後に辿たどり着つく……。

　目があるのであれば、尾の先端のそれは瘤こぶではない。そんな打撃武器の代用品ではなく──

　──第二の頭部。

「『アンフィスバエナ』!?」

　何かの物語で読んだ、尾の先に二つ目の頭を持つ異形の双頭竜。その名を零れいが叫ぶと同時、まさにアンフィスバエナそのものの異星幻獣の第二の顎が限界まで開かれる。……その喉の奥に、毒々しい色の輝きを零れいは見て取った。

　敵の異形を〝朱のⅢ〟もその瞬間になって察する。慌ててアンフィスバエナの第二の首と、軌道エレベーターのゴンドラの射線上に割り込むが──少しばかり、遅い。

　アンフィスバエナの口内から吐き出された熱く輝く奔流が、いともあっさり〝朱のⅢ〟の姿を吞のみ込こんだ。それに留まらず、竜の吐息は零れいたちが乗るゴンドラにも追い付いて……。

「……!?　義兄にいさ──」

　初ういの喘あえぐ声を耳元で聞きつつ、零れいは庇かばうように、覆おおい被かぶさるように、義妹を抱き締めた──




　──数分後……。

「……く、そ……しくじっ……た……！」

　ギア・リボルヴァという名の──〝朱のⅢ〟の称号を冠した人物は、瓦が礫れきに埋もれた空間で身を伏し、己の迂う闊かつさを呪っていた。

　とにかく、身を起こそうとギアは腕に力を籠めるが……脚の方には一切力が入らず、英雄は二度目の転倒をした。「な、何だ……？」と呻うめき、真紅の目線を己が下肢に向け──

「──あ……ああぁぁああああああああああああああああああああああああああっ……!?」

　慟どう哭こくするような声が、ギアの喉より迸ほとばしった。力が入らないのも当然である。ギアの両脚は、それどころか腰から下の全ては──無む惨ざんに崩壊し、人の形を成していなかったのだから。

　苦痛に震えるような、嘆き悲しむようなギアの悲鳴は、それから数分間続いて……それで、ある程度の冷静さを取り戻したのは、流石さすが〝朱のⅢ〟と言うべきだっただろうか？

　歯を食い縛りながら、その隙間よりギアは独白を吐き出す。

「……ああ、くそ……あの日、目的を果たしてから……いや、果たせてなんかいねえが、そのことに決着をつけてから──気が抜けてた、のか……？」

　そのせいで、普段なら何でもない相手に後れを取った。ギアの半身は今、その称号のように朱色に染まっている。ヘルメットも何処どこかへ吹き飛んでおり、目元に自前の赤い前髪が垂れてきていた。──そこで、気付く。

「……空気が、ある……？」

　そう、ここには空気があり、ギアは平然と呼吸が行えていた。恐らくは、アンフィスバエナの吐息に吹き飛ばされて、守りに入った軌道エレベーターのゴンドラへ押し込まれてしまったのだろう。ゴンドラがそれでも上昇を続けていたのなら……ここは既に宇宙ステーション内部なのかもしれない。それならば、空気があるのも頷うなずけた。

「……つっても……オレにはもう、あんま関係ねえか……がはっっ！」

　咳せき込こんだギアが、どす黒い血の塊を吐き出す。伝承によれば、アンフィスバエナの吐く息には毒があるという。それと酷似したあの異星幻獣の吐息にも、毒素が混じっていたらしい。

　──そうでなくても、ギアの傷は完全に致命傷であった。見た目だけでも悲惨だが……傷口からアンフィスバエナの吐息の高熱が体内へ伝わり、内臓に深刻な痛手を与えている……。

（……その気になれば、治す手段はなくもねえが……）

「……ああ、いや──別にいいか、もう……」

　それを使う気は、ギアには湧いてこなかった。正直、人道的に少しばかり気が引ける方法の上……そこまでして自分の命を繫つなごうとする意志が、ギアには無かったのである。

　アンフィスバエナの吐息の熱で熔とけ、毒で腐った、軌道エレベーターのゴンドラだか、或あるいは宇宙ステーションの床だかに伏せ、ギアは己の一七年と少しの人生を振り返った。

（目的は……あった。それを、一応は果たした。……けど、その結果得たものは、望んでた形をしてなくて……傷付けなくてよかったはずの人たちを、大勢傷付けた……）

　そのせいで、何だか全てがどうでもよくなって……胸にあったはずの情熱が、燃え尽きたかのように無くなってしまっていた。

　確かに、多くの異星幻獣を倒してきて、たくさんの人々を救ってきた。自分を慕ってくれる人たちもとても大勢居る。けれど……そんな人たちにギアが今、覚えているのは、温かさではなく──凍るような後ろめたさ。

（……オレは、最初から噓を吐き続けてきた──）

　それがばれるのを恐れて、いつか来るかもしれないその瞬間に、ずっと怯おびえてきた。

「……それも、もうすぐ終わる……か」

　そう思うと、少しだけ気が楽になった。

　自分に致命傷を負わせた双頭のドラゴンが少し気になったが、微かすかに、ブレスを撃ち放った後のアレが、こちらに背を向けて逃走に移ったのを見たようにも思う。

（……まあ、ここに追撃が来ねえことから見ても、逃げたんだろうな……）

　ギアが与えてやったダメージも、決して軽くはなかったはずであるし。とすれば、今この時において、あの竜によるさらなる犠牲は考えなくて良いだろう……それでまた少しだけ気を楽にして、ギアは目を閉じた……閉じようとして──

「──義兄にい、さん……義兄にいさん！　お願いです……目を開けて下さい……!!」

　……涙混じりのその声を、ギアは聞いてしまった。

　突き動かされるように、ギアは再度両手で床を摑つかみ、声がした方へ這はう。……散乱した瓦が礫れきの陰に、二人分の人影があった。

「嫌ですよ……嫌ですよ！　私まだ、何も……何も義兄にいさんに伝えていないんです!!　お願い、神様……義兄にいさんを、連れて行かないで下さい……!!」

　琥こ珀はく色の瞳から涙を流し、祈る如ごとく、訴える如ごとく囁ささやく少女。儚げな色いろの長髪が解け、乱れているが……小柄でたおやかな肢体は、やや汚よごれてはいるものの、傷らしい傷は見て取れなかった。

　──だが、へたり込む彼女の傍かたわらに横たわる人物は……手遅れとしか言い様がない。

　多分、ギアともそう歳としが変わらない……精々、一、二歳年下くらいの少年だろう。……多分なのは、その肉体の損傷があまりに激し過ぎるからだ。

　まず、四肢が無い。首から下の胴体も、炭化や腐敗をしていない部分が見当たらなかった。首から上が原形を留とどめている点から、アンフィスバエナの吐息が直撃したわけではないだろうが……かなりの至近でその余波を喰くらったのかもしれない……。

（この娘を庇かばった……のか？）

　状況的に、ギアはそのように推理する。命を懸けて自分以外の誰かを助けられる少年の心根に、ギアは素直に尊敬の念を抱くが……共に苦い苦い後悔も胸を衝つく。

　ギアが油断していなければ、アンフィスバエナをきちんと制圧出来ていれば、目の前で死に逝ゆこうとしている少年が少女を庇かばう必要など無かった。彼は死なずに済んだはずなのである。

（オレなんかの……偽りだらけのどうしようもないオレなんかのせいで、そんな凄すごくて優しい奴やつが……死ぬのか？）

　そして……眼前で泣きじゃくる少女の心に、深い傷が残る──それは、きっとこのまま死を迎えるギアにとって、耐え難がたい未練であった。……そして。

（……オレなら、助けることが……出来る）

　あの少年の命を。……ただ、それは何の犠牲も無くという無難な手段ではなくて……。

（……ああ、でも……オレもあいつも揃そろって死ぬくらいなら──）

「……っ……ぉ……おぃ……っ」

　吐き気が込み上げてくるギアの喉は、それでも何とか再び声を発してくれた。

　それでようやくギアの存在に気付いた少女は、驚きよう愕がくの表情でその姿を見下ろしてくる。息を吞のんだのは、ギアもまた少年と何ら変わりなく死に瀕ひんしていることを悟ったからだろう。

　そんな少女に、ギアはゆっくりと、内心は残された時間を気にしつつ、問うた。

「……そいつ……ぉ、助けたい……か？」

「……た……助けたい、です……！」

　戸惑いはあるのだろうが、それでも少女ははっきりと願いを口にする。ギアはさらに続けた。

「……他の誰かを……っ、犠牲にしても……か？」

「……はい」

「……それを……人によっては、悪と……呼ぶかもしれねえぞ……？」

「それでも──」

　強い強い光を眼まな差ざしに宿し、少女は言い放つ。

「──それでも、生きていてほしいです。私の……世界で一番、大事な人ですから……!!」

　少女のその言葉で、ギアは腹を括くくった──

「……じゃあ、オレが助けてやる。退け、時間が無え……!!」

「は、はいっ」

　大急ぎで場所を空けた少女に代わり、ギアは少年の身を抱え込む。天を仰ぎ、息を……一緒に『あるもの』を、身の内へと吸い込んだ──




　──宇宙は真空ではなかった。人類の本格的な宇宙への進出以降に生まれた子供たちの中に、『それ』を認識出来る者が現れ始め、判明したのである。

『それ』を認識出来る者たちには、宇宙は蒼あおく見えた。まるで、海に満ちる海水のように、空に広がる大気のように、目で見て、肌で感じて、『それ』の存在を確かめてみせたのである。

　──『エーテル』。

　宇宙とは真空ではなく、そう呼ばれることになるエネルギーが、大気のように、水のように満ちている空であり、海だった。そして、エーテルはそれを認識出来る人類に『特別な力』をもたらしたのである──




　ギアは、己の中に吸い込んだエーテルを吐き出す──歌姫が肺の中の空気から歌声を形作るように……そこに旋律を乗せて。




　巡れよ　光　瞬またたけ　星々

　軌跡を描き　黄道を




　焰ほのおよ　煌きらめけ

　命を　導け

　慈愛を　癒いやしを

　ここに成せ




　生命の火が　象かたどるは

　無む垢くなる　乙女の　微笑ほほえむ宮──




　ギアの全身から溢あふれ出でたエーテルが、変質し、再構築され──眩まばゆく輝く炎と化す。

「《煌導一二聖火・陸式ゾデイアツク・シクス》──【処女宮の慈火バルゴ・フオーチユン】!!」

　ギアが生み出した炎は、少年の身体を包み込む。その上……どういうことだろうか？　その火は少年を焼かず、逆に、それに巻かれた少年の肉体が、炙あぶられた箇所から段々と再生し、肌に色を取り戻していく……。

　……炎は、生命の象徴でもある。命を火に喩たとえることはままあるし、古い肉体を炎で焼き、その中から新たな肉体を得て生まれ変わるという不死鳥フエニツクスの伝説は、まさにその典型だろう。とはいえ、炎が実際に人の傷を癒いやすなど、科学的には説明出来ない。物理法則を超越している。だからこそ──『この力』はその名で呼ばれるのだ。

　──『魔法マギクラフト』。

　それこそが、僅か二十数年で人類に太陽系を踏破させた原動力。特別な宇宙飛行士たち──〝星海の魔女〟の異名で呼ばれる『宇宙魔法士アストロマージ』たちが使う、選ばれし力……。

　そう、この時代、この宇宙で、宇宙飛行士たちアストロノーツは──




　──魔法を使う。




　一度は闇の底へ落ちたはずの意識を微かすかに取り戻した零れいは、感じる熱に薄く瞼まぶたを開いた。

（……あれ？　僕……死んだんじゃなかったのか……？）

　アンフィスバエナの第二の頭が放った吐息が、零れいたちが乗るゴンドラを直撃して──自分で自分を褒めたいほどの巧みさで初ういを庇かばい切ったことは、彼も憶おぼえていた。ただ、直後に生涯で感じたことが無い凄絶な激痛が首から下をくまなく襲い……零れいは意識を手離していたのである。

（……あの痛みは、もう、絶対に死んだと思ったんだけどな……）

　ぼんやり考える零れいは、自分を見下ろす少年の決意に満ちた顔を捉える……。

　紅ぐ蓮れんの色をした髪が鮮やかな美貌……何処どこか女性的に見えなくもないが、胸が平らであるし、肩幅も広い。男だろうと零れいは結論付けた。

　自分よりほんの少しだけ年上に見えるその少年が、硬い声で呟つぶやいている。

「肉体の欠損部分が……多過ぎる。魔法の力だけじゃ……治し、切れねえ……」

「そんな!?　何とか──」

「……オレの……で……補えば──」

　彼と会話している相手は、初ういのようである。最後の方は断片的でよく聞こえなかった。

　……そして、いきなり赤髪の少年の手が、零れいの頰へ添えられる──

（……って、おいおいおいおいおいっ!?）

　嫌な予感がしたが早いか、赤い髪の少年の顔が、徐々に自分の視界を埋め尽くし始めた。

　いくら何でもこれは、零れいだって気付く。理解する。けれど、悲しいことに、零れいの身体は全然動いてくれないのだ。手足をバタつかせるどころか、顔を逸そらすことすら出来ない。

　とんでもない悲哀の中、零れいは神様に毒を吐く。

（ええ、まあね。僕は女の子と今まで、そういう関係になったことはありませんっ。だから、当然童貞で、キスの経験も無いです！　そんな僕を憐あわれんで、死ぬ前に少しだけサービスしてくれる気になったんですかね!?　だけど……だけど……それにしたって……!!）




　……冥土の土産のはずのファーストキスの相手が男ってのは、あんまりじゃないですか!?




　炎の如ごとき髪の少年の、割と長めの睫まつ毛げに飾られた、ルビーのような瞳が閉じられて──

（──うぎゃああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!?）




　零れいの声にならない絶叫が、彼の脳裏にだけ響き渡った……。




☆　　　　☆　　　　☆




　──どうも、再び意識を失っていたらしい……。

（……いや、あんな悪夢のような体験をさせられれば、至極当然じゃないかな!?　──って、あれ……？　僕、死んでない……のか……？）

　今度こそ本格的に意識を取り戻した零れいは、自分の今の状況を測りかねた。

（何だか、身体がふわふわするというか……お風ふ呂ろに入ってるような感覚？　でも、湯加減が良いわけではなくて、何か微妙にぬるいというか……？　それに、顔に違和感が──）

「……ガボッ!?」

　──どうにか思考が追い付いた時、零れいは生なま温ぬるい液体に全身を浸つからせながら横たわる我が身を自覚した。無意識に口と鼻の周りを覆っていた物……後々冷静に考えたところ、酸素供給用のマスクだった模様……を外してしまったせいで、その液体が鼻から口から入り込んでくる。

「…………っっっっ!!」

　考えるまでもなく、呼吸は不可能。零れいは溺れた。ひたすらもがき、目前にあった透明な壁をバンバン叩たたきまくる。……その音に、壁の向こうで誰かが動く気配──

「──大丈夫!?　……ごめんなさいね、目を覚ましたことに気が付かなくて……」

「ぶっはあっ！　がはっ……げぼっ。……はあっ、はぁ……ここ、何処どこ……？」

　何度かの電子音の後、透明な壁は開き──零れいはそこから液体の外へ這はい出でた。酸素を貪り、周囲を見回して混乱する。……白や青を基調とした、清潔な室内。白衣の若い女性がこちらを窺うかがってくる。辺りには色々な機械が並び、零れいが背を預けたのは、液体が満たす大人でも余裕で入れそうな保育器の如ごとき代物だった。直前まで自分が入っていたのはこれだと、零れいも理解する。

（……うん？　これ、確か……物もの凄すごい重傷者を治療する為ための魔法も用いた医療装置で……名前は『医療用霊薬槽メデイカル・エリクシル・ポツド』だっけ？）

　魔法で合成された人体の再生を促進する薬液に全身を浸すことで、相当な重傷患者でも生命を維持し、治すことが出来る。薬液に患者を浮かべることにより、浮力で肉体への負担も極少に出来るとか……云うん々ぬん。

（……治療を受けてたってことは……やっぱり僕、死んでないのか──）

「──義兄にいさんっっ!!」

「……ぐえっ!?」

　状況が吞のみ込こめぬ零れいは、その瞬間、何者かにしがみ付かれた。痛いほどの力が籠められた腕が彼の背中に回される。

「ちょ……初うい!?　何事──って、いうか、は、離れて！」

「義兄にいさん、ちゃんと生きていますよね!?　何処どこか痛い所はないですか!?」

　いきなり零れいに抱き付いたのは初ういだった。その向こうから、先の女性と同じく白衣を纏まとう女性たち……恐らく、ここは病院で、そこに勤める看護師たちと思われる……が、初ういを追ってきている。状況的に、この部屋は集中治療室か何かで、そこに入れられていた零れいが目を覚ましたのを察知し、初ういが看護師たちの制止を振り切って突入してきたと目された。

　……まあ、そんなことより、今、零れいが可及的速やかに対処すべき問題は──

「う、初ういっ、離れて、大丈夫だから！　……そ、そうやってペタペタ触らないで……!!」

　──零れいが全裸であることだ。……それは、致し方のないことではあるのだが。先まで零れいの身が入っていた医療用霊薬槽は、その性質上、服を着たままでは用いることが出来ない。

　そんな零れいを気遣ったのだろう、看護師たちがやんわりと初ういを引き離そうとした。

「ほら、お義兄にいさんはまだ目が覚めたばかりですから……」

「検査しなければならないこともたくさんありますし──」

「普通の病室に移れば、また面会出来ますから……ね？」

「………………っ！」

　看護師たちからの説得を拒むように、初ういがぎゅっと零れいの胸に顔を埋めた。聞く耳を持たない義妹の反応に、零れいの心にも疑念が首をもたげてくる。

「……あの、初うい……義妹いもうとは、何故なぜここまで……？　僕って、そこまで酷ひどい怪け我がだったんですか？」

「「「……………………」」」

　零れいの質問に、看護師たちは揃そろって目を逸そらす。彼女たちは言い難にくそうに目配せし合って……やがて意を決した様子で最年少、まだ一〇代と思おぼしき看護師が口を開く。零れいが意識を取り戻し、初めて顔を合わせた看護師でもあり、緩くまとめられた長めの一本三つ編みが、穏やかで落ち着いた容姿にも良く似合っていた。……見ていて母性を感じるのは、この場の女性陣で最も胸が大きいからかもしれない……が、彼女の口から飛び出した内容は、邪よこしまな感情を吹き飛ばすには充分過ぎるもので──

「……酷ひどかった、とは聞いています。義妹いもうとさんがどれだけ声を掛けても、一切反応を示すことが無かった……と」

「……首から上しか、原形を留とどめていませんでしたよ。腕も脚も、無くなっていて……っ」

「──ぶぇっ!?」

　初ういが涙声でした補足に、零れいは変な声を漏らす。医療用霊薬槽の蓋を叩たたけた点、そこから這はい出でる時にも使ったことから、今の自分にきちんと手足があることは解わかっていたが……改めて、己の目で見て確認した。

（う、わ……何か異様に白い!?　肌も……空気に触れただけで微かすかにピリピリするような？　まるで首から下が全部傷痕になったみたいだ……。腕や脚の太さも違ってる気がするし……）

　指をワキワキ蠢うごめかせてみると、反応にも少し、違和感がある気がした。何というか……他人の腕と脚を移植されたような……。

「……な、何にせよ、千切れた腕や脚まで再生させるなんて、最近の医療は凄すごいですね！」

　微妙に重くなった空気を払ふつ拭しよくしようと、零れいはわざとらしく明るい声を上げる──が、それは逆に、重かった空気の重量を余計に増した。

　不思議に思う零れいに、最年少の看護師が切々と語る。

「……確かに、最近の医療なら、失われた四肢の再生も行えます。この医療用霊薬槽だって、そのような機能は有していますよ。ただ……それは相応の時間を掛けた場合であって、たった一晩で人の腕や脚を完全に生え変わらせることなんて、普通は不可能なのです」

「──一晩!?」

　聞き捨てならない単語に零れいは問い返す。教えられた負傷の度合いから、少なくとも数日間、下手をすれば数ヶ月間意識不明だったのかと考えていたが、二四時間も過ぎていないという。

（……あ。よく見たら、初ういの服が気を失う前と同じ……）

　汚よごれているし、所々破れてさえいるが。……恐らく、ずっと零れいが目覚めるのを待っていて、着替えることも忘れていたのだろう。あれだけ身なりを気にする義妹が、それを忘却するほど自分のことを心配していたのだと理解し、零れいも申し訳ない気持ちが溢あふれてくるが……同時に、アンフィスバエナの襲撃から二四時間も経ていないということも実感出来て、薄ら寒くなる。

「──と、いうか！　あのアンフィスバエナ……頭が二つあるドラゴンの異星幻獣は!?　も、もしや、まだこの近くに……!?」

「あの個体は、その後逃亡したと報告されています。討伐はされていないので、捜索が続いていますが……。ただ、ここはもう、シノンシオンからは離れていますので、安心して下さい」

「……そ、そうですか……」

　アンフィスバエナの暴威を思い出し、パニックに陥り掛けた零れいを、最年少の看護師が優しい声音で落ち着かせた。心のさざ波が引いていくのを感じながら、零れいは深呼吸する。

（でも……これだけは絶対に確認しないと──）

「──あ、あの、そんなに僕が酷ひどい状態だったのなら……何故なぜたった一晩で、ここまで治ったんですか？　その医療用霊薬槽には、そこまでの機能は無いんですよね？」

　零れいのその質問に──看護師たちは、覚悟していた瞬間がとうとう訪れたというような表情になった。初ういが、一ひと際きわ強く零れいに抱き付いてくる。

　零れいの疑問への回答は、またも最年少の看護師が代表して行った。

「実は……貴方あなたが瀕ひん死しの重体であったというのは、わたくしたちも義妹いもうとさんたちから聞いた話で、直接は目にしていないのです。ここに運び込まれた時点で、貴方あなたは、とうに腕や脚の再生までほぼ終わった状態でしたから。……それでも、重傷には変わりなかったのですが……」

　少なくとも、原形は留めており、重傷ながら命に別状は無い容体だったと、看護師は述べる。

「……は？　いや、それじゃあ、そもそも死にそうだったことが何かの間違いなんじゃ──」

「──違うんです、義兄にいさん。死に掛けていた義兄にいさんを、治療してくれた人が居るんです。……〝朱のⅢ〟……さん、が……」

「……〝朱のⅢ〟!?」

　想定外の名に、零れいの目が大きく見開かれた。……彼にとって、〝朱のⅢ〟はある理由によりこれ以上ないほど嫉妬の対象である。そのような相手に命を救われたとなれば……子供染じみていると言われても仕方がないと自覚はあるものの……敗北感に似た悔しさが胸を搔かき乱みだした。

「…………そ、そっか。じゃ、じゃあ、彼には、お礼を伝えないと──」

　──零れいがその感情を無理矢理抑制したのは、初ういの為ためだった。〝朱のⅢ〟に対する暗い感情を表に出せば、義妹はまた気に病んでしまう。ただでさえ精神的に参っている様子の彼女には、これ以上の負担を掛けたくないという義兄あに心ごころだった。

　……今回の場合、それが裏目に出てしまったのだが……。

「……無理、なんです」

「…………初うい？」

「〝朱のⅢ〟さんに義兄にいさんがお礼を言うのは、無理なんです！　だ、だって──」

　初ういの声が震え、湿り気を帯びる。彼女の顔が押し付けられた零れいの胸にも湿った感触が広がり……それで義兄は、義妹が泣いていることに気が付いた。

「──ヴァ、〝朱のⅢ〟さんは、死んじゃったんです……！　義兄にいさんを助けて、全ての力を使い果たしてしまったみたいに……!!」

「…………………………は？」

　初ういが何を言っているのか理解出来ず、零れいはキョトンとした声を上げた。涙を流すばかりで声が出ない初ういに代わり、例によって最年少の看護師が説明を引き継ぐ……痛々しい表情で。

「瀕ひん死しの貴方あなたを〝朱のⅢ〟──ギア・リボルヴァ君が見付けた段階で、彼の方も……致命傷を負っていたらしいのです。それを押して、貴方あなたを魔法で治療して……自分の方は……」

「……いやいや！　何でそうなるんですか!?　僕が本当にそんな死に掛けで……でも、それを治療可能な魔法を持っていたなら、どうして〝朱のⅢ〟は自分を治療しなかったんですか!?　そもそも、自分を先に治して、その後に僕を──という選択肢だってあったはずでしょう!?」

「……如何いかに魔法でも、治療出来る負傷に限界はあるのです。それを超えて傷を治そうとするならば、エーテルだけでなく、さらなる代償を求めなければ。例えば……負傷者の欠けた肉体を、他者の血肉で補うだとか……」

　その説明を聞き、零れいは一つの事実に思い至ってしまう。先程、まるで他人のもののようだと感じた今の自分の四肢を、食い入るように凝視した。

「ま、まさか……〝朱のⅢ〟が自分の血肉を使って、僕の身体を……!?」

「──わ、私は、私の身体を使って下さいって、言ったんです!!」

　表情を強こわ張ばらせる零れいに、泣き叫ぶように初ういが言った。

「で、でも、〝朱のⅢ〟さん、それだと私の方に深刻な障害が残るからって……そ、それなら、どうせ助からない自分の身体を使った方が、後腐れが無いからって、言って……!!」

　そこまで聞いて、零れいもその時の状況を理解する。零れいが他者の血肉で肉体を補ってもらわないと生還出来ない状態であったのと同じように、〝朱のⅢ〟の方も同様の状態であったのだろう。零れいと〝朱のⅢ〟のどちらかを生かすには、もう片方を犠牲にしなければならないという……。

　……そして、〝朱のⅢ〟は自らを犠牲に零れいを救ったと、そういうことである。

　──実に英雄的に……。

「……何だよ、それ……？」

　生き残れた安あん堵どとか、余計なお節介をされた如ごとき怒りとか、義妹を気遣ってくれた感謝とか……色々な感情が飽和して、零れいはそう呟つぶやくのでいっぱいいっぱいだった。

　それでも、のろのろと顔を上げ、看護師たちへ尋ねる。

「……あの、〝朱のⅢ〟……さんの、遺体は？」

「……貴方あなたの治療を終えた後、本当に全ての力を使い果たしたように……残っていた部分も、灰になって崩れ去ったと聞いています……」

　……零れいの命の恩人は、死体すら残さず消えてしまったと。何ともやり切れない終わりに、零れいは最も早はや脱力するしかない。

「……こう言うのは何ですが──我々としても、〝朱のⅢ〟が、英雄が命を賭として救った貴方あなたを、万全な状態で帰さなければなりません。気を強く、持って下さいね？」

　最年少の看護師から掛けられた、励ましのようでいて、実はそうでもない言葉に、零れいはそれでも首を縦に揺らすしかなかった……。




　そこまでだったのなら……当事者である零れいの忸じく怩じたる想おもいはともかくとして、これは美談として終わったのだ。

　宇宙の英雄たる〝朱のⅢ〟、ギア・リボルヴァが、その高潔な精神で、自己犠牲をもって、とある少年を救い、実に英雄的な最さい期ごを遂げた──ただ、それだけの話。

　救われた当人である零れいの存在も少しの間は騒がれるであろうが、直じきにほとんどの人々の興味から失うせ……〝朱のⅢ〟の逸話の片隅も片隅に申し訳程度に刻まれるだけに留まったはずだ。

　太陽の強烈な輝きに、弱々しい光しか放てぬ星は存在を搔かき消けされてしまうように……。

　だが──これはそうはならなかったわけで……。




　患者衣に着替えた零れいは、ようやく身を離した初ういと別れ、各種精密検査を受ける運びになった。

（まあ、死に掛かった身としては、仕方がないか……）

　今のところ、元は〝朱のⅢ〟の肉体だった腕や脚の微かすかな違和感以外は、不調は無さそうな零れいであるが……無自覚な部分で深刻な障害が残っている可能性もあり得る。全身の精密検査は絶対に必要なことであった。

　とはいえ、検査も魔法を用いれば、そこまで時間の掛かることではないとのことである。

「……あの、これ、何ですか？」

　ＣＴスキャンやＭＲＩのような、だが、それらとは一線を画した機械と連結したベッドへと横になり、零れいは不安を隠せず問いを放つ。……その全体、到いたる所に、零れいの知る如何いかなる言語とも異なる文字や、数学的でありつつ、オカルト染じみた印象をも想起させる図形が、これでもかと描かれていたからだ……。

「ああ、貴方あなたは普段は、火星の地上で暮らしているのでしたね。なら、『アーティファクト』を見るのは初めてですか？」

　答えたのは、零れいが目覚めてからずっと付き添ってくれている一〇代後半くらいの女性看護師である。……此こ度たびの検査を主導していること、また、よく見ると他の看護師と白衣のデザインが異なっていることから、看護師ではなく医師なのかもしれないと、零れいは今になって考え付く。

（そうなら、相当に若いお医者さんだけど。……飛び級でもしたんだろうか……？）

　ひょっとすると、今回の入院における零れいの主治医なのかもしれない。

　それを改めて確認する機を逸しつつ、零れいは彼女の回答でひとまず知りたかった情報を得る。

「……これがアーティファクト……」

　アーティファクトは、古くは『人工物』や『工芸品』……特に『考古学的価値がある物』を指す言葉であったが、近年では全く別の意味で用いられている。即すなわち──『魔法の道具』。

　エーテルを認識し、それを魔法へと変換出来る人類……通称『新世代エーテリアン』の登場後、逆に魔法を一切使えない人類……零れいのような『旧世代シビリアン』でも、何とか魔法を使えるように出来ないかと、その為ための研究は現在進行形で実施されている。それの成果の一つがアーティファクトだ。

『ルーン』と呼ばれる特殊な文字や図形がある。それらを特定のパターンで物品に刻むことにより、新世代たちの魔法と同様の効果を発揮出来る品を作り出すことが可能だった。

　そんな、ルーンが刻印され、魔法的な機能を持たされた物品、機械の類いが、現在の世ではアーティファクトと呼称されている。

　そこまで聞くと便利そうだが……ルーンの効果の発動にもエーテルが必要で、ルーン自体にはエーテルを吸収させる効果を持たせることがどうしても不可能であったのが問題だった。

　要するに、エーテルを認識し、それの流れをある程度ではあるが制御出来る新世代にしか、アーティファクトを使用することは出来なかったのである。……本末転倒なことに。

　そんなわけで、現状アーティファクトは、新世代たちの能力拡張用の道具として用いられていた。……新世代でも、使える魔法は一人につき一種・一系統だけなので、それを補うという意味ではかなり役に立っている技術なのだが。

　ともかく、零れいが今から掛けられようとしている機械もアーティファクトとのこと。ＭＲＩやＣＴスキャンに酷似する形態から推測すれば、これも人体の内部を切開せずに可視化するものなのだろう……恐らくは、ＣＴスキャンやＭＲＩなどよりもずっと詳細に。

　基本的に、エーテルは宇宙空間にしか存在しない。惑星の大気や磁場、重力と反発していると考えられている。それ故に、零れいが元々住んでいる火星の地上にはエーテルは存在せず、起動にそれが必要となるアーティファクトも見当たらなかった。零れいは見慣れぬアーティファクトをまじまじと観察してしまう。

「地上で生活している人たちにとって、アーティファクトは本当に珍しい物なのですね。ここ、アリストテレスでは、何処どこにでもある物なのですが」

　零れいをリラックスさせようとしているのか、白衣の女性が世間話のように言ってくる。それの内容で、ここが既にアリストテレスであるという事実を零れいは知った。

　それもそこそこ気になったが……より早急に答えを知りたい疑問を、零れいは優先する──

「──あの、このアーティファクトに刻まれた文字や図形……ルーンですか？　それが何か、微妙に発光してるのって、仕様なんですかね？　何だか不安を煽あおるんですけど……」

「…………………………え？」

　たっぷり一〇秒間は沈黙して、白衣の女性は零れいに訊きき返してきた。反応の鈍さに、零れいは少々首を捻ひねりながらも再度訴えてみる。

「ですから、変に蒼く光ってるじゃないですか？　これは何なのかな……と──」

　そこまで言葉を重ねて、零れいはふと気付く。

（……え？　いや……そうじゃない……？）

　光っているのはルーンだけではない。初めに認識したのがそこだったという話だ。似た光は壁にも灯ともっていたし、空中を漂ってもいる。床にも波紋の如ごとく、次々と広がっていき──

（え？　あ？　何だこれ、何だこれっ、何だこれ!?）

「う、わああああああああああああああああああああああああああああああっっっっ!?」

　──蒼あおい光。零れいの視界を満たしていく。まるで水族館アクアリウムのように零れいには感じられた。水を満杯に湛たたえた水槽、それを透過した光だけが辺りを照らしているような……。そんな世界において、零れいは水槽に閉じ込められた魚の如ごとく。己の知る世界から乖かい離りしていく視界に、零れいは絶叫する。

　その声に触発されたように、世界の蒼あおがますます濃くなった。途端、零れいが横たわるベッド、それに繫つながる検査用のアーティファクトが激しく異音を立て、狂ったように震動する。『暴走』の二文字を連想させるアーティファクトの有あり様さまに、零れいの混乱は余計に深まって……。

「──落ち着きなさい！　大丈夫です。蒼あおく光っているのは、エーテルですから。害も、危険もありません……！」

　……その零れいの手を、白衣の女性が握った。彼女の諭すような声に、零れいは我を取り戻す。

　けれど……脳に染しみ込こんできた彼女の言葉が、零れいに新たな混乱を芽吹かせた。

「……エ、エーテル？　僕が今、見てる、この蒼あおい光が？　そ、そんなわけ、ないでしょう？　僕は、男ですよ？」

　零れいの言い分は、至極当然のものだった。何故なぜなら──




　──新世代は、基本的に女性に限られる。




　……女性に対して親和性が高いエーテルは、反面、男性とは極めて相性が悪かった。

　新世代が生まれるようになって四〇余年。全ての女性が新世代であるわけではないが、年々新世代である女児の出生数は増加しており、反対に旧世代である女児の出生数は減少している。そう遠くない未来、人類の全女性が新世代になることは確実と言われていた。

　しかし──同じ年月の中で、現れた男性の新世代は僅か八名。

　だからこそ、新世代が宇宙開発・開拓の担にない手てとなり、魔法がその為ための手段として使われるこの時代、宇宙は女性の職場で、宇宙魔法士は女性の花形職業なのだ。宇宙魔法士の異名が、〝星海の魔女〟と女性に限定される形なのも、そのせいである。

（……だから、僕は諦めたんだ……）

　零れいは胸の内で零こぼす。無念の思いを……。




　──何処どこから流れてきたかも定さだかではない宇宙用小型救命艇に乗って、宇宙を漂流していた素性不明の赤子……それが零れいだ。




　親ばかりか縁者すら確認出来ない彼を引き取り、零れいという名前をくれたのが、早はや霧ぎり家の夫妻であり、その数ヶ月後に彼らの間に生まれた娘が初ういである。

　早はや霧ぎり家の人々は、零れいを家族として受け入れ、愛してくれた。零れいも彼らを大切に思っている。……だが、それでも零れいの中に、ずっと燻くすぶり続けている衝動はあった──




　──僕は『何処どこ』から来た『誰』なんだろう？




　……この宇宙を何処どこまでも、それこそ果てまで目指して進めば、途中の何処どこかでそれが解わかるのではないかと。

　自分の本当の両親や、少なくともそれを知る人に出会えるのではないかと。

　その淡い期待を胸に、零れいは宇宙で働く仕事を夢見て……けれど、今の時代は、男で、新世代ではなく、魔法も使えない零れいに、その夢を見ることすら許してはくれなかった……。

　……痛かった……苦しかった……挫折の記憶──




　──それが今、裏返る。




「……恐らく、ギア君の……〝朱のⅢ〟の細胞を取り込んだせいです」

　白衣の女性が、緊張に震える声で告げた。

　歴史上、八名しか居ない男の新世代。彼らはその希少性から、この宇宙において特別な扱いを受けている。旧世代の男性では得られない、いくつもの特権を有しているのだ。例えば──男性ながら、宇宙魔法士を目指すことが、その為の専門機関で学ぶことが、許されているとか。

　そして、存在が確認された順番の数字と、それぞれを象徴する色を称号として冠している。

〝藍のⅠインデイゴ・フアースト〟とか、〝黒のⅡブラツク・セカンド〟とか──




　──〝朱のⅢ〟とか。




（……だから、嫉妬した……）

　女性の新世代たち以上に、自分と同じ男でありながら、蒼あおい宇宙に選ばれた男の新世代たちに、零れいは……。

　その嫉妬が薄れていく中、零れいに去来したのは──戸惑いと、やるせなさだった。

（……諦めて、いたんだよ……！）

　確かに、まだ嫉妬していたし、理不尽さに憤いきどおっていたが、地上で、そこの普通の高校に通い、過ごしていれば……いつかは過去の思い出の一つに変わっていたはずのことだった。

　……それなのに、零れいは手に入れてしまったのである……資格を。

　宇宙という空を飛ぶ翼を、星の海を泳ぐひれを──

　鳥を羨ましがって空を見上げることも、魚を羨んで海を覗のぞくことも、最も早はや零れいには出来ない。出来ないというより……許されない。

　史上九番目の男の新世代。

　羨望を受ける側に、零れいは立ってしまったのだから──

　……この日、あまりに突発的に、例外的に、早はや霧ぎり零れいはその立場を得た。




　──一人の英雄の、命と未来を引き換えにして……。




☆　　　　☆　　　　☆




「──ふぅ……」

　零れいの検査を……元々行う予定だった健康状態の確認だけでなく、急きゆう遽きよ執り行うこととなった男性新世代としての能力測定も含めてやり切って、その間ずっと彼に付きっ切りだった白衣の女性……アイギス・カインドは、院内のシャワールームで緩めの長い一本三つ編みを解く。

　白衣も脱ぎ捨て、白の……精緻なレース部分が透けるセクシーな雰囲気の下着も脱ぎ払うと、温度を高めに設定した湯を、頭上から降り注がせた。

「……本当は、ちゃんと洗いたいところなのだけれど……」

　アイギスには、この後も重要な仕事が控えている。その上、時間もあまり余裕がない。汗を簡単に流す程度に留とどめるしかなかった。

　手短にシャワーを浴び終えると、清潔なバスタオルで髪から、身体から水気を拭っていく。九〇ｃｍ台前半の乳房が量感たっぷりに弾み、キュッとくびれた腰から安産型の臀でん部ぶに沿って、雫しずくが滑らかに伝い落ちた。

　髪を乾かし、再度緩い一本三つ編みに編み直すと、アイギスは抱き心地の良さそうな肢体に下着を装着していく。……先までの白い下着と方向性は同じものの、色は攻めのワインレッド。それは、次の仕事に臨む彼女の心境を表していたかもしれない。

　ワインレッドの上に装備されるのは、軍服に似たデザインのスーツ。ドレスシャツ、タイトスカート、ジャケットのいずれにも、ただ一つの皺しわさえ見受けられない。

　ナチュラルに化粧も施したアイギスがシャワールームを出ると、そこには二人の女性が待ち構えていた。……双子らしい。髪を結い、アイギスの物に酷似したスーツを身に纏まとい、一本の棒が通ったように直立する瘦そう軀くな彼女たちの顔立ちは、同じ型から抜き出したように瓜うり二ふたつであった。違いは片方が眼鏡を掛けていることのみ。──彼女らはアイギスの秘書に当たった。

　眼鏡の秘書の方が、アイギスへはきはきとした声で呼び掛ける。

「お疲れ様です、市長。この後の予定は、三〇分後に市庁で例の会合です」

「お疲れ様、マリカ。このアリストテレス中央病院から、市庁までは車で一〇分くらいですし、充分に間に合うでしょう。車内で今回の件をまとめた資料を、もう一度見させてもらいます」

　話しつつ、アイギスは廊下を進み始めている。それに従い、裸眼の秘書がほんわりとした声で報告を述べた。

「ご指示の通り、本日予定されていた我が校高等部の入学式は延期しましたー。新たな予定日は一週間後となりますー。……ただ、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ特待生の死に、生徒たちの間にも動揺が広がっていますー。学園長からも何かお言葉を頂けると、生徒たちも落ち着くかとぉ……」

「解わかりました、エリカ。本日中に内容をまとめておきます」

　アイギスの凜りんとした声に合わせ、長い三つ編みが揺れる。

　新世代は、旧世代と比べて老化が遅く、若々しい外見を保ち易やすい。極端な者なら、外見年齢と実年齢の間に二桁も差があることすらあり得る。

　アイギス・カインド……宇宙コロニーとしてのアリストテレスの市長であり、学校としてのアリストテレスの学園長でもある彼女のその肩書きも、最初期の新世代にして、複数の惑星のテラフォーミングにも関わった宇宙魔法士だという事実を鑑かんがみれば、むしろ当然と言えた──




　アリストテレス市庁内の会議室の一つ、特に重要な案件が話し合われることが多いその室内に踏み入ったアイギスは、中央に置かれた大きめの円卓に手を当てる。




　我が声　心　彼方かなたまで




「──《念話テレパス》」

　一旦、自らの内に吸収したエーテルを、円卓へと注そそぎ込こむアイギス。即座に円卓に刻まれたルーンが発光、その効果を解き放つ。

　この会議室の円卓は、精神感応テレパシーの効果を有した通信用アーティファクトだ。魔法は量子通信などよりも遥はるかに速く、正確に、惑星間、コロニー間規模の遠距離通信を可能とする。現在の宇宙ではよく見られる品であった。使用には発信側と受信側の双方で同様のアーティファクトを用意する必要があり、発信者も受信者も新世代でないと使えないという欠点はあるが──

（今回の会合の参加者は新世代ばかりだから、その辺りは大丈夫だけれど……あら？）

　アイギスが手を置く円卓の席に、幾人かの人影が出現する。……実際にはそこに居るわけではなく、円卓型アーティファクトの効果で、通信先の者たちがアイギスの脳裏へと投影されているだけなのであるが。現実には、火星圏にすら居ない者の方が多い。

　ただ……そもそも円卓を囲む者の数が少な過ぎることに、アイギスは眉をひそめる。

〔……そろそろ定刻ですが……これだけですか？　彼らの出席率が悪いですけれど……？〕

〔……あー。あのー、学園長先生？　あんまり皆を責めないであげて下さいな〕

　そう言った……正確には、そのように思念を飛ばしてきた相手のシルエットは長身瘦そう軀くで、色彩のイメージは菫すみれ色いろと感じ取れた。さらに、頭上に〝Ⅳ〟の数字が浮かんで見える。

　声……思念の質は男、それも少年のものなのだが──口調に女性っぽい響きが感じ取れる。

〔〝黒のⅡ〟のオジサマは正真正銘の王様ですもの。公務が忙しくて出席は困難と、アタシの方にも連絡がありましたわ〕

〔あの方からは、こちらにも連絡がありました。多忙な方ですし、致し方ないでしょう〕

　アイギスも回答し、空いている席に着く。

　歴史上、二番目に存在が確認された男性の新世代、通称〝黒のⅡ〟は、冥王星を中心とする新鋭国家、『黒の皇国ダークネス・エンパイア』を統治していた。

　彼も立場的には今回の会合に出席するべきだったが……流石さすがに一国の主に無理は言えない。何より、太陽系の最外縁、即すなわち異星幻獣の襲来が最も頻繁に起こる領域を国土とする王の苦労は、この場の誰もが理解していた。〝黒のⅡ〟の欠席はアイギスも責めるつもりは無い。

（……久し振りに声が聞けなかったことは、残念なのだけれど……）

〝黒のⅡ〟も最初期の新世代であり、アイギスと同じ青春時代を過ごした身だ。両者の間には、個人的な交友関係もある。友人として、アイギスも〝黒のⅡ〟の変わらぬ壮健を願った。

　──残る欠席者については容赦をする気は無かったが。

〔……それで、『五番目』と『六番目』、それに『七番目』は、どうしたのですか？〕

　彼らからの欠席の連絡は無いと凄すごむアイギスに、〝Ⅳ〟の数字の影が苦笑の気配を漂わせる。

〔〝Ⅴ〟と〝Ⅵ〟の二人は、すぐ近くで異星幻獣の襲来が確認されて、対応の為ために出撃したと。……流石さすがに、本分を放り出してこちらに顔を出せとは言えませんものね〕

〔……その二人は了解しました。彼らには、後日改めてお話ししましょう。……実質上、事後承諾になってしまうでしょうが。……ただ──〕

　アイギスの声が一ひと際きわ剣けん吞のんさを増し、〝Ⅳ〟の人物も冷や汗を滲にじませたのが感じられた。

〔……例によって〝Ⅶ〟はどうしたのです？　彼も異星幻獣との戦闘中なのですか？〕

〔違う、な。運命の女神モイライに翻弄されている、という意味では、〝Ⅴ〟や〝Ⅵ〟と同じ、だが〕

　気取った思念こわねで割り込んできたのは、処女雪の如ごとく白いイメージの小さく細身の影。頭上には〝Ⅷ〟の数字が浮かんでいる。

　その人物は、大仰な仕草で若干呆あきれと憤いきどおりの籠もった言葉を放ってきた。

〔いつものこと、だろう？　アイツの取り巻きハーレムには、問題児ジヨーカーが……多い。ヤツらが持ち込んだ厄介事トラブルに、巻き込まれているんじゃない、か？　ふんっ、ボクに言わせれば、そういった奇縁フエイトを制御コントロール出来ないアイツ自身が、一番の問題児ジヨーカー、だ。ボクら男性新世代カラー・ナンバーズの面汚しダーテイ・フエイス、め──〕

〔──それくらいにしろ、〝白雪のⅧスノーホワイト・エイス〟〕

　独特の言い回しをする〝Ⅷ〟の人物を遮ったのは、藍色のイメージカラーの影。中肉中背だが……それを遥はるかに大きく見せる存在感がある。その頭上に浮かぶ数字は、〝Ⅰ〟。

〔大体──面つら汚よごしというなら、たかがドラゴン如ごときに後れを取った〝朱のⅢ〟こそ面つら汚よごしだ〕

　──ズンッッ!!

　……現実にそんな重音を伴う如ごとき圧迫感プレツシヤーを放ち、〝Ⅳ〟の数字の菫すみれ色いろの人影が身を乗り出す。アイギスとの和やかな雰囲気とは一転、明白な殺気を迸ほとばしらせ、藍色の〝Ⅰ〟の数字の影を睨にらみ付つける仕草をした。

〔……アタシの聞き違いかしら？　ギア先輩を侮辱する台詞せりふが聞こえたのだけど？　……もし、本気でのたまってるなら──ぶち殺すわよ、ロートル!?〕

〔口の利き方に気を付けろ、〝青紫のⅣヴアイオレツト・フオース〟。私は直接ではないが、貴様の上司に当たる。不敬罪に問われても文句は言えないぞ？〕

〔……不敬、というのであれば──そちらこそ宇宙の英雄ヒロイツク・スターに対する敬意を払った方がいいのではない、か？　なあ……時代遅れの英雄オールド・ヒーロー、〝藍のⅠ〟？〕

〝Ⅳ〟に対する〝Ⅰ〟の上から目線の忠告に、〝Ⅷ〟も咎とがめるような弁を吐き捨てた。実際には、一同は惑星間を超える距離を隔てているが……それを突破して緊迫感が交差する──

　──パンッッ!!

　……その緊張を破ったのは、アイギスの柏かしわ手でだった。アリストテレスの頂点の女傑は、〝藍のⅠ〟、〝青紫のⅣ〟、〝白雪のⅧ〟……即すなわち、〝朱のⅢ〟が欠けて総勢七名へと数を減らし……直後に新たな一名が加わった男性新世代、そこに名を連ねる三人の影を順に睨ねめ付つける。

〔……みっともない真似まねはおやめなさい。ここには男性新世代あなたがた以外の目もあるのですよ？　世に醜態を晒さらしたいのですか？〕

　アイギスの叱責に、〝青紫のⅣ〟と〝白雪のⅧ〟はばつが悪そうな雰囲気を醸かもし出だす。……アイギス自身を筆頭に、この場には男性新世代たち以外にも、宇宙開発・開拓における要人が揃そろっていた。太陽系で五指に入る大企業体、『ブリュンヒルデ・コーポレーション』のＣＥＯ、若わか葉ば・ブリュンヒルデや、人類の総数の半分がその信者である大宗教、『白銀の月シルバー・ムーン』の女教皇など。彼女たちからの冷たい眼まな差ざしを感じ取ったように、二人は反省の意を示す。

〔申し訳ありません……アタシとしたことが、お目め汚よごしをしてしまいましたわ〕

〔ボクも、とんだ粗相を。この汚名クライムは、いずれ必ず雪すすがせて頂く所存、だ……〕

　希少な男性新世代として特別な立場を与えられていようとも、〝青紫のⅣ〟も〝白雪のⅧ〟も、現実には一〇代半ばに過ぎない。自分たちよりも年上、かつ百戦錬磨の御仁がほとんどの他の会議参加者たちへ、素直に陳謝する。

　……が、アイギスと同様に最初期の新世代であり、この場の誰にも負けない修羅場を潜くぐってきたと自負しているその男は、簡単に頭を下げられぬ程度には自尊心に凝り固まっていて──

〔──〝藍のⅠ〟。ここで非を認めないことは、貴方あなたの株を下げるだけですよ？〕

　彼とも同年代であり、〝黒のⅡ〟と同じく個人的な交友関係があるアイギスが、たしなめるように〝藍のⅠ〟へと声を掛ける。

〔……アイギス、私は──〕

〔『青の連邦ブルー・スフイア』の軍部を取りまとめる者としての器量を見せるべき、と言っているのですよ、わたくしは。最近、大統領との夫婦仲に不穏な兆きざしが見られるという話は、わたくしも聞いていますが……それの八つ当たりを後進に向けているようにしか見えません、今の貴方あなたは〕

　何度か、反論しようと口を開き掛けた様子はあったが──結局何も言わず、〝藍のⅠ〟は口を閉ざした。……場を乱したこと、〝朱のⅢ〟への侮辱、どちらにも謝罪を述べることなく。まさしく大人げない彼の態度に、〝青紫のⅣ〟と〝白雪のⅧ〟が再び憤ふん懣まんの空気を纏まとうが……実際に何か口に出すことを、彼らは耐えた。そういう意味では、まだ二人の方が大人である。

（……これが、青の連邦わたくしたちのくにの、頂点の一角だなんて……）

　人類発祥の星、地球を始め、火星、木星という三つの惑星とその衛星、さらには周辺の宇宙コロニーによって構成される、現在の人類最大国家、青の連邦。その軍部の総司令という立場にある〝藍のⅠ〟の、そうとは信じられぬ器の小ささに、会合の場には白けた空気が蔓まん延えんする。

　見かねたのか、若葉・ブリュンヒルデが仕切り直すように口火を切った。

〔……ねぇ、この場の誰もが忙しい身よ。いい加減に本題を。──九番目の男性新世代の件〕

　……突き詰めれば、今回の会合の目的はそれ。零れいの処遇を決める為ためのものであった。彼以前の男性新世代たちが呼ばれたのも、その出席率の悪さにアイギスが憮ぶ然ぜんとしたのも、ひとえにそれが理由である。……零れいの今後に、先輩として意見を述べてほしいと思っていたのだ。

　若葉の促しにアイギスは首肯し、自分自身で確認してきたことを発表する。

〔わたくし自ら、彼の検査を行いました。間違いなくエーテルを認識しており、独自の魔法の片へん鱗りんも見受けられます。新たな男性の新世代であることは確実です〕

　それに、どうにか気持ちを切り替えたらしい〝白雪のⅧ〟が問いを投げ掛けた。

〔だが──彼はボクらとは違う。生まれつきナチユラル・ボーンの男の新世代では、ないという。そこについて、もっと詳しく説明を聞きたいところだ〕

〔事前にお送りした報告書は、既に目を通して頂けていると思いますが。彼は、先日起こった双頭竜型異星幻獣の襲撃の折、瀕ひん死しの重傷を負ったところを、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ君に命を救われています。……その時、魔法だけでは治し切れない早はや霧ぎり零れい君の負傷を癒いやす為ために、リボルヴァ君は自らの血肉を彼に与えたそうなのですが──〕

〔……そして、その後にギア先輩は死亡……〕

　ポツリと、痛ましげに〝青紫のⅣ〟が漏らした。そのせいで、場の会話が一時止まる。そのことにはっとした様子で、〝青紫のⅣ〟は頭を振る仕草をした。

〔失礼しました。続けて下さいな、学園長先生〕

〔……そこで、リボルヴァ君の細胞を取り込んだ影響で、早はや霧ぎり君は男性の新世代として覚醒を果たした模様です。前例が無い話ではありますが──〕

〔……つまり、男性新世代の細胞を旧世代の男に移植すれば、ソイツも男性新世代へと変化エヴオリユーシヨンを遂げる、ということか？〕

〔いえ、そう簡単な話でもないようです〕

〝白雪のⅧ〟の確認を、アイギスは首を横に振って否定した。

〔単に、移植されたリボルヴァ君の細胞の影響のみで新世代となったのなら、早はや霧ぎり君の魔法はリボルヴァ君と同じもの……炎の魔法とならなければおかしいはずです。ですが、彼の魔法はリボルヴァ君のものとは違っていました。それに、男性新世代の細胞を移植するだけで旧世代の男性を新世代に出来るのであれば、同じことが女性の新世代と旧世代にも言えるはずです。ですが、女性の新世代から旧世代への臓器移植は少なからず実例がありますが、今回のような結果になった例は一つもありません。早はや霧ぎり君が男性の新世代として覚醒したことは、彼独自の要因があるとわたくしは考えます。……その要因自体は、目下調査中ですが……〕

〔……まあ、今の時点で判明していないのなら、そこは仕方ない……な〕

　アイギスの分析に、〝白雪のⅧ〟がひとまず大おお袈げ裟さに納得する。

〔……それで、彼自身にはどんな魔法が？〕

〔『エーテルの増幅』です〕

　アイギスが告げた零れいの魔法に、その問いを行った〝白雪のⅧ〟が首を捻ひねる。

〔エーテルを増幅する魔法……その説明では、どんなものか今いち解わからない、が……？〕

〔周辺のエーテル濃度を上げる魔法と考えてもらえれば、間違いではありません。エーテルの濃度が極めて希薄……並の新世代では魔法を発動出来ない場所であっても、それを数千倍にも増加させ、魔法を発動出来る状況下にしてしまえる、とか〕

〔……あまり、意味が無い魔法に思える……な？〕

　元々、宇宙には恐ろしく高濃度のエーテルが満ちている。それの濃度を一部だけさらに濃くしたところで意味があるようには思えないと、アイギスの解説を聞いた〝白雪のⅧ〟は返す。喩たとえるなら、元から塩辛い海に余計に塩を溶かすようなものだと。

　しかし──〝青紫のⅣ〟は戦慄した雰囲気を発散させていた。

〔……違うわよ、〝白雪のⅧ〟。学園長先生、要するに九番目の魔法は、本来エーテルが存在しない場所……例えば惑星の地上にもエーテルをもたらせる……ということですよね？〕

〝青紫のⅣ〟の言葉に、この場の全員が驚きよう愕がくした気配があった。アイギスも頷うなずいてみせる。

〔ええ。それは今後の宇宙開発・開拓に、かなり大きな恩恵をもたらす可能性があります〕

　一例を挙げれば──今までは惑星をテラフォーミングする時には、魔法を使える場面は限定された。惑星の地表にはエーテルが無い為ため、魔法が使えなかったからである。その為ため、他惑星に地球に近い環境を再現するには少なくない時間が掛かっていたのだが──零れいの魔法は、その場合の魔法使用の機会を今より格段に増やせる可能性があった。その結果、テラフォーミングに必要となる時間も極めて短くなることが期待されるのである。

〔……ただ、そこを鑑かんがみると、彼の存在が新たな火種になることも考えられるわけです……〕

　ここに来て、この場の誰もが今回の会合の主旨を理解していた。

　男性の新世代……歴史上一〇人に満たない数しか存在しない特殊な人間。それだけで、その存在を欲ほつする者は数多に上るし……逆に、持て余すことを恐れて敬遠する者も多数居るだろう。そんな双方の思惑が入り混じり……現状、男性の新世代の将来は、一応は特権扱いになってはいるものの、事実上は本人の意思に関係なく、とある一分野に進むことを余儀なくされている。

　──宇宙魔法士になり、宇宙開発・開拓に貢献せよ、と。

　……確かに、新世代の才が最も活いかされるのはその分野であるし、旧世代の中で持たざる者たちの嫉妬に晒さらされながら生きるよりは、同じ持つ者である女性の新世代たちの中で好奇の目に晒さらされながらでも生きる方が、男性の新世代たちとしても些いささかましなのかもしれないが。現に、零れい以前の男性新世代たちは、皆がそういう道を進んでいる。

　ただ、零れいの存在は、そんな男の新世代たちの中でもなお特殊なのだ。彼が今後、この宇宙で生きることを強制されるのは確実としても……その上で宇宙の何処どこで過ごさせるか？　それの如何いかんによって、世界の勢力バランスが崩れる危険性がある。

　零れいをこれから何処どこの場所で、如何いかなる立場に置くのか？　繊細なバランス感覚が求められるその決定に向けて、この場の誰もが気を引き締め直した。……ただ一名を除いて──

〔──アリストテレスでいいだろう、そんなものは〕

　他の者たちの意見など一切訊きかず、取り付く島もない声音で言い切ったのは──〝藍のⅠ〟。

〔〝朱のⅢ〟の遺のこした面倒事だ。ならば、奴やつの所属したアリストテレスが背負うのが筋だ〕

〔……アンタはまたそういう風に……！〕

〝藍のⅠ〟の態度の悪さに、再び我慢出来ないとばかりに〝青紫のⅣ〟が声を荒げるが、当の〝藍のⅠ〟は、今回はそれを無視した。代わりにアイギスへと意識を向ける。

〔〝朱のⅢ〟を喪うしない、アリストテレスも戦力を低下させているだろう？　その補充という意味でも、渡りに船だと思うが？〕

〔九番目の子はまだ覚醒したばかりよ!?　ギア先輩の代わりを務められるわけが──〕

〔──いや、いいのではないか、〝青紫のⅣ〟？〕

　なおも言い募ろうとした〝青紫のⅣ〟を制止したのは、意外にも〝白雪のⅧ〟だった。

〔ちょ、〝白雪のⅧ〟っ。この性根の腐ったオッサンの肩を持つわけなの!?〕

〔そんなつもりは毛頭ない。ボクも、この堕ちた英雄フオールン・ヒーローには腸はらわたが煮えくり返っている、さ。──ただ、だからこそ、だ。ボクらの後輩を、誇り高き〝朱のⅢ〟が生命を賭として繫つないだ未来の希望フユーチヤー・シードを、こんな糞野郎フアツキン・シツトの息が掛かった場所に任せるよりは、〝癒しの聖女セイント・テレサ〟アイギス・カインドのお膝元、アリストテレスに任せた方が、いい。彼女なら、悪いようにはしないだろう……〕

〝藍のⅠ〟への毒をこれでもかと含んで吐かれた〝白雪のⅧ〟の意見に、〝青紫のⅣ〟からも目から鱗うろこが落ちたような雰囲気が放たれた。

〔……なるほどね。それならアタシも納得よ。何より、言い出しっぺがこのオッサン本人なんだもの。後から文句は何も言えないわよね？〕

〔そういうこと、だ〕

〝青紫のⅣ〟が矛を収め、〝白雪のⅧ〟と共に零れいのアリストテレス所属を支持する。他の会合参加者からも、異論は上がらない。

　アイギスはこっそり溜ため息いきを吐きつつも、決して悪いわけではない結果にひとまずは安あん堵どする。

〔それでは──史上九番目の男性新世代、早はや霧ぎり零れい君は、今後はアリストテレスが預かります。彼に対する案件は、以後はわたくしを通す形で。皆さん……よろしいですね？〕

　そのアイギスの宣言が締めの言葉となり、会合は終了する。各おの々おのの参加者も、簡単に挨拶を済ませると、その気配が次々と搔かき消きえていった。アーティファクトによる通信接続を切ったのだろう。特に、〝青紫のⅣ〟と〝白雪のⅧ〟は真っ先にこの場を辞した。……〝藍のⅠ〟とこれ以上関わっていたくないと、言外ではっきりと主張している……。

（……その気持ちも解わからなくはないけれど……）

　だが、アイギスは逆に、〝藍のⅠ〟を呼び止めた。

〔……何だ、アイギス？　私も忙しい──〕

〔──〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ君の件です〕

　他の参加者は全て居なくなり……一対一となった状況で、アイギスは〝藍のⅠ〟へ挑む。

〔貴方あなたのあの子に対する態度は、流石さすがに目に余ります。〝青紫のⅣ〟と〝白雪のⅧ〟の憤いきどおりも仕方がないですよ？　もう少し……何とかならないのですか？〕

〔──出来るわけがない!!〕

　押し込めていたものが噴き出したように、〝藍のⅠ〟が吠ほえた。

〔あれのせいで……私がどれだけ屈辱に塗まみれたかっ。妻も、娘も……私を軽蔑すると！　私が、私が今っ、どれほどあれのせいで、つらい思いをしていると──〕

〔──それこそ貴方あなたの自じ業ごう自じ得とくでしょう!!〕

　アイギスの咆ほう哮こうは、〝藍のⅠ〟のそれより遥はるかに強く響いた。

〔若気の至りと逃げるつもりですか？　もう十数年も前のこととして、無かったことにしたいと？　ふざけるのも大概にしなさいな!!　貴方あなたは何処どこまで無様を晒さらせば気が済むのです!?〕

　真っ向から叱るアイギスに、〝藍のⅠ〟が一回り小さくなった気がした。彼から、弱々しく反論が零こぼれる。

〔……私は……青の連邦の軍を預かっている。そして……妻は青の連邦の大統領だ。私と妻の仲が盤石だからこそ、この国も盤石で居られるのだ。それに楔くさびを打ち込んだ〝朱のⅢ〟の存在は、青の連邦にとっては反逆者も同じ……〕

〔同じことを奥方かのじよにも言って、どうなりました？　聞いていますよ、彼女が激げつ昂こうしたことを。何が彼女を激昂させたのか……貴方あなたにはきっと解わからないのでしょうね？〕

〔……仕事がある。失礼させてもらう〕

〔──クロードッッ!!〕

　称号ではなく、本名の方でアイギスは呼び掛けたものの……〝藍のⅠ〟の気配は、そのまま彼女の前から消きえ失うせた。会議室内には、アイギスの叫びの残響のみが沁しみる……。

　アイギスは唇を嚙かみ、手のひらに爪を喰くい込ませた。

「貴方あなたがそんな風だから、あの子は……。〝朱のⅢ〟は貴方あなたの──」

　やるせないアイギスの独白を、機能を停とめた円卓だけが聞いていた……。
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　宇宙コロニー、アリストテレス。そこで最も充実した医療設備を誇る中央病院。その、本来なら少々値段のお高い病室で、零れいはここ一週間ほどお世話になっている。

　アンフィスバエナに負わされた傷は完治済みだし、元はギアのものだった腕と脚にも違和感はほぼなくなっていたのだが、前ぜん代だい未み聞もんの後天的に新世代になった男性として、経過の観察が必要だったのだ。入院に伴う費用はアリストテレス持ちなので、そこは気楽に入院生活を満喫していたのである。

　その病室内で、本日、朝早く──

「──うわぁ……に、似合わねーっっ!!」

　備え付けの姿見で自らの格好を上から下まで観察し、零れいは顔を引ひき攣つらせていた。

　何が似合わないかと言えば、今、零れい自身が身に着けている服装だ。『堅苦しさ』という生地を『潔癖』という糸で縫製し、『勤勉』という装飾すら施したような、ジャケット、スラックス、ドレスシャツの一ひと揃そろえ……それは何処どこか、軍服も連想させる。

　──その時、コンコンッとノックの音が彼の耳に届いた。

「……義兄にいさん、着替えは終わりましたか？　もう入っても構いませんか？」

「あ、うん、大丈夫」

　零れいの返事を待って病室の扉を開いたのは初ういだった。彼女の琥こ珀はく色の双そう眸ぼうが、零れいを見るなり円を描く。……義妹の解わかり易やすい反応に、零れいは自虐的に口元を歪ゆがめた。

「……解わかってるさ。『馬ま子ごにも衣い裳しよう』と言いたいんだろ？　このアリストテレスの男子制服が、僕には凄すさまじく似合ってない……！　そんな事実は、自分自身で痛感してるとも……!!」

（……まあ、それも仕方ないんだろうけどさ……）

　宇宙魔法士が〝星海の魔女〟と呼ばれ、〝朱のⅢ〟たちのようなごくごく稀まれな例外を除けば女性ばかりである以上、それの養成機関であるアリストテレスは、基本的には女子校だ。故に、元来男子用の制服は存在しなかったのだが──数年前、急きゆう遽きよ作られた経緯がある。

　──そのごくごく稀まれな例外、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァが、アリストテレスへと入学することとなったからだ。

　人類の本格的な宇宙進出直後に生まれ、その十数年後、宇宙開発・開拓の発展期の初頭にて日の目を見ることになった、〝藍のⅠ〟、〝黒のⅡ〟。

　それから、さらに十数年の時を経て、ようやく発見された三人目の男性新世代、〝朱のⅢ〟。

　彼を特例的に生徒として受け入れることとなり、アリストテレス側も張り切ったのである。

　紅ぐ蓮れんの髪、紅玉の瞳、白磁の肌を持つ、女性と見み紛まがうような美少年だったギア……彼の壮麗な外見に相応ふさわしいように、アリストテレスの男子制服もデザインされたのだ。

　実際、アリストテレスの男子制服は、ギアが着ていたのなら、名匠の絵画の如ごとく、誰の目にも鮮やかに映ったであろう。……ただ、だからこそ──

（……僕が纏まとうには、違和感が半はん端ぱじゃない……！）

　燃え盛る炎の如ごとき髪に添えられるべきジャケットは、砂漠の色の髪とは印象がずれており。赤き宝石に喩たとえられた瞳と共にあるべきドレスシャツは、ビー玉的な目の安っぽさを強調する。……そして、スラックスは単純に、零れいの脚がギアより短いので憐れん憫びんを誘った。

（単純に身長差だよ！　悪かったな、チビで!!）

　零れいに移植されたギアの腕と脚は、単にギアの身体から切り離され、そのまま接合されたわけではなく、一度細胞レベル……或あるいはそれ以下にまで分解された後、零れいの体格に合致するように再構築されたものであるらしい。その為ため、元々の零れいよりも身長が高かったギアの脚を貰もらったからといって、今の零れいの身長が伸びているわけではないのだった。

　……まあ、両者には、顔立ちがどちらかと言えば女性的という共通点もあるのだが、ギアが社交界を席せつ巻けんする王侯貴族の姫を思わせる雰囲気なのに対し、零れいは精々、田舎にて土に塗まみれる農家の娘が関の山である。住む世界が全然違う。

　なので、零れいにしてみれば、今の自分はまさに異世界の服装を着せられているようなレベルで外していると、そう判断しているのだが──

「──そ、そんなことはありませんっ。……か、格好良いと思いますよ。今の義兄にいさん……」

　フォローの言葉を掛けてくる初ういの頰は、微かすかに上気していた。……心にも無いことを言って恥ずかしいのかと、零れいは義妹に申し訳なく思う。

「ありがと、初うい。……お世辞でも、少しは気が楽になったよ」

「……お世辞ではないんですけど……」

　心外そうに呟つぶやいた初ういは、ふと目に付いた様子で零れいの襟元に手を伸ばす。

「……でも、襟元とか歪ゆがんでいますね。きちんとすればもっと格好良いのに……」

　初ういは零れいの襟元を直し、ジャケットの裾を正した。甲か斐い甲が斐いしい義妹に、零れいはポツリと漏らす。

「……何か、初ういが僕の奥さんみたいだ……」

　一瞬でボフンッと、初ういの首から上が赤熱化した。

「なななな、何を言い出しているんですか、義兄にいさん!?　そ、そんな、いきなり……!!」

「……ああ、うん。確かに、『奥さんみたい』とか、義妹いもうとに対して言う例えじゃなかった──」

「『奥さんみたい』だなんて、これはもうプロポーズをされたも同然ですよね!?　もちろん、謹んでお受け致します……！　結婚式ではウェディングドレスを着たいですけど、お色直しで白しろ無む垢くを着てみてもいいですね♪　新婚旅行は天王星で……子供はやっぱり一姫二太郎──」

「……初ういー？」

（……最近、義妹が何かに付けてトリップします）

　昔からその傾向はあった気もするが、回数が増えたように零れいには思えた。……境界の時期は、間違いなくアンフィスバエナの襲撃で零れいが死に掛けた時である。

（……あの一連の出来事が、初ういの中でトラウマになってるんだろうな……）

　何やら「いやんいやん♪」と言いつつ、身をくねらせている初ういの、翻ひるがえるスカート以外は零れいの制服と酷似した印象を帯びる衣装──アリストテレスの女子制服を眺め、義兄は嘆息する。

　アンフィスバエナの襲来、それによる〝朱のⅢ〟の突然の死亡……そういったことの影響でアリストテレスの入学式が延期になったあの日、初ういは泣きながら彼かの学校への入学を辞めると言い出した。辞めて、零れいと一緒に実家に戻ると。……零れいが死に瀕ひんして、それを間近で目撃したことで、義兄が傍そばから居なくなることに猛烈な拒否反応を示してしまったのだ。折角の名門校への入学、それによる明るい将来への展望……その全てを投げ捨てるのは勿もつ体たいないという零れいの説得にも耳を貸さず……けれど、それが一転したのは翌日のこと。

　アイギス・カインド──零れいは、ただの看護師か医師だと思っていた彼女……。

（……まさか、アリストテレスの学園長兼市長だとか……）

　一応、看護師や医師の資格も持っているそうなので、零れいの認識も誤りではなかったのだが。

　零れいの許もとを再び訪れたアイギスから、彼はアリストテレスへの入学を促されたのである。立場としては特待生、他の生徒たちには無い様々な恩恵も受けられるとのこと。史上九番目の男性の新世代としての力を、この宇宙で活いかしてみないかと、そう言われた。

（……形としては、『こちらを思って勧めてみた』って体ていだったけど──）

　──あれは事実上の『強制』だったと、零れいは思う。

（『このまま火星に戻っても、旧世代たちからの嫉妬に晒さらされるだけ』だとか、『力を得た者は、それを然しかるべき場所で振るう義務がある』とか……）

　直接的ではないものの、遠回しにそういった言葉を並べ立てられ、アイギスの提案を断るという道を選びづらくさせられていったのは、零れいにも自覚出来た。

（……それでも、意地でアリストテレスへの入学を蹴ることも出来たかもしれないけど──）

　──零れいは結局、アイギスが提示した選択肢を受け入れることにしたのである。

（考えてみれば、僕にデメリットはほとんど無いわけだしね。……むしろ、メリットが多い）

　一度は諦めたとはいえ、宇宙での仕事を夢見ていた零れいである。その夢を再び追い掛けていいと太鼓判を押されたようなものなのだから……高校受験で補欠合格を貰もらったみたいなものだと、そう考えてみることにしたのだ。

　加えて、前述した初ういの件である。自分もアリストテレスに入学し、そこに残ることで、初ういも翻意させることが出来るのではと零れいは考えたのだ。結果は上々、初ういはあっさりアリストテレスへの入学を辞めることを取とり止やめたのである。零れいと一緒にアリストテレスにて学べることに、大きな安心感を得たらしい初ういを見て、娘のエリート校入学を大喜びしていた義父母をがっかりさせずに済んで良かったと、零れいも安あん堵どした。

（……もっとも、僕自身に関して、義父とうさんと義母かあさんには心配を掛けちゃったけど……）

　義親おやとして、義息子むすこが異星幻獣に襲われて死に掛けた後、何とか命を繫つなぎ止とめたはいいが、突然新たな男性新世代となり、宇宙コロニーで暮らすことになった……となれば、あまりにも寝耳に水なこと。普通は心配するものであるし、同時に、勝手に今後のことを決めた義息子を怒るものだ。量子通信で次第を報告した折、零れいは散々義両親に叱られたものである。……それでも、通信の最後に義父母が零れいに伝えた言葉が、『身体には気を付けるのだよ』と『どうしようもなくつらくなったら、いつでも帰ってきなさい』だったことが、零れいと彼らの間に確かな親子関係が築かれていた事実を、零れい自身にも刻み込んだ。

（……ごめん、義父とうさん、義母かあさん。相談もせず、勝手に決めちゃって……）

　義両親へ申し訳なく思いながらも、零れいは、やはりこの選択をするしかなかったと自負する。

（僕は……やっぱり知りたいんだ。知りたいという気持ちが、残ってたんだ……）

　自分が何処どこから来た何者なのか？　この宇宙の何処どこかで、その答えが見付かる気がするのだ。

（……それに……彼のことも……）

　零れいを救って消えた、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ──今さらだが、彼のことも零れいは知りたい。それには、彼が普段暮らしていたアリストテレスで己も暮らしてみるのが一番と思ったのだ。

（彼がどんな人間で、何に喜び、何に悲しみ、何に怒っていたのか……それらを知ることで、彼がどういう気持ちで僕を救ったのか、少しは解わかるかもしれないから……）

　そこが理解出来ないと、零れいもギアについて、自分の中に落とし処どころを作れない気がするのだ。ギアのことを背負い込み過ぎるつもりは零れいにも無いが──全く背負わないことも、何か違うのだと零れいには感じられたのである。

　……そして──

（アリストテレスに残れば、今後定期的にアイギス・カインド先生の診断を受けられる……）

　それは、零れいが男性新世代となった経緯を考えれば当然のことだ。今はまだ発見されていないだけで、彼の身には『爆弾』が潜んでいる可能性もあるのだから。零れいにもそれへの恐怖はあるし、もしもそれが顕在化した場合、いち早く対処する為ためにも、アリストテレスに身を置くのは良い手だと思えたのである……というのは建前で。

（……僕が男性新世代になっていると解わかった直後、行われた検査でもそうだったんだけどね）

　──むにゅんっ。

（……先生が僕を触診する時や何かの器具を装着する時に、押し付けられてくるんですよっ）

　──あのたわわな、アイギスの胸が。

（そのむにょんっ、やわんっといった感触ときたら！　……いや、アイギス先生、義母かあさんと大して変わらない年齢らしいとは、聞いたけどねっ。でも、見た感じは一〇代でも充分通じるしっ！　バストのあの張りと弾力もまさしく……って、僕、一〇代女子の胸なんて触った経験ありませんけどね!?）

　……一応、初ういのものに触ってしまった経験がなくはないのであるが。アンフィスバエナ襲来の折にも、腕にしがみ付かれて……。ただ、零れい的な認識としては、初ういのそれは胸未満──

「──義兄にいさん。他の女のことを考えていませんか？　そして、何か私に対して失礼なことも考えていませんか……？」

「……ヤ、ヤダナァ。ボクノココロハウイサンデイッパイデスヨ？　チョーカワイイウイサンヲタタエルコトバデアフレテマスッ」

　恐るべき握力でこちらの両肩をがっしり摑つかみ、般はん若にやのような顔で問い詰めてきた初ういに、零れいは冷や汗をダラダラ流しつつ、言い訳染じみたカタコトを必死で紡つむぐのだった。




　そんなこんなで、アリストテレスへ入学することが決定した、史上九番目の男性の新世代、早はや霧ぎり零れい。義妹の初ういと共に、本日改めて、その入学式に臨む──




☆　　　　☆　　　　☆




　学園としてのアリストテレスに所属する宇宙魔法士訓練生の数は、数千人に達するという。年によっては一万人を超えることもあるらしい。宇宙コロニーとしてのアリストテレスの人口が五万人弱であるそうなので、時にはコロニー内の五人に一人が学生となることすらあるのだとか。……とはいえ、アリストテレスへの入学希望者は、毎年火星圏ばかりか青の連邦全域、それ以外の他国家からも殺到するので、これでも入試で天文学的な人数が弾はじかれているのだが。

　それでも、超難関の入試を突破し（今年度は約一名、特例で入学した例外も居るが）、今日の入学式を迎えた新入生の数は数百人に及ぶ。……その人数が詰め込まれた、大講堂とでもいうべき式典会場の一角で、零れいは今にも舟を漕こぎ出しそうな己の頭と孤独な戦いを演じていた。

「──この新しい学まなび舎や、新しい学友たちを前に、皆さんは大きな期待と、それと同じくらい大きな不安も抱えているかと思います。けれど、恐れることはありません……」

（……ヤバい。凄絶な眠気が襲ってきた……）

　壇上の学園長アイギスのありがたいお言葉も、今は零れいを夢の世界へ誘う呪文のようである。

（……これが元々入学予定だった地元の高校の入学式なら、爆睡してたんだろうけど……）

　割と神経が図太い零れいをして、彼を取り巻く現状は居眠りを躊躇ためらわせる有あり様さまだった。

「……ねえ、初うい」

　すぐ隣の席に微動だにせず腰掛ける義妹に、零れいは助けを求めるように小さく声を掛ける。

「……何ですか、義兄にいさん？　式の間の私語は慎んで下さい」

「うん、初ういの言うことはもっともだと思うけど。……この異様な雰囲気を気にせず受け流すのは、僕には無理だ……」

　初ういにだけ届く小声で、零れいは今日、ずっと抱えていた疑問を掲げる。

「何で、ここ……こうも男が居ないの？」

　零れいは何とはなしにという風を装よそおって、大講堂内をぐるりと見回す。そうして見れば……男性の姿は、片手の指で足りる程度、保護者席や来賓席にあるばかりだった。……ちなみに、そこに零れいの義父はもちろん、義母の姿も無い。当初の予定より一週間遅れた入学式だが……義父母の仕事は終わらなかったそうである。それどころか、想定外の方向から余計な仕事も入って、まだしばらく掛かりそうだとか。……まあ、話を戻そう──

「──男性が少ないのは、それはそうでしょう？　アリストテレスは実質女子校ですし」

「いや、それにしたって……？」

　義兄が何を疑問に思っているのか解わからない様子の初ういに、零れいはどう説明したものかと唸うなる。

　宇宙コロニー、アリストテレスの真髄たる、宇宙魔法士育成学校としての区画。その面積は、コロニーの総面積の半分を軽く超えた。零れいも今居るそこの内には、男性の姿が極端に無かったのである。たまに見掛けても、本日例外的にやって来た人間ばかり。如何いかに女子校とはいえ、教師陣には男が少なからず居るだろう……そういった零れいの予想は、完全に裏切られた形である。

　唸うなり続けている義兄に、初ういは呆あきれた風に囁ささやく。

「当たり前じゃないですか。普通の女子校ならともかく、アリストテレスは宇宙魔法士の養成学校ですよ？　なら、先生方だって、宇宙魔法士の資格を得ている方たちばかりです。つまり、新世代に限定されるわけですから……女性ばかりになるのは必然じゃないですか」

　男性の新世代で成人を迎えているのは、〝藍のⅠ〟と〝黒のⅡ〟のみ。そして、その二人は教師という立場にはあり得ないのだから……アリストテレスの教師陣もまた女性ばかりであるのは、予想して然しかるべきことであった。

「……何てことだ……」

　初ういの解説に、零れいは軽く絶望を抱く。

　宇宙コロニーとしてのアリストテレス全体を見れば、そういうこともないのだろうが……というか、零れい自身もアリストテレスの街中で男性の姿を目にしていたが、ここ、宇宙魔法士養成学校としてのアリストテレスの区画なかは、普段は男は零れいだけとなるのだ。

（……こ、こんなアウェー感、今までの人生で味わったことが無い……！）

　女性ばかりの中に男性が一人──羊の群れに狼おおかみが一匹放たれた、と揶や揄ゆする者も居るだろうが、現実問題、四方八方を羊の大群に囲まれている状況で、たかが狼おおかみ一匹に何が出来るのか？　迂う闊かつな動きを見せれば、その瞬間に数の暴力という絶対的摂理の前に圧あつ殺さつされるだろう。

（そ、そんな状況下で、しかも──）

「……う、初うい。僕、何か、今日ずっと……周りから見られてるんだけど……!?」

　──そう、零れいが感じ続けてきた異様な雰囲気とはそれだった。周囲の女生徒たちからの視線、視線、視線……チラチラとさりげなく見てくる者、不ぶ躾しつけなまでに凝視してくる者、気の無い風でいて常に視界の端で捉えてくる者……注目される、ただし、休む暇も無く常時。そんな中に囚とらわれた時、人はここまで精神力を削られるのだと、零れいは思い知らされることとなっていた。

　初ういの方も、その辺りには思うところがあるようで──

「──この人たちは、誰に断って私の義兄にいさんを見ているのでしょうか？　義兄にいさんを四六時中眺めていいのは、私だけの特権ですよっ。どうしても見たいのなら、見物料くらい払うべきです！　払っても、見ることを許すとは限りませんが!!」

　……何やら口の中で独白していた初ういが、気を取り直すように「コホンッ」と咳せき払ばらいをした。

「……義兄にいさんが注目を浴びているのは仕方がないでしょう。史上九人目の男性の新世代が、今日アリストテレスに入学する──その情報は、数日前には拡散していましたから。報道陣が詰め掛けても不思議ではなかったんですよ？　……そちらは学校側が遮断したようですけど」

　何せ、歴史上八人しか居なかった存在の、新たに現れた九人目だ。世間一般としても、興味は尽きないネタである。とはいえ、宇宙開発・開拓は国家も深く関わる事業。そこへと携わる宇宙魔法士、その養成機関は、機密の塊だ。報道陣の閉め出しは然しかるべきことである。

「ただ……報道関係者は閉め出せたとしても、同じ日にアリストテレスへと入学する生徒たちまで閉め出すことは出来ませんから。そういった人たちからの視線は、耐えて下さい。どうせ一時的なものでしょうし。しばらくすれば、収まりますよ」

「……だといいんだけど……」

「……義兄にいさん？」

　零れいの声の歯切れの悪さに、初ういが眉をひそめる。……実は、零れいには気になることがあったのだ。

（向けられる視線の質が……二種類あるような？）

　一つ目は、感覚的にはチクチクという感じの、好奇心が大半を占める視線。こちらは、主に零れいや初ういの比較的近くの生徒たちから向けられてくる。

　もう一つは……感覚的にはグサグサと突き刺さってきた。突き立ってくると言っても、誤りではないかもしれない。こちらは、主に零れいたちから比較的離れた席へと腰掛けている生徒たちから向けられてきていた。

　……籠められている感情は──敵意。少なくとも、零れいに対して好意的な印象は感じられない。

　後者の視線が放たれてくる方向を目の端に収め、零れいは具体的な説明は省き、初ういへ質問した。

「初うい、あっちに居る娘たち、何か違う雰囲気だけど……どうしてだか解わかる」

「あちらの生徒たちは──内部進学組です、義兄にいさん」

　零れいが警戒する気配が伝わってしまったのか、初ういも警戒色を帯びた声音で応じた。

「アリストテレスには、『中等部』、『高等部』、『大学部』の三つの学部があります。私たちは、今日から高等部よりアリストテレスに所属することになりますが──」

　要するに、今日の式典は正確には『アリストテレス高等部入学式』ということだ。……余談だが、中等部の入学式は数日前、高等部の入学式の本来の予定日の前日に済んでおり、大学部の入学式は明日執り行われる予定である。

　新世代として強力な魔法ちからを持つと判断、期待された人材は、零れいや初ういたちよりも早い中等部の段階でアリストテレスへ入学し、能力の研けん鑽さんに当たるのだという。

「あそこに集まっている生徒たちは、その中等部からの持ち上がり組ですね」

「所属するだけでエリート扱いのアリストテレスでも、さらに一段階上のエリートたちか……」

（ただ、問題は……何で彼女らに、僕はこうも睨にらまれてるのかってことだ）

　そこは、初ういから話を聞いても零れいには解わからない。接点は無いはずであるし、故に嫌われる理由も無いはずなのであるが──

「──続きまして、新入生代表の挨拶です。神黒姫シエンヘイヂエンさん、壇上へ」

　進行役の教師に応え、内部進学組から一人の少女が立ち上がる。長く艶つややかな黒髪を流し、背筋を伸ばして歩く姿は颯さつ爽そうの一言に尽きた。初ういと同い年のはずであるが、彼女よりかなり身長が高く、勇ましげなアリストテレスの女子制服も相あい俟まってか、大人っぽく感じられる。
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（……一六〇ｃｍ台の後半はあるかな──）

「──彼女、義兄にいさんより背が高いのでは……す、すみませんっ。涙目で睨にらまないで下さい」

　義妹の心無い言葉に繊細なハートを抉えぐられた零れいを、その瞬間、黒姫ヘイヂエンが横目で見た。刹那、零れいの背筋が粟あわ立だつ。やや吊つり目の黒瞳にゾクゾクした……と言えば聞こえはいいが──

（──ヤバい。あれはそんな甘あま酸ずっぱい予感を欠片かけらも覚えられない目付きだ……!!）

「ごめん、初うい。彼女、何者？　大至急」

　内部進学組の敵意。それが黒姫ヘイヂエンからは余計に色濃く感じられた。零れいよりもアリストテレスの生徒のデータベースが豊富らしい初ういに、彼は即座に黒姫ヘイヂエン関係のそれの引き出しを依頼する。

「……〝神姉妹シエン・シスターズ〟って聞いたことはありませんか？　有名な〝星海の魔女〟ですが……」

「確か、全員が優秀な宇宙魔法士の姉妹だっけ？　長女は軍のお偉いさんで、次女は某大企業のお抱え。三女は個人で宇宙の冒険家をやってて、四女はアイドル兼任っていう……」

「……彼女はそのさらに妹、末っ子の五女です」

「……わお。それはそれは……」

　姉が全員優秀でプレッシャーがあるだろうに、中等部からアリストテレスで学び、新入生の代表まで務めてしまう。遺伝子的に、実に優れた魔法の才があるのであろうと零れいは想像する。

（ただ……うん。やっぱり、何でこうも刺とげ々とげしい感情を向けられてるのか、全然解わからないっ）

　いくら何でも、零れいも多少苛いら立だってきた──ところで。

「……うん？　何か僕、彼女を前に見たことがあるような……？」

　何故なぜだか、零れいにはそう感じられた。義兄の呟つぶやきに初ういはキョトンとする。

「……え？　義兄にいさん、何処どこで彼女を？　──まさか私の知らないところで女の子に声を掛けまくったりしていたんですか詳しく聞かせてもらってもいいですか？」

「待って、初ういっ。そんな真似まねは誓ってしてないから！　ええと……何処どこだったかな──」

　瞳を暗く濁らせる初ういに身の危険を感じ、零れいは己が身の安全の為ため、記憶をサルベージする。彼が脳内の引き出しをひっくり返す中、黒姫ヘイヂエンは壇上への階段を身軽に上り──

　──たゆん、たゆんっ。

「……あ」

　黒姫ヘイヂエンの胸元で制服を破らんばかりに揺れる絶大な質量に、零れいはある人物と彼女を重ねる。

「……黒くろ百合ゆりのマークの、〝星海の魔女〟!!」

「……え？」

　零れいが到いたった回答に、初ういが首を傾かしげる。初ういは咄とつ嗟さに思い付かなかったようであるが、零れいはしかと憶おぼえている。……彼女がアンフィスバエナ襲来の折、〝朱のⅢ〟に同行していたことを──

　──その事実は零れいの様々な疑問を氷解させるには充分過ぎた……。

（……ああ、そういうことか。つまり、彼女たちは──）

　壇上に立ち、自分と同じ新入生たちを見下ろした黒姫ヘイヂエンは、その中のたった一人……だが絶対なる異端である人物を視線で射抜いた。即すなわち──零れいを。

　固く結ばれていた黒姫ヘイヂエンの唇が、極めて硬い声音で言葉を織り成す。

「まず、この神黒姫シエンヘイヂエンを始めとして、アリストテレスに中等部から在籍している高等部新入生の、ほぼ全員の総意を伝えておく──」

　それは、何処どこまでも頑かたくなな、拒絶の意思だった……。




「──我々は、史上九番目の男性新世代、早はや霧ぎり零れいを、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ先輩の力と資格を掠かすめ取とった盗人ぬすつとを、決して認めない!!」




「──なっ!?」

　思わず立ち上がり、壇上の黒姫ヘイヂエンに向けて飛び出し掛けた初ういを、零れいはその肩に手を掛けて制止する。高等部からアリストテレスに入学する新入生たちの間には、ざわざわと動揺が広がり、教師陣も焦あせった様子で顔を見合わせていた。アイギスが、眉根を深く寄せているのも見える。

　それらを一通り視界に収め、零れいは小さく嘆息した。

（あー……まあ、考えて然しかるべきだったよね……）

〝朱のⅢ〟は英雄だった。だから、彼を慕う者も数多い。その中には、自分たちから彼を奪い取った……形としてはそう見えなくもない零れいを、許せない者も多いだろう。

　黒姫ヘイヂエンを筆頭に、中等部からの持ち上がり組は、ほぼそんな者たちで占められているのだ。

（……これは、羊の群れに放り込まれた狼おおかみじゃなくて、狼おおかみの群れに放り込まれた羊だね……）

　自分を食い殺すと宣言した黒姫ボスオオカミに今にも襲い掛かりそうな義妹を宥なだめつつ、零れいは、波乱に満ち満ちていそうな新生活に、天を仰ぐしかなかった……。




☆　　　　☆　　　　☆




「──何・様・で・す・か・!?　あの上から目線おっぱいは!!」

「……初うい、落ち着いて。流石さすがに言葉が汚い……」

　激怒を放出する義妹を落ち着かせようと、零れいはやんわりと声を掛ける。しかし、それは初ういのお気には召さなかったようだ。ギンッと音がしそうな彼女の眼光が零れいを貫く。

「義兄にいさんこそ、何でそんなにも落ち着いているんですか!?　あんな理不尽な真似まねをされて、怒りは湧わいてこないんですか!?」

　黒姫ヘイヂエンによる『零れいを認めない』宣言の後、入学式は慌ただしくお開きになった。が、その終了直後から、黒姫ヘイヂエンたちはさらなる動きを見せたのである。予あらかじめ用意しておいたのか、講堂を出ていく外部からの入学者たちへのビラ配り。内容は、『早はや霧ぎり零れい排除へ向けた、署名活動への協力のお願い』……この電子文書最盛期に、わざわざ紙の媒体を用意することに、黒姫ヘイヂエンたちの本気を感じた零れいである。……内部進学組は早はや霧ぎり義兄妹の関係を知らなかったようで、件くだんのビラを押し付けられた初ういが再び怒り狂いそうになったのを、零れいは搔かっ攫さらってその場から離脱した。そして──アリストテレスの学校区画の並木道を、二人きりで歩いている現在に到いたる。

　初ういの目尻には、よく見ると涙の粒が浮かんでいた。義兄を悪く言われて、本当に悔しそうで……自分よりも余程傷付いている様子の義妹の頭を、零れいはそっと撫なでてやる。

「……まあ、僕にだって『ふざけんな』って気持ちが無いわけじゃないけどさ。君らはどの口でそういうことを言ってるんだって……」

　ギアが死んだアンフィスバエナ襲撃の折、内部進学組の何名が現場に居合わせたのかは不明だが、少なくとも彼女たちのリーダー格の黒姫ヘイヂエンはあそこに居たのだ。アンフィスバエナの相手をギアに任せ切りにし、見ていただけだった〝星海の魔女〟の中に。……黒姫ヘイヂエンたちが双頭竜とギアの戦いに介入して、それで何かが変わったかは解わからないが……あの襲撃で零れいとギアが瀕ひん死しの傷を負い、零れいのその負傷を治した果てにギアが人生を終わらせ、零れいがギアに代わる形で男性の新世代として目覚めたのは、黒姫ヘイヂエンたちの『何もしない』選択の結果とも言えるのである。

（それなのに、遠回しに『お前の方が死ぬべきだった』とか言われたらさ……）

　零れいとしてもカチンとくるのだ。

　それでも、零れいが反論をせず、事実上黒姫ヘイヂエンたちを無視している理由は単純である。

「──初うい。神黒姫シエンヘイヂエンさんたちがやってることは無意味だ。成果が結実することは無い。だから、放っておけばいつかは沈静化するよ」

　根拠を籠めて、零れいは強く初ういに言い切ってやる。

　零れいがアリストテレスに在籍することになった背景には、青の連邦という国家を始め、宇宙において強い影響力を持つ存在たちの思惑があった。零れい自身は明確にそれを把握しているわけではないが、アイギスたちの言動から薄々察している。……黒姫ヘイヂエンたちがどれほど力を尽くそうと、彼女たちは所詮、宇宙魔法士の一訓練生。国家規模の権力を差し置いて零れいの処遇に意見出来る立場など持ち合わせてはいない。

（それこそ、僕が本当に深刻な事件でも引き起こしたなら話は違うだろうけど──）

　そうでもない限り、黒姫ヘイヂエンたちがどれほど騒いでも自分がアリストテレスを追い出されることはないだろうと、零れいは推測していた。

　黒姫ヘイヂエンたちの言動が零れいの心を傷付けないわけではないが、その程度は我慢出来る。

（……唯一の誤算は──）

　それらが初ういの精神も摩耗させていることであるが。それについては、何かしらの対策を迅速に立てなければならないと零れいを急せき立たてる。

（……でも、具体案が即出てくるわけでもなし。一旦、初ういの意識をそこから逸そらすのが賢明か）

　ということで、零れいはちょっとわざとらしくも話題を変えることにした。

「──ところで初うい。僕らが何処どこに向かってるか、話したっけ？」

「……聞いてはいません。というか、本当に何処どこに向かっているんですか？」

「僕の引っ越し先」

　何とか義妹の意識の矛先を変えられたことに胸を撫なで下おろしつつ、零れいは説明する。

「アリストテレスに来てから今日まで、僕はずっと中央病院の病室で生活してたけど……これから本格的に授業も始まるのに、いつまでも病院から登校するわけにもいかないからさ。今日からこの学校区画内の──男子寮に引っ越すんだよ」

「……す、少し待って下さいっ。男子寮ということは──」

「……まあ、そういうこと」

　アリストテレスはほぼ一〇〇％女子校。例外だったのは〝朱のⅢ〟ギアのみ。要するに──

「──男子寮は、〝朱のⅢ〟が住んでいた所……だよ。今日から僕はそこに入るんだ。……彼の私物の片付けも、終わったって言われたしね……」

　零れいのアリストテレス入学は急きゆう遽きよ決まった為ため、そこ以外に住居を用意出来なかったらしい。

（……きっと神黒姫シエンヘイヂエンさんとかは、これにも大反対したんだろうけど……）

　その推理を口に出すとまた初ういの怒りが爆発しそうなので、零れいは胸中で呟つぶやくに留とどめる。

　この住居の件は零れいも複雑だが、『ギアを知りたい』という観点から見れば悪くはない。

（〝朱のⅢ〟の住んでいた場所なら、彼の痕跡を見付けられるかもしれないし……）

　そんなわけで、零れいは新たな自分の住すみ処かを確かめる為ために、そこに向かっているのである。

「掃除は済んでるらしいし、家具だの何だのはアリストテレスが揃そろえてくれたそうだけど、他にもやらなきゃいけないことがあるかもだし、初ういには一緒に来て手伝ってほしいかな？」

「……はあ、仕方ないですね」

　口では不満そうにしつつも、零れいからの頼みに、初ういの表情は幾分か柔らかくなっていた。

「そういえば義兄にいさん。衣類はどうなっているんですか？　ここに来る時、多くは持ってきていませんでしたよね？」

「服とか、他にも必要な物は、この前義父とうさんと義母かあさんに連絡した時に、こっちへと送ってくれるように頼んでおいたよ」

「……実家に残っている義兄にいさんの服って、ボロボロな物ばかりじゃないですか……。あんな物をこちらでも着るなんてやめて下さい。買い直しましょう、一から」

「……それは勿もつ体たいなくない……？」

　──そんな風に会話しながら歩いている内に、零れいと初ういは目的の場所に到着した。やや大きめの、二階建て一戸建ての住宅風建築物。

「……何だか、あまり寮という雰囲気はしませんね……」

「元々は〝朱のⅢ〟が一人で住んでた所だからね。後に住人が増えることも、ほぼ想定されてなかっただろうし──」

　自身が住んでいる女子寮とのギャップに戸惑う初ういに述べてやりつつ、受け取っていた電子鍵で玄関扉を開錠する零れい。「後で生体認証も登録しないとなぁ……」と、考えていたところ──

「──ん？」

「……どうかしたんですか、義兄にいさん？」

「いや……今、この玄関の隣の窓から、人が覗のぞいてたような……？」

　チラリとだが、赤い髪が揺れ動いた風に思えて、零れいはその窓に目を凝らす。

「……でも、玄関に鍵は掛かっていたんですよね？　裏口や、何処どこかの窓が開いていて、誰かが忍び込んだのでしょうか……？」

　初ういの言い分に確認してみたところ──少なくとも、一階部分のそれらは施せ錠じようされていた。

「二階部分の何処どこかが開いてたとしても、そうそう忍び込む人間も居ないと思うんだけど？　まだ最低限の物以外、何も無いわけだし……。僕の見間違いかも？」

　釈然としないものの、とりあえずはそう結論付けて、零れいと初ういは男子寮へと入ってみる。外観から解わかっていた通り、寮とは言っても、内装や間取りは一般的な住宅のそれに近い。

「差し当たり、水回りを見てみようか？　僕は風ふ呂ろ場と洗面所を見てくるよ。あとトイレ」

「それじゃあ、私はキッチンを見てきますね」

　そこで一度初ういと別れ、零れいは洗面所へ向かった。洗面台はピカピカに磨き込まれており、隣の浴室も曇り一つ無い清潔感を醸かもし出だしている。トイレも、おかしな臭いはしなかった。

（前に住人が居たってことで、衛生面が少し不安だったけど……これなら大丈夫そうだ）

　清掃に当たった人が頑張ったのか……前の住人のギアが清潔に使う質だったのか？　そこは零れいには判断出来ないが、これから気持ち良く使っていけそうな水回りだった。

　洗面台の水道も間違いなく出ることを確認しつつ……不意に、零れいは顔に不快感を覚える。

（……あー、入学式で少し疲れたからかな？　汗でべとつくような……）

　目の前にはちょうど洗面台もある。零れいは顔を洗ってさっぱりすることにした。パシャパシャと、蛇口から流れ出る水を己の顔面に軽く叩たたき付つける──

「──ふうっ……!?」

　洗面台から顔を上げた零れいは、眼前に掛けられた鏡を見て──己の背にしがみ付くように立つ少女を視認する。初うい……ではない。義妹の髪より遥はるかに色鮮やかな、焰ほのおの如ごとき色合いの髪。長くこそないが、艶つややかである。色白の容貌は、名匠が彫刻した像のように整い、長い睫まつ毛げに飾られたルビー色の眼まな差ざしが、鏡の向こうから零れいを見詰めていた……。

「──誰っ……!?」

　振り返って──零れいは凍り付いた。……誰も居ない。はっきり鏡越しに目にした謎の少女は、影も形も見当たらなかった。見直してみた鏡の中にも、既に零れい自身以外は見付けられない……。

「……つ、疲れてるのかな!?　何か、美少女の幻覚を見ちゃったぞっ。こんな有あり様さまじゃ、また初ういに叱られちゃうねっ──」

　ことさら明るく、自らを鼓舞するように呟つぶやいた零れいは……右手首に違和感を覚えた。じりじり視線をそちらに落としていくと──

　──誰かに摑つかまれたかのような、赤い手の跡が浮かんでいた……。

「っっっっぎゃああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　恥も外聞もなく、義兄は義妹の許もとに駆ける!!

「初ういういウイＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「ひゃああああああああああああああああああああっっ!?」

　突然零れいに抱き付かれ、初ういが素っ頓狂な声を上げた。義兄の腕の中にすっぽり収まった義妹は、顔面を炎上させて「あうあうっ!?」と喘あえぐ。

「い、いきなり何ですか、義兄にいさん!?　まだ日も高い内に、こんなキッチンで……！　わ、私にも、心の準備が……日が暮れた後に、寝室のベッドの上でなら大歓迎ですけど──」

「出た出た出た、出たんだよっ！　この家、何か居る!!」

「………………はぃ？」

　ガクブル震える零れいの訴えに、初ういは目をパチクリさせた。

　暫しばし後──

「──つまり……幽霊らしきものを見た気がすると、義兄にいさんは言いたいんですね？」

「そ、そうなるね……」

　寮の共用スペース（元はギア以外住んでいなかったのに、そう言うのも変な話だが）らしい、リビング染じみた空間のソファーに身を沈め、零れいは対面の初ういへようやく事情説明を終えた。

「……落ち着いて考えると、僕の早とちりだったかも？　人類が宇宙へ進出する時代になって、幽霊だとか。そんな迷信に怯おびえるなんて、我ながらみっともなかったなぁ──」

「──いえ、実在しますよ、幽霊は」

　初ういの口から放たれた衝撃的発言に、零れいの顔が見る見る血の気を失っていく。

「……ふ、ふふっ、初ういでも冗談を言うんだねっ。でも、残念。あまり面白くないよ──」

「──冗談ではないです。幽霊、いわゆる霊魂の類いは実在しますよ。新世代の中には、大変珍しいですが死者の類いを従える魔法……『死し霊りよう魔法』を使う人が居ますし。そのような魔法の実在は、同時に生物が死したその後の存在を実証するというわけです」

　初ういの解説が進むにつれ、零れいの肩や脚がガクガクと震え始めた。

「……そ、その理屈だと、僕が見たモノが本当に幽霊の類いだと、初ういはそう思うわけっ？」

「私は直接見ていないので何とも言えません。ただ、だからこそ否定も出来ないわけです」

　淡々としてさえいる初ういの主張に、零れいの全身のバイブレーションは激しいことになっていた。

「す──住めるかぁ、こんな所！　あまつさえ、一人きりでっ。の、野宿した方がマシだ!!」

「野宿って……やめて下さい、義兄にいさん。義兄がホームレスなんて私が恥ずかしいです！」

「じゃあ、どうしろっていうんだ!?　こんな所に一人で、万が一その手のものが現れたら、僕は絶対泣くぞ!?　それを防ぐ為ために、初ういが一緒に住んでくれるとでも言うのか!?」

　切羽詰まった零れいが放った一案に、初ういがピクリと真顔になる。

「……一緒に住んでもいいんですか、義兄にいさん？」

「……え？　うん……どうだろ？　男女が一つ屋根の下っていうのは、義兄妹だから関係ないとして……でも、ここは男子寮だし……ああ、だけど、どうせ他の住人も居ないし、これから増える可能性も限りなく低いしなぁ。問題無い？　いや、でも──」

「──なら、大丈夫ですねっ。ええ、きっと大丈夫です！　問題ありません!!」

　検討する零れいを置いてきぼりに、初ういはそう結論付けた。声高に断言する。

「同居という意味では実家でもそうでしたが、ここにはお父さんもお母さんも居ません。私と義兄にいさんの二人きりです！最も早はや同どう棲せいと言っても過言ではありませんっ。間違いが起きても不思議ではないですよね？　むしろ起こるべきです!!」

「……な、何だろ？　急に寒気が……？　や、やっぱり、この家には何か居る!?」

「──それでは、早速私も引っ越しに掛かりますね。大丈夫、すぐに済みますから!!」

　何やら悪お寒かんを感じる零れいを置き去りに、初ういはテキパキと転居の準備を始めていた……。




「──で、引っ越すといっても、具体的に何をやる気なのさ、初うい？」

　胡う乱ろんげに義妹を見み遣やる零れい。彼のその疑念も仕方なかった。

　初ういは男子寮内で自分用の部屋を選んだ後（何の因果か、零れいが使う予定の部屋の隣室だった）、そこを隅々まで眺めながら、ひたすら歩き回っただけなのである。

「初ういは、自宅から持ってきた荷物も、とっくに女子寮の自分の部屋に広げちゃったんだよね？　こっちに引っ越すにしても、改めて荷造りをする必要があるんじゃないの？」

「私の場合、そんな必要はありませんよ。お忘れですか、義兄にいさん？　私の魔法が何なのか？」

　誇らしげに言う初ういに、零れいも「ああ」と思い出す。

「そうか……そういえば初ういの魔法って──」

「はい。流石さすがに火星の地上の自宅から、ここまで引き寄せるのは無理ですが。アリストテレスの、同じ学校区画内からなら──」

　零れいを伴い部屋から出た初ういは、その入口に立ち、そっと息を──否、エーテルを吸い込んだ。




　踊れ　踊れ

　舞え　舞え

　縦横無尽に　この天空そらを




　我を縛るもの　この世には無く

　我を留とどめるものも　この世界には無し




　我は　自由にして自在

　何処どこにでも在り　されど　何処どこにも無し




　無限無窮を統すべる　我の名は──




「──《高きを往く者ハイペリオン》」

　吸い込んだエーテルに独特なリズムを乗せ、初ういが発散した。新世代となった零れいには、それが認識出来る。初ういの支配下に置かれたエーテルは、楽譜に似た軌跡で部屋中に広がり──

「──おおぅっ!?」

　直後、室内の壁かべ際ぎわに皺しわ一つ無いシーツの敷かれたベッドが、几き帳ちよう面めんに物が整えられた机が、整然と引き出しが並ぶタンスが出現する。部屋の床はカーペットで覆われて、中央には小さなテーブルが置かれ、その周りをクッションが囲んでもいた。窓にはいつの間にかカーテンさえも掛かっており、さらに、各所に愛らしいぬいぐるみや小物も佇たたずんでいて……。

　一瞬で年頃の女の子っぽい空間に変じた部屋の光景に、零れいは変な声を上げていた。

「これが初ういの魔法……確か、『空間転移』とか『瞬間移動』の類いだっけ？」

「はい。今使ったのは『アポート』ですね」

　胸に手を当て、初ういは少しばかり得意げに零れいへ答えた。

　初ういの魔法、通称《高きを往く者》は、自分やその周囲のものを離れた場所へ移動させるだけでなく、遠方にあるものを自らの許もとへ引き寄せることも可能である。今やってのけたのもそれで、女子寮の自室にあった初うい自身の家具や持ち物を、この新たな自室へ持ってきてみせたのだ。

　こういった何かを引き寄せる転移、アポートは、何かを送り出す転移よりも難易度が高く、行える距離が短くなるらしいが。それでも、数百ｍは離れているはずの女子寮から、ここまでの精度で物品を呼び寄せられることから、初ういの実力の高さが窺うかがえる。

（転移魔法それ自体も、宇宙開拓における評価が高いしね。将来的に、光年単位で離れた天体へ向かう為ための、超光速航法への応用も利ききそうだし……）

　……対して、零れい自身の魔法のエーテルの増幅には、本人は価値を見み出いだせずにいた。どうも、一部では凄すさまじい期待を持たれているようなことは、耳にしたのだが……。

（……惑星上で制約無く魔法を使えるように出来るとか。将来的に、未知の惑星へと降下して調べる時や、そこをテラフォーミングする時に役立つ可能性が高い……とは聞いてるけど──）

　それは逆を言えば、現在の段階では使い道が薄いということだ。一応、他者の魔法の強化という使い方も出来るようなのだが、それでは完全なるサポート要員。ギアとアンフィスバエナの戦いが目に焼き付いている零れいとしては、すっきりしない思いが胸に澱よどんでくる──と。

「ふふっ……？　……？　……っ!?」

　自信に満ちていた初ういが、突如硬直した。その顔が俯うつむき、背中が丸まり、どうしてかスカートをギュッと摑つかむ。義妹の不自然な様相に、零れいも片眉を跳ね上げた。

「……初うい、どうしたの？　顔が真っ青だよ？」

「……な、何でもない……です」

「いや、とても何でもない風には見えないから。まさか、さっきの魔法で何か問題が？」

「た、確かに、魔法による問題なのですが。……な、何故なぜ、こういう時に限って……!?」

　心配も露あらわに顔を覗のぞき込こんでくる零れいに、酷ひどく狼ろう狽ばいした様子で初ういが視線をさ迷わせた。

「……に、義兄にいさん、少し、レクチャーです。私たち新世代がエーテルを媒介に発動させる力が、どうして魔法と呼ばれているか……知っていますか？」

「え？　まあ──その効果が、現象が、どうやっても科学的に説明が付かないからだよね？」

　零れいの命を救ったギアの魔法のように、生物の傷を癒いやす炎など、科学的には説明が出来ない。その点には初ういも首を縦に振りつつ──補足を述べる。

「もう一点、魔法が魔法と呼ばれるようになった理由があります。魔法は、エーテルを媒介にする以外にも、対価を必要とするんです。使用した新世代に、その後反動をもたらすんですよ」

「……反動？」

「義兄にいさんも憶おぼえておいて下さい。魔法を使った新世代は、早ければ直後、遅ければ数日程度間が空くこともありますが……何かしらの理不尽な反動に見舞われることになるんです」

　かつて、人類が地球から足を踏み出すことも出来ずにいた時代。その頃に魔法と呼称されていた迷信は、道理が通らない代償を使用者に求めると言い伝えられていた。悪魔という超次元の存在を召喚して願いを叶かなえてもらう魔法には、生いけ贄にえの生命を捧ささげなければならないとか。脚を持たない生き物が脚を手に入れる為ためには、代わりに声を失わなければならないだとか。

　それと似たような悪影響が、使用した後、その者に降り掛かる……だからこそ、新世代たちの能力は、魔法というある種古臭い名を冠することになったのであると、初ういは語る。

　そこまで聞けば、零れいも察することが出来た。今の初ういは魔法の代償を支払っていると……。

「ちょ──大丈夫なのかい、初うい!?　だ、誰か専門家……アイギス先生に診てもらうとか!?」

「……そ、そこまで大げさなことではありませんからっ。命に関わることではないですし……」

「で、でも、何だかつらそうで……苦しそうで……初ういの魔法の代償って、一体何なんだ!?」

　心配から問い詰める零れいに、何故なぜだか初ういは頰を見る見る紅潮させた。

「……い、言わないと、駄目ですか？　あまり教えたいものではないんですが……」

「そんなこと言ってる場合か!?　言え、言うんだ、初うい！」

「……こ、こういう時に限って、義兄にいさんは強引です……。ええと、その……」

　首から上の肌を余す所なく真っ赤に染めた初ういは、ぽそぽそと囁ささやく。

「わ、私の魔法の反動は、ある物が勝手に何処どこかへと転移して、無くなってしまうんです……」

「……初ういが意図せず、勝手に魔法が発動するってこと？　それで、何が無くなるんだい？」

「それは……その……パ、パンツ……です……」

「…………………………はい？」

　初ういの声は蚊が鳴くような小ささだったが、零れいは耳に出来た。その視線が、噴火寸前の火山の如ごとき初ういの顔から下がっていき、彼女の両手でギュウッと握られたスカートへと到達して──

　──零れいの鼻はなっ面つらに初ういの頭突きが炸さく裂れつした。

「おぅっ!?」

「──じゃないですよ！　見ないで下さい!!　怒りますよ!?　な、泣きますからね……!?」

　とうに怒っているようにしか見えない初ういは、涙を溜ためて、零れいにさらなる頭突きを打ち込む。

「ご、ごめん、初ういっ。僕が悪かったから！　……って、あ──」

　──が、スカートを握り締めた不自然な体勢が悪かった。……初ういはバランスを崩す。

「きゃあっ!?　……うぅっ…………ひゃっ!?」

　廊下の床に尻餅をついた初ういは、直後に立てていた膝を正座の形に収め、乱れていたスカートも正す。……しかし、直後とはいえ、そこには若干のタイムラグがあったわけで──

「みみみ見ました!?　今、見ましたか、義兄にいさん!?」

「……あ、いや……コホンッ……ナ、ナニモミテ、ナイデスヨ？」

　明後日あさつての方を向き、瞼まぶたを閉じた零れい──が、その顔面は焼けた鉄の色をしていた。

「ぃやぁぁああああああああああ!?　噓うそですね!?　その顔は見ましたね!?　わ、私の……！　ど、どうしてくれるんですか!?　責任を取って下さい!!」

「い、いやいや！　本当に何も見てないから!!　お願い、信じて、初ういっ!!」

　……泣き叫ぶ初ういに一時間以上掛けて言葉を尽くし、零れいはどうにか説得を成功させた。

「ひっく……ほ、本当に、本当に見ていないんですね？　信じますよ、義兄にいさん？　……これで実際は見ていたら……本気で、本気で責任を取ってもらいますからね!?」

「わ、解わかった。解わかったから……」

（せ、責任って、何を取らされるんだろう……？　目玉を抉えぐられるくらいは、あるかも……？　ひぃぃ!?　絶対に本当のことは言えない……!!）

「……あ。も、もしかして、見られていた方が、私にとっては都合が良かったでしょうか……？　責任を取ってもらう形で、義兄にいさんのお嫁さんに……。で、でも、こういうのは、やっぱりもっとロマンティックな方が……」

　双方、思うところがある感じに身み悶もだえる義兄妹だった……。




　……が、この件はこれで終わったわけではなく──

「義兄にいさん、大変恐縮なのですが──パ、パンツを探すのを、手伝って頂けないでしょうか……？」

　……何でも、《高きを往く者》の反動で転移した初ういのパンツは、そこまで遠くに行くわけではないらしい。恐らくは男子寮の中か、その近辺に落ちているはずであるとのこと。

（……まあ、事情を知らない誰かに拾われたら、それはそれでまずいよね……）

　義妹の名誉は守ってやらねばなるまい……零れいは初ういのパンツ捜索を手伝うことになった。

「ええと……僕としても、こういうのを訊きくのは心苦しいけど……その、どんなパンツ？」

「……い、色は、薄い、グリーンで……フリルが、こう……サイドに、リボンが……」

　……義妹から今日の下着のデザインを詳細に教えてもらう義兄……軽く死にたくなる苦行を鋼の精神で乗り越えた零れいは、まずは男子寮内を初ういと手分けして探し回った。……が──

「……無い」

　キッチンで、まだ何も入っていない冷蔵庫を閉じ、零れいは頭を搔かいた。男子寮内で探せる場所は探し尽くしたはずだが……無くなった初ういのパンツは、今も行方知れずである。

「……初ういの方で見付かってると良いけど──」

「──義兄にいさんっ」

　噂うわさをすれば影が差す。キッチンに初ういが姿を現した。零れいは目線で成果を問い掛けるが、義妹は首を横に振る。溜ため息いきを吐く零れいだが……初ういは何やら不可解そうな表情で零れいに近付いてきた。

「あの、義兄にいさん。この寮の中を見回っている内に、おかしなことに気が付いたんですが」

「……おかしなこと？」

「私の目測ですが──この建物、外観から推し測れる間取りと実際の間取りに、微妙に誤差があります。部屋や廊下が推定よりも狭かったり、壁が厚かったり。……もしかしたらですが、隠し部屋か隠し通路があるかもしれません……」

「……はあっ!?」

　予想外の情報に、零れいは目を丸くする。

（他の人にそんなこと言われても、眉唾だけど……初ういの言うことだからな……）

　空間転移魔法の使い手である初ういは、それを使いこなす為ための副産物なのか、距離だの位置関係だのの把握力……いわゆる空間認識能力がずば抜けていた。測量器具を用いなくても、正確な数字を導き出せる逸材である。今回もその意見にはなかなかの信しん憑ぴよう性せいがあると考えられた。

（でも、何でこの寮に、そんな隠された空間が……？）

　零れいは思考の海に沈み掛けるが──現状の目的が未達成だと思い出し、手前で踏ふみ止とどまる。

「……とりあえず、手短に確認。初ういはその寮内の隠された空間に、転移魔法で入り込める？」

「可能です。ただ……そちらの空間の状況を正確に把握出来ているわけではありませんから、実行はやめておきたいですね……」

　初うい曰いわく──何も無いと想定した転移先に本当は物体が存在した場合、まずいのだという。

「そこにあった物体に埋まって窒息したり、融合して肉体が変容してしまう危険性があります。そうならない為ために、転移先にある物体を問答無用で押おし退のけて転移する方法もありますが……」

　そちらは、万が一そこに生き物が居た場合、それを吹き飛ばしたり引き裂いたりして殺してしまう危険性があると。虫程度なら初ういも目を瞑つぶるが……小動物や、可能性としては人間が巻き込まれる確率が０ではない以上、初ういも試みたくはないという。

「……ああ、僕が見た赤毛の女の子が、実はそこに潜んでる何者かって可能性もあるのか」

「ですが、正直この寮内に私と義兄にいさん以外の人の気配は無いように思うんですけどね。それに、先程洗面所を見てきましたが、あそこには隠し部屋とか隠し通路へ通じる出入口は無いと思います。徹底的に調べましたから」

「……どうして、こうも僕の心をへし折ろうとしてくるかな、この義妹いもうとは……!?」

　再び背筋を中心に震えを帯びた零れいは、何とかそれに耐え忍ぶ。

「と、とにかく、そっちのことは後回しにしよう。まだ……初ういのパンツも見付かってないし」

「……こ、心遣い感謝します。でも……寮の中に見当たらないとなると、外でしょうか……？」

「隠された部屋や通路の何処どこかに……って可能性もあるけど、調査は外が先決だろうね」

　初ういのパンツが寮内の隠された空間にあるなら、ここで一旦放置しても、第三者に拾得される危険性は低いだろう。が、寮の外にあるのなら、他の誰かに拾われてしまうことも考えられた。

　義兄妹は震え上がりながら、捜索場所を寮の外へ広げる。まずは寮の前の道をざっと見渡し、それらしい物が無いか確認。続いて、寮の周囲に植えられた木立や茂みも覗のぞき込こんでいく……。

　──そんなこんなとやっていた時だった。

「おい、早はや霧ぎり零れい!!」

　……聞く機会は多くなかったが、否いや応おうなく聞き覚えてしまった声が零れいの名を呼んだ。義兄と義妹は顔を見合わせる。お互いに『嫌な予感』と顔に書かれていたが、無視するのも後々面倒になりそうであった。溜ため息いきを吐いた零れいは、一歩後ろに初ういを控えさせ、声がした方へ向かう。

　──案の定の相手が、男子寮の玄関先に制服姿で陣取っていた。

「……外に居たのか？　一体何をやっていた、早はや霧ぎり零れい？」

「プライベートだよ。詮索は勘弁してくれないかな？　──で、何の用、神黒姫シエンヘイヂエンさん？」

　正確には黒姫ヘイヂエン他数名。恐らくは、黒姫ヘイヂエン以外も中等部から持ち上がりの新入生たちで……零れいの排斥派。好意的に応対する意味が感じられない相手だが、攻撃的になるのも格好悪い気がして、零れいは普通の対応を取る。……黒姫ヘイヂエンたちには、それはふてぶてしく見えたようであった──

「……調子に乗るなよ？　貴様のような厚顔無恥な輩やからは、このアリストテレスに相応ふさわしくない。すぐにでも追い出してやるから覚悟しておけ──」

「──前置きはいいので用件を述べて頂けませんか？　私も義兄にいさんも忙しいんです。時間を割いているこちらの身にもなって下さい。お姉さん方は天下の〝神姉妹〟と讃たたえられていますけど、末妹は随分礼儀知らずなんですね？　ああ、これが味み噌そっかすというものですか？」

「……何だと？」

　零れいへと凄すごんだ黒姫ヘイヂエンに、初ういが割り込んで毒舌をぶちまけた。効果は絶大で、見る見る黒姫ヘイヂエンの顔が攻撃色に染まる。しかし、初ういの方もそれに怯ひるまず、新入生代表を険しい目で睨にらみ付つけた。

（……ヤバい。タイミングがまずかった……）

　緊迫する初ういと黒姫ヘイヂエンに、零れいは内心冷や汗を垂らした。入学式の一件で黒姫ヘイヂエンを快く思っていない初ういである。それに加え、今は自らのパンツの捜索中という、ある種の非常事態。そこに狙ったように現れ、行動に遅延をもたらしてくる黒姫ヘイヂエンを、完全に敵と認識してしまったようだ。

　零れい自身、黒姫ヘイヂエンに言いたいことはあるが、ここで下手に揉もめても益が無いことも理解している。

（場の空気が張り詰め切る前に、とっとと用件を済ませて神シエンさんたちにはお帰り願おう……！）

「──それで、神シエンさんは何の用事？　そろそろ本題を教えてもらえると、僕も嬉うれしいな？」

　精一杯愛あい嬌きようを振ふり撒まいた零れいだが……黒姫ヘイヂエンは彼を一いち瞥べつして、またも視線を初ういへと固定した。

「……用件は、正確には早はや霧ぎり零れい、貴様じゃない。早はや霧ぎり初うい、寮の部屋から貴様の家具や持ち物が唐突に消きえ失うせたと、同室の者から報告が来たのだが……どういうことだ？」

（……おぅ。目撃した娘が居たのか。それは……驚いただろうなぁ……）

　目の前でいきなり、それまでそこにあった物がビュンビュン消えていったわけである。魔法万能時代とはいえ、事情を知らない者ならちょっとした怪奇現象であっただろう。それに困惑した初ういのルームメイトであった少女の為ために、事情を確認するべく初ういを捜していたという黒姫ヘイヂエン。

（……実は結構、面倒見のいい娘なのかもしれない……）

　ほんの少しだけ、黒姫ヘイヂエンを見直した零れいである。……が、それは初ういには通じなかったようで──

「そちらには関係の無いことでしょう？　単に、元々居た寮から引っ越したというだけです。義兄にいさんが居るこちらの寮へ」

　悪びれることなく黒姫ヘイヂエンたちへ言い切る初うい。「なっ……!?」と黒姫ヘイヂエンの黒瞳が見開かれる。

「な、何を勝手に、リボルヴァ先輩の寮に無断で……！　だ、大体、男子用の寮だ、ここは!!」

「……ここが〝朱のⅢ〟さんが住んでいた場所であるのは、知っています。ですが、今は学校が認めた義兄にいさんの住居です。なら、義兄にいさんが許可したのであれば、私がここに住むことは問題無いと思いますが？　……一緒に住んでほしいと、義兄にいさんは私を求めてくれましたし」

「きゃっ♪」と声を弾ませ、赤らんだ頰へ手を当てる初うい。黒姫ヘイヂエンがドン引きの視線を零れいへ向けた。

「え……？　いや、まさか……そういう関係……なのかっ!?」

「そういう関係ってどういう関係!?　まあ、確かに男女が一つ屋根の下っていうのは、アレな感じだけどっ。僕と初ういは兄妹きようだいだから！」

「……ええ、義理の兄妹きようだいですね。義・理・の・！　血の繫つながりは無いんですよ……♪」

「……何だろう、義妹いもうとの発言が、徐々に僕の首を絞めていってる気がする……!?」

　零れいの顔中に冷たい汗が滲にじんだ。それを拭おうと、零れいはハンカチを探してポケットを探る──

（──って、あれ？　そういえば僕、今日はハンカチを持ってきてたっけ……？）

　アリストテレスの制服という慣れぬ服装のせいで、ハンカチをポケットに入れるのを忘れていた気がする。先刻顔を洗った時も、異様なものを目撃して顔を拭く機会を逸していたし……。

　なのに、零れいのポケットには、何やら布の感触があった。脳内に疑問符を浮かべ、零れいはそれを取り出し、広げて何なのかを確認する──

　──薄いグリーンの、逆三角形の布切れ。フリルで飾られ、サイドにリボン……。

「っっきゃああああああああああっ!?　何な故ぜ義兄にいさんが、私のを持っているんですかー!?」

　転移魔法使いらしいまさに神速で、初ういが零れいの手から件くだんの布を強奪した。が、その短い時間でも、零れいが布切れの正体を摑つかみ切るには充分過ぎた。女性物の……パンツ。デザインからして、初ういの下半身からいずこかへと去っていっていた……。

（何で僕のポケットに転移してるんだよ!?　お約束過ぎる超展開だ!!）

　その上、余計に問題なのは……その一連を、黒姫ヘイヂエンたちに見られていたこと。

「……早はや霧ぎり初ういの下着を……早はや霧ぎり零れいが持っていて……？　き……きさ、貴様らは……！」

　頰を朱に染め、わなわなと震えていた黒姫ヘイヂエンは、刃の如ごとき眼光で早はや霧ぎり義兄妹を切り付けた。

「──リボルヴァ先輩の寮で何をやっていた!?　義理とはいえ兄妹きようだいで……穢けがらわしい!!」

「穢けがらわしいとは何ですか!?　私と義兄にいさんの関係に口出しをしないで下さい!!」

「初うい、その発言は誤解を助長しそうなんだけど!?　ああ、神シエンさんっ？　さっきのアレは、やむにやまれぬ事情があってね？　決してお天てん道と様さまに顔向け出来ないようなことはないんだよ？」

　零れいは自分の背後へ初ういを押し遣って弁明するが、黒姫ヘイヂエンは信じていないようだった。

「噓うそだ！　貴様はそう、ケダモノなんだな!?　今までにも何人もの女性を毒どく牙がに掛けていて、このアリストテレスでも虎こ視し眈たん々たんとそれを狙っているんだろう!?」

「違う違う！　恥ずかしながら、僕は女性とお近付きになったことなんて一切無いんだっ。手を繫つないだことだって無いし、キスだって──」

　……自分の台詞せりふで零れいは、大変嫌な記憶を呼び覚ました。

「──ファーストキスだって、男に……奪われて……」

　突然膝を抱えて座り込んだ零れいに、流石さすがに場の空気が少し冷えた。

「……いや、そりゃさ。こういうことが想定通りにいく方が珍しいことは、僕だって解わかってるよ？　生まれて初めて出来た恋人の女の子と、百万ドルの夜景を見ながら……向こうも初めてだと嬉うれしいな、とか……夢見過ぎだよね？　……でも、でも、せめて初めては女の子と……!!」

「……その、何か、すまない……」

　零れいの憐あわれっぷりは黒姫ヘイヂエンが思わず謝るほどだった。初ういが慌てて義兄にフォローを入れる。

「だ、大丈夫です、義兄にいさん！　あれは、何というか……違いますからっ」

「……ノーカウントってこと？　人工呼吸みたいに？　……そういう気持ちの問題では──」

「そ、そういうことではなくてですねっ。そもそも、義兄にいさんの初めてのキスは──中学校へと上がってすぐの頃に、深夜、義兄にいさんの部屋に忍び込んだ私が、義兄にいさんが眠っている内に奪っていますし……コホンッ」

「……何？　よく聞こえなかった──」

　初ういが極小音量で語った何事かは、零れいの聴覚には届かなかったが……奇跡的に聞こえたらしき黒姫ヘイヂエンの顔がまたも紅を帯びて、プルプルと震える。それは、爆発寸前を思わせ──

「──やはり、貴様たちはアリストテレスに相応ふさわしくない!!」

　次の瞬間、懸け念ねん通り爆発。黒姫ヘイヂエンの荒々しさに、彼女の取り巻きの少女たちが飛び離れた。




　其そは　絶対の理　不変の法のり




　歪ゆがみを　正せ

　正しきを　歪ゆがめよ




　その手は　光すら捕らえ

　その腕は　闇すらこじ開ける




　全ては　ことごとく

　我が意のままに……




　この世界そらを　抱け──




「──《見えざる星の御手プラネツト・フオース》!!」

　周囲のエーテルが黒姫ヘイヂエンへと集束していくのが零れいにも感じ取れた。

（魔法を使うつもりか!?　神シエンさんの魔法がどんなものか、僕は知らないけど……！）

　黒姫ヘイヂエンの攻撃的な反応を見れば、物騒な類いであることは疑い様が無かった。零れいは咄とつ嗟さに初ういを背後へ突き飛ばし、自分は義妹と黒姫ヘイヂエンの射線上に仁王立ちする──と。

「──あ……？」

　視界が蒼あおい色彩を増したように零れいには感じられた。その感覚に、零れいは憶おぼえがある。……自分が新世代だと自覚することになった、あの瞬間。その場へと居合わせたアイギスから、後日、あの時に零れいの魔法が暴発気味に発動していたことを知らされた。

　蒼あおが……エーテルが、その色の塗料をまき散らした如ごとく、急激に濃さを増す──

　──次の刹那、零れいは自身の肉体の体積が数十倍に跳ね上がったかのように体感した。

（ぐ、ぁ……ち、違う！　僕の身体は、見た目は何も変化してないっ。なのに、ひたすらに、重い……！　物体の外観を変えずに、重量だけ増加……こ、これは、『重力魔法』か!?）

　零れいが分析した通り、黒姫ヘイヂエンの魔法は『重力操作』であった。宇宙において、重力は何をするにも切り離せぬもの。恒星、惑星、衛星……それらの重力の影響を計算し、行動や計画へと反映していかねばならない。だが、重力操作の魔法はそんな重力を操れる。細かい計算を抜きに、宇宙の最大法則の一つを手中に出来るのだ。重力魔法は宇宙開発・開拓分野で重用されている。

（そんな魔法の使い手なら、アリストテレス高等部の新入生代表なのも頷うなずけるけど……！）

　今、黒姫ヘイヂエンが使っているそれの粗さは、新入生代表とはとても思えなかった。

「ぅあ……くぅっ……な、何だ、これは……!?」

　──黒姫ヘイヂエン自身まで、重力の鎖に巻き取られているのだから。自らの正面で膝を突く彼女の姿に、零れいはその事実を嚙かみ締しめる……。

（神シエンさんの魔法が──暴走してる……!?）

　黒姫ヘイヂエンとしては、あくまでも零れいのみを重力の檻おりに捕らえるつもりだったのだろうが──実際に発動した黒姫ヘイヂエンの魔法は、彼女の想定よりも遥はるかに広い範囲の重力を増大させたのである。黒姫ヘイヂエンの居る辺りを中心に、半径一〇ｍを超える面積がクレーターの形に陥没を始めていた。

「義兄にいさんっっ!!」

　零れいの真後ろから、悲痛な初ういの声が響いた。零れいが突き飛ばしたことが功を奏して、初ういは重力が猛威を振るう半径からは逃れている。けれど、黒姫ヘイヂエンの取り巻きの何人かは逃げ損ない、亀裂が走っていく地面に押し付けられていた。元来の黒姫ヘイヂエンの魔法を知っている彼女たちだからこそ、想定外に効力を上げたそれに対応が遅れたのかもしれない。

　何にせよ、こんな事態に陥った原因について、零れいは心当たりがあった──

（──僕の魔法……か……!!）

　エーテルの増幅……それには他の新世代の魔法を強化する効果も期待出来ると、零れいは説明を受けていた。ただ、強化というのは一概にプラス要素とは限らない。例えば、自動車の性能を上げ過ぎて、スピードがドライバーの運転技術で制御出来ない領域にまで達すれば、その車両は事故を起こす。同様に、使用者が制御し切れないほど魔法の威力が増強されれば──

（──魔法は使い手である新世代の意図を超えて暴走する！　今の神シエンさんのように……!!）

　そんな己が魔法の危険性を自覚し、零れいは蒼そう白はくになった。とはいえ、今はそれを悔やむよりも先にやらねばならないことがある……。

「……シェ、神シエン、さん……神シエンさん……!!」

「っ……？　な、何だ、早はや霧ぎり、零れい……!?」

　喘あえぐように放たれた零れいの呼び掛けに、同じく喘あえぐように黒姫ヘイヂエンが答えた。

　無視されなかったことにほっとしつつ、零れいは訴える。

「……マ、魔法マギクラフトの停止方法を……教えてほしい……！　どうやるの……!?」

「は？　き、貴様……何を言って──」

「──今のこの状況は、僕の魔法が君の魔法を暴走させてるんだよ!!　だから、僕が僕の魔法を停止させないと、どうにもならない！　君、今は自分の魔法も制御出来てないんだろう？　君が自力で自分の魔法を止められない以上、僕がどうにかしないと……!!」

　零れいの必死の説明で事態を把握した黒姫ヘイヂエンが息を吞のむ。……が、回答には若干の時間が掛かった。

「マ、魔法を止めるも何も……エーテルの吸収をやめれば、直じきに止まるぞ？　感覚的に、息を吸い込むのを止めるようなものだ。そこまで難しいものじゃない……っ」

　黒姫ヘイヂエンの解説を聞いた途端、零れいは「げっ!?」と呻うめいた。

「……マ、マジ……？　だとすると……僕の魔法、普通のやり方じゃ止まらない……？」

「……はぁっ!?」

　瞠どう目もくする黒姫ヘイヂエンに詳細を伝える余裕は、零れいには無かった。

（僕は……エーテルの吸収自体は、もうとっくに止めてるんだよ……!!）

　だが、その前に吸い込み、零れいの中に残ったエーテルが、そのまま零れいの内部で増幅され、外部へ溢あふれていく。結果、零れいの内からいつまでもエーテルは失われず、吐き出される量も増しこそすれ減らない為ため……零れいの魔法は終わらない。周囲のエーテルをどこまでも濃密にし続ける……。

「……ぐっ……おぉっ……!?」

　それ故に、黒姫ヘイヂエンの魔法の暴走も収まらず、零れいたちに掛かる重力も増加の一途を辿たどっていた。ミシミシッと軋きしむ全身に零れいは歯を食い縛る──

『──おい！　自分の意思で無理なら、使用者の意識を失わせれば、魔法は停止するぞ!!』

「……えっ？」

　不意に、零れいの耳にそんな助言が届いた。黒姫ヘイヂエンではない。彼女の取り巻きの誰かだろうか……？

（それにしては本当に耳元で言われたような……？　って、そんなこと考えるのは後回しだ!!）

　使用者の意識が無くなれば魔法は止まる。今回の場合、零れいの意識が。ただ、自力での実行は出来ない以上、誰かを頼るしかない。となれば、手近なのは──

「……つかぬことを訊きくけど、神シエンさん、僕をぶん殴ることとか、出来る……!?」

「やれるならとっくにやっている……!!」

　尋ねた零れいに、黒姫ヘイヂエンは憎々しげに答えた。一番近距離の黒姫ヘイヂエンでさえそうならば、それより遠い彼女の取り巻きたちには期待出来ない……。

（……い、一応、重力がこのまま強まれば、いつかは限界が来て気絶しそうだけど……）

　しかし、零れいはその案を即座に没にした。如何いかに華きや奢しやで頼りないとはいえ、男である自分が気を失うよりも、女である黒姫ヘイヂエンたちが深刻なダメージを受ける方が早いと思えたのである。

（……神シエンさんが気を失っても、この状況は終わると思うけど……）

　……男として、それを甘受することは零れいは避けたかった。ならば──

「──う、初ういぃぃ！　まだ、後ろに居るか……!?」

「は、はいっ、義兄にいさん!!」

　打てば響く如ごとく、初ういは零れいの声に答えた。零れいは彼女へ指示を叫ぶ。

「僕の頭上に……何でもいいっ、適当なものを転移させるんだ！　早く!!」

「は、はぃ……？　──え？　ええええええ!?」

　義兄の策を義妹も悟ったようだ。零れいの頭上に、初ういが《高きを往く者》で何らかの物体を転移させれば、当然それは零れいの頭に向かって落ちる。そこに直撃するだろう。そして、零れいの頭上、上空であっても、そこは暴走中の黒姫ヘイヂエンの重力魔法の影響下だ。転移した物体が小石程度の物であっても、相当な重量まで増加される。零れいの頭にぶつかれば、彼の意識を断つには充分だ。

「……だ、駄目ですよ！　義兄にいさんが、どんな怪け我がをするか──」

「──いいからやれ、初うい!!」

　怖おじけ付く初ういを、零れいは一喝した。普段、義妹には決して向けない激しい声を喰くらわせた甲か斐いがあり、初ういが「わ、解わかりました……」と怖々動き出す気配がする。怖がらせてしまったことを内心で詫わびつつ、零れいは奥歯を嚙かみ締しめ、初ういがもたらす衝撃に備え──

「……へ？」

　──備えを忘れて零れいが呆ほうけたのは……目前の黒姫ヘイヂエンの姿が、ふっと搔かき消きえたからだ。

　……後で考えれば、この時は初ういもテンパっていたのだろう。とんでもない選択をかました。

　初ういは零れいの指示通り、あるものを彼の頭上へ転移させたが……問題はそれが黒姫であり──

　真上から「きゃああっ!?」という悲鳴がしたせいで、反射的に零れいは顔を上げた。重力変動の中核たる黒姫ヘイヂエンが上空に飛ばされたことで、零れいに掛かる重力が一瞬緩和したからこそ、顔を上に向けられたのであるが……それは果たして幸運だったのか不幸だったのか？

　上空に転移させられた黒姫ヘイヂエンはそこから落下。空気を孕はらんだ彼女のスカートは花開き……。

　……そして、その真下に居て、上空を見上げていた零れいには必然的に見えたわけである。

　黒姫という名前に相応ふさわしい──黒。しかも紐パン。

　一五歳にあるまじきアダルトな黒姫ヘイヂエンの下着を目にした……それだけでも煮にえ滾たぎっていた彼女の憤ふん懣まんを増すには充分過ぎたはずである、が──

　──それだけでは済まなかった。

　落ちてきた黒姫ヘイヂエンは、元々の零れいの思惑通り、彼の頭……より正確には顔面を直撃したのである。……それも、黒い魅惑の布地のど真ん中で。布一枚しか隔てず、自らの顔に密着してくる黒姫ヘイヂエンの女の子の部分。そこから感じる温ぬくもり、肌触り、芳かぐわしさ……さらには、耳じ朶だを打った黒姫ヘイヂエンの「あっ……!?」という艶を含んだ声が、零れいの脳神経へ焼き切れそうなほどの電撃を走らせ──

「──ふぐっ!?」

　……直後、それら全てを彼方かなたへ弾はじき飛とばす重力の衝撃が零れいの首から上に襲来し、彼の意識を予定通り、ごっそりと刈り取ったのだった──




☆　　　　☆　　　　☆




　アリストテレスの学校区画、そこの最も高い校舎。それの最上階に、アイギスが学校関連の執務を行う部屋……即すなわち学長室がある。そこで彼女は、頭痛を起こしそうな頭と戦っていた。

　アイギスの眼前では、本日彼女の学校の生徒になった少年を、三年前から彼女の学校の生徒である少女が糾弾している。

「こ、こんな破廉恥！　あ、あ、あたしはこの学校の生徒にするなんて認めないぞ!!」

「キシャーッ！」と威嚇音を上げるのは黒姫ヘイヂエン。彼女の前で美しい土下座を敢行中なのは……零れい。

　数十分前に二人に起きた事件について、やっとアイギスは聞き取りを完了したところだった。不幸な事故……そんな風にアイギスは考えるが、それはとても黒姫ヘイヂエンには通用しそうにない。

　なので、アイギスはもう一人の当事者へと言葉を向けた。

「早はや霧ぎり君。神シエンさんはこう言っていますが、貴方あなたから言いたいことはありますか？」

「……今、一番訴えたいことは──アイギス先生、首が……痛いです……」

「……それは、そうでしょうね。女の子とはいえ、人一人分の重さを受け止めたのですから」

　それも重力魔法で増加したものを。アイギスは学長室の床に伏す零れいの横に跪ひざまずく。




　水よ　ああ　清らかに

　穢けがれを　払え

　咎とがを　雪すすげ




　刻まれし痛みは　安らぎに　溶けよ

　穿うがたれし傷は　慈いつくしみに　消えよ




　ただ無む垢くに　純粋に

　生命の巡りの中に　還かえれ──




「──《生命の水アクア・ウイータエ》」

　液体を如何いかなる傷や病も治す万能薬へ変える回復魔法。零れいの首周辺の血液の一部を万能薬と化し、傷めた筋へ送り込むアイギス。そんな学園長へ、黒姫ヘイヂエンは息巻いた。

「そんなスケベ人間、治す必要は無いです！　一秒でも早く、アリストテレスから追放しないと……ま、また、あたしのような犠牲者が……!!」

「──何が犠牲者ですか。よく言いますね？　義兄にいさんの顔に跨またがって散々喘あえいでいた人が」

　横合いからの冷たい声に、黒姫ヘイヂエンの顔が茹ゆで蛸だこの如ごとくなった。錆さびたロボットの如ごとき動作で声の方へ目を向ける。指摘したのは──初うい。

「だ──誰が喘あえいでいたというんだ、誰が!?　そ、そんな事実無根なこと……!?」

「何が事実無根ですか!?　気絶した義兄にいさんの顔の上に座り込んだまま、いつまでも退かないでいて！　『あぁぁん……っ』とかはしたない声を上げて悦よろこんでいたくせに……!!」

「悦よろこんでなどいない！　ど、退けなかったのは腰が抜けて……動けなくなっていただけだ!!」

「腰が抜けるほど気持ち良かったわけですか……淫乱です！　こんな人を義兄にいさんへ近付けてしまうとは一生の不覚でした!!　初めて見た時からふしだらだと思っていたんですよっ。その恥ずかしげもなく膨らんだ胸を揺らして、事あるごとに男性を誘っていると見ました!!」

「捏ねつ造ぞうするな!!　そ、それから、胸も好きで大きくなったわけじゃないっ」

「定番の台詞せりふを……！　何で胸の大きな輩やからは皆そう言うんですかっ？　持たざる私たちを馬鹿にしているんですか!?　好きで大きくなったのではないのなら、こちらへと寄越しなさい!!」

「……貴方あなたたち、ここに男の子も居ることを忘れていませんか？」

「……僕も、流石さすがにいたたまれないです……」

　黒姫ヘイヂエンと初ういの慎み無き罵り合いに、アイギスが苦言を呈した。土下座中の零れいも複雑な顔である。

「……とにかく、神シエンさんが恥ずかしい思いをしたことは理解しますが──神シエンさん自身が迂う闊かつに魔法を使ったことも一因でしょう？　それも、攻撃的な魔法を人に対して。自じ業ごう自じ得とくという面もあります。故に、そのことを理由に早はや霧ぎり君を排斥するのはわたくしが認めません」

　ヒートアップが治まらない黒姫ヘイヂエンへ、アイギスが見解を述べた。アリストテレスの学園長たるアイギスから、はっきりと「認めません」と言われ、黒姫ヘイヂエンも悔しげに口を噤つぐむ。……が──

「──ですが、早はや霧ぎり零れい特待生の方も、お咎とがめなしにはいかないのではないでしょうかぁ……？」

　進言したのは学園長としてのアイギスの秘書、双子の裸眼の方、エリカだった。

「今回は男子寮の前の道路を陥没させるに留まりましたがぁ……一歩間違えば、このコロニーの外壁にまで達する大穴が空いていた可能性もありますー。それの原因の一端が早はや霧ぎり特待生にある以上、彼をこのまま放置ということには、出来ないと思われますー」

「……解わかっています」

　秘書の意見に、アイギスも頷うなずかざるを得ない。此こ度たびの破壊をもたらしたのは黒姫ヘイヂエンの魔法だが、それを暴走させたのは零れいの魔法なのだ。その上、今回の件で裏付けが取れたが、零れいは己の魔法を制御出来ていない。つまり、再び他の誰かの魔法を暴走させる危険が、零れいにはある。

　……アリストテレスには、黒姫ヘイヂエンの《見えざる星の御手》よりも、暴走した時の危険度が高い魔法を使う新世代も少なくない。予あらかじめ暴走を見越しているからこそ、万一の時の被害を最小限にする為ため、宇宙魔法士の養成学校をこんな中小規模の宇宙コロニーへ押し込めているわけだが……それでも暴走を甘受するわけにはいかない。アリストテレスの、そこに住まう人々の安全を考えれば、零れいが己の魔法を制御下に置けていない現状は、見過ごすわけにはいかなかった。

「そ、そうだ！　何にせよ、早はや霧ぎり零れいが危険人物なことに変わりはない!!　学園長先生、この男をアリストテレスに置いておくのは、やはり危険過ぎますっ」

　黒姫ヘイヂエンも、盛り返したように零れいの排除をアイギスへ提案した。変わらない彼女の主張に、初ういのまなじりが吊つり上あがる中──その手をギュッと摑つかんだ者が一人。……渦か中ちゆうの零れい、その人だった。

　土下座から立ち上がった零れいは、室内の他の人物たちとしかと向かい合う。

（……甘かった。僕が深刻な事件を引き起こさない限り、神シエンさんたちがいくら騒いでも、僕がアリストテレスから追い出されることは無いと楽観してたけど──）

　今回はそれを零れいが引き起こした形になる。零れいのアリストテレス入学が、多くの権力者の思惑が絡からみ合あって決定されたものだとしても、このままだと撤回される可能性が無きにしもあらず。

（……でも、それでも──）

「僕の魔法が、アリストテレスに危険をもたらすかもしれないことは理解をしました。ただ、それでもアリストテレスから出て行けという神黒姫シエンヘイヂエンさんの意見を、僕は受け入れられません」

「なっ!?　貴様──」

「──神シエンさん。早はや霧ぎり君の心を聞いてあげましょう。反論は、その後でも遅くはないはずです」

　零れいの言葉に割り込み掛けた黒姫ヘイヂエンを、アイギスがたしなめる。アイギスに目礼し、零れいは続けた。

「アリストテレスは学校です。それも、新世代ぼくたちがこの宇宙で正しく魔法を使っていけるよう、教え導く為ための。なら、僕の魔法が制御出来ていなくて危険だからと放り出されるのは、納得し難がたいです。僕の魔法が制御出来なければ危険なら、その方法を教えて下さい。僕の魔法の使い方が誤りなら、正しい使い方を教えて下さい。このアリストテレスで!!　……お願いします」

　言い切り、腰を折る零れい。胸中では、「このまま終われない……！」という想おもいが渦巻いていた。

　すぐ傍かたわらの、初ういの心配げな顔をチラリと見る。

（初ういを置いて、アリストテレスを去るわけにはいかない……！）

　零れいが共に学ぶと約束したから、一度はアリストテレスへの入学を辞めると言った意見を、初ういは翻ひるがえしたのである。零れいがアリストテレスを追い出されれば、元もとの木もく阿あ弥みになるかもしれない。

　数日前までギアのものだった両拳を、零れいは握り締める。

（まだ僕は、〝朱のⅢ〟について何も解わかっちゃいない……！）

　彼がどんな思いで自分の命よりも零れいの未来を選んだのか？　それを理解出来ぬままこの宇宙コロニーを離れることは許されないと、零れいの胸の奥に火が点ともる。

　……そして──

『僕は何処どこから来た誰なんだろう？　──それを、知りたい』

　……零れいの頭の中で、今の『零れい』ではない別の『自分』が、そう囁ささやいた気がした。

　頭を下げ、それでも不屈の意志を覗のぞかせる零れいに、アイギスが微かすかに口元を緩めた。

「……早はや霧ぎり君の言う通りですね。アリストテレスは学校。学ぼうとする意志を、成長しようとする思いを示す彼を、わたくしたちアリストテレスが放逐するのは本末転倒です」

「──なっ!?　が、学園長先生!!」

　アイギスの結論に、黒姫ヘイヂエンが納得出来ないとばかりに食って掛かる。

「どれだけ本人がやる気を見せていたとしても、それが結果に繫つながるとは限りません！　この男の危険性は、改善出来るとは限らないでしょう!?　……何より、口先ではどうとでも言ってのけられます。早はや霧ぎり零れいが本心から向上の意志を抱いているかなど……解わからないでしょう？」

「……神黒姫シエンヘイヂエン……！　一体、何処どこまで歪ゆがんだ見方をすれば気が済むんですか……!?」

　瞳にメラッと炎を燃やし、初ういが黒姫ヘイヂエンに摑つかみ掛かかろうとしたが、零れいが義妹の手を摑つかみ、それを抑える。そうしながら顔だけを黒姫ヘイヂエンとアイギスに向け、零れいは問い掛けた。

「要するに、神シエンさんは僕のやる気が本物かどうか、そして、そこに結果が伴うかどうかが気になるんだよね？　……アイギス先生。何か、それを示せる機会ってないですか？」

「……半月ほど後、貴方あなたたち高等部の新入生を対象に試験が予定されていますが……」

　アイギス曰いわく、それは高等部からのアリストテレスへの新入生たちに今の己の実力を知ってもらう為ためのものであり、中等部からアリストテレスに所属していた高等部新入生たちにとっては、今まで学んだことをおさらいする為ための場だという。試験と銘打ってはいるものの、成績等の評価の参考にはされないことになっているらしいが──

「──ならばその試験であたしに勝ってみせろ！　それが出来れば、貴様がアリストテレスで学ぶことを認めてやる。だが、あたしに負けたらアリストテレスを即日退去してもらうぞ!!」

「それは早はや霧ぎり君側の条件が厳し過ぎます。そうですね……神シエンさんとの勝ち負けは無関係です。その試験で及第点を出して下さい。それが出来れば、当面は他者の魔法を暴走させる危険性は低いと、それだけの魔法制御能力は持ち合わせていると、証明出来るでしょうから」

　黒姫ヘイヂエンの一方的な通告を退け、アイギスが理に適かなった条件を提示する。

「……学園長ー。もしもそれを実現出来なかった場合はぁ……どうされるのでしょうかー？」

「……早はや霧ぎり君の処遇について、改めて検討を行います」

　……エリカからの確認には、アイギスはそう返した。次いで、零れいの目をじっと見詰める。

「……義兄にいさん……」

「──解わかりました。僕もその条件で構いません。精一杯、力を尽くします」

　心細げな義妹へ一度頷うなずいてやり、零れいはその提案を受け入れる旨むねを示した。申し訳なさそうにアイギスが会え釈しやくし、奥歯を嚙かみ締しめた黒姫ヘイヂエンが零れいを睨にらみ付つけてくる……。




　──如何いかな結果がもたらされるか？　それは半月後の試験で決定されることになった……。




☆　　　　☆　　　　☆




　激動のアリストテレス入学初日を終え、零れいは新居たる男子寮の一室で床に就こうとしていた。

「……本当に大変な一日だったな……」

　改めて口に出して──「いや、本当に大変なのは、むしろこれからか……」と思い直す零れい。

　とにかく、半月後の試験で一定以上の成果を出さなければならない。失敗は一ヶ月未満でのアリストテレスからの退学へ到いたるかもしれないのだ。就寝直前まで初ういも心配していたのである（なお、初ういが男子寮に住むのはアイギスの厚意で認められた。……新入生代表の黒姫ヘイヂエンと対立中の現状、下手に女子寮に戻すと問題を引き起こしそうだと判断されたのである）。

『……本当に大丈夫ですか？　義兄にいさんが居なくなってしまうのは、私……絶対に嫌ですよ？』

「義兄あにとして、義妹いもうとにカッコ悪いところは見せられないよね？」

　その為ためにも、明日から一日も──否、一分一秒さえも無駄に出来ないと、零れいは自分へと喝を入れる。これまでの零れいの人生の中で、一番に努力すべき時間が始まるのかもしれなかった。

「──とはいえ、今日はもう、本当に疲れた……」

　明日から頑張る為ために、今は一時の休息を……零れいは新品のベッドへ横たわり、瞼まぶたを閉じる──

　──そこで、引っ掛かるものがあった。

（……あれ？　何か忘れてるような──）

　眠りに落ち掛けた零れいの精神が、記憶の引き出しに手を掛けた時──突然、全身に生じた痺しびれに、それは記憶の引き出しを突き破って彼の脳裏に顕現する。

（だぁぁっ!?　そうだよ、あの赤毛の女の子の、幽霊っ。忘・れ・て・た・ー・!!）

　今の零れいは、指一本動かすことが出来ない。……『金縛り』。有名な霊現象が零れいの脳に閃ひらめく。

（お、落ち着け。金縛りは科学的に正体が判明してたはずだっ。身体は睡眠状態なのに、脳は覚醒状態で、そのチグハグさが原因！　僕が体験しているこれも、それに相違ない……!!）

　だから、ここで目を開けても異様なモノは見えない。何の変哲もない、照明の消えた室内が見えるだけ……そう信じ、零れいは怖々と、薄く瞼まぶたを開いた──




　──仰向けの零れいの胸から、白磁の色の腕が一本、生えている。




「（っっぎゃぁぁぁぁああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?）」

　あまりの驚きに、悲鳴は零れいの喉から音になって迸ほとばしってすらくれなかった。

　腕はゆらゆら海中の海草のように揺れ……零れいの肩口へ振り下ろされる。それは非現実染じみているにもかかわらず、物理的衝撃を伴っていた。「ぐっ!?」と零れいが呻うめいたのに合わせたわけではないだろうが、続けて腕の方にもグッと力が籠もり──

『……ぅ……くぅっ……っはぁぁああああああああああ……っ!?』

　──腕を支点に、焰ほのおの如ごとき髪を蓄えた頭部も零れいの胸から生えてきた。その隙間から、芸術彫刻のような端整な少女の面立ちが覗のぞく。紛まがう方かたなく、本日白昼に洗面所で見た彼女……。

「（っっぎゃぁぁぁぁああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?　……あ？）」

　二度目の声にならない悲鳴を迸ほとばしらせた零れいは……しかし目を点にする。

『……っはあっ。やっと……完全に出られた？　本当に、どうなってたんだ、これ──ん？』

　頭ばかりではない。その下、首元から爪先に到いたるまでも零れいの胸から引き抜き終えた紅ぐ蓮れん色の髪の少女が、そのまま零れいの腰の辺りへ尻餅をついたのだが──
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　……零れいの手のひらにちょっとだけ余りそうな、お椀わんをひっくり返した形状の乳房。

　……腕を回して引き寄せ易やすそうなほっそりとした腰と、その中央で慎つつましく窪くぼむおへそ。

　……すらりと長い、トップモデルでもそうそう居ないと思えるほどの脚線美。

　……そして、そのＭ字に開かれた脚線美の付け根部分を艶あでやかに飾る、髪と同色のヘア……。

　──彼女は全裸だった。それも、大事な部分をこれでもかと零れいに見せ付けるような格好……。

　それに気付いた瞬間、炎色の髪の少女の頰は髪色に負けぬほど赤みを増し、紅玉色の瞳が剣のように鋭くなった。固く握られた拳が零れいの腹へと落とされる。

「──ぐぷっ!?」

　……その鉄拳は、しかと零れいの腹部へめり込んだ。

『……あ、あれ？　……触れる？　オレ、こいつになら触れるぞ！』

　目を瞬まばたかせた少女が、そのまま零れいにペタペタ触れてきた。普段なら、こんな美少女に触られまくれば役得だったのだろうが……今の零れいは引ひき攣つった呻うめきを漏らすのが関の山。

（だ、だって……この娘、向こう側が透けてますし!?）

　一日では見慣れろというのが無理なこの部屋の天井が、少女の肢体越しなのに垣かい間ま見みえた。少女は未いまだ一糸纏まとわぬ姿のままだが……生あい憎にく、零れいは欲情など出来そうにない。

（こっちに触れるから、万に一つ、違う可能性を祈ったのにっ。何処どこをどう見ても幽霊です!!）

「──というか、何で君、僕に触れるんだよ!?」

　恐怖と混乱が飽和して、思わずツッコむ感じに零れいがぶつけた問いに、赤毛の少女幽霊は──

『……ん？　ああ、多分……オレの血肉が混じったせいじゃないか？　よく解わからんけど』

「……………………は？」

（この幽霊……今、何と言った？）

　恐怖が消し飛び、零れいは赤髪の美少女幽霊を凝視する。……そう、炎のように赤い髪。さらに、ルビーのような赤い瞳。そんな外見の、ごく最近鬼籍へ入られた方を、零れいは知っている……。

（いやいやいや。でもなぁ！）

　確かに、歳としは零れいより少し年上、一七、八歳くらいに見える。年齢的には合っているが──

（だって彼、男だよ？　そして、この幽霊は女だよ？　あり得ないあり得ない……）

　……それでも消し切れない『まさか』の思いに背を押され、零れいはその質問を幽霊少女へ放つ。

「ええと、その──何処どこの、どちら様……？」

『──ああ、そうだな。この姿じゃあ、はっきり言わねえと訳が解わからないだろうな』

　居住まいを正し（胸と股間を腕で隠した程度だが）、赤い美少女幽霊は正体を告げる──




『──オレの名はギア・リボルヴァ。生前は〝朱のⅢ〟、そう呼ばれていた者だ』




「……は？　はああっ!?」

　脳が理解し切れず、零れいは反射的に腹筋の要領で身を起こした。それに『おっ？』と漏らして、ギアを……〝朱のⅢ〟を自称する少女の幽霊は身をのけ反らせる。超至近距離から、長い睫まつ毛げの彼女の眼まな差ざしと見詰め合うことになるが……そんなことよりも──

「──〝朱のⅢ〟は、史上三番目の男の新世代だろ!?　君、どう見ても女じゃん!!」

『……話すと長くなるが──実は女なんだよ、本当は。諸事情で男のふりしてただけで……』

　困ったように髪を搔かき上あげる自称ギア。その美しい顔立ちを、じっくり眺めて、零れいは──

「……何だ、そりゃ……」

　脱力し、ベッドに再度倒れ込むしかなかった……。
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　──引き続き、男子寮は零れいの部屋。

　時間はそろそろ深夜。相応に眠気が襲ってくるが、それに耐えて零れいは頭を回していた。

（と、とにかく、事態を把握しないと……）

　特に、ベッドで大の字の自分の腰の上に跨またがる幽霊少女について。零れいは彼女を改めて見上げる。

　自称、ギア・リボルヴァ──〝朱のⅢ〟。史上三人目の男の新世代……のはずが、実は女であったのだと告げてきた。

　……確かに、揺れる紅ぐ蓮れんの色の髪やルビーの輝きの瞳には、彼の面影がある気がする。

（いや……いやぁ……でもさっ!?）

　釈然としない思いが零れいの口から溢あふれた。

「胸は大き過ぎず、小さ過ぎず、手のひらにちょうど良よいサイズに膨らんでるし、そこかしこに女性らしい丸みがあるし！　宇宙で見たローブ姿の〝朱のⅢ〟と似ても似付かないじゃないか!?　何より、股間にあるべき男の証あかしも無いし!!」

『ちょっ、許可無く見てんじゃねえ!!』

　羞恥半分、怒り半分で叫んだ自称ギアが、乳房を隠す左腕と股間を隠す右腕の強こわ張ばりを増す。やけくそ気味の溜ため息いき混じりに、回答した。

『あれはローブに細工してたんだよ。胸を潰して、かつ男の胸板に見えるように。腰の骨格も男っぽくごまかせるように。内側にそういう矯正具を仕込んでたんだ。肩もパッド入りだよ』

　自称ギアの暴露に、零れいはまだ信じられぬように首を捻ひねる。

「……いや、あんな極薄のローブの下に、矯正具？　そんなの仕込めるものなの？」

『最近の矯正具、舐なめるなよ？　タンクトップくらいの格好なら一〇〇％解わからねえし、細心の注意を払っときゃ、丸裸にでもならねえ限りはばれねえよ。……それに、元々オレは女にしては背が高かったからな。それもあって、上手うまいこと女には見えなくなってたみてえだ』

「……くっ、背の高いことを自慢して……僕に対する当て付けか!?」

『違えよ、何だその被害妄想!?』

　女性から見下ろされる屈辱に身を震わせる零れいに、自称ギアが愕がく然ぜんとする。

『……まあ、そんな感じで体型はごまかしてたんだよ。ローブじゃない、普段の服装の時もな。そういった時に使ってた矯正具も、この寮のあちこちに隠してある』

「……ん？　この寮の隠し部屋や通路って……？」

『ああ、そういう隠し事の為ために、オレが改造したもんだ』

　言ってのける自称ギアに、零れいは「ふむ……」と考え込んだ。

「……君が本当にギア・リボルヴァ、〝朱のⅢ〟なら、僕を魔法で治した時のことも……？」

『おう、きっちり憶おぼえてるぜ』

「だとしたら……その時、君が僕にした、あ、あれについて説明してもらおうか!?」

　ギアが零れいにキスした件である。あれは結構トラウマで、零れいから他人に具体的に話したことは無い。目撃した初ういも、零れいを慮おもんぱかって誰にも話してはいないはずだ。つまり、あのキスのことを目の前の美少女幽霊が知っているなら、とりあえず彼女＝ギアの証明となるはずなのである。

　自称ギアは、『あれ……？』と暫しばし黙考して……やがて頭上に電球を浮かべた。

『──ああっ、オレがお前にキスしたことか！　いやー、お前、オレが男だと思ってたせいか、かなりのトラウマになってたみてえだな。傍そばで見てると笑えるほどのへこみっぷりで……』

「笑いごとじゃねえぇぇ！　こっちは初めてだったんだぞ!?　それを……どうしてくれる!?」

『つってもな。あの時のお前、内臓もかなり損傷してたんだぞ？　外から炙あぶってるだけじゃ、【処女宮の慈火】でも治療が間に合わねえし、治癒の炎を体内へ吹き込む必要があったんだよ』

「……え？　そ、そうだったのか!?　い、いや、それなら……すまない──」

『──まあ、半分建て前だけどな』

「どっちなんだよ!?」

　キレ気味に零れいはベッドのシーツを叩たたく。そんな零れいに、自称ギアは……僅かに頰を染めた。

『……いや、な。オレも、ずっと男のふりしてたせいで……そういう経験無かったから、な。もうすぐ死ぬにしても、せめて……キスくらい知っておきたかったというか……』

「……う、うんっ？」

　何とも乙女っぽい自称ギアの返事に、零れいは不覚にもドキンッとした──

『──けど、適当な男も他に居ねえし、もう、百歩譲ってこいつで我慢するかなーと』

「……はっはっは。どうしてかな？　ファーストキスの相手が男じゃなかったかもしれないのに、もしそうなら心から嬉うれしいはずなのに……腸はらわたが煮えくり返ってきたぞぉ？」

　赤髪の美少女幽霊にガンを付ける零れい──と。

「──義兄にいさん、何か騒がしいですけど……どうかしたんですか？」

　唐突に部屋の扉が開く。顔を覗のぞかせたのは初うい。零れいは初ういと自称ギアとの間で視線を往復させる。

（……ベ、ベッドに横たわった状態で、全裸の女の子が腰の上に……きゃ、客観的に言って、これは見られたら途方もなくまずい状況ではないだろうか!?）

「あ、いや、その……!?」

「……？　誰かと話しているように聞こえたんですけど、義兄にいさん以外は誰も居ませんね」

「……ぅえ？」

　どう説明しようか一瞬悩んだ零れいだが──初ういは赤毛の幽霊少女の存在を認識していないようであった。自称ギアを見る零れいの視線を追っても、何も無い虚こ空くうを目にしたように首を傾かしげる。

（……ガチでこの自称〝朱のⅢ〟、僕にしか見えてないのか……!?）

　その事実を突き付けられた零れいだが……僥ぎよう倖こうであることも悟り、自称ギアへと囁ささやき掛ける。

「おいっ、初ういには君が見えてないみたいだけど……それでもこの格好はアレ過ぎる！　降りろよ、早くっ！」

『言われんでも降りてやるよ！　……ん？　…………あ、あれ……？』

　……しかし、自称ギアは零れいの腰の上で自身の腰を蠢うごめかせるだけで、一向に退こうとしない。

（……あ、あのね？　幽霊っぽくても向こうが僕に触れるということは、僕も向こうに触れるということで。……お尻とか太ふと股ももの柔らかくも弾力のある感触が、気持ちいいんですけど!?）

『……お、おい、こら!?　な、何か、こっちの股の下で硬く膨らんでくるモノがあるぞ!?』

「しょうがないだろ男ってそういうものなんだよ!?　嫌なら早く退いてくれ本気で!!」

　零れいの小声での訴えに、けれど自称ギアは絶壁に追い詰められたような顔をした。

『……ど、退けねえんだよっ』

「……は？」

『どれだけ頑張っても、お前から離れられねえんだ！　どうなってんだ、これ!?』

「はああっ？　何言って──」

　何の冗談かと零れいは半眼になるが……唸うなり声を上げる自称ギアの表情は真剣そのもので、噓うそを吐いているようには見えなかった。訝いぶかしみ、零れいは彼女を引っ張るべく、その右腕を摑つかむ──

「──へ？」『うぉわっ!?』

　途端、自称ギアは勢いよく零れいの腰の上から立ち上がれた。勢い余って空中まで跳び上がる。……そのまま落下せずにふよふよと浮遊し始めた姿は、まさに幽霊相応の様相だったが──

「──え？　噓うそ。今度は僕の手が離れない……!?」

『……もしかして、必ず何処どこかはお前に触れてなきゃならねえのか……!?』

　零れいは目をパチパチさせ、自称ギアは脚を閉じて股間を隠し、科せられた制約を把握する。

　そんな二人の内、零れいの方を、初ういは訳が解わからないという顔で冷たく見据えていた。

「……先程から何か呟つぶやいて意味不明の行動を繰り返していますけど、寝ね惚ぼけているんですか？」

　膨れた顔で零れいの横たわるベッドに近付くと、そこに飛び乗って義兄の顔を覗のぞき込こんでくる初うい。が、その時、突き出される形になった初ういのお尻が、ちょうど自称ギアの顔を急襲した。……紅の髪の頭部は、弾はじかれることなくそこを透過したのだが──

『──くっ……淡いブルーの桜柄刺し繡しゆう……！』

（何を律りち儀ぎに解説してくれてんだこのセクハラ幽霊ぇぇええええええっ!?）

　初ういの寝間着は胸元を可か憐れんなフリルが飾るネグリジェであったが……その中身を解説してきた自称ギアに、零れいはベッドから転げ落ちた。自称ギアの方もそれに引かれて床に這はう。

「……本当にどうしたんですか、義兄にいさん？　何だか様子がおかしいですよ？」

「……うん、ちょっと色々疲れちゃって……なのに、眠れない状況でさ……」

　ベッドから床へと降り、義兄の身を案じる初ういへ、零れいは暗あん澹たんたる気持ちでそう答える。『本当は眠いのに、奇き天て烈れつな幽霊が気になって眠れない』というのが実状だったが、どうも初ういは、零れいが、『疲れてはいるのに目が冴さえて、眠りたくても眠れない』状態だと勘違いしたようだった。

「それなら私が、リラックス出来るようにお手伝いしましょうか？　アロマを焚たいたり子守歌を謡うたったり……そ、添い寝したりして……」

「ははっ、流石さすがにそれは気恥ずかしいから、気持ちだけ貰もらっておくよ」

　身を起こし、立ち上がり、零れいは苦笑してそう返す。……自称ギアは零れいと手を繫つないだまま、裸をもう見られないようにする為ためか、彼の背中側に回った。

「……そうですか……千載一遇のチャンスが……残念です……」

「まあ、ともかく、うるさくしてごめん。もう遅いし、おやすみ、初うい──」

　何故なぜだかしょんぼりして見える初ういを、彼女の自室へ送り出そうとして──零れいはふと思い立つ。肩越しに振り向くと、自称ギアが『ん？』と小首を傾かしげた。

　少々悩んだ後……零れいは意を決し、初ういに尋ねる。

「……初うい。もしかして今の初ういの下着……淡いブルーのやつだったりする？　桜柄の刺し繡しゆうの」

「──ええええっ!?　な、何を言い出しているんですか、義兄にいさん!?」

「ああ、うん、別に、そうであってもそうでなくても、大したことじゃないんだけど──」

　ネグリジェのスカートをギュッと押さえた初ういへ、ばつが悪そうに零れいは言うが、義妹は戦慄の顔で、二、三歩義兄から間合いを取った。

「な、何ですか、その、ごまかしても本当のことは全部解わかっているみたいな態度は？　私の噓うそや隠し事なんて、お見通しだとでも？　……まさか、私の気持ちまで……う、うぅっ、そ、それなら、実際にその目で見て確かめればいいじゃないですかっ!?」

　やけっぱちに言うなり、初ういは、ネグリジェのスカートを両手で摘んだ。じりじりと、それを上へ引っ張る。持ち上がった裾から、初ういの膝が、太ふと股ももが覗のぞき……ついに脚の付け根まで──

「──ぶっ!?」

「っっっっ!!　……こ、この責任は、いずれ改めて、絶対に取ってもらいますからね!?」

　噴き出した零れいに、大炎上した顔面でそう言い捨てると、バタバタと初ういは部屋を出て行った。そんな義兄妹の様子を、自称ギアは呆あきれた顔で眺めていた。

『義妹いもうとにセクハラって義兄あにとしてどうなんだよ？　確かにあの娘って──いや、何でもねえわ』

　自称ギアは、途中まで言い掛けた言葉を考え直したように止めた。

『これはオレの口から言うのもな……って、さっきのあれ。オレの疑いは晴れたのか？』

「……そうだね」

　話を逸そらすようにではあったが、元々の本題を訊きいてきた自称ギアに、零れいは首を縦に振る。

「……少なくとも、君は生きた人間じゃない……」

　それは、自称ギアの向こう側の景色が透けて見えること。彼女が、零れい以外の人間に見えてはいないことから確実だろう。

「……次に、僕や初ういを除けば、〝朱のⅢ〟しか知らないことを知ってる……」

　その上、そればかりでなく──

「──今夜の初ういの下着なんて、僕は知らなかった。それを知ってるのは、初ういだけ。他の誰かがそれを知ろうと思ったら、実際に初ういのネグリジェの中を覗のぞき込こまないとならない……」

　自称ギアがやったように。それで、彼女は初ういの今夜の下着が『淡いブルーの桜柄刺し繡しゆう』と零れいに言ってきたわけだが──

『──お前の方でも確認してみて、どうだった？』

「……ああ、もう、君の言った通りだったよ!!」

　先程目に焼き付けた義妹の艶あで姿すがたに頰を熱くして、零れいはやけっぱちに認めた。

「……この点から、君は僕の心が病んで生み出した幻覚や妄想でもないってことになる……!!」

　零れいの幻覚や妄想なら、初ういのネグリジェの中を覗のぞき込こみ、彼女の下着のデザインを零れいに教えることなど出来るわけがないのだから。即すなわち、それが示す答えは──

「──マジか？　本気で君は、僕の命を救って死んだ〝朱のⅢ〟、その幽霊なのか……!?」

『おう。ようやく、受け入れてくれたみてえだな？』

　驚きよう愕がくする零れいへ、自称が取れたギアが不敵に、けれど飛び切り魅力的に微笑ほほえんだ。




　零れいとギアは、仕切り直す形で再び向き合った。ベッド上で胡坐あぐらを搔かいた零れいを、その正面にて正座したギアが見詰める。なお、やはり互いの何処どこかが触れ合っていなければならず、そこの部分は離すことが出来ないようなので、二人は未いまだ手を繫つないだままだ。

「それで、〝朱のⅢ〟……さん──」

『──待った。ギアでいい。……今さらその名で呼ばれるのもな。さん付けも敬語も要らねえ』

「……ＯＫ、ギア。それじゃあ、気を取り直して色々訊きかせてもらいたいんだけど──」

　そう言って、零れいはまずギアの服装を指差した。……いつまでも素すっ裸ぱだかではいられない。幽霊なら服装もイメージなり何なりで変えられないか？　そんな感じで試してみたところ──ギアは舞踏会に出席する如ごとき、豪ごう奢しやなイブニングドレス姿になったのである。

「──何でそんな派手な服にしたのさ？」

　生前通りの格好なら、もっと素直にギアだと受け入れられたかもしれないのに……そういう恨み節を言外に籠めた零れいに、ギアはいけしゃあしゃあとしか言い様がない顔をした。

『ふっ……可愛かわいいだろう？』

「…………………………」

『そこで沈黙しないでくれ！　まあ、生きてた頃にはこういう女っぽい格好は出来なかったしよ。だから、その反動で……』

「……はぁ。解わかった。そこにはもうツッコまないことにする……」

　ただ、格好はさておき、ギアにツッコミたいことは零れいには山ほどあるのである。

「……あのさ。君、何で化けて出てきたの？　未練でもあるわけ？　他人には見られたくない、隠しておきたい物を人知れず処分したいとか？」

『……男のふりをしてたからといっても、別にオレはベッドの下にエロ本を隠してはいねえし、ダウンロードしたエロ画像を保存してもいねえぞ？　お前と違って』

「僕もそんな心配はしとらんわ!?　あと、僕自身のそれについては、お願いだからそっとしておいて下さい！　……男のふりをする為ための矯正具とかだよ」

　ギア自身、この寮の隠し部屋にそういった物品が保管されていると言っていたではないか。それらが誰かに見付かるのを恐れて化けて出たのかと、零れいはそう思ったのだが──

『──ああ、そうだな……そっちも処分するべき……か』

　当のギアからは他人ひと事ごとのような言葉。隠し部屋の矯正具が未練というわけではない模様。

『……いや、全く未練じゃねえわけでもないな。それらが見付かって、オレの本当の性別とかがばれると……やっぱまずい。だからこそ、自分で自分の死体も燃やしたんだからな……』

「……って、え!?　君の身体が灰になったのって……自分で燃やしたからなの!?」

『流石さすがに、死体やそれが纏まとってるローブを調べられたら、オレが本当は女だってばれちまうし。それを防ぐには、自分の魔法で焼き尽くしちまうのが一番確実だったんだよ』

　何でもないことのように真相を語るギア。彼女の達観した様に、零れいは二の句が継げなくなる。

　ただ、やがて……当然となる一つの疑問が湧いてきた。

（いや……でも、これ、訊きいてもいいものか……？）

　正直、凄すさまじく繊細な部分だと零れいには感じられた。……けれど、そここそが、ギアが幽霊となって零れいの前に現れた、その根源的理由に繫つながる気がする……。

（ええいっ、ままよ──）

　散々迷いつつ、零れいは声に出す。

「──ギア。君が男の新世代のふりをしてた理由って、一体何なんだ？」

　今交わされた会話だけでも、ギアが男性のふりをすることに多大な苦労があったと偲しのばれた。どうして、そうまでして『彼女』は『彼』であろうとしたのか？

　投げられた問いに、ギアはしばらく黙した。答えたくない……というより、答える為に自身の考えをまとめているような間。そんな風に感じた零れいは、間違ってはいなかったようで──

『……零れい、お前さ、〝藍のⅠ〟って知ってるか？』

　──ギアの返答は、そんな台詞せりふから始まった。

「……流石さすがに知らない人の方が珍しいんじゃない？　史上初めて見付かった男の新世代だろ」

　そして、現在は青の連邦の軍部の頂点、総司令。青の連邦の現大統領の夫でもある──

『──それ、オレの父親』

「……は？　──はああっ!?」

　ギアがあっさり語った衝撃の事実に、零れいは目を丸くする。

「いや、確かに〝藍のⅠ〟と連邦大統領の間には娘が一人……あれ？　でも彼女って、僕や初ういと同い年って何処どこかで聞いたことが……あれ!?」

『その娘はオレの異母妹だ。……正確にはオレの方が異母姉っていうべきか。認知されてねえ、要するに〝藍のⅠ〟の隠し子なんだよ、オレは』

「……ごめん。やっぱりこの話、聞かないことに出来るかな……!?」

　一つの国家の上層部のスキャンダル。知ると存在を消される気もする零れい。腰が引けるが──

『切り出したのはお前からだ。覚悟を決めて最後まで聞けよ』

　──ギアは止める気は無いようだった。彼女自身、誰かに話したかったのかもしれない……。

『〝藍のⅠ〟、伊い高たか・エンデバー・蔵人くろうど……当時はまだ伊い高たか蔵くろ人うどか。あの人が学生の頃の話だ。世界に二人だけの男性新世代の片割れってことで……まあ、かなりモテてたそうなんだよ』

〝藍のⅠ〟が学生だった時代は、宇宙開発・開拓が特に急発展していった頃。それ故に、優秀な宇宙魔法士となり得る新世代が余計に求められていたのである。そんな時代の女性新世代にとって、優れた……その子自身も新世代である赤子を産むことは、最も早はや責務だったという。

『そこを考えれば、旧世代の男より新世代の〝藍のⅠ〟や〝黒のⅡ〟を伴侶にした方が優秀な子が生まれそうだよな？　そういう打算は抜きにしても、宇宙っていう過酷な環境で過ごす中で、数少ない同僚の男にグッと来ちまう女ってのは多いもんだ。──オレのお袋もそうだった』

　名はミシェルダ・アルティミシア。……ちなみに、ギアも『ギネヴィア・アルティミシア』というのが本名で、ギア・リボルヴァというのは偽名なのだという。

「……じゃあ、僕もギアじゃなくてギネヴィアって言った方がいいのかな？」

『別にいいよ、ギアで。ギネヴィアも略せば同じだからな』

　零れいの提案に、やれやれとギアは肩をすくめてみせる。

『で、だ。恋敵ライバルが多い中、うちのお袋は〝藍のⅠ〟と相当に親しい仲だったらしい。デートやキスをしたこともあったし……一度だけだが、男女の関係になったこともあったそうだからな』

　ただ、それでも──ギアは首を横に振る。

『流石さすがにティーゼ・エンデバーさん……後に青の連邦の大統領にまで上り詰めるほどの才媛には、勝てなかった。……そりゃな。学園長先生でも勝ち目が無かった本物のヒロインだし』

「……ぅえ？　学園長先生って……アイギス先生!?　え、あの人も〝藍のⅠ〟に惚ほれてたの!?」

『昔の話だぜ？　それに学園長先生は、結構早い段階で〝藍のⅠ〟争奪戦からは身を引いてるしな。〝藍のⅠ〟がティーゼさんと結ばれるよりも前に、別の男性と学生結婚してるし……』

「……ぅあ……何かショック……」

『──ただ、学園長先生の旦那さん、結婚後数年で亡なくなってるんだよ。それからは、ずっと独り身を貫いてるんだよな、学園長先生』

「……その情報も何か心が痛むんでやめて」

　アイギスの過去話に動揺する零れいはさておき、ギアの母親の話は続く。

『とにかく、〝藍のⅠ〟争奪戦がティーゼさん……結婚してティーゼ・伊い高たか・エンデバーに名が変わった彼女の勝利で終わり、うちのお袋も身を引くことになったんだよ。その際、二人の住む地球圏から火星圏に移ったんだが……そこで気付いたんだ──自分が妊娠してるって』

　ギアは一度、溜ため息いきを挟んだ。

『うちのお袋は、〝藍のⅠ〟以外の男とは手を繫つないだことも無かったらしい。なら……父親が誰かなんて明白だよな』

　その時点で、ギアの母、ミシェルダには、〝藍のⅠ〟に妊娠を伝える選択肢もあったはずである。……貴男の子だと。──が、結局その選択肢は選ばれなかった。

『〝藍のⅠ〟とティーゼさんの新婚夫婦に気を遣ったのか、失恋した自分が、それでも〝藍のⅠ〟に頼ろうとするのがカッコ悪ぃと思ったのか……何にせよ、女のプライドだろうな。お袋は妊娠を〝藍のⅠ〟には打ち明けず、一人でオレを産み、育てることを選んだんだよ』

　そこから、ギアが少し、懐なつかしむような顔になった。

『母子家庭で苦労することもあったが……不幸とは一度も思わなかったな。お袋も宇宙魔法士だったから、仕事柄家を空けることも多かったけど……聞こえてくるお袋の評判は割と良くて、オレは誇らしかった。そんなこんなで、オレが一二歳になって、漠然と将来のことを、例えばお袋みたいな宇宙魔法士になるのはどうかとか、考え始めた頃に──お袋が、倒れたんだ』

　話がそこに達した途端、ギアの顔は苦悩一色に一変した。

『……女手一つで子供を育てるのに、やっぱ無理してたんだろうな。聞いた話じゃ、子供の頃は身体が弱かったそうだし……それもあったのかもしれねえ。医者曰いわく、今日や明日、半年や一年後にどうこうなることはない。けど……オレが成人を迎えるまでは保たねえって……』

　──それを聞かされた時のギアはどんな気持ちだったのだろうか？　零れいには想像も出来ないが……今彼女が浮かべている表情を見るだけで、胸が破れそうな気持ちになる……。

『……お袋も、宇宙魔法士として働くことは難しくなったけど、それなりに貯蓄はあったからな。贅ぜい沢たくしなければ、オレが独り立ちするまではどうにか保ちそうではあった。そのまま母娘二人、最後の時間を慎つつましやかに過ごしていく……そんな道もあったのかもしれねえけど──』

　皮肉、という他なかったが──きっかけはミシェルダ自身からもたらされた。

『……お袋も気弱になってたんだろうな。ある時、ふとオレに漏らしたんだよ。〝藍のⅠ〟の……それまで何度訊きいても教えてくれなかった、オレの父親のことを』

　それは、本当は誰にも……ギアにも言わず、墓まで持っていくつもりのことだったのだろう。ただ、僅かな心の隙から、ミシェルダは娘に口にしてしまったのだ。それを聞いたギアは──

『……〝藍のⅠ〟を恨む気にはならなかった。父親の責任を果たしてもらおうとも、全然感じなかったよ。でも──もう一度だけでいい、お袋に……会ってほしいと思った……』

　余命幾いく許ばくも無い母親が、生涯一度だけ愛した男性。彼ともう一度だけ、会わせてやりたいと思ったのだ、ギアは。……それが、自分に出来る最後の親孝行だと思えたから……。

『だけど、それは口で言うほど容易たやすいことじゃなかった。何せ〝藍のⅠ〟は、その時にはもう、青の連邦の軍の頂点に居たんだから……』

　一介の、退役した宇宙魔法士の、その娘が会いに行って会わせてもらえるような相手ではない。何より、事情が事情だけに、お互い公にはしない方が良いはずの頼みごとであった。

『……考えるに考えて、オレには立場が必要だと思えた。〝藍のⅠ〟に不自然なく、当たり前のように会えて、それを周りの誰も怪しまないような立場が。まず思い付いたのが宇宙魔法士だったよ。オレも新世代だったし、魔法がかなり強力だったからな。お袋関係でその辺の知識も豊富だったし、現実的に手が届きそうな目標だったんだ。……だが、如何いかに宇宙のエリートと言っても、それでも人数自体が多過ぎる。そんな程度じゃ、青の連邦の軍総司令には簡単に会えない。多くの功績を上げ、優秀な人材だと示せば会う機会を得られるかもしれねえが……それを待つにはお袋に残された時間が少な過ぎた。……だから──』

　──そこから、ギアの『噓うそ』が始まったのだ。

『女の新世代なんて当然の存在じゃなく、男の新世代として。……あの頃はまだ、〝Ⅳ〟から〝Ⅷ〟も見付かってなかったからな。史上三人目の男の新世代として表舞台に出れば、〝藍のⅠ〟も食い付いてくる……会う機会が得られるんじゃねえかって、そう思ったんだ……』

　──まあ、現実には、そう上手うまくはいかなかったわけだが。

『お袋を通して得ていたたくさんのコネを駆使して、何とか男の新世代としての立場をでっち上げることには成功したけど……流石さすがに同じ男の新世代ってだけじゃ、〝藍のⅠ〟と二人きりで会うことまでは出来なかった。オレが名乗り出た後、すぐに〝青紫のⅣ〟から〝白雪のⅧ〟までの存在も確認されて、希少性が薄れたのも運が悪かったのかもな。……あいつらが次々に現れたおかげで、当初は根強かったオレが本物か疑う声が尻すぼみになったんだが……』

　そこは複雑そうに言い、ギアは頰を搔かく。

『……それでも、女のまま宇宙魔法士になって、そこから近付いてくよりは、余程〝藍のⅠ〟に近いところからスタート出来たんだ。一日も早く目的を果たせるように、優秀な男性新世代として〝藍のⅠ〟の目に留まるように、がむしゃらにやって……』

　……いつしか、〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァは〝藍のⅠ〟に負けぬ宇宙の英雄となっていた。最初は嚙かみ嚙かみで、無意識に女言葉が出そうだったやや乱暴な男性口調も完全に染しみ付つき、逆に女性口調の方が言い難にくくなってしまったほどである。そこまでして、ようやく──

『──去年、〝藍のⅠ〟に本題を伝える機会が巡ってきたんだ。やっと、お袋に〝藍のⅠ〟を会わせてやれるかもしれない……終わりに出来るかもしれない……そう思った。……けど……』

　……天を仰いだギアの顔が、零れいには垣かい間ま見みえた。それは、本当に泣き出しそうで……。

『……歓迎されるなんて思ってなかった。邪魔者扱いされる覚悟はしてた。けど、なあ……』

　……その時、〝藍のⅠ〟に、実の父にどのように扱われたのか、ギアは言わなかった。そこだけは、口に出すことすらつらいのだろう。暫しばし押し黙った彼女が再度言葉を紡つむぐのを、零れいは、彼女と手を繫つないだ方とは逆の拳を握り締めて待つしか出来ない──

『──結論を言えば、〝藍のⅠ〟はお袋に会ってくれた。……ティーゼさんが助け船を出してくれたんだ。あの人、お袋のことも憶おぼえててさ。……当時、恋敵ではあったけど……それでも友達だったって……音信不通になってずっと心配してたって……ありゃ、お袋じゃ敵かなわねえや』

　ギアの声は、何処どこまでも乾いていて……。

『……そうして、目的を果たしたんだよ、オレは。果たしたのに……果たした途端に、お袋は逝いっちまった……。最さい期ごに「ありがとう」って言ってくれたけど……〝藍のⅠ〟との再会を、本当に喜んでくれたのかは……解わからねえ。……だってよ、お袋が死んだのは〝藍のⅠ〟と再会して間もなくで……そのことが心労になったんじゃねえかって、オレが、オレのやったことが、お袋へのとどめになっちまったんじゃねえかって……』

「ギ──ギア!!」

　堪たまらなくなって、零れいはギアの名を呼んだ。とても言葉では言い表せぬ感情が胸の中で渦巻き続けているが、それでもこれだけは言わねばならないと、零れいは声帯を叱しつ咤たする。

「ご、ごめんっ。つらいことを話させて。僕が無神経だった……!!」

『いい、気にすんな。というか──謝るべきはオレの方だ』

「……は？　いや、ギアが僕に謝ることなんて──」

『──たくさんあるんだよ。まずは、アンフィスバエナの件だ。すまねえ……』

　ギアは、零れいの碧瞳を真まっ直すぐに覗のぞき込こんだ後、深く頭を下げる。

『あの双頭竜との戦いの時、オレは内心で、今の話のことをずっと考えてたんだよ。目の前の敵に全然集中せずにいて、その結果オレ自身が致命傷を負うことになったのはともかく、お前を死に掛けさせたのは、絶対的にオレの落ち度で誤りだ。……本当にすまねえ……』

「で、でも、ギアはその後、僕を救ってくれたんだから！　それで充分っ、顔を上げて──」

『──その後のこともある。とてもじゃねえが、顔は上げられねえよ……！』

　頭を下げたまま、血を吐くような声でギアが零れいの訴えを遮断する。

『顔を合わせることが出来たのは今日が初めてだが……お前の様子はもっと前から見てた』

「……見てた？　え？　何処どこから……？」

『お前の中から。こうして、完全に外に出てこれるようになったのは今さっきだが……オレは死んでから、ずっとお前の中に居たんだよ。お前に与えたオレ自身の血肉に引っ張り込まれたんだと思う。部分的にお前の外に出ることや、お前に声を掛けることは出来てたんだが……』

「……ああっ、じゃあ、もしかして──」

　洗面所で遭遇した時のことを思い起こせば、零れいにギアの下半身は見えなかった。あの時は、実はギアの上半身だけが零れいの背中から生えていたのだろう。その前に、この寮の玄関脇の窓でも零れいはギアを見た気がしたが、あれは零れいの肩越しに顔を出していたギアが、窓に映ったのだ。

「──それだけじゃない。神シエンさんの魔法を僕の魔法が暴走させてしまった時に、それを止める方法を教えてくれたのも……君だね、ギア？」

『その通りだ。だから……本当に全てを見てきたんだよ。お前がオレの血肉を得て、九番目の男の新世代になったことも、それでアリストテレスへの入学を強制されたことも、全部……！』

「い、いや、ちょっと待った！」

　慌てて零れいはギアの台詞せりふに割り込んだ。

「その辺については、僕は君を恨んじゃいない！　むしろ、メリットの方が大きいんだ。僕は、元々宇宙での仕事に就きたかったけど、旧世代の、しかも男だから、その道は閉ざされてて。でも、新世代になったおかげで、夢が繫つながったんだよ！　だから、謝られるのはお門違い──」

『──いや。それならそれで、やっぱオレの責任は……大きい。宇宙で働くことがお前の夢で、その為ための道がアリストテレスで学ぶことなら、それをまた閉ざそうとしてる奴やつが、居るだろ？』

　ギアに言われて零れいの頭に浮かんだのは黒姫ヘイヂエンだ。ギアも彼女を挙げたつもりだったらしい。

『黒姫ヘイヂエンたちがお前を排斥しようとしてるのは、間違いなくオレが原因だ。オレの存在が判断を狂わせてる。……あいつらはオレを美化し過ぎてるんだよ。さっきの話で解わかっただろ？　オレは紛い物だ。黒姫ヘイヂエンたちに憧れられる理由なんて本当は無え。まして、覚醒のきっかけはどうであれ、紛れもない本物であるお前の妨げになるなんて、あっちゃならねえことなんだ……！』

　だから──と、ギアは、姿勢を正して、零れいに上申するように言う。

『オレの未練は、化けて出た理由は何か、訊きいたよな？　オレは、きっとそれらのことこそが、お前に対するオレが原因の理不尽こそが、オレの未練で、化けて出た理由だと思う。だから、オレにそれらを正す手伝いをさせてくれねえか？　手始めに、お前を排斥しようとしてる黒姫ヘイヂエンたちの件をどうにかすることに、協力させてほしい。……頼む』

「……それは──」

　──違うだろ？　零れいは思った。ギアは、己のことを否定している。恐らく、母親の件でそうなったのだろう。……確かに、ギアは真実を偽ってきた。黒姫ヘイヂエンたちもその影響の一つである。

（……けど、君が英雄なのもまた事実だろ？）

　ギアに救われた人間は確実に大勢存在しているのだから。……零れいだってその一人だ。自らも死の危機に瀕ひんしながら、他者の命など放っておいても良いはずの状況で、それでもギアは己の命よりも零れいの命を優先した。その性根を……英雄的という以外にどう呼べというのか？

（神シエンさんたちが君に憧れるのは当然だ。そして……君に取って代わるように現れたぽっと出の僕を、認められないのも当たり前だよ。そこは、ギア、君の落ち度じゃない……）

　零れいがギアに遠く及んでいないのが原因だ。もしも、零れいにギアと比ひ肩けんする力が備わっていれば、黒姫ヘイヂエンたちもあのような言い分を口から出せなかったはずなのだから……。

「──ＯＫ、ギア。それじゃあ、協力をよろしくお願いするよ」

　……それでも、零れいはギアを受け入れるしかなかった。今のギアに己の考えを説き、その協力を拒絶しても、このまま死してなお現世をさ迷うだろうとしか思えなかったから。

（……それでなおかつ、僕が今度の試験で失敗、アリストテレスから放逐されたら……）

　……『悪あく霊りよう』、『怨おん霊りよう』、そんな物騒な単語が零れいの頭を過ぎる。

　そうなるくらいなら、とりあえずギアの提案を受け入れ、その中でもっと別の道を……ギアが自分を許し、肯定出来る道を模索していった方が、ずっとましだと零れいには思えたのである。

（……何かまた、アリストテレスを退学出来ない理由を背負い込んじゃった気もするけど……）

『……すまねえ、零れい。ありがとな……』

　……ようやく顔を上げて、少し翳かげりがあるものの微笑ほほえんでくれたギアを前に、零れいの心に後悔の二文字は浮かんでこないのだった……。




『──そんなわけで、ここからは具体的な話をしていきてえんだが』

「……そうだね。時間は限られてるわけだし」

　ギアと零れいの会話は、具体的な今後の相談へと移っていった。……夜もかなり更ふけてきており、一度寝て翌朝改めて……とも考えなくはなかったが、ここまでくると目も頭も冴さえて眠れない気がする零れいである。今夜は徹夜する覚悟を決めていた。

『最初の試練は、半月後に控えてる試験だな。ひとまずここを乗り切らねえと』

「うん、それでなんだけど……まずは、僕の魔法の制御をどうするかなんだよね……」

　ギアへ零れいが意見を述べる。

　他人の魔法を暴走させかねない零れいのエーテル増幅魔法。少なくとも、それのＯＮ・ＯＦＦを自分の意志でコントロール出来なければ、試験に臨む以前の問題だと零れいは認識していた。

（現実的に危険だしね……）

　今度の試験は、形式的に一つの場所に多くのアリストテレスの生徒が集合することになっていた。そこで再度零れいの魔法が勝手に発動すれば……今度は複数人の新世代が同時に魔法を暴走させる可能性も考慮されるのだ。

　立場的にも零れいの先輩であり、魔法の制御に一日の長があるギアは、それの対策を熟考し──

『──なあ、零れい。お前の魔法、名前は決まってるのか？』

「……名前？　いや、まだ無いけど……？」

　質問の意図が見えぬ零れいに、ギアは教授するように続ける。

『新世代の魔法において、名付けは重要なんだよ。魔法に命を吹き込む行為と言えるからな』

　名無しの魔法は、それの使用者の新世代にとっても曖昧なものなのだと。大体の属性、系統はそのままでも解わかるが……それが実際にどのように発現するのか、未知なのだという。

『その状態で魔法を使うのは、乗り物で例えれば、車とは解わかっていても、四輪か二輪かも不明な車両で走ってるようなもんだ。運転が上手うまくいくはずもねえ。今の零れいはそんな状態なんだ』

「……つまり、僕の魔法に名前を付けることで、制御は劇的に改善するかもしれないってこと？」

　零れいの出した結論に、ギアは頷うなずいて肯定を返す──が。

『……それが意外と簡単じゃねえ。適当に名付けてみたはいいが、本心では意に沿わなかったせいで、魔法が却かえって暴走し易やすくなったり、効果を著しく低下させた例がある。魔法の使用者が心からしっくりとくる、そんな名前が魔法には求められるんだ』

　だからこそ、魔法に覚醒した新世代は、最初に己の魔法に相応ふさわしい名を見み出いだすことに全力を傾けるのだという。

『……本来は、ここは焦あせらせない方がいいんだが……零れいには時間が無え。自分の魔法に合った名前を早く思い付けるよう、少しでも暇を見付たら自己分析を続けろ』

「……自己、分析かぁ……」

　ギアの言葉に、零れいは無意識にそれを行った。真っ先に浮かんだのはあの光景──

　──小型救命艇の中から見た、何処どこまでも虚無な宇宙……。

「……うん、まあ、頑張る……」

　魔法の制御に関しては、それ以外では地道に努力を重ねていくしかない分野なので、この場で出せる案はもう無い。必然的に、相談は試験、その傾向と対策の方面へ移っていく……。

『試験の内容は、もう解わかってるんだよな？』

「うん。アイギス先生から説明されたよ。──『デブリ・レース』、だってね」

　ギアの確認に、零れいはアイギスから聞いた内容を語る。

　人類が宇宙に進出するに合わせて、宇宙に爆発的に増えた物があった──『ゴミ』である。

　機能を停止した人工衛星や宇宙用船舶から剝落した部品。宇宙コロニーや宇宙ステーションの一部も何かの拍子に分離して、宇宙の漂流物となることがあった。

　そんな宇宙を漂う人工物を、総じて宇宙のゴミ、『スペース・デブリ』、大概は単に『デブリ』と呼ぶのだが……それらが宇宙の特定の空間に溜たまる場合がある。そういう場所を『スペース・デブリ帯』、或あるいは『デブリ帯』と呼ぶのだが、火星近郊にもいくつか点在していた。

　その内の一つを利用し、デブリ帯の手前に設置されたスタート地点から、向こう側のゴール地点まで、ローブを纏まとっただけの単身で辿たどり着つく、その速さを競うレースが、半月後に零れいたちに課せられる試験の内容である。

『アリストテレスの高等部入学後に初めて行われる試験としては、伝統的な内容だな。要は、宇宙を舞台とした障害物競走だよ。オレも、高等部に入ったばかりの頃にやらされたな』

　自身が体験したそれを思い出すように、ギアが天井を見上げる。

『デブリ帯の中には、辺り一面に大小様々なゴミが漂ってるんだよ。小さければ摘める程度の物だが、デカけりゃ小山ほどもある。それらの隙間を……広ければ宇宙用船舶でも楽に通れるものから、狭けりゃ人一人が通るのがやっとの所まで潜くぐり抜ぬけて、デブリ帯の向こうのゴールを目指す。宇宙魔法士の基礎技能の一つ、宇宙遊泳技術。それの練度をこれでもかと測り切る、ある意味では理に適かなった試験だな……かなりスパルタではあるが』

　一通り試験内容を吟味し、ギアは零れいへ視線を向け直す。

『それで、零れい。お前、宇宙遊泳の経験は？』

「昔、家族旅行で月に行った時に、観光の一環として体験したことはあるけど……」

『……つまり数回、ほぼ素人しろうとってことか。──ああ、でも、お前、水泳の方はどうなんだ？』

「？　それについては大得意だけど？」

　意味が吞のみ込こめないながら、素直に答える零れい。……零れいと初ういの地元は火星の海辺、街中に水路が走る『水の都』だった。その影響で、零れいは幼少から水泳には慣れ親しんできたのである。

『……なら、最低限何とかなるか？　宇宙遊泳は水泳技術が応用出来るし姿勢制御程度は──』

「──え？」

　訳が解わからないことを言われ、零れいは首を傾かしげた。水泳も宇宙遊泳も体験している零れいは、両者に共通点を見み出いだせない。力を抜けば身体が水に浮き、腕で水を搔かいたり、バタ足をすれば前へと進む水泳と、力を抜こうが入れようが身体が宙に浮き、手足をどれだけ動かしても思うように前には進まない宇宙遊泳……全く違うと思うのだが。

　しかし、ギアも『は？』と漏らして首を傾かしげた。……暫しばしの間見詰め合う二人──

『──あ、そうかっ。零れいは元々旧世代だったから、新世代オレたちとは認識が違うんだったな！　零れい、お前ももうそうなってるはずだが、オレたち新世代にとって、宇宙遊泳はエーテルという水の中を泳いでる感覚なんだ。腕や脚でエーテルを搔かく……その動作に伴う意志をエーテルに伝達する……そんな感じで前に進んだり姿勢を整えたり出来る。だから、水泳の上手うまい新世代は、それだけでいくらか宇宙遊泳にも対応出来るんだよ。実際、宇宙遊泳訓練の一環として水泳の授業があったりするからな、アリストテレスでも』

「……マジ？」

　新世代と旧世代の認識のずれを説明するギアに、零れいは数瞬啞あ然ぜんとする。

『……とはいえ、新世代にとっても、水泳と宇宙遊泳が全く同じものってわけじゃねえ。試験の前に何度か宇宙に出て、感覚を摑つかんでおく必要はあるだろうな。──って、そういや、お前のローブはどうなってんだ？　それが無いと話にならねえぞ？　前に注文は済ませてたよな？』

　ローブは、それもまたアーティファクトである。宇宙服として必須の機能、酸素供給や耐熱、耐圧、耐放射線、通信、推進、他諸々をルーンで賄うことにより、かつての宇宙服より遥はるかに軽量で信頼性も高い物を、格段に安価で製造が出来るようにした物だ。……当然、新世代専用の装備であるが、エーテル、ひいては魔法の登場以降、宇宙開発・開拓は新世代たちの独壇場となっている為ため、そこは大した問題ではない。

　零れいは、以前に宇宙遊泳をした時はまだ旧世代だった。着用したのは旧世代用の普通の宇宙服。ローブを纏まとった経験は一度も無いのである。ローブと普通の宇宙服では着用時の感覚にもずれがある為ため、そちらの違いにも慣れておくべきであるとギアは主張するが──

「……あー、実はさ。僕のローブって、まだ時間が掛かりそうなんだよね……」

『……なぬ？』

「いや、ここアリストテレスの中央病院に入院してた間に、採寸は済ませてあるんだけどさ」

『ああ、それはオレもお前の中から見てたけどよ』

「……現物が組み上がるまでには、ちょっと時間が掛かるらしいんだよね……」

　零れいは悩ましげに溜ため息いき。……女性ならば、ほぼ組み上がっているローブが販売元に用意されている為ため、サイズ調整をするだけで比較的短時間で納品が可能である。だが男性の新世代の場合、事実上一から作ることになる為ため、突貫作業でも完成にはそれなりに時間が掛かるそうなのだ。

『……待て、零れい。それだとローブがお前の許もとに届くの、試験の本当に直前にならねえか!?』

「……そうだね。はは、どうしよう……？」

　ギアの指摘に、零れいも困り顔。このままでは、試験の特訓を普通の宇宙服でやらねばならなくなるばかりか、ローブの運用をほぼぶっつけ本番でやることにもなりかねない。

『……それは頂けねえぞ？　ただでさえ、お前の魔法は今回の試験向きじゃねえんだから……』

「……そうなんだよねぇ……」

　エーテルの増幅魔法は、それ自体はデブリ・レースでは役に立たない。いくら周囲のエーテル濃度を上げたところで、宇宙遊泳には関係ないからだ。

「……初ういの魔法なら、スタートからゴールまで一気に転移ってことも出来そうだけど──」

『現実には、デブリ帯内に何箇所かチェックポイントがあるから、それやると記録無しだぞ』

　零れいのアイディアに駄目出しをしつつ、ギアは唸うなりを上げる。

『……自前の魔法がデブリ・レース向きじゃねえ以上、お前はそれを補う為ため、アーティファクトに頼らざるを得ねえ。なのに、アーティファクトの中で最重要なローブがそれじゃ……ん？』

　そこで、記憶を探るようにギアが目を閉じる。

『……待てよ……だったら、もしかしたら、あれが……？』

　──数秒後、再び目を開いたギアは、零れいに不敵に笑った。

『……どうやら、早速オレがお前の役に立てる時が来たようだぜ？』




『──付いて来い』

　そう促すギアに、零れいは部屋から連れ出された。

「ちょ、ギアっ。こんな時間に何処どこに出掛けるんだよ……？」

『いや、出掛けはしねえ。この寮内で済む話だ。ああっと……確かこの辺に──』

　寮一階の廊下で、ギアは目を凝らす。……一分ほど過ぎた頃、彼女は零れいを手招きした。

『零れい、零れい。床のこの部分、スライドするからちょっと開けてくれ』

　幽霊であるギアは、自分では触れないのだろう。言われた通りに零れいは、床のその部分に手を遣った。手のひらよりやや大きい程度の面積、床板がずれ動き、そこからタッチパネルが覗のぞく。

『そこにパスワードを入れてくれるか？　オレの本名だ』

「ＧＵＩＮＥＶＥＲＥ……っと──うぉっ!?」

　──一瞬後、零れいの鼻先を猛スピードで何かが通り過ぎた。

『気を付けろよ？　そうすると廊下の床が上に開くんだが……位置的に近過ぎるんだよな』

「……そ、そういうことはもっと早く言えよ!?」

　擦過痕が刻まれた鼻先を押さえて零れいが見ると、廊下に地下へ向かう梯子はしごが口を開けていた。

　零れいは梯子はしごに足を掛け、下へ降りる。彼の肩に手を置いて浮遊降下しつつ、ギアは語った。

『こいつはオレの本当の性別に繫つながる物じゃねえんだが……物騒な代物ではある。万が一誰かに盗まれてもヤバいからな。こうして隠し部屋に保管してたんだよ』

　零れいが地下室の床に立つと、反応して照明が点灯。照らされた『それ』に零れいは目を奪われる。

『……オレ自身が使ってやれれば一番良かったんだろうが……本当は女のオレじゃそれは無理でな。でも、ま、ひょっとしたら、それさえも運命だったのかもしれねえ──』

　──ここで零れいと出会う為ための。

　そうギアが評したそれは……『騎士甲かつ冑ちゆう』に見えた。中世の地球は西欧に生きた、騎士道に殉じる戦士たちの戦装束。けれど、その表面に触れた零れいは違和感を覚えた。

「……この甲かつ冑ちゆう、材質が鉄や鋼じゃない。含んでる気泡が目に見えないほど極小の……『発泡金属』製だよね？　しかも、素人しろうとの僕から見ても質が段違いに良い！　これだけの物は、宇宙空間でしか作れないはずだ……!!」

　発泡金属とは、内部に多量の微細な気泡を内包した状態で硬化させられた金属である。

　惑星上などの重力下で金属中に気泡を混ぜ込もうとすると、重い金属部分は下へ溜たまり易やすく、軽い気泡は上へと抜け易やすい為ため、金属部分と気泡部分の配分に手間が掛かった。だが、宇宙空間のような無重力下でなら、金属と気泡の重量差を無視することが出来る。金属部分と気泡部分を最適な形で混合出来るのだ。

　発泡金属は内包した気泡によって、それが無い同一の材質よりも大幅に軽量である。気泡の分、強度は下がっているが、気泡部分が衝撃を吸収する為ため、そこは補われているとも言えた。宇宙用船舶などの素材として多く利用されている。

（宇宙空間で生成された発泡金属製である以上、中世の地球で製造された物じゃない……！）

　ならば『これ』は何なのか？　零れいがさらなる観察を続けると、他にも解わかってくることがある。

（……鎧よろいの継ぎ目から一切内部が窺うかがえない？　中にもさらに装甲があって……何重にも装着者を包み込む方式？　……いや、これ……装着者が完全に気密される形になるのか!?）

「……まさか、装着して宇宙空間に出ることを想定されてる!?　つまり、宇宙服か……!?」

『ご名答』

　零れいの到いたった結論に、ギアが正解と言ってのける。

『それもアーティファクト。要するにローブだ。「アーマーローブ」……機体名〈ベオウルフ〉。この宇宙でも片手で足りる数しかない──男性新世代専用ローブだ』

　ギアの告げた眼前の甲かつ冑ちゆうの正体に──しかし、零れいは極度の混乱に陥った。

「これが……ローブ!?　あり得ないでしょ!?　本当にそうなら──とんでもない欠陥品だ!!」

　根拠はあった。この目の前の〈ベオウルフ〉というらしい甲かつ冑ちゆうは、装甲が厚過ぎるのである。

（そもそも、ローブがあんなエロ……薄過ぎるのは、そうせざるを得ない理由があるからだ）

　それは、如何いかに新世代でも、エーテルを一度体内へ取り込まないと魔法を使えない点だ。

　エーテルは、どんな物質でも基本的に透過する。初ういや黒姫ヘイヂエンが、エーテルが存在する宇宙空間からは気密されている宇宙コロニー内でも魔法を使えたのは、そこが理由だ。ただ、透過するとはいえ、一切の抵抗を受けないわけではない。厚い物体を抜けるには相応の時間が掛かる。

　即すなわち、新世代が旧来の宇宙服のような分厚い代物を纏まとって宇宙空間に出た場合、いざ魔法を使おうとしても、エーテルを体内に吸収する段階でタイムラグが生じてしまうのだ。……魔法の使用目的が異星幻獣との戦闘などであった場合、そういう隙は致命的である。故に新世代用宇宙服のローブは、エーテル吸収を妨げぬよう、ああも極薄の形態を取っているのだ。

　これは、現在の技術では改善が不可能なことであり、それが初ういのローブという装備への不満にも繫つながっていることを零れいは知っている。……だからこそ──

「──こんなローブ、存在自体が変だ！　エーテルの吸収を全く考慮してないっ。こんなのを装着してたら、魔法がまともに使えるわけがないんだから……！　もしも、これでエーテルの迅速な吸収が可能なのだとしたら……完全にオーバーテクノロジーだよ!!」

『……だから、こいつは男性新世代専用のローブなんだよ』

　困惑する零れいの前に回ったギアは、彼の下腹部を指差した。

『女の新世代と違い、男の新世代はへその下辺りに特殊な器官が発達してるんだ。名を「丹田」』

「……丹田？」

『医学的に男性新世代の肉体を調べても、そんな器官は見付からねえんだが。霊的な器官だと』

　だが、間違いなく存在するとギアは零れいに断言する。

『男性新世代は、その丹田にエーテルを大量に貯蔵しておくことが出来るんだよ。予あらかじめそれをやっておけば、回数や時間に制限はあるが、エーテルが存在しない……例えば惑星上でも魔法を使うことが出来るんだ。丹田内のエーテルを消費することでな』

　それは、男性新世代が希少性以外で優遇を受ける理由の一つだった。女性の新世代が魔法を使えない場所でも魔法を使うことが出来る。それは男性新世代たちのアドバンテージと言えた。

「……何でそんな便利な器官が、男の新世代だけに？」

『……新世代に限らず、女は同じ位置に、別に大事な器官があるからな……。そのせいだろ』

「……別の大事な器官？」

『あれだ……子宮』

「……そ、そう……」

　具体的に述べたギアに、零れいは居心地が悪そうに目を逸そらした。頰も若干赤らんでいる。

『……ともあれだ。男の新世代には丹田というエーテルを溜ため込こめる器官があり、そこに事前にエーテルを溜ためておけば、それを消費することでエーテルが存在しない場所でも、エーテルを吸収出来ない状況下でも、魔法を使うことが出来る。──それに着目した奴やつが居たんだよ』

　ギアが〈ベオウルフ〉を軽く叩たたく仕草をする。

『予あらかじめ丹田にエーテルを溜ためておき、それのみを使うことを前提とするなら、新たにエーテルを吸収することを考えないのならば、男性の新世代はローブは軽装という常識から解放される。逆に、何処どこまでも重装化したローブを纏まとうことが出来るはずだ。重装化すればローブの表面積は増え、内部機構にも余裕が生じる。そういった箇所に、より多くのルーンを刻印することも可能となるはずだ。そこを利用すれば、通常のローブを遥はるかに上回る高性能、多機能なローブを造ることも可能なはず。そんな構想を立て……実際に男性新世代専用のローブを造った奴やつが居たんだよ。──その出来上がった現物の一つがこれ』

　これ呼ばわりをされた騎士甲かつ冑ちゆう型ローブは、ただ無言で佇たたずんでいる。

『……オレはその件でアドバイザー的なことを求められてな。いくつかの質問へ回答しただけなんだが……向こうはその礼として、完成した男性新世代用ローブの一機を贈ってきたんだよ。正直、扱いに困ってたんだが──何が幸いするか解わからねえな、世の中』

　しみじみと語ったギアは、零れいの方を向いて苦笑する。

『この〈ベオウルフ〉、お前にやるよ。本当は女だったオレには、使えねえ代物だったけど……本当に男の新世代である零れいには、問題なく使えるはずだ。ローブさえあれば、明日……いや、もう今日か。すぐにでも試験に向けた特訓を始められるだろ？　……それに、こいつはお前にとって、大きな助けになるはずだぜ、零れい』

「……助け？」

『言ったろ？　男性新世代専用ローブ……アーマーローブは、通常の女性用ローブよりも遥はるかに多くのルーンを刻印され、高性能・多機能化されてるって。性能面では通常のローブを大幅に凌りよう駕がしてるんだよ。……零れい自身は新世代として覚醒したばかりで、宇宙魔法士としての訓練も一切受けてねえ。実力的には未熟極まる。そこを装備で補えるなら、補っとくべきだ』

「……歯に衣着せず、言ってくれるね……」

　ギアを半眼で見つつ……しかし、零れいも苦笑いして頷うなずいた。ギアの言ったことは変えることの出来ぬ事実であるし、現状、『実力だけで勝負したい』などという綺き麗れい事ごとを言える余裕も、零れいには無いのである。〈ベオウルフ〉というギアの厚意、零れいはありがたく受け取ることにした。

「──ところでさ、ギア。このアーマーローブってやつ、どうやって装着するの？」

　外観的には全身鎧よろいとほぼ変わらない代物である。現実的には、それよりもさらに構造は複雑だろう。そんな物を如何いかにして着込めばいいのか……零れいには想像も付かない。

『ロックを外せば、装甲の一部が展開する。そこから潜り込む形で装着するんだよ』

「ふぅん……それで、ロックってどうやって外すんだい？」

『生体認証だよ。登録者がセンサーに感知された状態で、命じるか所定の動作をすれば──』

「その生体認証を登録する方法は？」

『……………………』

「……………………」

　……暫しばし見詰め合うギアと零れい。

『……解わかんねえ♪』

「可愛かわいく言ってもごまかされるかぁ！　どうするの!?　よく見れば埃ほこりも被かぶってるし……!?」

『……ずっとほったらかしてたからなぁ。そう言われると、動くか心配になってきた……』

「一度、整備した方がいいんじゃない？　アリストテレスにもローブの整備士は居るよね？」

『そりゃ、日常的に生徒が使うんだから当然な。……けど、アーマーローブなんて特殊な物、普通の整備士には扱えねえと思うぞ……』

「じゃあどうするんだよ!?」

　ガラクタと化しつつある〈ベオウルフ〉に零れいは咆ほう哮こうする。それに、ギアはニヒルに笑った。

『心配すんな。我に次善の策ありだ』

（……本当に、こいつに任せて大丈夫なんだろうか……？）

　一晩と経たたず、そんな疑いをギアに抱きつつある零れいだった……。




☆　　　　☆　　　　☆




　夜が明け、アリストテレスにおける零れいと初ういの本格的な学習が始まったその日の放課後──

「──疲れたぁ……」

『ま、今日のところはお疲れ様だ』

　疲弊した声を上げる零れいに、その頭に手を置いたギアが真上から労ねぎらいの言葉を掛けた。

　……授業内容的には、中等部からアリストテレスで学んできた生徒たちはもちろん、入試を突破して高等部からアリストテレスへ入学した者たちでも充分付いていけるはずの小手調べなものだったのだろうが、入試免除でアリストテレスに入学した、宇宙魔法士関連の知識は雑学レベルでしか知らない零れいにとっては、大半がちんぷんかんぷんな時間だったのである。おかげで、教師から質問されても何一つ解答出来ず、クラスメイト、特に中等部からの持ち上がり組からは失笑を買っていた。……いや、あれは失笑どころか嘲笑に達していたかもしれない。

　その上、零れいのクラスメイトの中には、あの黒姫ヘイヂエンも居たのである。彼女の嘲あざけりは、他生徒たちより一ひと際きわ目立っていた。……本来のアリストテレスの思惑としては、高等部新入生代表を担になうほどの黒姫ヘイヂエンに、重要人物だが未熟者である零れいのサポートをしてほしかったのだろうが……。

　その様子を零れいにくっついて脇から見ていたギアは、我慢し切れなくなった風に提案した。

『なあ……高等部一年程度の授業内容なら、オレは完全に把握してる。教師に指される度に、その時の質問の答え、教えてやろうか？』

「……いや、遠慮するよ。それだと僕の身に付かないし。僕が考えて、答えて、それで間違いだった時だけ、後で復習を手伝ってくれればいいさ」

　ギアを頼れば簡単に黒姫ヘイヂエンたちを見返せるだろうが……零れいが真にこの宇宙で生きていくならば、それは学ぶべきことを身に付ける機会を奪う悪手である。だから、零れいはギアの案を断った。

『……んー、あー…………そっか』

　零れいの考えが伝わったのだろう、歯は痒がゆそうではあるが、ギアもそれを認める。

「そんなわけで、寮に帰ったら今日の授業の復習の手伝いを早速お願い。……とはいえ──」

　──その前にやるべきことが零れいたちにはあった。だからこそ、未いまだ学校区画内を歩いている。

「……それで、そろそろ教えてほしいんだけど？　君の言う、次善の策について」

　昨晩、零れいがギアから譲られることになった〈ベオウルフ〉だが、現状では使用に耐えられるかも怪しい。それに対し、ギアが挙げた次善の策というのが──

『〈ベオウルフこいつ〉を整備出来る奴やつに心当たりがある』

　──というものだったのだ。

　今の零れいは、ギアの案内でその人物の許もとに向かっているところである。……ちなみに、初ういはというと置いてきた。「用事がある」と適当にごまかし、寮へ先に帰したのである。

　その理由は、ギアの存在は初ういには隠すと零れいが決めたからだ。初ういは、あまり表には出さないが、ギアの死についても酷ひどく気にしている節がある。自分が「義兄れいを助けてほしい」と願ったことが、ギアを死に追おい遣やった一因ではないかと。……ギア本人を見ていれば、それが全くの見当違いであることは明白なのだが。恐らく、ギアはあの時の初ういがどう答えようと、結局は何らかの理由を付けて零れいを救ったはずだ。……己の命を代償として。──ともかく、そんな初ういに幽霊と化したギアの存在を教えるのは、少なくとも今は頂けない。いつかは教えるにしても、時期は計るべきだ。……そういう判断の許もと、零れいは初ういにギアの存在を、未いまだ教えていないのである。

　そうなると、今日これからの用事も初ういには内緒にせざるを得ない。〈ベオウルフ〉の入手経路や、それを整備出来る人材の情報を何処どこで手に入れたのかと追及されても、「ギアから」だとは言えないのだから、同行させて下手にツッコまれるとまずいのである。

（……その辺のことも、なるべく早めにそれらしい噓うそをでっち上げないとなぁ……）

　義妹に対して増える隠し事に、仕方ないとはいえ胸が痛い零れいであった。

　閑話休題。それで、零れいとギアの目的地であるが──

『──零れい、お前、ブリュンヒルデ・コーポレーションは知ってるよな？』

「当たり前だろ。ＴＶでもネットでも、たくさんＣＭやってるし」

　ギアの問いに、零れいはさも当然と即答する。

　ブリュンヒルデ・コーポレーション──この宇宙において、五指に入る超巨大企業体だ。人が生まれてから墓に入るまで、その生涯で使う全ての品をこの企業の商品で賄えると言われるほど幅広い分野で商売を展開し、ことごとくで成功を収めている。

（初ういが好きな服のブランドも、ブリュンヒルデ・コーポの関連だったっけ。それに下着も──）

『実はな。アーマーローブを造ったのはブリュンヒルデ・コーポのローブ開発部門なんだよ』

「──そうなのっ？」

　不ふ埒らちなことを考えていた零れいの耳に届いた、ギアからの豆知識。零れいは急いで意識を傾ける。

『より正確に言うと少し違うんだけどな。〈ベオウルフ〉を実際に組み立てたのはそこなんだが……アーマーローブの設計者は、ブリュンヒルデ・コーポの社員ではねえある人物だったんだ。昨晩話した男性新世代のローブに関する構想も、元はそいつが提唱したものなんだぜ』

「……ある人物？」

　繰り返した零れいに頷うなずき、ギアはその人物の名を告げた。

『萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデ。姓から解わかると思うが、ブリュンヒルデ・コーポの現ＣＥＯ、若葉・ブリュンヒルデの一人娘だよ。天才的なアーティファクト技師でな。ブリュンヒルデ・コーポは宇宙開発・開拓部門に特に力を入れてて、必然的に数多くのアーティファクトを製造・販売してるんだが……その実に三割強が、本当は萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデの設計・開発した物らしい』

（うわぁ……特許で手に入る金銭、どれくらいになるんだろ……？）

　真っ先に特許料絡がらみの感想が浮かぶ時点で、零れいも凡人から抜け出せないでいた。

「……とんでもない才媛であることは解わかった。でも、その人が一体どうしたってのさ？」

『だから、「〈ベオウルフ〉を整備出来る心当たり」がこいつなんだよ。萌もえ黄ぎがブリュンヒルデ・コーポの社員じゃねえのはまだ学生だからだ。所属する学校はアリストテレス。つまり、件くだんの天才アーティファクト技師はここに居る』

　地面、ではなく宇宙コロニーそのものを指差し、ギアは言う。

『萌もえ黄ぎは中等部からアリストテレスに通ってて、今年度からは高等部生なんだよ。だから──』

「──は？　ちょ、ちょっと待った、ギア！」

　そこまで説明を聞き、零れいは大慌てでギアを制止する。

「萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデって娘は僕の同級生で、中等部からの持ち上がり組ってこと？　なら無理だ！　それは神シエンさんの派閥ってことじゃんっ。僕に協力してくれるはずがない!!」

　黒姫ヘイヂエンやその取り巻きたちの自分への冷たい態度を思い出し、零れいは首を激しく横に振る。だが、ギアは『あー……』と形容し難がたい表情で呻うめいた。

『……いや、そうとも限らねえんだよ。萌もえ黄ぎは、確かに中等部からの持ち上がり組なんだが、その中でも他の生徒とは距離があって……孤立してるからな……』

「……は？　孤立？」

　問い返す零れいに、ギアは言葉を選びつつ返答した。

『……萌もえ黄ぎは、アーティファクト技師としてだけでなく、宇宙魔法士としても天才的なんだ。魔法も強力かつ珍しいものを使えてな。零れい、新世代としてのランクの話は、もう知ってるか？』

「あ、うん。一応……」

　零れいは具体的な内容を思い出す。新世代は、その魔法の強力さ、希少性、宇宙開発・開拓分野での有用性などを評価され、上はＡ、下はＩまでの九段階でランク付けされるのである。零れいの記憶では、初ういが中の上に当たる『Ｄ』を与えられていたはずだった。

（初ういのそれは、一五歳で、宇宙魔法士の訓練生になったばかりなのに相当の高評価だ──）

『──ちなみに、黒姫ヘイヂエンは上から二つ目の「Ｂ」ランクなんだが……』

「途と轍てつもない化物が居たもんだね!?」

　ギアの台詞せりふに戦慄する零れいだが──真の戦慄は直後に訪れた。

『萌もえ黄ぎのランクは「Ａ」だ。一応、そのさらに上に、生前のオレが与えられてた「Ｓ」もあるにはあるんだが……事実上の最高位ってことだよ』

『Ｓ』は、〝朱のⅢ〟としてのギアや〝藍のⅠ〟のような宇宙の英雄、通常の新世代の枠には収まらない者たちに例外的に与えられるもので、今回のような話では関係ないのである。余談だが、零れいのランクは現在『Ｘ』……即すなわち測定不能だ。……何はともあれ、要するに──

『──萌もえ黄ぎの能力は、アリストテレスの生徒たちの中でも群を抜いてるってことだ。実戦不足でオレよりは評価が低かったが。……確か、中等部卒業時点で首席の成績だったはずだぜ』

　その情報に、零れいの目はまたも丸くなる。

「……ちょ、え？　首席……!?　首席って、新入生代表の神シエンさんじゃなかったの!?」

『……黒姫ヘイヂエンは次席なんだ。本当は新入生代表として挨拶とかをやるべきは萌もえ黄ぎなんだが、そういうのが苦手な奴やつでな。固辞しまくるもんだから、次席の黒姫ヘイヂエンを新入生代表にしたんだよ』

「……それは──」

　黒姫ヘイヂエンも内心複雑だったのではないかと零れいは想像した。自分は首席の代理に過ぎないと。黒姫ヘイヂエンの肩肘を張りまくった姿は、そんな自分を少しでも相応ふさわしく見せる為ための彼女なりの虚勢だったのではと、零れいの脳裏を過ぎる。……そして、その推測を裏付ける如ごとく、ギアが言葉を次へ繫つなぐ。

『……実は、高等部新入生代表に黒姫ヘイヂエンが選ばれた直後に、黒姫ヘイヂエンと萌もえ黄ぎが揉もめたらしいんだよ。萌もえ黄ぎの襟首を黒姫ヘイヂエンが摑つかんだとか何とか。教師陣の耳には届いてねえ話なんだが』

　……黒姫ヘイヂエンと萌もえ黄ぎの間に、何かしらの確執があることは推察出来た。

『その上、中等部三年になってからの萌もえ黄ぎは、授業にもほぼ出てなかったんだよ。サボりじゃなく、中等部で学ぶべきことが一つも残ってなかったんだ。……そんな有あり様さまだから、他の生徒は萌もえ黄ぎを恐れ、畏れて、避けるようになっちまってな……』

「……ああ、それで孤立してるって……」

　零れいも萌もえ黄ぎという少女の現状を理解する。たとえ、それがプラス方向でも、集団の中の多数派と掛け離れ過ぎていれば、それは『異端』だ。そして、人間という生物は異端に厳しい。萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデのアリストテレスにおける孤立は、当然の流れではあったのだろう……。

『……そういうわけでだ。萌もえ黄ぎは他の中等部からの持ち上がり組、特に黒姫ヘイヂエンとは仲が良くねえ。つまり、黒姫ヘイヂエン主導のお前の排斥活動にも関わってねえ可能性が高いんだよ。なら、説得次第でこちらに協力してくれる可能性は０％じゃねえ』

「……そういうことだね。ＯＫ、把握した」

　ギアのまとめに、零れいは色々と胸を搔かき乱みだされながらもそう返した。現状、話を聞いただけの零れいには萌もえ黄ぎに対して起こせるアクションは無いし、零れいを嫌けん悪おしている黒姫ヘイヂエンに対しては余計にである。混こん沌とんとする思いは胸に秘め、当初の目的に邁まい進しんするのが吉であると思えた。

　──ちょうど、話している内に目的地には到着したわけであるし。

「……ここは？　ここに萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさんが居るの？」

　眼前に建つ、直角的で整然とした建物を見上げ、零れいがギアに問う。建物の大きさは男子寮の数倍はあろう。……何となく、病院、もしくは研究所を連想させた。それは誤りではなく──

『ここは萌もえ黄ぎの研究所ラボだよ。工房アトリエと言ってもいいかもしれねえ。宇宙魔法士としてだけでなく、アーティファクト技師としても優れた萌もえ黄ぎには、特例でアーティファクトを研究・開発する為ための施設が与えられてるんだ。……ま、アリストテレスに許可させて、ブリュンヒルデ社の方が強引に建てたと言った方が正しいみてえだが』

　ブリュンヒルデ・コーポとしても、宇宙魔法士の訓練中とはいえ、アーティファクト技師としての萌もえ黄ぎを眠らせておきたくはなかったのかもしれない。

「……それで、萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさんを説得する当ては何かあるのかい、ギア？」

『……申し訳ねえんだが、それは無い。オレも生前、萌もえ黄ぎとは交流が少なくてな……』

「……何だよ、ギアも彼女と距離を置いてたクチなの？」

『誤解すんな、零れい。オレは普通に接しようとしてたんだよ。……けど、向こうはオレを避けて、近付こうとしなかったからな。挨拶しようとしただけでピューッて逃げるし……』

「……あれ？　でも、ギアに〈ベオウルフ〉を贈ったのは萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさんじゃないの？　それでその反応っておかしくない？」

『だから、オレもわけ解わかんねえんだよ、全く──』

　そんな風に言い合い、零れいとギアが萌もえ黄ぎの研究所の入口、その自動ドアを潜くぐった瞬間──

　──ゾクッ……！

「……っ!?」

　零れいの背筋を異様な寒気が駆け抜けた。思わず立ち止まり、周囲を見回す零れい。

『……どうした、零れい？』

「……いや、今、悪お寒かんが……？　それに、何か気配を感じるような──」

　額に滲にじんだ冷や汗を拭い、ギアへ答える零れい。その視線がふと、背後のガラス張りの自動ドアを捉える。そこには光の加減で零れいの虚像が映り、当人と同じく額の冷や汗を拭っていて──

（──あれ？　……あれぇっ!?）

　それに、壮絶な違和感を零れいは覚える。虚像である以上、その動きも仕草も完全に零れいと一致。額を拭うのは右手の甲であるし、若干荒くなった息を表す風に肩も上下していた。……なのに、虚像なら絶対そうなっていなければならない部分が、そうなってはいなかったのである──

（……左右が反転していないように見えるんだけど……!?）

　動揺の零れいが見詰める先で──零れいの虚像のはずの影が、本体を無視して唇の端を吊つり上あげた。

「──ふ、ふんぎゃぁぁぁぁああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

『あ、おいっ？』

　まさに脱だつ兎と。その影から離れるべく駆け出した零れいに牽けん引いんされ、ギアがなびく。

「へ、変なのが居た！　ガラスに映った僕のはずなのに、僕じゃない!!　一体、何が──」

　──零れいの話を聞くギアの向こう、真っ白い壁に……零れいが通り過ぎるのに合わせ、ペタ、ペタ、と手の跡が浮かんだ。……それを付けた手など、何処どこにも見当たらないのに。

「うぎょぁぁぁぁああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!?」

　ベタベタベタベタッ!!　と追ってくる手型から逃れようと、零れいは必死に足を前に動かす。

「ギ、ギア～!?　これ、君にも見える!?　おかしいよね!?　何が、何が起こってるんだ!?」

『あー、待て。落ち着け、零れい。これ、萌黄の魔法だから』

「こんな状況で落ち着いて………………魔法？」

　冷静極まりないギアの声に感情的に反論しようとして……零れいはその単語を聞きき咎とがめる。

『そ、萌もえ黄ぎの魔法なんだよ、この現象。多分、防犯用か何かとして発動させてるんじゃねえかな？　確か、名称は《女王の冥府ヘルヘイム》って言ったか？』

　ギアがその魔法名を呟つぶやいた途端、零れいの背に嫌な汗が噴き出した。『ヘルヘイム』……零れいの記憶が確かなら、それは地球の北欧地域の神話において、あるものを示す言葉であったはずだ。

　そう──『死者の国』。

　奥歯を鳴らしつつ、零れいは「間違いであってほしい」という最後の希望を託し、ギアへ問う。

「も、萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさんの魔法なんだけど……ぐ、具体的には、どういうもの……？」

『いわゆる召喚・使役系だな。喚よばれるモノは疲れを一切知らず、物理法則にも囚とらわれねえ。宇宙における労働力として評価が高えんだ。……外見が不気味過ぎて、敬遠する人間も多いが』

（……どうしよう。ここまで聞いただけでもアレっぽくて仕方ない……！）

　奇くしくも零れいは聞いていたのだ。昨日、初ういから。新世代には、そういう魔法を使う者も居ると。

『萌もえ黄ぎの魔法、《女王の冥府》。その正体は死霊召喚・使役の魔法だよ。このアリストテレスで屈指の、宇宙全体で見ても恐らく五指に入る、当代きっての死霊使いネクロマンサーなんだ、萌もえ黄ぎは』

　──零れいの最後の希望を、ギアは無慈悲に、あっさりと切って落とした。

「……いぃぃぃぃやぁぁぁぁだぁぁぁぁああああああああああっっ!!　そ、そんな奴やつに会うのは嫌だぁ!!　こ、こんな所にもこれ以上居られるかっ!!　ぼ、僕は、帰るぞぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっっ!!」

　絶叫して疾走速度を上げる零れいに、ギアは暫しばし真顔になった後、尋ねた。

『……死後のオレが初めてお前の前に現れた時もそうだったが。零れい……幽霊怖いのか？』

「っっっっ～！　ああ、そうだよっ！　物もの凄すごく怖いよ!!」

　これ以上はごまかせそうにない、かつ、ごまかす余裕もなく、零れいはギアへ吠ほえた。

「僕の実家、火星の海辺の街にあって、必然的に水難事故も多い街でさ……!!」

　思い出しつつ、零れいがブルッと震える。

「昔、海で泳いでた時、海中に沈んでたそれの犠牲者を見付けちゃったことがあるんだよ！　そ、それも、事故から結構時間が経たって、色々……傷んだり膨らんだりした人を!!　しかも……そ、それがバランスを崩して、こっちに倒れてきて……!!　その晩、夢にも出てきました!!」

『……あー、それはご愁傷様というか……』

　別に、夢に出てきたのは幽霊ではなかっただろう。そのような体験をすれば、それが印象に残り過ぎて、夢にまで見てしまっても不思議ではないのだから。ただ──

　──ここで問題。幽霊の偽にせ物ものや見間違いが怖い人は、本物の幽霊は怖くないでしょうか？

　答え──偽にせ物ものや見間違いで怖い以上、本物はもっと怖いに決まっている!!

「もう嫌だ!!　何で僕、宇宙っていうオカルトと縁遠そうな場所でこんな目に遭ってるんだ!?」

『……その考えが大きなミスリードだったんだよなぁ……』

　泣き叫ぶ零れいに、『宇宙は不思議で満ちていた……』と感慨深げに相あい槌づちを打つギア。

『というか、零れい、オレは平気だろ？　そりゃ、最初はビビってたけど……』

「何か君、幽霊の割におどろおどろしくないから、慣れた!!」

『じゃあ、今周りに居るのにも慣れろよ』

「いくら何でもそんな即刻には無理だって!!」

　ああ言えばこう、こう言えばああを繰り返し、零れいの疾駆は継続中。壁から伸びてきた蒼あお白じろい腕の大群は身を捻ひねって躱かわし、天井から降ってきた蛆うじ虫むし塗まみれの腐乱死体的な何かを横跳びで回避。廊下の床いっぱいに盛り上がってきた巨大な顔と、アクロバティックな壁走りですれ違う！

『……何つー身体能力。零れい、お前、まさか噂うわさに聞くＮＩＮＪＡか？』

「もうそれでいいから、何か打開策を考えてよ!?」

　藁わらにもすがる思いで零れいはギアに助けを求める。……冷静さを欠いた零れいの頭でも、死し霊りようが段々とヤバさを増している気がするのだ。

『つってもなぁ……お前、最初の段階で出入口から遠ざかる方へ逃げたしな。どんどん奥へと進んで行ってるんだぞ？　まずは立ち止まって方向転換しねえと──』

「こんな怖い所で立ち止まれるか!!　今まで通ったルートを戻るのはもっと無理だ!!」

『じゃあ、どうすんだよ……？』

　ギアの呆あきれ気味な声が響いた時──そこに別の音が重なった。カタリ、カタリッと、何処どこか空虚な音が……。背後から聞こえたそれに、零れいとギアが反射的に振り返ると……。

　──直線の廊下を挟んだ向こう側に一体の菊人形が見えた。……二人が通った時には、そこにそんな物は無かったと断言出来る。

　案の定──それが信じられない速さで追ってきた！

「ひぎゃああああ!?　無表情過ぎて怖い!!」

『そりゃ、人形だからな。──って、包丁持ってるぞ、あいつ!?』

　動く菊人形、それだけで精神的にくるものがあるが、そこに物理攻撃手段まで加わっていた。自身の身体から血の気が引く音を聞きながら、零れいは死ぬ気で走り、状況打破のヒントを探す。

「──って、突き当たり!?　そこにドアが一つだけ!?」

『……あのドアが開かなけりゃ、本気で迎え撃つしかねえな』

「無茶を言うなよ!?」

　ギアに涙声で返し、横に開くタイプのそのドアへ取り付く零れい。

（頼む……頼む！　開いてくれ……!!）

　扉は零れいに抵抗を示すが……施せ錠じようされている感じではない。室内で何かが引っ掛かっている感覚。零れいは二、三度扉へ体当たりを敢行し、改めてそれの取っ手を引く──

（今度は……開いたぁ!!）

　体当たりの衝撃で引っ掛かっていた物が外れたらしい。開け切るのももどかしく、零れいは隙間から室内へ滑り込んだ。……薄暗い中、用途不明の物品が無秩序に散乱している……。

　──が、零れいが心を惹ひき付つけられたのは、隅に鎮座した一つの物。

「……ベッドだ!!」

　その上だけは片付けられて、ブランケットが丸く盛り上がっている寝台。既に精神が限界に達しつつある零れい。それを見た瞬間、道理など吹き飛び、現状からの打開……否、逃避策を閃ひらめく。


「……布ふ団とん引ひっ被かぶって寝る!!」



『……いや、それ、何の解決にもなんねーだろ……？』

　ギアの半眼のツッコミも最も早はや聞こえず、零れいはベッドへと突貫した──

　──プリュンッ。

「ひゃんっ……？」

（……あれ？　今、聞いたことが無い声がしたような……？）

　零れいはもちろん、ギアとも違う……女の子の声。水晶の鈴を転がした如ごとき、耳に心地ここち好よい響き。

（……それに、これは何だろ？）

　ブランケットに潜り込んだ零れいの顔に当たる、弾力に富んだ絶妙な感触。甘あま酸ずっぱい香りも零れいの嗅覚を楽しませる……何か。

（……枕、ではなさそうな……？）

　撫なでてみると、表面は布っぽいのだが。……ただ、どうしてか、零れいがそれに頰ずりする度に、「あっ……」とか「んっ……」とかいう女の子の声が聞こえる……。

（……な、何なんだ、一体？　こ、この状況で目を開けたくはないんだけど……くぅっ!!）

　実はこのベッドは幽霊たちの罠わなで、自分は今、名めい状じようし難がたい邪神的な何かにしがみ付いている可能性も胸を過ぎり、零れいは追い詰められた心持ちでブランケットを跳ね上げ、開眼した──

　──結果を先に言えば、それは毒々しい肉塊とか触手の塊とかではなかった。

「……うぅん……？」

　眉根を寄せ、悩ましげな吐息を漏らす表情は少し苦しげながら、まるで天から降りた天使の如ごとき神秘性と、森の奥から迷い出てきた妖精のような愛らしさを同居させている。

　その美貌を飾る白銀色の髪は、長さこそ肩や首筋に掛かる程度だが、艶つややかに光を反射して煌きらめき、星をより合わせて紡つむいだ糸のように感じられた。

　腕や脚は長めで細く、たおやかで、腰など抱き締めたら折れてしまいそうだった。けれど、お尻は小ぶりながらも弾むような稜りよう線せんを描いており、もぎ立ての瑞みず々みずしい桃を連想させる。

（……いや、『ような』じゃなく、実際に素晴らしい弾力で桃以上に瑞みず々みずしかったけれども!!）

　零れいがそれを知っているのは、実際にそこに顔を埋めていたからである。撫なで回まわしさえもした。

『……零れい、お前さぁ……』

　すぐ傍かたわらでそれを観察していたギアの声は、呆あきれを多分に含み、冷え切っていた。

　零れいが飛び込んだベッドには先客が居たのである。それは、どうにも幽霊の仲間とは思えない生きた女の子。本当に輝いているかのような可か憐れんさで、零れいの目を惹ひき付つける……。

　──そして、身に着けているのは白と紫のストライプ柄のショーツだけだった。
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（だから、体型の描写がああも詳細だったんだけどね!?　いや、こんなに浮世離れした雰囲気の娘が、こうもちょっと子供っぽい可愛かわいい下着を着けてるとか、ギャップがあってまた──）

「……ふぅん……っ」

　──鼻に掛かった吐息を零こぼし、銀髪の少女が寝返りを打つ。それまでの俯うつぶせに近い姿勢から、仰向けへ。結果的に、今まで隠れていた少女の胸部が露あらわになって……。

　……大きさ自体は、黒姫ヘイヂエンやアイギスに負けるだろう。だが、零れいと同年代と思おぼしき歳としから分析すれば、充分大きい。しかも、八〇ｃｍ台後半と目測される銀髪少女のそれは、数万、数億に及ぶデータを解析し、導き出した最適解を３Ｄ化した如ごとく非の打ち所が無い美しさで──

（──あれ？）

　ただ一点を除いて。零れいがそれに気が付いたその瞬間──パチリと銀髪の少女の瞼まぶたが開いた。

　……寝起きは良いのか、彼女の瞳は瞬時に焦点を結び、ベッドに横たわる自身へ覆おおい被かぶさる零れいを捕捉する。彼女の虹こう彩さいに囚とらわれた刹那、零れいは魂までそこに吸い込まれた風に錯覚した。

（う、わ……!?　何、この娘の目……!?）

　ギアのような紅に見えたかと思えば、初ういの如ごとき琥こ珀はく色に変じる。零れいよりずっと澄んだ青色になったかと思えば、彼女自身の髪とお揃そろいの銀色へと姿を変えた。光の加減で千変万化に変容するその瞳の色は、まさに虹。文字通りの虹こう彩さい……。

　……それに思わず見入っていた零れいは、気が付くのがかなり遅くなった──

「──は!?　も、もしかして、今の僕……この娘から見れば、完全に寝込みを襲おうとしてる強ごう姦かん魔まにしか考えられないのでは……!?」

『間違いなくな。……というか、本当に気付くの遅えよ!?』

　ギアの非難に慌てて身を起こす零れいだが、少女の顔も身体も強こわ張ばり、頰が火の色へ染まった。

（これは、ぶたれる!?　それとも蹴られる!?　いや、ここは火星の地上じゃないんだっ。魔法をぶっ放される可能性も……!?　悲鳴を上げられて人が集まってくることも想定されるから……!?　と、とにかく、攻撃は甘んじて受ける！　そうされても仕方ないことは、まあ、したんだから……!!　でも、その後、ちゃんと誤解は解かないと──）

　歯を食い縛り、腹に力を入れ、零れいがそう腹を括くくり──と。

　……ポロポロと。少女の虹色の瞳から涙の粒が零こぼれた。

「……っ……っ……んっ……!!」

『……あ。泣いちまった……な』

　両手で口元を押さえ、嗚お咽えつを殺す少女。胎児のような姿勢へ縮こまる少女に、淡々とそれを指摘するギアに、零れいは頭を鉄てつ槌ついで強打された如ごとき衝撃を喰くらった。

（な、泣かれたぁぁ!?　罪悪感が半はん端ぱなくて……どんな攻撃を受けたよりも……きつい……!!）

　過呼吸染じみた喘あえぎを繰り返し、それでも何の言い訳も口から出てこない零れい。脳が、溶けた鉄を流し込まれて焼き切れてしまった如ごとき苦悩を味わいながら……しかし、運命は無情だった。

　……忘れてはいけない。ここがお化け屋や敷しき（ガチ）の中であることを──

　──カタンッ！

　突如響いた物音に、零れいが恐る恐る振り向くと……部屋の入口に立つ菊人形の姿。錆さび付ついているようにゆっくりと首を傾かしげ……作り物のはずの眼まなこが、爛らん々らんと光を放った気がした。

　──次の瞬間、部屋中に転がっていた物品が宙へと舞い上がる。零れいは目を見張った。

「これは……噂うわさに名高いポルターガイスト!?」

『そうだな、零れい。オレにもいつか使えるようになるかね……？』

「ギアは何を暢のん気きなことを言ってるんだ!?」

　誰も触れていないはずの物品が勝手に空中を飛び回ったり、揺れ動いたりする霊現象。叫ぶ零れいが載るベッドもガタガタ震動していた。そこ目掛けて、飛ひ翔しようする物品たちが殺到する。

「くっ……!?」

「──っっ!?」

　咄とつ嗟さに、零れいはベッドを飛び出していた──銀髪虹眼の少女を抱えて。零れいから離れられぬギアもそれに付いていく。腕の中で身体を硬くする少女に申し訳なさを覚えつつ、ベッドへと突き立った数十もの物品を視界の端に捉えたのなら、零れいとしても彼女を降ろすわけにもいかない。

（この場に残していくと、この娘の方に霊たちの矛先が向くかもしれないし……!!）

　見ず知らずの相手でも、そのせいで悲惨な結果になってしまったら……そう思うと、零れいには彼女を置き去りにする選択肢は選べなかった。

　とはいえ、このままでは目に毒なので、制服の上着を脱いで虹の瞳の少女に掛ける。

　部屋には、零れいが入る時に使った扉以外にもう一つ扉があった。入ってきた方の前には菊人形が陣取っている為ため、零れいはそちらから部屋の外を目指す。

　──それを阻止するように、ポルターガイストに操られた物品が零れいたちに襲い掛かってきた。全ては避けられない状況に、零れいは虹瞳の少女だけは守ろうと、彼女をより深く胸の中へ抱く。

「ぐっ……痛たたたたたたたたっ!?」

　幸いなことに、ぶつかってきた中に刃物や巨大な物、重量物は無かったようで、零れいは地味に痛いだけで済んだ。如何いかに霊現象とはいえ、実体の無いギアにも命中することは無い。──が、一つだけ、一部分のみだが尖とがった物が混じっていたらしく、それが激突した額から、零れいは一ひと際きわ強い痛みを味わった。……直後、生温かいものが衝突箇所から流れ出す感触……。

「……あ……」

　流血した零れいの顔を見上げ、銀髪の少女の虹色の双そう眸ぼうが大きく見開かれる。零れいが彼女を庇かばったことが伝わったようで……零れいは、やや引ひき攣つり気味ではあるが、彼女に笑い掛ける。

「諸もろ々もろの謝罪や弁明は安全な所まで逃げたらするから……今はじっとしててくれると嬉うれしい」

　……返事は無かったが、少女の繊せん手しゆが零れいのシャツの胸元をキュッと摑つかんだ。それを了承だと解釈し、零れいは再び部屋のもう一つの出口を目指して駆ける──

「──っ!?　ここでそう来るのかよ……!!」

　悪態を吐く零れいの眼前で、部屋のもう一つの扉から滲にじみ出でるように、ここに来る道程でも見た巨大な顔面が出現した。その口が、顎の骨が外れたように開かれ、人など軽く吞のみ込こめるほどの大穴と化す。……奈落に通じているように、奥には闇が満たされていて……何も見えない。

『……おい。あの口だけは、吞のみ込こまれたらヤバいんじゃねえか!?』

「…………っ!!」

　ギアの警告に、けれど零れいは唇を嚙かむしかない。進行方向上に待ち受けるどころか、こちらへ迫り来るその暗黒に、零れいは急には止まれない己の足を恨んだ。

　──あの口に吞のみ込こまれる。今のままではそうなると零れいは実感した。懐ふところの少女だけでも放り投げて助けたかったが、それも間に合わない。双頭竜の時に匹敵する死の予感が零れいに満ちた。

　カラカラに渇く零れいの喉。青の両目は巨大顔面霊の口内の暗闇へ固定され、動かせない。そこに広がる闇は、虚無は、零れいの心象風景に広がるあの光景に似ていた。

　──救命艇の小窓から見た、宇宙の闇に、虚無に。

（……嫌だ……駄目だ……！）

　沸き上がる感情がある。目前の光景と心中の風景を、絶対に受け入れたくないと。

（どれだけ手を伸ばしても届かなくて……泣き叫んでも誰も気が付いてくれなくて……そんな寂しい、一人ぼっちの宇宙は、嫌だ──）

　──そんな宇宙と同じ、空っぽな自分も嫌だ……!!

「だから、僕は──そこを満たすんだ!!」

　──その時、零れいの中でバラバラだったパズルのピースが揃そろってはまり込み、空回りを続けていた歯車たちが、その歯をカッチリと嚙かみ合あわせた……そんな感覚があった。

　……旋律は、自然と零れいの唇から溢あふれ出だす。




　湧き立て　聖泉

　沸き立て　血潮

　絶えず　止まらず　天さえも衝つけ




　一滴の雨粒は　ひび割れた大地を潤す　慈雨となり

　一滴の鮮血は　星無き夜を照らし出す　灯火を燃やせ




　一は十となり　百となり

　百は千となり　万となり

　やがて　無限の祝福となりて

　この宇宙そらという　聖杯を満たせ──




「遥はるかに、彼方かなたまで、無限なれ──《悠久の蒼エターナル・ブルー》!!」

　──零れいを中心に、蒼あおが……エーテルが膨れ上がった。

　だが、それは無作為に膨張するわけではなく、彼の眼前にそそり立つ巨大な顔面霊へ雪崩なだれ込こむ。顔面霊の口内の虚無へ蒼あおき奔流が突き刺さって──

　ズ……ズンッ!!

　──顔面霊が、物理法則に縛られぬはずのそれが、突然重力を思い出したかのように倒れた。ミシミシッと床を鳴らし、耐え切れなかったように弾はじけて、消える。

『他者の魔法を暴走させて……潰した!?』

　今、零れいが起こした現象を、ギアは正確に見て取った。萌もえ黄ぎの魔法、《女王の冥府》は、考え様によっては、本来は現実には影響を及ぼせない霊たちに、それを覆くつがえす力を与える魔法と言える。……今の零れいは、そこを自分の魔法で過剰なまでに強化することで、霊が現実への影響力を増す代わりに、現実よりの影響からも逃げられないようにしてしまったのだ。

『……あの巨大な顔面霊が、重力に囚とらわれて自重で潰れちまうように……!!』

　驚きよう愕がくの表情のギア。それは、ある種の対抗魔法カウンター・マギクラフト。新世代まほうつかい殺しと言える力。それを覚醒させた当人れいは、しかしそこで足をもつれさせる。

「ぅ、わっ……!?」

　初めて意図して魔法を使い、目の前の危機を脱し……張り詰めていた緊張の糸が切れたのだ。辿たどり着ついた部屋のもう一つの出口の扉に、零れいは身体を打ち付ける。銀髪の少女に傷を負わせぬよう、背中側から転倒するだけで精一杯だった。ギアもそんな零れいの動きに振り回される。

　──そこに、無慈悲に歩み寄る菊人形。その短い腕が包丁を振り上げ、漆黒のおかっぱ髪の向こうで、またも数え切れぬ物品がポルターガイストによって舞い踊る。

「く、そぉ……！」

　せめて虹色の双そう眸ぼうの少女だけでも守るべく、零れいは彼女の上に覆おおい被かぶさろうとして──

「……ま……待って、お菊……！」

　──当の彼女の呼び掛けに菊人形が止まった。空中を乱舞していた物品も一斉に床へ落ちる。

「…………………………へ？」

　目をパチクリとさせる零れいの隣で、ずっと引き回されて呆あきれ顔のギアが口を開いた。

『……いや、お前も案外鈍い奴やつだとは思ってたけどよ。今回のは筋金入りだぜ、本当に』

　ギアは、未いまだ零れいが抱き止めたままの銀髪虹瞳の少女を指差し、告げた。

『そいつが、萌黄・ブリュンヒルデ。この建物内で霊現象を引き起こしてた当人だ。ＯＫ？』

「……お？　おおぉぉぇぇええええええええええっっ!?」

　赤髪の幽霊少女と銀髪の死し霊りよう使い少女の間で視線を往復させ、零れいは素っ頓狂な声を上げた。




　数分後──散らかり放題だった室内は見違えるようになっていた。

　散乱していた物品……萌もえ黄ぎ作のアーティファクトだったという……は、動く菊人形、お菊に指揮された霊たちに片付けられ、室内は調度品が最低限だけ並ぶ本来の姿を取り戻している。

　この部屋の元々の役割は仮眠室なのだそうだが、萌もえ黄ぎが開発途中のアーティファクトを持ち込み、寝落ちするまで弄いじるということを繰り返している内にあのようになってしまったらしい。

　──そして、きちんと見えるようになったこの部屋の床に、零れいは直じかに正座させられていた。ギアだけでなく、お菊、巨大な顔面、腐乱死体、蒼あお白じろい腕の大群等などの霊たちに包囲されている。付近の机の上に置かれた小さな鏡には、零れいとそっくりな姿の霊も映り込んでいた。

　……この霊たちにとって、萌もえ黄ぎはまさしく女王なのである。そんな彼女の寝床に特攻した零れいは不ふ埒らち者もの以外の何でもなく……まあ、妥当な扱いだった。

『……にしても、使役されてる霊から使役してる当人を守ろうとするとは……』

　間抜けな話だと肩をすくめるギア。そんな彼女を、ベッドに腰掛けた萌もえ黄ぎが不可思議そうに見詰めていた。……流石さすがは死し霊りよう魔法の使い手、萌もえ黄ぎにはギアの姿が見えている。

「……あの……もしかして、ギア・リボルヴァ先輩……？　でも、その姿……？」

　萌もえ黄ぎの認識では、男だったはずのギアが幽霊として現れたら女になっていたのだ。当たり前だが混乱している様子である。それにギアは口をへの字にし、眼光を険しくした。

『……事情はその内に話すが、今のオレは女と認識してくれりゃいい。──そして他言無用だ』

　ギアの強い言葉に、萌もえ黄ぎがコクコク頷うなずいた。羽織っている零れいの制服の上着をギュッと摑つかむ。

　……手近な着替えが無かった模様で、萌もえ黄ぎは今もショーツ一枚の上に零れいの上着を引っ掛けただけの姿だった。前を合わせて出来る限り隠そうとしているが……胸元からは艶なまめかしい谷間が覗のぞいているし、真っ白く眩まぶしい太ふと股ももの間からは、白と紫の縞しま模も様ようも窺うかがえそうで──

「──大丈夫です邪念はこれっぽっちも抱いておりません本当です!!」

　お菊によって頰にピタピタと当てられる包丁に、零れいは懸命に許しを請こう言葉を重ねた。

　そんなこんなで、ギアがようやく、長らく棚上げにされていた本題を萌もえ黄ぎに持ち掛ける。

『……大まかな事情は話した通り。こいつに使わせる為ため、〈ベオウルフ〉を整備してもらいてえ』

　零れいを指差して告げるギアに、萌もえ黄ぎは困った風に顔を伏せた。虹色の瞳が零れいをチラリと見る。

（……うぅ、やっぱり、あんな痴漢的行為を仕掛けた僕に協力するのは嫌なんだろうか？）

　そう予想する零れいだが──萌もえ黄ぎの回答は、むしろそれの真逆だった。

「……わ、わたしがローブに触るの、迷惑じゃない……？　の、呪われそう……とか……」

「『………………』」

　萌もえ黄ぎの発言に、零れいとギアは顔を見合わせた。ある推測が頭に浮かぶ。今度は零れいから尋ねた。

「ええと……何でそう思うのかな？　僕は別に──」

「だ、だって、わたしの魔法で、とても怖そうにしていたし。……あ。こ、この制服の上着も、ごめんなさいっ。ちゃんと、洗って返すから……そ、それとも、弁償した方が……？」

「──いやいや、何で弁償とか!?　僕、これからも着るよ、それ！　むしろ、洗わないまま君の芳かぐわしい香りが残ってる状態でぐはぁっ!?」

　零れいは言い切ることを許されず、お菊に包丁を叩たたき込こまれた。……もっとも、刃ではなく峰の方であったことから鑑かんがみて、丸っきりの大外れな返答だったわけではないようで……。

　再度顔を見合わせた零れいとギアは、小声で意見を述べ合う。

「ねえ、ギア。もしかして彼女って──」

『──オレもそう思う』

　皆まで言わずとも、ギアは零れいの考えに同意した。

（この娘、周囲から虐いじめられてたんじゃないか……？）

　いや、ギアがこれまで気付かなかったことから、はっきりとその手の行為があったわけではないのかもしれないが……この類いのことは、やっている本人は悪意に乏しくても、やられている側は耐えかねている場合も多いわけで……。

「……あのさ、萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさん。君が触った物は呪われるとか、誰かから言われたこと……実際にある？」

　零れいの質問に、萌もえ黄ぎのか弱そうな肩がビクンッと跳ねた。……図星らしい。

「……ちゅ、中等部の頃に……同級生、に。わ、わたしがローブに触ったら……泣いちゃって」

　萌もえ黄ぎからの説明を聞き、零れいは天井を仰いだ。

（……確かに、さあ……！）

　萌もえ黄ぎを怖がる生徒も、このアリストテレスには居るだろう。天才的なアーティファクト技師であり、新世代としても桁違いに強く、極め付けに使う魔法が死し霊りよう使役という恐怖の代名詞的なもの。……ブリュンヒルデ・コーポレーションという巨大企業のＣＥＯ令嬢なことも、この場合はマイナスに働くか？　少しでも気を損ねたらどんな目に遭わされるか解わからない……と。

　そんな風に萌もえ黄ぎを恐れ、畏れていた生徒たちが、思い込みで被害妄想を拡大させていったとしたら……萌もえ黄ぎに少し関わっただけで恐怖に駆られ、過剰な反応を起こしてしまうのも想像に難かたくない。ただ、多くの者が失念していたのは、それが萌もえ黄ぎの方も傷付けるという点であり。

（そんな風に周りが自分に怯おびえるのを見て、自分の方から殻に閉じ籠もっちゃったのかな？）

　その果てに今の萌もえ黄ぎがある。何とも痛ましい気持ちが零れいの胸に満ちた。

　ポツリポツリと萌もえ黄ぎが言葉を続ける。

「……ギア・リボルヴァ先輩も……わたしが造った〈ベオウルフ〉を、一度も使わなかったし。や、やっぱり、わたしが造ったから、呪われているって、思っていたのかなって……」

「……おい、こら、ギア」

『……正直、そこは本気で悪ぃ……!!』

　ギアが生前避けられていた理由は自じ業ごう自じ得とくだった。半眼の零れいの前で、ギアが土下座する。

（……うん、事情は大体把握出来た。出来た上で──）

　──腹は決まった。零れいは真まっ直すぐに萌もえ黄ぎを見据える。萌もえ黄ぎは肩を縮こまらせた。

「萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさん」

「……う、うんっ」

「僕の〈ベオウルフ〉を整備して下さい。君の造ったあのローブで、僕は宇宙に出たい」

「……ぅ、え、え？」

　平身低頭で頼み込んだ零れいに、萌もえ黄ぎは目を白黒させる。……怖々と訊きき返した。

「……早はや霧ぎり、くん……わ、わたしのことが……怖く、ない、の……？」

「──いや、正直凄すごく怖い。ぶっちゃけ、今にもちびりそう」

「ええっ!?」

　お菊たちに囲まれ、ガタガタ震える零れいの正直な物言いに、萌もえ黄ぎが涙目になった。

「……でも、怖い以上に放っておけないって、何ていうか、その……愛おしい？　そんな風に思えた。君と繫つながりを持ちたい、繫つながってたい……絆きずなが欲しいって、そう思えたから!!」

　零れいが右手を萌もえ黄ぎに差し出す。

「僕と仲間になって下さい！　一緒にこの宇宙を往く仲間に!!　……だ、駄目かな？」

　最後、ちょっと自信無さげになった零れいへ、ギアが半分呆あきれた、半分尊敬した眼まな差ざしを向けた。

『……お前、そういうことさらりと言っちまうんだな……』

「……え？　僕、何か間違ってた!?」

『……いや、そうじゃなくてな……』

　焦あせる零れいを尻目に、ギアが見た萌もえ黄ぎは顔を俯うつむかせていた。……が、髪から覗のぞく耳が朱色である。

（……まあ、そりゃあ、なあ……）

　アリストテレスはほぼ女子校。ギアが居たとはいえ、彼女も本当は男装の麗人。この学校の生徒たちは、男性との接触が極めて少ない状況なのである。その中で、萌もえ黄ぎは仮想男性となるギアさえも避けていたわけで。超大企業のＣＥＯ令嬢という立場からすれば、アリストテレスへの入学前も、箱入り娘として異性との接触は制限されていたのではないだろうか？

（……そんなのが、ああも情熱的に口説かれたんだからな……）

　頭が茹ゆだっても仕方がないだろうとギアは思う。萌もえ黄ぎの心臓の鼓動さえ聞こえてきそうだ。

　そして、当の萌もえ黄ぎは顔を上げないまま、掠かすれた声を上げる。

「……わ、わたしで良ければ……その、〈ベオウルフ〉の整備……やってあげる」

　──何であれ、萌もえ黄ぎにとってこんな風に求められたのは……周囲に怖がられた部分も含めて欲しいと言われたのは、初めてだったのかもしれない。それはきっと、彼女からしてみれば、飛び上がりたいほど嬉うれしいことであったはずで。だから萌もえ黄ぎは……零れいに頷うなずいてみせる。

「本当っ!?　ありがとう、ブリュンヒルデさん!!」

「ぴぅっ!?」

　喜んだ零れいに手を握られ、萌もえ黄ぎが硬直する。……けれど、すぐに自信無さげに零れいを見詰めた。

「……で、でも、わたしと一緒に居るところを見られたら……早はや霧ぎりくんも避けられるかも……？」

「その辺は、もう大概の生徒から距離を置かれてるし大丈夫！　むしろ、ブリュンヒルデさんと一緒に居られれば、それで荒すさんだ心も癒いやされるから!!」

「……っ、わ、わたしなんか……癒いやしには──」

「──いや、なるよ！　白銀色の髪は神秘的だし、虹色の瞳は幻想的だし、僕、初めて見た時は、本当に天使か妖精かと思ったしさっ！」

『……なあ、零れい。その辺にしとけ？』

　萌もえ黄ぎを褒めちぎる零れいへ、ギアが忠告を飛ばす。もう、萌もえ黄ぎが耐え切れなさそうな赤面具合であるからだが、聞こえていなかったようで、零れいはさらに突っ走っていく。

「プロポーションも、手足が長くて腰が細くて凄すごく綺き麗れいだしっ。お尻も桃みたいで食べちゃいたいくらいで！　胸なんてもう、芸術品っ！　美乳としか言い様がなくて、あ、でも──」

　……ふと、零れいは首を傾かしげた。

「──でも、胸の先端は、何か乳房の中に埋もれちゃってるというか、むしろ窪くぼんでるというか……？　だけど、逆にそれがエッチというかドキドキするというか……!!」

『……ぅおい、零れい』

「おぅっ!?　な、何だよ、ギア？」

　耳元でドスが利きいた声を響かせたギアに、零れいはようやく彼女へ向いた。赤毛の幽霊は嘆息し、萌もえ黄ぎを示す。……銀髪の少女は虹色の目に涙さえ浮かべ、プルプル震えていた。その首から上が、マグマのような色と化して蒸気を上げている。

『……女の陥没乳首はな。男の包茎みたいなもんだから……触れてやんな？』

「……お、おぅ……」

　諭すギアと、きっとコンプレックスだった身体の部位を見られていた事実に死にそうな様相の萌もえ黄ぎに、ばつが悪げに首肯する零れいだが……やや、遅かったようだ。

　──シャーコ、シャーコッ！

　……そんな音に振り返った零れいの視界に飛び込む、包丁を研ぐお菊の姿。暫しばし刃の輝きを確認した彼女（？）は──やけにゆっくりと零れいを見み遣やる……。




　──零れいの本気の悲鳴が萌もえ黄ぎの研究所に響き渡ったのは、直後のことであった……。




☆　　　　☆　　　　☆




　……なお、この話はこれで終わったわけではなく──

「──それで、あの、〈ベオウルフ〉は、今何処どこにあるの……？」

「僕も今住んでる男子寮だよ。隠し地下室に保管されてるんだ……って、そういえば、ギア。あれ、どうやってここまで運ぼうか……？」

『……考えてなかったな。手で持って運べる代物でもねえし、車が必要になるか……』

　萌もえ黄ぎの問いで新たな問題に気付き、悩む零れいとギア。そんな二人に、怖おず怖おず萌もえ黄ぎが提案する。

「……何なら、わたしが男子寮に行く、けど……？　め、迷惑でなかったら……っ」

「迷惑なんてとんでもない！　ブリュンヒルデさんが来てくれるなら大歓迎だよ!!　どうせ、住んでるのは僕と義妹いもうとだけだしね。むしろ、賑にぎやかになるから嬉うれしいよっ」

『──あ。ちょっと待て、零れい……って、駄目だ、聞いちゃいねえ……』

　嫌な予感がし、零れいを止めようと囁ささやいたギアだが……零れいはそれを聞き逃してしまった。そんなわけで、萌もえ黄ぎが男子寮へと来ることになったのだが──

　……義兄が見ず知らずの少女を連れて帰ってきたのを迎えた初ういの反応を、ここでは語らない。

　ただ、後に零れいが語ったところによると──





「──あの日遭遇したどの幽霊よりも、寮に帰って見た初ういが一番怖かった……!!」
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　──それから、半月の時間は矢の如ごとく過ぎた。

　ギアと萌もえ黄ぎの協力を得た零れいは、そこに初ういも加わった特訓を経て、試験当日を迎えたのである。

　アリストテレス高等部一年生たちは、学園が保有する宇宙艦艇に乗り込み、既に試験の舞台たるスペース・デブリ帯まで移動を完了していた。

　零れいは今、内一隻の一角に設けられたホテルのロビー風の空間に居る。本来は地球上に発生し、そこで暮らしてきた人類にとって、宇宙は多大なストレスを与えてくる世界だ。それの軽減の為ため、宇宙用船舶には、それがたとえ軍用のものであっても、このようなリラックス・スペースが設けられている。中には植物園やら人工の浜辺まで造られた船もあるそうな。

『──零れい』

「……ん？」

　零れいの肩に手を置いて宙に浮くギアが、彼の名を呼んだ。零れいは広々とした窓から、もう少し後には自らが飛び出すことになるデブリ帯を見ていた視線を外す。いつも通りのドレス姿のギアが、ロビー風スペースの出入口を指した。気付けば零れいとギア以外誰も居なくなっていたここに、銀髪虹眼の少女が躊躇ためらいがちに足を踏み入れてくる。

「零れいくん、こんな所に居たんだ……ぅ、な、何っ？　ちょっと目が……怖い……」

「──あ。ご、ごめん、萌もえ黄ぎちゃんっ。その、ローブ姿だったから……見み惚とれちゃって」

　零れいの言い訳に、萌もえ黄ぎの頰が朱に染まった。今の彼女は、頭部のフルフェイス・ヘルメットは装着していないものの、首から下はローブを着用済みである。必然的に、全体としては細身であるが、出るべき所は出たプロポーションが露あらわになっていて……。

「……そ、その……は、恥ずかしいから、あまり見ないでくれると……嬉うれしい、の」

「う、うん、了解っ」

　萌もえ黄ぎの訴えに頷うなずくが、零れいの目線は極薄フィルムで真空パックされた如ごとき萌もえ黄ぎの美乳や美尻へ引き寄せられてしまう。萌もえ黄ぎの頰が放つ熱が、零れいの方にまで伝わってくるようで──

「──義兄にいさん、お別れする覚悟は出来ましたか？　……視力と」
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「ごめんちょっと待って僕が悪かった反省するからチョキの形にした手を降ろそうか初うい!?」

　いつの間にか距離を詰め、人差し指と中指だけを立てた右手を零れいの双そう眸ぼうに向けて振ふり被かぶっていた義妹を、義兄は必死で落ち着かせる。

「……もう。試験開始の時刻は近いんです。義兄にいさんは一組目なんですから、そろそろローブを装着した方が良よいのではないかと呼びに来てみれば……!!」

　全然笑っていない両目が憤慨の強さを表している初ういに、零れいは顔の前でパタパタと手を振る。

「そ、そうだね、初ういっ。……あ。もしかして萌もえ黄ぎちゃんも、それで呼びに来てくれたの？」

「……う、うん……」

　気が付いて問う零れいに、コクンと首を縦に振る萌もえ黄ぎ。……そんな二人に、初ういの頰が膨れる。

　……どうも、零れいと萌もえ黄ぎが名前で呼び合っているのが気に入らないらしい。姓の早はや霧ぎりでは、零れいと初ういのどちらに呼び掛けているか解わかり難にくかろうと零れいが提案し、「それなら……」と萌もえ黄ぎも名前で呼ばれることを望んだので、今の形になっただけなのだが。

『……萌もえ黄ぎだけちゃん付けなことも気になるんじゃねえか？』

　ギアの指摘に、零れいは「うーん……」と唸うなる。

「……萌もえ黄ぎちゃんは、無防備だったり仕草が幼げだったりで、ちゃん付けのイメージだから」

『……じゃあ、呼び捨てのオレは何なんだよ？』

「ギアからは最も早はや女を感じないし。男……いや、むしろ『漢』？」

『はっはっは。よし、零れい、ちょっと歯ぁ食い縛れ!!』

　砲弾の如ごときギアの膝が零れいの頭を薙ないだ。「ぐふっ!?」と上体を揺らす零れいを、萌もえ黄ぎがオロオロと見守る。……この場で唯一ギアが見えない初ういは、義兄の奇行的な反応に微妙な表情をしていた。

　……相変わらず、ギアは零れいにだけは触れる。死し霊りよう魔法の使い手、幽霊の専門家である萌もえ黄ぎに確認したところ、やはり零れいの肉体にギアの血肉が混ざっているのが原因の可能性が高いそうだ。

　それから、零れいとギアが接触し続けていなければならない理由も、一応の解答は得られている。

『霊は、生前の自分に縁が深い物や場所に縛られて、そこから動けなくなることがあるから。リボルヴァ先輩も、多分それ。零れいくんには、リボルヴァ先輩の血肉が混ざっているし……』

『……もしかして、「憑ひよう依い霊れい」ってやつ？』

　ふと零れいが思い付いた単語に、萌もえ黄ぎは『うぅん……？』と首を傾かしげたものだ。

『……憑ひよう依い霊れいは、霊の意思で対象に憑つくものだから。霊自身の意思で離れることも、出来るの。菊人形に憑ついているお菊も、これなんだけど。……自力で零れいくんから離れられないリボルヴァ先輩は……土地に縛られてそこから動けなくなっている「地縛霊」に近い、と思う。……でも、「地」に縛られているわけじゃ、ないから……「人」に縛られているから……「人縛霊」？』

『……どうする、ギア？　君の存在が幽霊の新たな地平を拓ひらいたぞ』

『……全っ然、嬉うれしくねえよ、零れい……』

　本当に零れいとギアを引き離せないのか？　萌もえ黄ぎも交えて色々と検証もしてみたが──

『──試しに零れいを何処どこかに括くくり付つけて、オレをお菊たちに引っ張ってもらおう。オレ一人の力では無理でも、他の霊たちのパワーも加わればオレと零れいを引き剝がせるかもしれねえ!!』

『……痛い痛い痛い痛い痛い!?　というか、今ゴキッていった、ゴキッて!!』

　……無理矢理引っ張られた零れいの関節が外れるなどして、彼が痛い思いをするだけに終わった。

　ギアの未練を晴らし、彼女を成じよう仏ぶつさせる以外に、二人を引き離す方法は無いようである。

『……その未練も、今日を乗り越えれば、ほんの少しは軽くなるのかね……？』

「………………」

　ギアがポツリと漏らしたその言に、零れいは答える言葉を持たなかった。

（だって……何だこうだ言って、僕に触る時のギアって少し嬉うれしそうだしさ……）

　……幽霊になり、生きている存在や形ある物品に触れなくなったギアにとって、唯一の例外である零れいは、少なからず安心感をもたらす存在なのだろう。

（……自分以外の誰にも触れられないって、つらいからね……）

　……赤子の頃、孤独に宇宙空間を漂流したことがある零れいには、そこは理解出来るのだ。

（それでギアに同情して、いつまでもこのままでとは思わないけど。真剣に困ることが多いし！）

　入浴時とか排はい泄せつ時とか。……他にも、一〇代の男子としての溢あふれ出でる衝動を処理する時など。

（ギアの来世に幸多からんことを祈り、なるべく早くに成じよう仏ぶつして頂きたいと願う所存です!!）

　……などと胸中でのたまっていた零れいの右腕が、グイッと初ういに抱え込まれた。迫る試験開始の時刻を忘れているようにのんびりしている義兄と萌もえ黄ぎ（＆ギア）に、些いささか立腹してきたらしい。

「もう！　本当に時間が差し迫っているんですから、早くローブを装着しに行きましょう!!　……義兄にいさん、何ですか、その意外そうな目は？」

「……いや、実は初ういも、あるにはあるんだな……と」

　何がと言えば、胸の膨らみが。初ういも今、萌もえ黄ぎと同様にヘルメットを外したローブ姿で。間に挟むのが超極薄のフィルム的な生地だけであれば、微かすかな弾性も感じ取れたのである──

　──直後、零れいの右腕は義妹によって、へし折れるギリギリまでねじり上げられた。

「痛い痛い痛い痛い痛い!?　ごめん、初うい！　僕が悪かった!!」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　もう、これだからローブは嫌いなんです!!」

　ワタワタする萌もえ黄ぎを尻目に、零れいが謝るまで折せつ檻かんを加えた初ういは、恨めしそうに自らのローブを見下ろした。右肩と右肘をさすりながら義妹の視線を追った零れいは、疑問を覚えて頭を傾ける。

「……あれ？　初ういのローブって、デザインがちょっと変わってるね？」

「そうですか？　今、人気が高いローブで、着ている宇宙魔法士も多いんですよ」

「ええ？　でも、それ……？」

　初ういの主張に零れいが疑いを抱くのも無理はなかった。ローブはエーテルの吸収を妨げないよう、極薄の生地で素肌に密着させるのが普通。だが、初ういが纏まとうそれは、上半身の胴部はそれを踏襲しているが、袖は途中から大きく広がり、和服の振袖の如ごとくなっている。下半身など、所々にスリットが入っているものの、袴はかまのようなパーツが追加されていた。……これではエーテルの吸収効率が下がってしまうように思えるのだが……？

「……今年の初めから販売されている、〈巫かんなぎ〉ね。開発・製造元の『御み嶋しまカンパニー』の本社がある、地球の東洋の島国の、女性神職者の装束にシルエットが似ていることが、名の由来」

　……アーティファクト技師としての血が騒いだのか、萌もえ黄ぎが解説を開始した。

「……この振袖と、袴はかまに似た部分には、一時的にエーテルを貯ためておけるの。……で、でも、男性新世代の丹田ほど長時間蓄積させておくことは出来なくて、最長でも数秒程度なんだけど。その蓄積されたエーテルを一気に消費、上乗せして、魔法の威力や効果を増幅出来るの……」

　要するに、コンデンサーのような機能を有しているのだと、萌もえ黄ぎは語る。

「……確かに、エーテルの吸収効率は下がってしまっているから、魔法を連発するには向いていないんだけど……大きな魔法を一発使うことに関しては、かなり優秀なローブ、ね」

「へえ……」

　萌もえ黄ぎから教えられた初ういのローブ、〈巫かんなぎ〉の特徴に、零れいの目から鱗うろこが落ちた。確かに、初ういのような転移魔法の使い手なら、魔法の連続使用より、より遠くへ転移出来ることに重点を置くべきかもしれない。その考え方ならば、魔法の効果を増強する〈巫かんなぎ〉は、実に初ういに合ったローブである。転移魔法と同じ方向性の魔法は他にもあるはずであり、人気が高いことも頷うなずけた──

「──でも、〈巫かんなぎ〉の人気の一番の理由は、比較的体型が解わかり難にくくなるから、なんだけど……」

「……義兄にいさん。何ですかその『凄すごく納得！』と言わんばかりの顔は!?」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

　萌もえ黄ぎの蛇足に余計な感想を顔に出してしまった零れいは、初ういにスリーパーホールドを掛けられた。頸けい椎ついが悲鳴を上げる中、後頭部に感じる微かすかな弾力が唯一の救いである。

　……義兄への二回目の折せつ檻かんを完了した初ういは、そこで萌もえ黄ぎを見て眉根を寄せた。

「……そういえば、ブリュンヒルデさんのローブは何処どこのメーカーですか？　カタログで見た記憶が無いんですけど……？」

　零れいはローブの種類に詳しくない為ため、解わからなかったが、初うい曰いわくそうらしい。言われてみれば、上半身にジャケット染じみたパーツが装着されており、シルエットが他のローブと一線を画しているように見受けられる。

「……こ、このローブ……自作だから。まだ実験段階だけど……少し、試してみたくて……」

「「──自作!?」」

　さらりと述べられた萌もえ黄ぎの爆弾発言に、早はや霧ぎり義兄妹は素っ頓狂な声を上げた。

「……ローブって自作出来るものなの？」

『普通は出来ねえよ。萌もえ黄ぎだからこそだ』

　零れいにギアが首を横に振る。まさに、天才アーティファクト技師・萌もえ黄ぎの面目躍如だろうか？

「……ちなみに、名前はあるんですか？」

「い、一応、付けているけど……〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉」

　初ういの質問に、気後れ気味に答える萌もえ黄ぎ。『ＥＸＡＭ』は実験機の意だが……それでも萌もえ黄ぎ自身の姓、ひいてはブリュンヒルデ・コーポを表す名を冠する点から、自信作であることが窺うかがえる。

「──あれ？　その〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉が萌もえ黄ぎちゃんの自作だってことは……僕の〈ベオウルフ〉と兄弟機……姉妹機？　そういうことになるのか？」

　零れいが何気なく呟つぶやいた台詞せりふに、萌もえ黄ぎの頰には火が点つき、初ういの表情は凍り付いた。

「……え、ええと……そ、そういうことに、なるのかな……？」

「……義兄にいさんとブリュンヒルデさんが、お揃そろい？　そういえば、私とブリュンヒルデさんは試験で同じ組でしたよね？　良い試合をしましょう。ええ、本当に……」

「──え？　あ……その……っ!?」

　満面に友好的な笑みを浮かべながら、全身からはドス黒いオーラを迸ほとばしらせる初ういの求めた握手に、萌もえ黄ぎは一歩下がって圧倒されていた……と──

『──零れい！』

「……ギア？」

「……ん？　──っ！」

　萌もえ黄ぎが来た時よりも鋭いギアの声に零れいが振り向くと──その原因も零れいたちに気付いた。取り巻きを引き連れた……黒姫ヘイヂエン。確執がある三人がこの場に揃そろっていることに、小さく舌打ちする。

　……それでも、無視したり踵きびすを返かえすことの方こそ黒姫ヘイヂエンには許せなかったらしい。彼女は眉間に皺しわを刻み、零れいたちの方へ歩み来る。それだけで、一応は笑顔だった表情を初ういは牙を剝むく如ごときものへ一変させた。飛び掛かっていきそうな義妹を、その肩に手を置いて抑える零れい。萌もえ黄ぎは彼の背中に身を隠す。……その様子を、ギアが複雑そうに見下ろしていた……。

　鼻を「ふんっ」と鳴らした黒姫ヘイヂエンが、零れいを一いち瞥べつしてますます眉間の皺しわを深くする。

「……こんな時間になってもローブを纏まとっていないのか。余裕だな、早はや霧ぎり零れいっ？　……その上、義妹いもうとだけでなく萌もえ黄ぎも手て懐なずけたか。本当に手が早い……」

「そういう君はローブ姿で気合い充分だね……って、さ、流石さすがに気合い入り過ぎじゃないっ？」

　全身を強こわ張ばらせる萌もえ黄ぎに、即刻口撃を繰り出そうと身構えている初うい。この二人と黒姫ヘイヂエンを会話させるのはまずそうだと、零れいは率先して口を開いたが……途中から思わず素の声が出た。
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　零れいの視線が己の首元から爪先までを往復していることを察した黒姫ヘイヂエンは、顔を紅葉色に染める。

　二人の反応も仕方がなかった。黒姫ヘイヂエンもまたヘルメット未装着のローブ姿だったが……彼女のローブのインパクトは〈巫かんなぎ〉も〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉も凌しのぐ。何せ……透けていた。

　ローブの生地が素肌に密着し、体型の大半が露あらわになっている初ういと萌もえ黄ぎも相当煽せん情じよう的てきな格好だが、黒姫ヘイヂエンの場合、それに加えてローブの生地の大部分がシースルーになっている。恐らく、用いられている生地が、〈巫かんなぎ〉や〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉と比較しても格段に薄いのだ。乳房の頂点や股間の最も女性的な部分は流石さすがに透けてはいないが……それ以外の部分は、黒姫ヘイヂエンの肌のきめ細かい質感が解わかるほど丸見えだ。

　……思い返せば、零れいが黒姫ヘイヂエンを初めて目にしたアンフィスバエナ襲撃直前にもこれを着ていたのだろうが……あの時は軌道エレベーターのゴンドラの窓越しであったし、少し距離もあったことから気が付かなかったのである。

（いやぁ、眼福眼福……なんだけどっ。それよりも驚きよう愕がくの感情の方が大きい……!!）

　……零れいをしてドン引くという時点で、その凄すさまじさは解わかろう。初ういなど、満ち満ちていた攻撃衝動を瞬またたく間まに引っ込め、怯おびえの表情すら覗のぞかせていた。

「……あの、あなた。こう言うのは失礼かもしれませんけど……そのローブ、正気ですか？」

　初ういからの震える声での質問に、黒姫ヘイヂエンは色々な感情が振り切れた顔をした。何も言い返さないまま、回れ右してロビー・スペースからも出て行く。彼女の取り巻きも足早にそれを追った。……なお、黒姫ヘイヂエンのローブは背中側も凄すごかったことを追記する。具体的には……お尻丸出し。

「……な、何だったんだ……!?」

「おかしいです狂気ですあんな格好を素面しらふで出来るなんてどんな脳の構造をしているんですかまさか本物の痴女ですか義兄にいさん駄目です近付いてはいけません……!!」

「──〈ディーヴァ〉。……ローブ業界において、ブリュンヒルデ・コーポうちに次ぐシェアを誇る『エリュシオン』社の代表的なローブ……なの」

　冷や汗ダラダラの零れいをガクガク揺さぶる初うい……そんな義兄妹へ、萌もえ黄ぎが静かに語り出した。

「エーテルの吸収効率を突き詰めた機体で……発売は三年前、わたしたちがアリストテレスの中等部へ入学した年……なんだけど。それからマイナーチェンジは何度か行われているけど、基本構造は変わらないまま、今も第一線であり続けている傑作……ね。エーテル吸収効率は、未いまだ全ローブ中一位……」

「……あんなびっくりするほどスケスケなのは、エーテル吸収効率を極限まで上げた副作用か……。何というか、僕の〈ベオウルフ〉……アーマーローブとは真逆だね」

　どうにか納得した零れいの抱いた印象に、萌もえ黄ぎは頷うなずいて同意する。

「うん……ああいう機体だから、〈ディーヴァ〉はルーンの刻印も本当に最小限に留とどめているの。そういう意味でも、〈ベオウルフ〉の真逆……対極と言える、かも」

「……だね」

（〈ベオウルフ〉と〈ディーヴァ〉だけじゃなく……僕と神さんも）

　零れいは、自分の未熟さを〈ベオウルフ〉の高性能、多機能で補おうとしている。対して黒姫ヘイヂエンは、ローブ自体の性能は捨て、自分の魔法プラネツト・フオースを最大限に活いかそうとするスタイルなのだ。

　……それは、零れいには出来ない。エーテルの増幅という応用性の低いものが自前の魔法である零れいは、その分をアーティファクトで補わなければ宇宙空間でまともに働けないのだ。転移魔法の使い手の初ういも同様。死し霊りよう魔法使いの萌もえ黄ぎなら出来るかもしれないが、アーティファクト技師でもある萌もえ黄ぎは、アーティファクトの有用性も理解している。そんな方向性はまず取らない。

　重力操作という、攻撃にも防御にも移動にも、幅広く応用が利きく魔法を有し、それを高水準で扱える黒姫ヘイヂエンだからこそ取れるスタイル……。

「……地力に本当に自信がないと、選べないスタイルだね……」

「……天才が天才であることを見せびらかしているようですね。気に入りません……」

「……そうじゃ、ないよ」

　零れいと初ういの総評に、萌もえ黄ぎが否定の弁を被かぶせた。「「ん？」」と疑問の視線を萌もえ黄ぎに向ける義兄妹だが──それで視界内に飛び込んだ時計の示す時刻に、零れいの顔から血の気が引く。

「……ヤ……バいっ、もうこんな時間!?　冗談抜きで試験に遅れる……!!」

「──もう全然時間が無いじゃないですか!?　だからのんびりし過ぎだと言ったんですよ!!」

「い、急いで……!!」

　バタバタと、零れい、初うい、萌もえ黄ぎがロビー・スペースを駆け出て行く。それに引っ張られながら、黒姫ヘイヂエンが現れてからずっと黙り込んでいたギアは、誰にも聞こえないように小声で呟つぶやいた。

『……黒姫ヘイヂエン、オレは……そんなつもりでお前を助けたんじゃ、ねえ……』
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　試験の舞台たるスペース・デブリ帯まで高等部一年生たちを運んだ、アリストテレス保有の宇宙艦艇の一隻、〈マリアディアナ〉。一応、この船団の旗艦扱いであるそれの艦橋の艦長席に座し、アイギスはデブリ帯を見詰めていた。

　そこへ、双子の秘書の裸眼の方、学園長としてのアイギスを補佐するエリカが声を掛ける。

「……学園長自ら出向かれる必要は無かったと思いますがぁ……」

「──いえ、わたくし自らこの目で見ないで、何になるというのですか」

　エリカの言葉を、アイギスは首を横に振って否定する。

「……九番目の男性新世代、早はや霧ぎり零れい君が、これからアリストテレスでどう生きていけるかが、この試験で試されるのです。彼にとっては、試験というよりも試練となるでしょう。それを、アリストテレスの学園長であるわたくしが見ずに、他の誰が見るべきと言うのです、エリカ？」

　アイギスの台詞せりふに、エリカは微かすかに首を傾かしげる。

「……今回の試験で早はや霧ぎり零れい特待生が及第点に到いたらなかった場合、その処遇を検討し直すというお話でしたがぁ……？」

　アイギスの言い分は遠回しだったが、零れいがこれからも、たとえ今回の試験で及第点とならずとも、アリストテレスで学んでいけるような口ぶりだった。

　エリカの指摘に、アイギスは年頃の娘に戻ったように笑う。

「早はや霧ぎり君が及第点に到いたらなかった場合は、その処遇を再度検討しますよ？　ですが……検討をしたからといって、それが退学・放校という結論になるとは限りません」

「……そういうことでしたかー。納得ですー」

　これが、黒姫ヘイヂエンという小娘では決して届かない、アイギスの老ろう獪かいさなのだろう。呆あきれと称しよう讃さんがない交ぜになった顔でエリカが頷うなずく。

　そこで、アリストテレス市長としてのアイギスの秘書、眼鏡のマリカが口を挟む。

「市長。試験開始前にお耳に入れておきたいことが」

「何ですか？　続けて下さい」

「三週間前にシノンシオンを襲った──ギア・リボルヴァ特待生を殺あやめた双頭竜型異星幻獣が、ようやく再捕捉されたそうです。間もなく討伐に移ると」

　この一週間と半月間、アイギスが待ち続けた朗報であった。

　今回の試験を巡るごたごたも含む、一連の出来事の発端である異星幻獣、アンフィスバエナ。ギアを殺した後行方知れずとなっていたその個体が、今日やっと発見されたというのだ。

　異星幻獣の中でも特に危険度が高いドラゴン種が国内に潜んでいることは、青の連邦としても見過ごせない。アリストテレス五万人の命を預かるアイギスも、看過は出来ぬ事柄だった。

　──それだけでなく。ギアは、アイギスにとって恋敵であったが、同時に友人でもあったとある女性の娘である。……アイギスがその事実を知ったのは、ギアがギネヴィアであることを辞めてまで為なそうとしたことが、最悪に近い終わり方をした後であったのだけれど……。

（……気が付ける要素はいくらでもあったはずなのに……ね）

　アイギスは胸中で自嘲する。……もしも、自分がもっと早くギアの正体に気付けていれば。彼女の目的を知っていれば──あんな結末を迎えさせることはなく、もう少しだけましな結末に導けたのではないか？　……アイギスの胸の内では、長らくそんな思いが燻くすぶっている……。

（……あの娘に何かしてあげたかった。ミシェルダの娘である、あの子に……）

　……けれど、アイギスがそれを行う前にギアは逝いってしまった。

　アンフィスバエナの討滅は、アイギスにとってはギアの仇かたき討うちという側面もあった。それが果たされようとしている今は、まさにアイギスにとって待ち望んでいた瞬間である。

（……叶かなうなら、わたくし自身で手を下してやりたかったけれど──いえ、歳としを考えなさいな）

　年とし甲が斐いもなく血が騒ぐ己に、アイギスに苦笑が浮かぶ。如何いかに新世代が若々しさを保ち易やすいとはいえ、ある理由からアイギスは特にその傾向が強いとはいえ、流石さすがに最前線で異星幻獣と殺し合う年齢ではない。それ以前に、魔法が治癒・回復系のアイギスは、若い頃でも異星幻獣と真っ向からぶつかることは稀まれであった。大人の理性でアイギスは自重する。

「……アンフィスバエナ追撃には、〝青紫のⅣ〟や〝白雪のⅧ〟も加わっているのでしたね？」

「はい。あの二人は自ら志願して。今回の双頭竜捕捉にも大きく貢献したそうです」

　アイギスへマリカが述べる。〝青紫のⅣ〟と〝白雪のⅧ〟は、後輩としてギアを慕っていた。ギアの真の性別については知らなかったはずだが、仇かたき討うちを望む心はアイギスと同じだろう。

（ここは、あの二人に任せましょう……）

　アンフィスバエナに犯した罪の対価を支払わせる役割は。……それが、少しでもギアの魂を慰めることをアイギスは願う──と、肝心なことを聞いていなかったと彼女は思い出した。

「──それで、アンフィスバエナは何処どこに？　この近辺……ではないのですよね？」

　その可能性は低いと思いつつ、アイギスは確認する。……デブリ帯は、異星幻獣が身を隠すにも最適な場所だ。それを理解するからこそ、アイギスは今回の試験に使う目の前のデブリ帯の調査は徹底している。アリストテレスの戦力だけでなく、『星せい霜そう社しや』──名目上は『清掃会社』だが、徹底的に幅広い意味での『掃除』……塵ちりや埃ほこりを払うばかりでなく、人も異星幻獣も区別なく、依頼者の敵を掃討することまでやってのける、実態は傭よう兵へい斡あつ旋せん会社さえ雇って投入したほどだ。この付近にアンフィスバエナが潜んでいたなら、もっと前に判明していたはずである。

「アンフィスバエナが発見されたのは、廃棄宇宙コロニー『デルピエロ』の近辺です。恐らく、数日前からデルピエロの残骸の中に潜んでいたのではないかと──どうされました、市長？」

　アンフィスバエナの所在を説明していたマリカは、難しい顔になったアイギスを窺うかがう。

　デルピエロは、二年前に爆発事故で外壁が修復不可能なほどに破損。気密性の保持が不可能になり、人が住めなくなった宇宙コロニーだ。このような宇宙コロニーは、本来は即解体処分にしなければならない。宇宙を漂流して他の宇宙コロニーと衝突したり、重力に引かれて惑星に落下したりする危険性が、万に一つでもあるのだから。

　だが、デルピエロは、外壁破損の原因となった爆発事故に多くの宇宙用船舶が巻き込まれ、その名残が周囲に密度の高いデブリ帯を形成している。そのせいで、宇宙魔法士が単身で赴くしか到達手段がなく、解体が遅々として進んでいないという背景があった。

　現方針では、先に周辺のデブリの除去が行われているが、前述の通りデブリ帯には異星幻獣が棲すみ付つき易やすい為ため、それの排除も行いつつの作業で難航しているという。

　そういう場所をアンフィスバエナが根城としていたことは、特に不自然ではないのだが──

「……シノンシオンからデルピエロまで、いくつかの宇宙コロニーがあるはずですが……？」

　アイギスは手探りするように呟つぶやく。それらの宇宙コロニーにも、アンフィスバエナの出現と逃走の報は届いていたはずである。各宇宙コロニーはアンフィスバエナへの警戒を行っていたはずなのだ。──しかし、それらの宇宙コロニーから双頭竜の目撃情報は一切無かったという。

（……全てのコロニーの警戒網を搔かい潜くぐってデルピエロまで辿たどり着ついた……ということ？）

　それが絶対不可能とは言い切れないのが異星幻獣の怖さであるが、アイギスは不可解なものを覚える。同様の疑問を感じたらしく黙り込むマリカに代わり、エリカが怖おず怖おずと言った。

「……そういえば、シノンシオンでアンフィスバエナを見た生徒から、彼かの双頭竜が出現した時、何も無いはずの虚こ空くうから滲にじみ出でるように現れたとの報告がありましたー。体色を変えたり、もしくは光学迷彩とか、姿を隠す能力を有する個体では……ないでしょうかー？」

「──エリカの言う通り、そのような能力を保有する個体である可能性は、充分あります」

　血を分けた片割れに同意するマリカ。……けれど、アイギスはそれでも違和感が拭えない。

（……もし、そのように隠おん密みつ能力に長たけた個体なら、何故なぜデルピエロほども遠くまで逃走を？　シノンシオンからデルピエロまでの道中で、他にも身を隠せそうな場所はいくらでもあるのに）

「……見付かったアンフィスバエナは、本当にシノンシオンを襲った……ギア・リボルヴァ君を殺あやめた個体で間違いないのですか？」

「は──はい。ギア・リボルヴァ特待生の攻撃で受けたと思おぼしき傷が、癒え切らぬまま残っていたそうです。前肢も一本、欠けたままだと」

　アイギスの改めての確認に、マリカが背筋を伸ばして回答した。それを聞く限り、ギアに死をもたらしたアンフィスバエナで間違いはないようであるが……。

「……追撃部隊にこちらの懸け念ねんだけは伝えておいて下さい。考え過ぎだとは思いますが──」

「──遥はる々ばる来てみれば、物騒な話をしていること……ふぁぅ」

　気け怠だるげに、小さく欠伸あくびまでした声がアイギスの言葉尻に重なった。艦橋の面々が振り返れば、女性用のビジネススーツをほんの少し、だらしなくならないギリギリまで着崩した女が艦橋の入口に立っている。年齢は……アイギスと同じで解わかり難にくい。即すなわち、多分新世代。美女と呼んで差し支えない顔立ちだが……瞼まぶたが半分落ちていて、隈くまを化粧でごまかしているのが見て取れた。

　スレンダーだが出る所は出た肢体。肩口で切きり揃そろえられた髪は白銀で、瞳は右が紫、左が虹のように、光の反射で色合いを変える不思議な色彩を宿している──

「──若葉!?　……艦橋ここは関係者以外立ち入り禁止ですよ？」

「……申し訳ありません。お止めしたのですが……」

　一瞬驚いたものの、銀髪で不思議なオッドアイの女に注意の言葉を放つアイギス。それにも何処どこ吹く風のオッドアイの女の後ろで、アリストテレスの教師の一人が頭を下げた。

「硬いことは言いっこなしよ。わたしもアリストテレスに娘を預けている親。抜き打ちで様子を見に来ることくらい、大目に見てほしいわ。ここからが一番良く見えるんだし……ふぁ」

「……どういうモンスター・ペアレントですか……」

　悪びれることなく艦長席の横まで来た女に、アイギスは溜ため息いきを吐く。

　女は若葉・ブリュンヒルデ。零れいのアリストテレス所属を決定した会合の時にも居た、天下のブリュンヒルデ・コーポレーションのＣＥＯ。そして、確かにアリストテレスに通う生徒、今からの試験にも参加する予定である萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデの実母でもある……。

　如何いかに保護者でも、国家レベルの機密も多いアリストテレスの試験を見物出来る道理は無いのだが……ブリュンヒルデ・コーポからも、若葉・ブリュンヒルデ個人からも、多額の寄付がアリストテレスには贈られていた。その上……若葉もまたアイギスと青春時代を共にした……〝藍のⅠ〟のかつての取り巻きの一人である。邪険に扱うのはアイギスとしても躊躇ためらわれた。

「……何なら座りますか？」

「折角だけど遠慮させてもらうわ。……座ったらそのまま爆睡しちゃいそうだし……くぁ」

　多少の皮肉も込めて艦長席を勧めたアイギスに、またも小さく欠伸あくびをしながら若葉が返した。……現人類の最大手企業の一つを率いる身として、若葉が寝る間も惜しんで働いていることはアイギスも知っていたが……実際に本人を目にすると、皮肉抜きで心配になるレベルだった。

「……貴方あなたの娘の萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさんの出番は、まだ少し先ですよ。彼女は三番目の組ですから。それまで少しは寝ていたらどうです？　起こしてあげますよ？」

　今回の試験は、高等部一年生を全員一度にスタートさせると人数が多過ぎ、混乱を来たすと判断され、三組に分けて順にスタートさせる手て筈はずになっていた。それを踏まえてのアイギスの提案に、しかし若葉は首を横に振って辞退を表明する。

「とっても魅力的な提案だけど……それも遠慮させてもらうわ。本当のことを言うと、萌もえ黄ぎの様子を見ることだけが目的じゃないのよ……んっ。──彼は一組目なんでしょう？」

『彼』──今のアリストテレスでそう呼ばれる人物は、アイギスも一人しか思い当たらない。

「……早はや霧ぎり君を見に来たということですか？　ブリュンヒルデ・コーポレーションのＣＥＯが自ら？　──彼を利用して何か企たくらんでいるのではないでしょうね？」

「利用出来るものは利用する。商売人としてそこは否定しないけど──何も後ろ暗いところは無いわよ。気になることがあっただけだから。ふぁ、それで……肝心の彼は何処どこなの？」

「ええ……と？　……あら……？」

　逆に尋ねてきた若葉に、アイギスは嘆息気味に目をデブリ帯の方へ向けた。宇宙ゴミが散乱する空間の手前に今回の試験のスタート地点が設置されていて、そこにアリストテレス高等部一年生の第一陣が並んでいる。一〇代中盤の乙女たちが、身体の線も露あらわなローブ姿で集まる光景は華やかだが……その中に、目立つはずの唯一の少年をアイギスは見付けられなかった。

（……あまり背の高くない子だし、何処どこかに埋もれているのかしら……？）

　三組に分けたとはいえ、試験第一陣の人数は二〇〇名近い。それも充分に考えられるかと、アイギスが少々零れいに対して失礼な結論を出し掛けた、その瞬間──

〔──っだぁぁああああああああああ！　遅くなりましたー!!〕

　辺りにそんな思念こえが響いた。ローブに基本的な機能として搭載されている《念話》のルーンによる通信。使用者がまだ使い慣れていないのか、この宙域に居る全員に区別なく届いている。

　出所を探してみれば、アイギスたちも乗るこの艦から、慌てて飛び出していく影が一つ……。

「……学園長。今の思念は……お捜しの彼ではぁ……!?」

「試験開始時刻まで残り一分を切っています。自分の運命を決めるという名目の試験でこれとは、なかなかの大物ぶりではないかと──!?」

　試験に遅刻寸前という失態をかました零れいへ、エリカとマリカは呆あきれた弁を吐き掛けたが──それが途中で驚きよう愕がくの色に染まる。既にスタート地点に控えていた他の試験一組目の生徒たちにも、同じ色の波紋が広がっていた。彼女らを取りまとめる為ため、共に宇宙空間へ出ていた監督役の教師たちすら、動きが固まっているのが見て取れる……。

　零れいと思われる思念を上げた影は、他の一年生たちと比べ……女子と男子という性差があるとしても、あまりに異様な、それどころか異形なシルエットを描いていた。

　腕と脚は太く、ごつい……との表現が生なま温ぬるい、暴力的でさえある籠手と脚甲に覆われていた。

　胴体部は分厚い板金で幾重にも装甲されており、ひたすら強固な印象。特に肩部と腰よう部ぶからは一ひと際きわ巨大な装甲が張り出しており、それが威嚇的ですらあった。

　頭部のフルフェイスは、ヘルメットというより最も早はや兜ヘルム。顔面は面頰の細いスリットの内へと隠され、頭頂部からは房飾りが背面へと流れ落ちている。

　鞘さやに納められ、腰へと佩はかれた長い物体は、何処どこをどう見ても直剣に見えた。

　それは、風車に向かって突撃するドン・キホーテのような滑稽さを醸かもし出だしながらも、己の前に立つことごとくを斬り伏せる狂戦士染じみた気配も内包させている……。

　──宇宙の騎士。そうとしか形容出来ぬ存在がデブリ帯のすぐ手前、今回の試験のスタート地点に降り立った。




　──周囲が慄おののくのを余所よそに、実は零れいは……〈ベオウルフ〉の中で冷や汗を搔かいていた。

「……ま、間に合った!?　ねえ、ギアっ。まだ試験開始時刻の前だよね!?　本当は最初の組はもうスタートした後で、あそこに並んでる娘たちは二組目ってことはないよね!?」

『……あー、大丈夫じゃねえか？　多分……』

　遅刻で試験失格になりはしないかと戦々恐々な零れいを前に、『知らんがな』という風に呆あきれ顔を浮かべるギア。宇宙空間にあってもドレスの裾をたなびかせ、彼女は零れいの肩の上にあった。

　そんな零れいたちの方に、スタート地点の試験監督官たる教師が思念を放つ。

〔早はや霧ぎり零れい特待生ですね？　試験第一組の本来のスタート時刻は、僅かですが過ぎています。君も早くスタート・ラインに就いて下さい！〕

〔わ、解わかりました！〕

　失格になったわけではないと悟った零れいは、急いでスタート地点に待機する同級生たちの方へ。

　横一線に並んだローブを纏まとう同年代の少女たちの後ろ姿を前に、零れいは感嘆の声を漏らす。

「……こうして見ると、お尻の形も人それぞれ違うんだね……」

『……お前、万が一それがルーンの通信に乗ってたら、社会的に死んでたぞ……』

　零れいのセクハラ発言に肩をすくめつつ、ギアは顔を少し真面目にして彼に問い掛けた。

『……そういう冗談を言える以上は、緊張はしてねえな。後はこの半月間の特訓を思い出せ』

「大丈夫、そもそも忘れてないさ」

　自信を籠めて零れいはギアに返す。……が、ギアの双そう眸ぼうは疑わしげに細められた。

『……だったら早くスタート・ラインに就けよ？　監督官も流石さすがにイライラしてるぞ』

「い、いや、解わかってるんだけどさ！」

　零れいは同級生女子たちの後ろをウロウロし、ギアに言い訳する。〈ベオウルフ〉を纏まとう零れいは、他の生徒たちより横幅が大分厚いのだ。少女たちの列の中に、入り込める隙間を見み出いだせない──

「──お？　あそこにはどうにか入り込めそうだ！」

　何故なぜか、他の生徒と比べて両隣が大幅に開かれている少女を一人、零れいは見付けた。

〔すみませーんっ。隣、失礼するよ！〕

『……あ。ちょ、待て、零れい！』

　ギアが制止の声を上げたが、やや遅い。零れいは件くだんの隙間に滑り込む。──時同じくして、ギアが止めようとした理由に気が付き、零れいは「げっ!?」と呻うめいた。

　フルフェイスのヘルメットで相手の顔は窺うかがえない。が、肌が透けるほどの極々薄で、要所の極めて狭い範囲しか隠していないローブは、ほんのついさっき目にしたばかりの物だ。

　……何より、ローブ着用時は外見で誰だかを判別しづらくなることから、宇宙魔法士はその訓練生を含めて、自らを示す独自のマークをローブにペイントすることを義務付けられている。

　眼前の少女が肩の部分に施したそれは、黒くろ百合ゆり。つまり、彼女は──神黒姫シエンヘイヂエン。

〔……あたしの隣にわざわざ入り込むとは良よい度胸をしているな、早はや霧ぎり零れい……!!〕

　剣けん吞のんな思念を放ってくる黒姫ヘイヂエンに、零れいは〔あはは……〕と愛あい想そ笑わらいの思念を返すしかなかった。……どうも、零れいがこの場に現れる前から、黒姫ヘイヂエンはこんな機嫌の悪さを発散させていたらしい。他の生徒が彼女からやや遠のいていたのも、それが理由のようだった。

『……まあ、艦内でのあのやり取りがあればな……』

　ロビー・スペースでのローブを巡るあれこれに言及したギアに、零れいは複雑に笑うしかない。

　何にせよ──スタート・ラインに第一組の生徒が全員揃そろったのだ。監督官の教師が下がり、カウントダウンが始まる……そんな中。

〔……それにしても、何だ。そのふざけた……馬鹿げた格好は？〕

　隣の黒姫ヘイヂエンから、そんな嘲あざけるような、呆あきれるような思念こえを掛けられたのは。

〔そんな有あり様さまで魔法が使えるのか？　それとも、手も足も出ないのを表した白旗代わりか？〕

　黒姫ヘイヂエンの台詞せりふに、零れいは苦笑が零こぼれる己を自覚する。黒姫ヘイヂエンはアーマーローブを知らないようだ。ならば、その反応も致し方ないことである。

〔生あい憎にく、白旗なんて上げてるつもりも、これから上げるつもりも、毛頭ないんだよね〕

　真横で黒姫ヘイヂエンが息を吞のんだのを零れいは感じる。合わせて、カウントダウンも佳境に入った。ある者は前傾姿勢、ある者は脱力し両手を下げ、試験一組目の生徒たちがそれぞれ飛び出す構えに入る中──零れいは《悠久の蒼》の旋律を自らの内に響かせる。

　自身のへその下、丹田へと既に万全に溜ため込こまれているエーテル。それがさらに量を増し、丹田より溢あふれてきた。

（さあ、行こう──）




　翼よ　疾とく翔かけよ




「──《飛翔フライ・ハイ》!!」

　漲みなぎる蒼あおを、零れいが勢いのまま〈ベオウルフ〉へと叩たたき込こんだ、瞬間──




　──アリストテレス高等部初年度、最初の試験たるデブリ・レースが、幕を開けた。




　スタートの合図たる思念の号令が宙域に響いた直後──一本の横線だった一組目の生徒たちから、いきなり一つの影が飛び出した。目前に広がる宇宙ゴミの群れへ臆さず飛び込み、その間を右へ左へ、上へ下へと翔かけ抜ぬける。

　その背よりマントのように広がる蒼あおき光は、推進を司つかさどるルーンへ過剰なまでに注ぎ込まれたエーテルの輝き。それは、騎士甲かつ冑ちゆうに似た異端のローブにはあまりにも似合っていた。

　蒼そう光こうのマントをたなびかせ、稲妻の如ごとき軌跡を描いて宇宙を飛ひ翔しようする騎士の胸元には、誇りの証あかしのように刻まれた『Ⅸ』の紋章。

　ああ、〝星海の魔女〟たちよ。ここより、今より、その名を胸に刻め──

　──早はや霧ぎり零れい、まかり通る。




「──アーマーローブ!?　あんな物を何処どこで……!?」

「……ああ、アイギスは知っていたのね。流石さすが……ふぅぁ」

　零れいのローブの正体を察したアイギスを、若葉は眠たげに称しよう讃さんする。二人以外の艦橋の面子めんつは、知識無くば冗談の類いにしか見えない〈ベオウルフ〉の好スタートに、未いまだ石化していた。

「……な、何ですかぁ、あれはぁ……!?」

「アーマーローブという男性新世代専用のローブよ。男の新世代は、丹田という女の新世代は発達していない器官が発達していてね……あぁぅ」

　アーマーローブを知らないエリカたちにそれのレクチャーをする若葉を横目に、アイギスはデブリ帯の奥へ突き進んでいく零れいから意識を逸そらせない。……直じきに、この艦橋から肉眼で確認出来なくなるが、予あらかじめデブリ帯の各所に撮影用アーティファクトを仕込んであった。設置段階でエーテルを注ぎ込んで起動させねばならず、注ぎ込んだエーテルが尽きれば機能も停止するので、長期間の記録撮影には向かないが、今回の試験のような場面で推移を見守るには最適の物である。そちらから送られてくる映像に切り替え、引き続きアイギスは零れいの動向を追った。

　他の生徒の大半は、スタート直後の零れいの突出に面めん喰くらい、動き出すのが遅れている。一部には零れいに対抗しようと加速を試みた生徒も居たようだが……己が出せる最高速度に達しても、零れいとの距離が縮まるどころか引き離されるばかりの状況に、諦めて速度を落とす者が相次ぐ。

（それも仕方がないでしょうね……）

　アイギスは、そんな己の学校の生徒たちへ同情心を抱く。

　アーマーローブに施されているルーンの量は、通常のローブの平均の数十倍から数百倍にも及ぶ。ルーンは、同じものでも施す量を増やせば、その分機能を増大させてくれた。そこから考えれば、アーマーローブの推進力は通常のローブの推進力の数十倍から数百倍にも達する。単純計算で分析しただけでも勝てる道理が無かった。

　……後でアーマーローブの使用を反則と主張する生徒も出てくるかもしれないが、この試験は着用するローブに制限を設けていない。そもそも勝ち負けを競う試験でもないのだ。使える物なら使ってしまった者勝ちなのである。

　この場合、アーマーローブを用意してきた零れいの作戦勝ちであった。

「……それにしても、アーマーローブなんて、何処どこから……？」

「──恐らくはうちの娘が絡からんでるわね……ふぅん」

〈ベオウルフ〉の入手ルートを疑うアイギスに、若葉が告げた。

「実は半月ほど前から、萌もえ黄ぎがうちの会社のローブ開発部門に頻繁に連絡を取っていたのよ。会社でサンプルとして保管していたアーマーローブの部品を、アリストテレスへ送らせていたわ。……それがあったから、もしやと思って今日来てみたのだけど……案の定ね、ふぁぁ」

　欠伸あくびで涙が浮かんだ目尻を擦り、若葉は映像の中の零れいを睨にらんだ。

「……気難しいあの娘を手て懐なずけるなんてね。実は喰くえない男なのかもね、あの九番目の子」

「……そうかもしれませんね」

　萌もえ黄ぎのアリストテレス内での孤立はアイギスも存じていたし、学園長として心配でもあった。そんな彼女が、他人の為ために何かしたというのは良い変化なのかもしれないが……。

「……その相手が男の子というのが、確かに少し心配でしょうか？」

「……本当にね。まさか、貢みつがされたりしていないでしょうね……はぁぁ……」

　教師の顔で訝いぶかしむアイギスに、親の顔でぼやく若葉。二人が溜ため息いきを吐いた、直後──

「──ふぅん？　どうやらうちの娘とは別に、彼にご執心の娘も居るみたいね……ふわっ」

「……彼女の場合、執心の理由が少しばかり違うのですけどね……」

　大人の女二人が見守る中、天あま翔かける〈ベオウルフ〉に肉迫する影が一つ、躍り出た──




『──零れい！』

「解わかってる！」




　瞳よ　映せ　遥はるかまで




「──《千里眼クレヤボヤンス》！」

　ギアの警告より一瞬早く、〈ベオウルフ〉の頭部の房飾りが大きく広がっていた。蒼あおい燐りん光こうを散らすそれを構成する紐ひもは、一本一本が感知系のルーンを織り込まれた言わば『触覚』である。〈ベオウルフ〉のセンサーの役割を担になうそこから、背後より迫る存在の情報を零れいは受け取っていた。……ギアの声の微かすかな震えで、その者の正体も悟る。

〔スタートぶりだね、神シエンさん！　一人旅にも飽きてたから、会えて嬉うれしいよ!!〕

〔ほざけ!!〕

　自分はとっくに君の存在に気付いている──遠回しにそう語り掛けた零れいへ、黒姫ヘイヂエンは忌いま々いましさを隠さず吠ほえ返した。……零れいも、無意味に黒姫ヘイヂエンを挑発したわけではない。これは牽制だった。今回のデブリ・レース、他者への攻撃を禁じられてはいない。デブリ帯の内で異星幻獣などの奇襲を受けることは、宇宙魔法士ならよくあることであるし、そういったものへの対処も込みでの試験である以上、参加者同士の戦闘が許可されているのはむしろ当然と言えた。そして、そういう状況下で黒姫ヘイヂエンが零れいにどんな行動を取ってくるかなど、僅かな推理で到達可能である。

（僕を攻撃し、デブリ帯突破を妨害してくる。怪け我がやローブの破損で試験を棄権させられればベスト。そこまではいかなくても、及第点さえ取らせなければ……君の目的は達せられる）

　零れいをアリストテレスから放逐するという目的は──

　……実際には、アリストテレスの生徒の進退について最終決定権を持つアイギスにその気が無い以上、黒姫ヘイヂエンがどう足あ搔がこうと零れいのアリストテレス退学はあり得ないのだが……そこまでの事情は知る由よしも無い零れいと黒姫ヘイヂエンは、『残留』と『追放』という両立出来ない願望の為ため、交錯する。

〔──《見えざる星の御手》ッッ……!!〕

　本当なら、漂うデブリの陰から零れいへ接近し、不意打ちを仕掛けるつもりだったのだろうが、〈ベオウルフ〉のセンサー類の性能を見誤り、さらにはギアという見張りの存在もあって、策を看破された黒姫ヘイヂエン。ならばと真っ向から零れいをねじ伏せるべく、己が魔法で重力を歪ゆがめる。

　圧迫感に背中をビリビリさせながら、零れいは黒姫ヘイヂエンの射線を遮るようにデブリの間を縫った。

「……本音を言えば、神シエンさんに攻撃の機会を与えないように、最初から最後まで圧倒的な差を付けてゴールしちゃいたかったんだけど……」

　数日前に発表された試験の組分けで、零れいと黒姫ヘイヂエンが同じ組に配置されることが解わかった時から、零れいたちは黒姫ヘイヂエンのこの行動を確信していた。対策も充分練った上で今日に臨んでいる。その中で、成功した時の安全性が最も高かったのがそんな逃げ切り案だったのだが──

『……言ったろ。流石さすがに成功する目が低過ぎるって』

　ギアが苦言を呈した。黒姫ヘイヂエンが使う重力制御魔法は、宇宙空間での機動性も高水準を有する。優れた使い手なら、己の前方に無限に近い重力を発生させ、それに自らを牽けん引いんさせ続けることにより、光速にまで踏み込む加速も得られるという。そんな重力魔法の玄人くろうとを相手に逃げ切り策など、いくら〈ベオウルフ〉があったとしても覚おぼ束つかないのは当然だった。

　重力が黒姫ヘイヂエンの第三、第四の腕となり、象並みの大きさの宇宙ゴミを零れいに叩たたき付つけてくる。

「よっと……！」

　──それを、海中のシャチの如ごとき俊敏さで零れいが回避する。加えて、零れいは黒姫ヘイヂエンから見て上方へ急上昇……からの急降下。前方の丘のようなデブリの向こうへ消えてみせ、黒姫ヘイヂエンを惑わせる。

　前にギアから言われた通り、新世代として覚醒した零れいは、水中を泳ぐように宇宙空間を舞うことが出来るようになっていた。……とはいえ、こちらも説明されていた通り、完全に感覚が同じではなく。その僅かな差に慣れる為ため、零れいはほぼ毎日、宇宙空間を泳ぎ回らされたのである。

　その甲か斐いと、幼少から水泳に親しんできた経験もあり、宇宙遊泳に関しては、〈ベオウルフ〉の性能に頼ることを前提としてではあるが、零れいは黒姫ヘイヂエンのようなアリストテレスの高等部一年生でもトップクラスの生徒とも、存分に渡り合える領域に辿たどり着ついていた。

　だが、それは中等部で三年間学んできた自負がある黒姫ヘイヂエンのプライドを、些いささか傷付ける。

〔──調子に乗るな、早はや霧ぎり零れい!!〕

　一気に加速、零れいを追った黒姫ヘイヂエンは、大型デブリの向こうに見付けた〈ベオウルフ〉へ突貫する。

　同時、渦巻くエーテルが黒姫ヘイヂエンの両腕に集束し──そこを光すら吞のみ込こむ如ごとき黒色へ染めた。今までに彼女が見せた如何いかなる重力魔法とも形態が異なる。零れいは目を白黒させた。

「ちょ、何あれ!?」

『自分の拳に臨界状態の重力魔法を纏まとわせてるんだ！　それで相手を殴り付け、インパクトの瞬間に解放する。すると打撃の威力が数十倍、場合によっては数百倍にも増幅されるんだっ。女の細腕と考えてると怪け我がじゃ済まねえぞ!!』

　ギアの忠告が終わるが先か、黒姫ヘイヂエンの右拳が零れいへと突き出される。

〔《見えざる星の御手》──【二ノ掌しよう・通背拳】!!〕

「くっ……〈ベオウルフ〉!!」

　黒姫ヘイヂエンの漆黒の拳が〈ベオウルフ〉の肩口を捉え、そこに接触した瞬間、爆発的な重力を解き放つ。それは、まさに背中まで突き抜けるが如ごとき威力だったはず──だが。




　阻はばめ　守護せよ




「──《防壁プロテクシヨン》!!」

「……は？」

　黒姫ヘイヂエンが覚えたのは、勢い余って上体が泳ぐ感覚だった。〈ベオウルフ〉の肩の一ひと際きわ大型の装甲が……外れている。いや、完全に外れたわけではなく、機体の肩口から伸びた副腕というべきマニピュレーターに保持されていた。その、黒姫ヘイヂエンよりも細い作り物の腕が、肩の装甲だった物を掲げ、実に精妙にそれを動かし、彼女の拳も重力の衝撃も後方に受け流したのである。

「……盾!?」

　件くだんの装甲の正体を黒姫ヘイヂエンも察する。咄とつ嗟さに左拳も振るうが、そちらも反対側の肩から展開した同型の盾に防がれた。再度拳に重力を纏まとわせて繰り出すが、〈ベオウルフ〉の腰よう部ぶの大型装甲も同様の副腕に保持された盾という本性を現し、黒姫ヘイヂエンの【通背拳】を弾き、逸そらし、いなす。

「この盾……硬いっ……!?　……『宇宙合金』製か！」

　副腕を介して〈ベオウルフ〉、ひいては零れいと間接的に接触している盾には、彼からのエーテル供給で物質硬化のルーンが機能しているのが見て取れたが……それでも硬過ぎた。重力で防護された黒姫ヘイヂエンの拳が、殴った反動で痺しびれるほどである。その理由を、黒姫ヘイヂエンは盾の材質と見破った。

　惑星上などの重力下では、重量に差がある金属分子は、混ぜ合わせようとしても重いものは下に、軽いものは上へと流れ、均等に混ざり合わない。けれど、宇宙空間などの無重力下では、そういった重量差を無視して別種の金属分子を均等に混合出来る。そうして精製された合金を宇宙合金と呼ぶのだが、中には本格的な宇宙進出以前は考えられもしなかった強きよう靭じんさを有するものも存在していた。〈ベオウルフ〉の盾は、その類いにより形作られていると黒姫ヘイヂエンは推察する。

　そんな分析を繰り広げていた黒姫ヘイヂエンの顔の前に、零れいが〈ベオウルフ〉の手を翳かざした──




　眩まばゆく　輝け




「──《閃光フラツシユ》！」

「きゃっ……!?」

　途端、〈ベオウルフ〉の手のひらが閃せん光こうを走らせた。それ自体は熱も衝撃も伴ってはいない、非殺傷的なもの。しかし、突然の強烈な光は、黒姫ヘイヂエンの視界を奪うには充分過ぎるものだった。

　反射的に身を丸める黒姫ヘイヂエン。……が、一〇秒、二〇秒経たっても、彼女に次なる衝撃は来ない。やがて、黒姫ヘイヂエンが視界を取り戻すと──零れいの騎士甲かつ冑ちゆう染じみた姿は、影も形も無くなっていた。

「…………………………あ……っっ!!」

　状況が吞のみ込こめるにつれ、黒姫ヘイヂエンの表情は屈辱に染まる。

　単に、零れいはデブリ帯を先に進むことを優先しただけの話だ。試験の本題がデブリ・レースである以上、それは誤った選択ではない。……だが、視力を失っていた黒姫ヘイヂエンは無防備であり、零れいの自前の魔法が攻撃向きではないとしても、〈ベオウルフ〉は剣を佩はいていた。斬り付ければ、性質上防御力が低い〈ディーヴァ〉を纏まとっただけの黒姫ヘイヂエンは重篤なダメージを負ったはずである。逆に黒姫ヘイヂエンを試験から棄権させることは、零れいには大した手間ではなかったはずなのだ。

　零れいがそうしなかったことは、彼が黒姫ヘイヂエンを眼中に入れていないと、そう彼女に思わせてしまう。

〔あ……くっ……くぁぁぁぁああああああああああああああああああああ……っっ!!〕

　デブリがたゆたうエーテルの海に、黒姫ヘイヂエンの嗚お咽えつに似た唸うなりがこだまする……。




　……零れいと黒姫ヘイヂエンの攻防をアーティファクトを介して目撃した若葉は、考え込む仕草をしていた。

「……ねぇ、今九番目の子と戦った娘、実力はどの程度のものなの？」

「我が校の高等部一年生の次席……貴方あなたの娘に次ぐ実力者ですよ」

　正確には、首席の萌もえ黄ぎと次席の黒姫ヘイヂエンの間には天と地ほども実力差が横たわっているのだが、そこは伏せてアイギスは若葉の問いに回答してやる。

　それを聞き、若葉の表情はますます難しそうになった。その理由を彼女は口にする。

「……次席ってことは、中等部の三年間、宇宙魔法士の訓練をしっかりと受けて、それをものにしたってことよね？　中には、当然対異星幻獣などを想定した戦闘訓練も含まれているはずよ。……そんな娘を相手に手玉に取って見せるなんて……不自然だとは思わない……？」

　若葉自身もかつては宇宙魔法士だ。異星幻獣相手に、血で血を洗う激闘を繰り広げたことも一度や二度ではない。……だからこそ解わかる。宇宙遊泳は、センスや装備次第では、訓練を開始して半月の零れいでも黒姫ヘイヂエンに勝てる可能性は充分にあり得た。例えるなら、惑星上の海で浜辺から沖の島までどちらが先に辿たどり着つけるかを競争するようなものである。対戦相手が、この時代でもスポーツ最大の祭典であるオリンピックの、水泳金メダリストであったとしても、こちらが水上バイクに乗ることが前提なら、たとえ免許を取って半月のビギナーであってもまず負けはしない。……だが、こと戦闘においては、そんな簡単な話ではないのだ。

　例を挙げるなら、素人しろうとたちに半月間戦車の訓練を行わせたところで、それで戦場へ出陣して、たとえ相手が機動兵器を持たない生身の兵士ばかりだとしても、勝ってくることが出来るか？

　──出来るはずがない。

　半月程度の訓練の雑な照準では、兵士という動き回る的に砲撃は当てられない。運良く多少の怪け我がは負わせられるかもしれないが……その程度でほぼ戦果も無く、拠点へ帰投出来たなら上々。運が悪ければ敵兵が戦車に取り付き、ハッチをこじ開けられ、そこから引きずり出され殺される……そんな結末も考えられるのである。

　戦車を〈ベオウルフ〉、敵兵たちを黒姫ヘイヂエンと置き換えて考えれば、先程の零れいは半月間しか訓練を受けていない素人しろうととは信じられない戦果を上げてみせたのだ。

　そこから推測される回答は、そこまで多くはない……。

「……九番目の子は、戦闘訓練はアリストテレスへの入学前から受けていた。それも数年単位に亘わたるレベルで。……アイギス。九番目の子、入学前の経歴は洗ってあるの？」

「それくらいは当然でしょう？　早はや霧ぎり零れい君の経歴は、多少波は瀾らんには満ちていましたが、不自然な点は一切ありませんでしたよ」

　若葉の懸け念ねんをアイギスは一蹴してみせる。

「……あんたの仕事を疑うわけじゃないけど……あの素人しろうと離ばなれした戦闘能力はどうしてよ？」

「天下のブリュンヒルデ・コーポレーションのＣＥＯが、観察眼が甘いですね。……彼の名前を見て、気付くことはありませんか？」

「……名前？」

　なおも不納得の若葉へ、アイギスは言ってのけた。若葉は零れいの名前を改めて思い返す──

「──ん？　んん？　……早霧!?　え？　ちょっと、まさか……!?」

「……まあ、わたくしも気付いた時には仰天しましたけどね」

　眠気が吹き飛んだ顔で絶句する若葉に、アイギスは意味深に苦笑いしてみせた──




　同じ〈マリアディアナ〉艦内の、本来は格納庫である空間は、現在は二組目以降の試験参加生徒たちの待機場所として使われていた。

　デブリ帯各所の撮影用アーティファクトと同調させた大型モニターも設置されており、自分たちよりも前の試験レースの様子も観戦出来るようになっている。

　一組目のレース展開に歓声や悲鳴が上がる中、モニターの正面で一ひと際きわ大きな声を上げている少女が一名──

「──上から目線おっぱいもあしらって、再びぶっちぎりの一位！　流石さすが私の義兄にいさんです!!」

　……初ういだった。艦内、特にここ、格納庫のような場所は、そうした方が作業効率も良い為ため、人工重力が弱い。興奮して軽く跳ねただけで、かなりの高さまで上昇する。

「ふわっ？　……ちょ、ちょっと失敗しましたね……あれ？」

　それによって見渡せた格納庫内の生徒たちの中で、ある一角に固まっている生徒たちのみ、顔色が一様に悪かった。その中に、前に黒姫ヘイヂエンと一緒に男子寮へ押し掛けてきた顔を見付け、初ういもその一同が内部進学組だと察する。……自分たちのリーダー格である黒姫ヘイヂエンが、零れい相手に手も足も出ていない現状を前に、初ういとは逆に意気消沈しているようだった。彼女らへ「ふふん♪」と勝ち誇った笑みを向けていた初ういは……ふと、視界の端に揺れる銀色を捉える。

　格納庫の隅で、虹色の瞳にてモニターを見詰める……萌もえ黄ぎ。その表情に複雑な色を見付け、初ういは着地点を彼女の方へずらす。

「──ブリュンヒルデさん」

「ひぅっ!?　……あ。早はや霧ぎり初うい……さん。な、何……？」

「少し、訊ききたいことがあります」

　人見知りを発揮してアセアセする萌もえ黄ぎに、初ういは疑わしそうに半眼を向けた。

「先程何かを言い掛けていましたよね？　私と義兄にいさんが神黒姫シエンヘイヂエンの〈ディーヴァ〉について、『天才だからこそ使っている』と評したところ、否定するような風に？　……それに──」

　零れいは聞き流してしまったようだが、初ういには一点、黒姫ヘイヂエンの言動に引っ掛かる点があった。

「──神黒姫シエンヘイヂエン、あなたのことを名前で呼んでいましたよね？　あの女は親しくない相手は……凄すごく嫌ですが、私と同じでフルネームで呼びます。私や義兄にいさんは実際にそう呼ばれていますし。ですから……疑わしいんですよ」

　萌黄あなたと神黒姫シエンヘイヂエンの関係が──初ういが言外に匂わせた疑念に、萌もえ黄ぎは「あ……」と声を漏らし、顔を俯うつむかせる。深々と溜ため息いきを吐いた後、観念したように顔を上げた。

「うん……わたしと黒姫ヘイヂエンは……今は疎遠だけど……アリストテレスの中等部に入学して、一年くらいは……とても仲が、良かったから」

　寂しげに微笑する萌もえ黄ぎに対し、初ういの表情はますます疑わしそうになった。

「……まあ、昨日まで友人でも、少しのきっかけで今日から敵になることもままありますからね。逆もまた然りですが。ただ……学年最強の死し霊りよう魔法使いと重力魔法使いが組んでいたなら、中等部一年生の頃のあなたたちは、向かうところ敵無しだったんでしょうね？」

　皮肉を織り交ぜて言った初ういに、萌もえ黄ぎは寂しげな微笑を深くする。

「……そんなことは、なかったの。わたしは、確かに、当時から強い霊を使役出来ていたし、新しいアーティファクトも色々と作っていた、けど──」

「──自慢ですか？」

「そ、そうじゃなくてっ。……黒姫ヘイヂエンは、中等部一年生の頃は……最底辺の劣等生だった、から」

「……は？」

　萌もえ黄ぎの言葉を茶々など入れつつ聞いていた初ういは、過去の黒姫ヘイヂエンの意外な評価に目を見開く。

「……それは、当時の評価の基準が、神黒姫あのおんなの実力を正当に量るには合っていなかった……ということでは、ないんですよね？」

「うん……魔法は、自分を宙に浮かせる程度の重力遮断も出来なくて、バスケットボール程度の物を動かすことにも、四苦八苦していたの。それ以前に、エーテルを吸収、集束することをとても苦手としていて……一つの魔法を発動させる為ために、かなりの時間を必要としていたから……。あの頃の黒姫ヘイヂエンの新世代としてのランクは、辛かろうじて『Ｈ』、だったの……」

「九段階評価の下から二番目ですか……って、は？　ええ!?　それはおかしいでしょう!?」

　萌もえ黄ぎの語る当時の黒姫ヘイヂエンに、初ういはあり得ないと困惑した。何故なぜなら……アリストテレスには、入学試験を受ける段階でクリアしなければならない関門がいくつかあるのだから。その中には、『新世代としてのランクが「Ｆ」以上』というものもあったはずなのである。……零れいだって、現状のランクがＸという特殊なものであるが、もし明日、正式なランクが付くとして、Ｆ未満になることはまずないだろう。だからこそ、零れいはアリストテレスに通うことを許されているのである。零れいでさえそうなのに……入試を受けられる最低条件のランクを二つも下回りながら、アリストテレス中等部に通えていた黒姫ヘイヂエン。萌もえ黄ぎが周囲に視線を走らせ、声を落とす。

「……えと、黒姫ヘイヂエンのお姉さんたちのこと、知っている……？」

「〝神姉妹〟ですか？　ええ、まあ……色々と有名な方たちですよね」

「……あの人たちが、『あたしたちの妹なのにアリストテレスに入学も出来ないなんて、決して許されない』って、色々な所に手を回して、圧力を掛けたらしくて……」

「はああっ!?　つまり、神黒姫シエンヘイヂエンは……元は裏口入学──むぐっ!?」

「──い、今はちゃんと、Ｂランクだから……！」

　不正に辿たどり着つき掛けた初ういの口を、萌もえ黄ぎが慌てて両手で塞ぐ。

「……そ、そんな風だから、中等部一年生の頃の黒姫ヘイヂエンは……他の皆に相手にされていなかったの。……わたしも……孤立していたから。それで、何となく一緒に居るようになって……」

「……ひとまず、ブリュンヒルデさんと神黒姫シエンヘイヂエンの中等部一年生の頃の関係は解わかりました」

　しかし、それは新たな疑問を初ういに芽吹かせた。仲が良かったはずの萌もえ黄ぎと黒姫ヘイヂエンが、何を理由に間に溝を作ったのか？　さらには、劣等生だったはずの黒姫ヘイヂエンが、如何いかにして下から二番目のランクを上から二番目にまで上げ、学年きっての優等生に生まれ変わったのか……？

　先を目で促す初ういに、萌もえ黄ぎの語りは再び過去へ飛ぶ──

「……きっかけは、中等部一年生最後の試験の時。因果……かな？　内容は今回の試験と同じ、デブリ・レースで……そこで、事件が起こったの」

「……一体どんな事件ですか？」

「異星幻獣の襲撃。そして──それが徘はい徊かいするデブリ帯に、黒姫だけが取り残されたの。その上、襲来した異星幻獣は、種類によってはドラゴン種と同等の危険性を持つ巨人種。さらに、間が悪かったのは……数日前に、あのデルピエロが放棄される原因となった爆発事故が起きていて、それの救援の為ために学園長先生を始めとした有力な先生方、高等部や大学部の有望な先輩たちも、アリストテレスから出払っていたこと……。結果、巨人種に対抗出来る戦力が無いことを理由に、その時のアリストテレスを任されていた人たちは、非情な決定を下したの……」

　──黒姫ヘイヂエンを見捨てるという。初ういは息を吞のむ。彼女とて、三週間前にドラゴン種の異星幻獣の脅威を味わった身だ。あれに匹敵する怪物が巣食う場所に、一人置き去りにされる。……それが憎らしい黒姫ヘイヂエンの身に起きた出来事だとしても、初ういとて流石さすがに同情を禁じ得ない……。

「……あれ？　ですが、神黒姫シエンヘイヂエンは生きていて……今、ああして義兄にいさんの後こう塵じんを拝していますよね？　要するに、結局は助けられたということじゃないですか？」

　一組目の試験の様子を映す大型モニターを指差し、首を傾かしげる初うい。コクリと頷うなずき、肯定した萌もえ黄ぎは、そこで決定的な答えを口にした。

「そう、助けられたの……当時のアリストテレスの決定にたった一人逆らった──〝朱のⅢ〟ギア・リボルヴァ先輩に」

　その名に、初ういの様々な疑問が氷解、結ばれていった。萌もえ黄ぎの話の続きがそれらを裏付ける。

「当時、中等部三年生のリボルヴァ先輩は、デルピエロ救援に加わっていなかったの。だから、黒姫ヘイヂエンが巨人種の徘はい徊かいするデブリ帯に取り残されたって、それの救助が諦められたって聞いた時も、アリストテレスに居て……周囲の制止を振り切って、飛び出していったんだって……」

「……神黒姫シエンヘイヂエンと〝朱のⅢ〟さんは、当時交遊があったんですか？」

　初ういの確認に、萌もえ黄ぎは首を横に振る。

「全然、無かったの。黒姫ヘイヂエンは、史上三番目の男性新世代として、リボルヴァ先輩を知っていたけど……リボルヴァ先輩は、顔も名前も知らなかったと思う。……そんな、見ず知らずの相手を助ける為ために、一人でも飛び出していける人だったの、リボルヴァ先輩は……。わたしは……黒姫ヘイヂエンの友達だったのに……あの頃のわたしも、充分強かったはずなのに……動けなかった……」

　後半、暗く沈み始めた己の声を振り払うように萌もえ黄ぎは一度頭を振り、過去の物語を進めた。

「……アリストテレスの決定に逆らったことで、リボルヴァ先輩には処罰が下った、けど……先輩は気にしていなかったの。お礼と謝罪に行った黒姫ヘイヂエンに、こんな風に返していたから──」

『──宇宙は広くて、何でも受け入れてくれるような懐ふところの深さを感じるけどな。……一人きりでそこに取り残されるのは、やっぱ寂しいと思ったんだよ。それを想像したら、居ても立っても居られなくなっただけだ。オレが勝手にやったことだから、お前は気にすんな』

「……そ、そうなんですか……」

　何か衝撃を受けたような顔をする初ういに首を捻ひねりつつ、萌もえ黄ぎの話はそれからのことに触れる。

「……その事件から、黒姫ヘイヂエンにとってリボルヴァ先輩は、紛まがう方かたなく英雄となったの。その英雄に少しでも近付きたい……一緒に宇宙を飛びたい……それが黒姫ヘイヂエンにとって、何を代償としても叶かなえたい夢になって……そして、黒姫ヘイヂエンは変わった。……良い意味でも、悪い意味でも」

　それまでの黒姫ヘイヂエンは、劣等生の自分に甘んじていたところがあったという。努力をしても、どうせ結果は付いてこない……最初からそのように諦めているような。──それが一転、宇宙魔法士としての能力を上げる為ためなら、どんな些さ細さいなことでも試す勤勉さを発揮するようになったと。

「……ああ、〈ディーヴァ〉の件は、そういうことなんですか……」

　初ういは納得する。黒姫ヘイヂエンがあんな痴女染じみたローブをそれでも使うようになったのは、特に苦手としていたというエーテルの吸収を、少しでもましにする為ためだったのだ。恐らく、今はかなり改善しているのであろうが……それでも黒姫ヘイヂエン本来の魔法発動速度は、宇宙魔法士訓練生の平均を下回っているのだろう。思い返してみれば、零れいと初ういが男子寮に引っ越した当日のいざこざで黒姫ヘイヂエンが放った重力魔法は、発動が遅かった。後から発動を開始した零れいのエーテル増幅魔法が、黒姫ヘイヂエンの魔法が発動し切った時には追い付いて効果を発揮していたのだから。

「……変わった黒姫ヘイヂエンは、少しずつだけど成績を上げていったの。実力が付くに伴って、黒姫ヘイヂエンを相手にしていなかった皆も、黒姫ヘイヂエンを認めるようになって……黒姫ヘイヂエンの周りには、人の輪が出来るようになったの。それが、良い変化。……だけど──」

　……悪い変化の影響をもろに被かぶったのは、萌もえ黄ぎだった。

「──実力が付くにつれて、黒姫ヘイヂエンはわたしと……距離を置くようになったの。いつの間にか、敵意さえ……向けられるようになっていて……」

（……それは、きっと神黒姫シエンヘイヂエンが、あなたに嫉妬していたからでしょうね……）

　初ういはそのことを察する。黒姫ヘイヂエンは実力を付けるに従い、自覚したのだろう。自分と萌もえ黄ぎの間に存在する実力差を。……萌もえ黄ぎの方がずっとギアに、黒姫ヘイヂエンの英雄に近い位置に居ると理解したのだ。それ故に生じた嫉妬の感情を、黒姫ヘイヂエンは制御出来なかったのであろう。

　……初ういがそこまで解わかるのは、彼女も萌もえ黄ぎに嫉妬しているからだ。自分以外の義兄れいの協力者。しかも〈ベオウルフ〉の整備という、初ういではどうにも出来ない分野で彼の力になれる……。誰よりも零れいと近しい存在でありたい初ういとしては、危機感を抱くには充分過ぎる相手であった。

　それでも、初ういがある程度は萌もえ黄ぎへの嫉妬を制御出来るのは、ずっと零れいと一緒に重ねた過去があるからこそである。出会って半月の萌もえ黄ぎとは年季が違うのだと。ただ、だからこそ──ギアとの間にそういうものが無かった黒姫ヘイヂエンが、萌もえ黄ぎへ抱いた危機感は、初ういにも計り知れなかった。

（何にせよ──大変不本意ですが、認めなければなりません……）

　初ういと黒姫ヘイヂエンはよく似ているのだ。外見はともかく、内面は。初ういは痛感してしまう。

　そんな初ういへ、萌もえ黄ぎの視線が気遣わしげな光を帯びる。

「──お気遣いなく。続けて下さい。それで……結局どうなったんですか？」

「……二年間、努力し続けた黒姫ヘイヂエンは、ついに夢に手を届かせたの。わたしたち、アリストテレスの訓練生は、実力が認められたなら、実技の一環として、宇宙魔法士の正式な任務にも携われる、から……。黒姫ヘイヂエンは、リボルヴァ先輩と同じ任務に配属されたの。そ、それが……っ」

　気丈に先を促した初ういの意を汲くみ、話を進めた萌もえ黄ぎが……そこへと差し掛かった途端、言葉を濁した。再び気遣うように初ういを見、さらには大型モニターの向こうの零れいすら見る──

「──まさか？」

　その萌もえ黄ぎの態度で初ういも悟った。萌もえ黄ぎも覚悟を決めたように、首を縦に揺らす。

「うん……軌道エレベーター・シノンシオンの護衛兼コンパニオン。……それが始まったその日に、あの異星幻獣が……アンフィスバエナが現れた、の……」

「っっっっ!?　……あぁ～…………………………そういうことですか……!!」

　この半月間、初ういが見てきた黒姫ヘイヂエンの全てが一つの線に繫つながった。

　憧れた英雄と宇宙を翔とべると、黒姫ヘイヂエンが喜んだ矢先──その英雄が喪うしなわれたのである。ギアをずっと追ってきた黒姫ヘイヂエンが、やっとその背が見える距離まで近付いた瞬間、ギアが消えたのだ。そして……ギアが消えたその地点に、入れ替わるように現れたのが……零れい。

（……そうですね。気持ちは理解出来ないでは、ありません……）

　仮に、零れいが唐突に姿を消し、それまで彼が居た場所を乗っ取るように他の誰かが滑り込んできたら……初ういだって、その者を徹底的に敵認定するだろう。

「黒姫ヘイヂエンは、きっと……まだリボルヴァ先輩の死を、受け入れられていないんだと思うの……」

　ギアの居場所を守っていれば、いつかギアが帰ってくると……そんなあり得ない奇跡を信じ、しがみ付いて……折れそうな自分の心を必死で繫つなぎ止とめているのだと、萌もえ黄ぎは言う。

　それは黒姫ヘイヂエンの弱さだが……一概に責められるものではない。どれほど堂々と、時には傲慢に思えるほどの振る舞いを見せていたとしても、彼女はまだ一五歳の少女なのだ。支えを失った心をそれでも挫くじけないように立たせ続けるには、他にすがるものが必要なのである。

「……だから、その……あまり黒姫ヘイヂエンを、嫌わないであげて、ね……？」

　最後に、萌もえ黄ぎはそう話を締めた。萌もえ黄ぎにとって、黒姫ヘイヂエンはかつての友人であり、初ういは、仲間になろうと言ってくれた零れいの義妹なのである。そんな二人が、あそこまで犬猿の仲なのは、彼女としては複雑だったのかもしれない。それに対し、初ういの返答は──

「──無理ですね。それでも、私は神黒姫シエンヘイヂエンが大嫌いです」

「えぇっ!?」

　取り付く島もない初ういの即答に、萌もえ黄ぎも流石さすがに取り乱す。

「神黒姫シエンヘイヂエンに同情すべき部分があるのは解わかりました。それでも、あの女の義兄にいさんへの仕打ちは度を超しています。そもそも、あの女の弱さを、何な故ぜ義兄にいさんが尻拭いしなければならないのですか？　筋が通っていません」

「……うぅ……それは、そう……かも……」

　初ういの正論に、萌もえ黄ぎは弱々しく俯うつむく。……が、その顔を初ういは覗のぞき込こんで──

「──ふんっ!!」「ひゃうっ!?」

　……頭突きを萌もえ黄ぎの額に叩たたき込こんできた。両名、まだローブのヘルメットは装着していない。涙を浮かべて額を押さえる萌もえ黄ぎに、額を赤くしつつも胸を張って初ういは言い放った。

「あなただって、義兄にいさんと同じことが言えるんですよ!?　昔は友達でも、今の神黒姫シエンヘイヂエンは違います。そんな相手に気を病んで、フォローしてやる義理なんて無いはずです!!」

「……で、でも……」

　そう言われても頷うなずけない萌もえ黄ぎは、盃さかずきから雫しずくが溢あふれるように、ぽつぽつと気持ちを零こぼす。

「……わたしは、あの時……黒姫ヘイヂエンが、巨人が居るデブリ帯に取り残された時……助けに、動けなかったから……。友達……だったのに。わ、わたしは──」

「──今聞いた話の中で、あなたに非があった部分なんて何一つ無かったと思いますが？」

　二年以上秘めていた罪悪感を吐露し掛けた萌もえ黄ぎを、初ういは一刀両断する。

「神黒姫シエンヘイヂエンを見捨てる決断をしたのは、アリストテレスだったのでしょう？　正確には違いますが、生徒たちにとって学校は上官のようなものです。……宇宙魔法士は戦闘も担にないますから、軍人に近い側面もあるじゃないですか？　軍人にとって、上官の命令は絶対です。逆らうことは許されません。ですが……だからこそ、全ての命令の責任は上官が背負うべきです。二年前の事件で、あなたは上官であるアリストテレスの命令に従っただけ。それは当然のことです。そして、その結果としてあなたが神黒姫シエンヘイヂエンに負い目を持ったのであれば、それへと対する責任はアリストテレスにこそあります。神黒姫シエンヘイヂエンに関して気に病むべきはアリストテレスであって──萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさん、あなたではありません」

　まくし立てた初ういに、萌もえ黄ぎは額を押さえたポーズのままポカンとする。

「……それは……いくら何でも、解釈が強引だと思う……けど……」

　そう呟つぶやきつつも、泣き笑いのような表情を浮かべる萌もえ黄ぎ。……彼女も、心の何処どこかで望んでいたのかもしれない。「あなたは悪くない」と、誰かに言ってもらえることを……。

　そんな萌もえ黄ぎを見て、初ういは溜ため息いき一つ。ばつが悪そうな顔になると、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……あなたばかりに話させるのもフェアじゃありません。少し、私の話も聞いて頂けますか？」

「え？　う、うん……」

　突然の初ういの願いに、萌もえ黄ぎは半ば反射的に首を縦に振ってしまう。

「……火星のある海辺の街に、幼い兄妹きようだいが住んでいました。その妹の方は、兄が大嫌いでした。いつもヘラヘラして摑つかみどころが無かったことも理由ですが──兄が、本当は自分とは、両親とも血の繫つながりが無いことを知っていたからです」

「……えっ？　そ、それって……？」

　萌もえ黄ぎも知るある義兄妹を連想させる。だが決定的な違いを含む内容に、虹の瞳が揺れた。

「……両親は義理の息子である兄の方も愛していましたが、妹は義理の兄が疎うとましくて仕方がありませんでした。両親が大好きで尊敬もしていた彼女は、義理の兄さえ居なければ、両親はもっと自分のことを構ってくれる……自分が両親を独占出来ると考えていたからです」

　初ういの言葉は淡々としていたが……その琥こ珀はく色の瞳は萌もえ黄ぎ以上に揺れていた。

「妹は義理の兄を排除しようと、色々なことをしました。兄が家に入れないよう、彼の鞄かばんから家の鍵を抜き取ってしまったり。けれど、どんな目に遭わされても兄はヘラヘラとしていて、堪こたえているようには見えません。結果、妹の行動は段々とエスカレートしていきます──」

　そこで初ういが拳を握り締めた。……彼女にとって重大な話へ差し掛かったのだと、萌もえ黄ぎも悟る。

「──とうとう、妹は悪戯いたずらでは済まないレベルで義理の兄の排除を目もく論ろみます。彼女たちの街の近くの海岸には、一つの洞窟があったのですが、潮が満ちると水没してしまう為ため、子供たちは近付くのを禁じられていました。妹は、そこへと義理の兄を騙だまして呼び出すつもりだったのです。それも嵐が街に近付いた、普段より潮位が高くなるはずのタイミングを狙って……」

「え、そんなことしたら……!?」

　初ういの語りに、萌もえ黄ぎは焦あせった声を上げた。妹の思惑通りにいけば、義理の兄は水没する洞窟に取り残されることになる。状況次第では……死んでしまうかもしれない。

　冷や汗を滲にじませる萌もえ黄ぎに……初ういは自嘲気味に笑った。

「──ですが、そこで妹にとって予想外の事態が起こります。義理の兄を呼び出した時刻より少し前、妹は現場の洞窟を下見していたのですが……そこで潮位が急上昇を始めたのです。嵐は予定よりも進む速度を上げていて、彼女が洞窟に居たそのタイミングで街を襲ったのでした」

　初ういが軽く吐いた溜ため息いきは、誰に呆あきれて吐かれたものだったか……。

「……洞窟に波が流れ込み、たちまち出口は塞がれました。妹は洞窟の奥へ逃げますが、それは時間稼ぎに過ぎません。洞窟はいずれ完全に海へ沈み……妹の命も消えるはずでしたから」

　それは、幼い女の子にとっては途と轍てつもない恐怖だっただろう。まだ自分の死など欠片かけらも想像したことが無かったはずなのに……死神に肩を叩たたかれたのだから。

「妹は大好きな両親の助けを願います。ですが、それが叶かなわないことを彼女は知っていました。彼女の両親は仕事が忙しく、頻繁に家を空けていたのです。また、両親が自分の義理の兄への態度を快く思っていないことを察していた彼女は、そんな機を狙い行動を起こしたのですから」

　少女を助ける存在は……現れない。少女は海の藻も屑くずと消える……はずだったのだが──

「……洞窟の最さい奥おう、僅かに残った空間に閉じ込められ、泣いていた妹の目の前で……荒あらぶっていた波の中から、何かが浮かび上がってきました。『……良かった。見付けた。こんな所に居たんだね』……そう言ってヘラッと笑ったのは──彼女が大嫌いな、義理の兄だったのです」

　その場面を語った初ういの表情は……何と表現するべきだったか？　怒っているような、泣いているような、苦しそうな、嬉うれしそうな……喜怒哀楽が混こん沌とんとした顔だった。

「義理の兄は、何処どこから調達してきたのか、酸素ボンベを背負っていました。それの酸素を妹に与えつつ、自分はほとんど素潜りで、彼は洞窟からの脱出を試みます。妹は義理の兄に抱き締められたまま、目を閉じているしかありません。……やがて、妹は自分の身体がしっかりとした地面の上に横たわっていることに気が付きました。あの状況から助かったのです」

　それが本当の話なら、真に奇跡的なことだと萌もえ黄ぎは感じた。子供二人で嵐の海を泳ぎ切ったのである。……大多数の場合、同じ状況なら二人とも溺れ死んでしまうだろう……。

「……妹の隣には、義理の兄も横たわっていました。額からは血が流れ、身体のあちこちに痣あざが出来ていました。嵐の海中で、色々な所にぶつけたのでしょう。……妹は全くの無傷です。義理の兄が自分を庇かばいながら泳いでいたことを、妹はその時になってやっと気付いたのです」

　そこで、初ういは一度唇を嚙かんだ。

「妹は、そこから義理の兄を怒鳴り始めました。助かった安あん堵ど、義理の兄に助けられた悔しさ、なのに感じてしまっている嬉うれしさ……感情が制御出来なかったのです。『何で助けたんです!?』『怪け我がまでして馬鹿じゃないですか!?』『私はあなたが大嫌いなのに!!』……自分を罵る妹に、義理の兄はいつもと違う困った顔を向け、こう言いました──」

『──海は広くて、何でも受け入れてくれる懐ふところの深さを感じるけど……そこに一人きりで取り残されたら、宇宙と同じでとても寂しいんじゃないかって思ったんだ。もし君がそんなことになってたらって思ったら、居ても立っても居られなくて……気付いたら探し回ってたんだよ』

　その言葉に萌もえ黄ぎは目を丸くする。それは、ギアが黒姫ヘイヂエンに言ったものと良く似ていて……。

「……『ごめん』と。一切悪くないはずなのに謝る義理の兄に、妹は『私こそごめんなさい』と自然に零こぼしました。そのまま泣き始めてしまった妹を、義理の兄はひたすら慰め続け……」

「ふぅ」と息を吐いて、初ういはその物語を締める。

「……その日から、妹は義理の兄が大嫌いではなくなりました。それまでの酷ひどい態度を詫わびるように彼に付いて回り、世話を焼きました。そんな中で、今まで気付かなかった彼の優しさ、良い所に気が付いていき──いつしか、義理の兄のことが大好きになっていたのです……」

　──語り切ったところで、初ういは顔を両手で覆い、うずくまった。

「……な、何でここまで話しているんでしょう、私？　義兄にいさんに酷ひどいことをしていた頃の私なんて黒歴史ですし、義兄にいさんを好きになったきっかけとか、恥ずかし過ぎです……!!」

「……え、ええと……ううんと……」

　悶もだえる初ういに、萌もえ黄ぎも苦笑いするしかない。ただ、初ういが伝えたかったことは理解していた。

「……零れいくん、リボルヴァ先輩と同じことを……言っていたんだ……」

「……ええ。ですから、私もびっくりしました」

　指の隙間からチラリと萌もえ黄ぎを見て、初ういは頷うなずく。

「……私が神黒姫シエンヘイヂエンと似ているように、義兄にいさんは〝朱のⅢ〟さんと似ているのかもしれません。叶かなうなら、〝朱のⅢ〟さんともっと話してみたかったです。もし、義兄にいさんと〝朱のⅢ〟さんが別の形で出会っていたら、物もの凄すごく仲良くなっていたかもしれませんね……」

「……う、うん……うぅん……」

　初ういのその主張は、萌もえ黄ぎは曖昧に濁した。……今の零れいとギアの関係を知る身としては。

　とはいえ、『零れいとギアが似ている』という部分は萌もえ黄ぎも共感出来た。だからこそ、彼女は思う。

（黒姫ヘイヂエンが零れいくんをちゃんと知ってくれたなら……今の状況は、終わるんじゃないかな……？）

　それが誰にとっても幸せであるように思え、萌もえ黄ぎはそっと、祈るように目を閉じる──

「──えっ？」「ちょっと、何っ？」「今いいところだったのにー！」

　……唐突に、格納庫が騒がしくなった。萌もえ黄ぎと初ういが顔を見合わせ、辺りを見回すと──試験一組目のレースを映していたはずの大型モニターに、砂嵐染じみたノイズが走っている。

「……映像が途切れたんですね。現地の撮影用アーティファクトに不具合でしょうか？」

「……本質的には文字と図形の組み合わせであるアーティファクトは、普通の機械よりずっと、不具合を起こし難にくいはずなんだけど……？」

　初ういの分析に、アーティファクト技師の萌もえ黄ぎは疑問を呈する。二人は目を離していて、詳しい事情は解わからない。……レースが盛り上がっていたところで、こんな有あり様さまになってしまったようだ。格納庫のそこかしこからブーイングが上がる中、砂嵐が薄れ、映像が回復してくる。

「あ、何か映ってきましたね──」

「付近の他のアーティファクトへ、同調が切り替わったのかも──」

　初ういと萌もえ黄ぎがそんな風に言い合った瞬間──それは大型モニターに映し出された。

　──大まかには蜥蜴とかげに似ている。

　……だが、そのすぐ隣に浮かぶデブリは、元は宇宙用のタンカーだったはずのものだ。

　背中には蝙蝠こうもりの如ごとき皮膜の翼が広がっているし、片腕が欠けた手足の先端には、周囲の宇宙ゴミなど一瞬で粉砕しそうな凶悪な爪が備わっている。長く伸びた首の先には、鮫さめや鰐わにが愛玩動物に思えてくるほど悪逆な頭部が付いており、牙の隙間からは毒々しい色の蒸気が漏れ出ていた。……しかも、何の冗談か、同じ形状の頭部が尻尾の先にまであるのである。

　それ以前に、その生物はどう見ても生身。空気が無く、悪魔的な放射線が飛び交い、日ひ向なたは灼しやく熱ねつ、日陰は極寒、そんな宇宙空間に生身で生存出来る生き物など──一種類しか居ない。

「……あ……」

　初ういが一歩後退する。彼女は、この場で彼女だけは、それを前に目撃したことがあった。最愛の義兄を死の一歩手前まで追い込み……朱あかき宇宙の英雄を死へと追おい遣やった、暴虐の化身。

　似ているのではない。もげた前肢を始め、その全身に未いまだ癒えぬまま刻まれた傷の数々は、その英雄が彼かの怪物に負わせた傷の位置と、完璧に一致していたのだから。

　──ドラゴン型異星幻獣、アンフィスバエナ。

　一人の英雄を潰ついえさせ、一人の少年をその空席へ座らせることになった化物は、残る前肢の指に摘んでいた撮影用アーティファクトを完全に粉砕し、再びこの宇宙に咆ほう哮こうを轟とどろかせた──




　……何が起きたのか？　その答えを示すには、時間を数分前まで遡さかのぼらせる必要がある。

　──相変わらず快調にデブリ帯を飛んでいた零れいは、その中に設営された、絶対に通る必要があるチェックポイントをまた一つ通過していた。

「これで三つ目……と。チェックポイントはこれで最後だよね、ギア？　……ギアっ？」

『……あ、ああっ。チェックポイントは三つで終わりだ。後はゴールへ一直線だぜっ』

　確認の声を掛けた零れいに、ギアは慌ててそう返したが……今、上の空だったのは明白である。

　彼女がそうなったのはいつからだったか？　それを思い返せば、原因もまた明白だった。

「ギア……かなり気にしてるでしょ？　神シエンさんのこと……」

『そんなことは…………いや、今さら取り繕っても仕方ねえか……』

　零れいに追従してくる影が見えなくなって大分経たった後方を振り返り、ギアが呻うめく。

　奇くしくも、というべきか。黒姫ヘイヂエンの襲撃を振り切った直後から様子がおかしくなったギアを、零れいは軽く問い詰め……ここに到いたるまでの独走の余裕の中、初ういが萌もえ黄ぎから聞いた内容とほぼ同様の話を教えられたのである。もちろん、ギアと萌もえ黄ぎという視点の差はあったが……。

『……あの時、オレが助けた結果、黒姫ヘイヂエンは歪ゆがんじまった……。零れいを排除しようとしてるのは、まさしくそれの影響だよ。オレは……どこまで周囲に悪影響を与えてるんだろうな……？』

「……あのさ、ギア。それは──」

　曇るギアの声に零れいは何か言おうと口を開き掛ける……が、それが発せられるよりも早く──

「──《千里眼》に反応!?　横合いから、何か……!?」

〔早はや霧ぎり……零れいぃぃぃぃっっ!!〕

　絶叫する如ごとき思念と共に飛来したのは、闇を凝縮したような色の球体、直径一ｍほど。それに触れたデブリが、球の内部に吸い込まれ……ひしゃげ、潰れる。

『重力球だ！　球状の高重力空間を生み出して、それそのものを射出してるんだよっ。掠かすっただけでもその中へ吸い込まれて、押し潰されるぞ!!』

「なんて危なっかしい……!!」

　進行上の宇宙ゴミを次々と吞のみ込こんでこちらへと迫る黒球に、零れいは蒼あおく輝くマントを翻ひるがえして〈ベオウルフ〉を加速させた。重力球の速度は決して遅くはないが、〈ベオウルフ〉の機動性には勝らない。零れいは易やす々やすと重圧の砲弾を回避してみせるが……当然、それを放った者も居るわけで。──その存在は、零れいが逃げる先を読んでいたように、デブリの陰で待ち伏せていた。

〔《見えざる星の御手》──【三ノ掌しよう・旋風脚】!!〕

　肩に黒くろ百合ゆりを咲かせた〈ディーヴァ〉。その身がフィギュアスケーターのアクセルジャンプの如ごとく回転する。宇宙に生まれた小さな竜巻は──周辺のものを引き寄せ始めた。

「ぬおっ!?　な、何だ、これ……!?」

　蒼輝のマントを広げ、〈ベオウルフ〉は吸引力に抗あらがう。その最さ中なか、零れいは小竜巻に接近、触れた付近のデブリが粉々に砕けるのを見た。目を凝らせば、独楽こまを思わせる回転の内で、健康的な脚が伸ばされている。その蹴り脚は重力の衣を纏まとっていて、それに辺りのものが引っ張られているのだと解わかった。そして、最終的には遠心力がたっぷりと乗った蹴撃へと巻き込まれ──

「じょ、冗談じゃない……ぅおっ!?」

　……さらに、これは回転が進むごとに引き寄せる重力も増大していく類いのようだ。一瞬の姿勢制御の誤りから、〈ベオウルフ〉はバランスを失い、【旋風脚】の方へ流れていく──

〔そんな簡単には……！　大体、『脚』なのに『掌』を名乗るなよ!?〕

　──間一髪、展開した宇宙合金製の盾が、そこに幾重にも束ねられた《防壁》のルーンが、重力を帯びた廻まわし蹴げりを弾く。紛らわしい技名への零れいのツッコミは、舌打ち一つで黙殺された。

　再襲撃を仕掛けてきた黒姫ヘイヂエンに、零れいは弛し緩かんし掛けていた闘志を引き締め直す。

「……でも……今まで影も形も見えなかったのに、どうやって追い付いてきたんだ？　ギアもしょっちゅう後ろを気にしてたんだから、普通なら気付けそうなものだけど……？」

　零れいは疑問を独白する。〈ベオウルフ〉はセンサー系のルーンも優秀なものを刻印されているし、偶然そうなった形だが、ギアも目視で後方を警戒していたのだ。なのに、黒姫ヘイヂエンから実際に奇襲を受けるまで存在を察知出来なかったのである。いくら何でも不自然極まりなかった──

『──まさか……!?　零れい！　順位見ろ、順位!!』

「……えっ!?」

　ギアの切羽詰まった声に、零れいは求められた情報を眼前に映し出す。〈ベオウルフ〉に限らず、ローブのヘルメットはヘッドマウント・ディスプレイも兼ねており、装着者の目の前に映像や情報を投影出来るようになっていた。それを利用し、今回の試験参加者は、いつでも己や他の参加者のデブリ・レースにおける現在の順位を確認出来る仕様になっていたのだが──

（僕が一位なのは問題無い。だけど、神シエンさんの順位は……二位……フィル・レイン？　三位は……御み陵ささぎ那な華か緒お!?　ごめん、何処どこのどなた様で、今何処どこにいらっしゃいますかっ!?）

　──零れいに次ぐ順位に居るはずの人物たちは、零れいが顔を知らず、名前も今初めて知る者たち。しかも、それらしい人影は周囲に目に出来ない。この場には零れいと、彼にしか見えないギアと、黒姫ヘイヂエン以外の人影は見られない……。

　その上、不可解なのは──

（どうして、一位の僕と並んでる神シエンさんが二位じゃないんだ!?　システムに不具合でも……!?）

　無意識に順位をスクロールさせた零れいは、かなり下の方に神黒姫シエンヘイヂエンの名を見付けて困惑を深めた。さらに、その横に追記された詳細情報に目を疑う。……『第一チェックポイント未通過』──

「──あ？　ああああああっっ!!」

　そこでようやく、零れいはこの状況を説明出来る唯一の答えに辿たどり着ついた。

〔神シエンさん、君は──チェックポイントを全部無視したのか!?　それで、ここまで先回りを!!〕

『……やっぱ、そういうことかよ……!!』

　零れいが黒姫ヘイヂエンを詰きつ問もんする思念に、ギアの奥歯が嚙かみ締しめられる。

　今回デブリ帯内に設けられたチェックポイントは、スタートからゴールまで直線的に並んでいるわけではない。第一チェックポイント通過後は即座に方向転換しなければならないなど、普通にデブリ帯を通り抜けるよりも遠回りをしなければならない形にされている。つまり──それらを全部無視して一直線にゴールを目指すなら、移動距離を相当短縮出来るのだ。

　零れいの詰きつ問もんを黒姫ヘイヂエンは無視しているが……彼女がそれを利用したことは明白である。黒姫ヘイヂエンは先に真まっ直すぐにゴールへと向かい、そこへ到着した後……第三チェックポイントの方へ、本来とはルートを逆に進んできたのだ。それならば、トップを独走中という事実から、黒姫ヘイヂエンも他の生徒たちも後ろから来るという先入観を持っていた零れいたちの裏をかけたのも納得である。……ただ、それは普通ならあり得ない策だった。

〔神シエンさん、君は──試験を放棄したのか!?〕

　前に、零れいはギアから聞いていた。今回のようなデブリ・レース形式の試験は、『どれだけ早くゴールしても、チェックポイントを通過していなかった場合、記録は付かない』と。要するに、ここで黒姫ヘイヂエンが零れいを倒し、その後ゴールしても、彼女は失格なのだ。試験第二組の出発予定時刻との兼ね合いもある。今から第一チェックポイントまで戻り、改めて正規の道順を通り直してくる時間も無い。今回の試験における黒姫ヘイヂエンの失格は覆くつがえし様が無かった。

　……確かに、今回の試験は零れいのような例外を除き、結果が今後の学校生活に影響を及ぼしはしない。が、流石さすがに試験を正当な理由なく、意図的に放棄したとなれば、問題視されるはずである。黒姫ヘイヂエンなら、学年代表の座を降ろされる可能性も高かった。

　にもかかわらず、黒姫ヘイヂエンがこのような所業に及んだ理由は明らかである。……零れいの妨害。自らは試験を捨ててでも、零れいに及第点は取らせないと、あまつさえ第一組の一位は獲とらせないと、そう言葉にせずとも言っているわけだ。

『……何でだよ、黒姫ヘイヂエン？　何で、お前は……そこまで……!?』

　零れいの傍かたわらでギアが顔を伏せた。その仕草は〝藍のⅠ〟のことを語った時と酷ひどく似ていて──

　──零れいは、とうとうキレる己を自覚した。

〔……いい加減にしろよ、神黒姫シエンヘイヂエン？〕

『……零れい……？』

　怒気を放つ零れいに、ギアは目を白黒させた。だが、黒姫ヘイヂエンの方は嘲笑するような思念を返す。

〔は、ようやくいい気配になったじゃないか？　そうやってもっと本性を曝さらけ出だせ。それを、このレースを観戦しているはずの他の生徒にも見せ付けろ。貴様の本性は、どうせ醜い。それを目の当たりにすれば、皆だって……学園長先生方だって解わかるはずだ！　アリストテレスに、ギア先輩のアリストテレスに、貴様のような輩やからは相応ふさわしくないと──〕

〔──相応ふさわしくないのはどっちだよ？〕

〔……何？〕

　零れいが吐き捨てた言葉に、黒姫ヘイヂエンは一瞬止まった。その隙に、零れいは言葉の刃を彼女へ突き立てる。

〔試験のルールに則のつとって勝負を挑んでくるなら、それが反則ギリギリでもこっちも許容範囲だ。受けて立ってやるさ。だけど、試験を放棄して、それでもこの宙域に居座って参加者の妨害を続けるなんて──ただの反則だろうが！　それをやる今の君は、単なる卑ひ怯きよう者ものに過ぎない!!〕

〔……う──うるさいっっ!!〕

　零れいの言い分は、黒姫ヘイヂエンも自覚していたのかもしれない。若干うろたえたものの──即刻、それを振り払うように首を横に振り、新たな重力魔法を成じよう就じゆする。

　先よりもなお黒く、暗い、暗黒の球体が、黒姫ヘイヂエンの頭上に膨れ上がった。

　それには目もくれず、黒姫ヘイヂエンから目を逸そらさず、零れいは吠ほえ続ける。

〔ギア・リボルヴァは、〝朱のⅢ〟は、紛まがう方かたなく英雄だった！　他の誰が、たとえギア自身がどう思ってたとしても、それは違たがえられることのない事実だ!!　それは僕がこの身をもって知ってるし──君だってそうだろう、神黒姫シエンヘイヂエン!?〕

　零れいのその台詞せりふにギアがはっとする中、黒姫ヘイヂエンの表情がヘルメットの内で引ひき攣つる。

〔……黙れっ！　貴様にギア先輩の何が解わかる!?〕

〔全部は解わからないさ！　それでも解わかるのは……あいつが僕を救ったように、君を救ったように、誰かの為ために自分を費やせる人間であったこと！　それに憧れて、並び立ちたいと思ったくせに、何で君には解わからないんだよ……!?〕

　零れいは、糾弾するように指を黒姫ヘイヂエンに突き付け、叫ぶ──

〔──誰かを追い落とす為ために卑ひ怯きように身を染める今の君を見たら、ギアは哀かなしむってことを!!〕

　……その言葉は、確実に神黒姫シエンヘイヂエンという少女の心の軟らかい部分に突き刺さったのだろう。

　直後に彼女が放った極大の重力球は、見当違いの方向へ逸それた。そして──




　──ギャアッッ!?




「「『……は？』」」

　──唐突に響いた苦痛の鳴き声に、この場の三名は揃そろって固まる。

　出所は黒姫ヘイヂエンが誤射した巨大重力球の着弾点。小山の如ごときデブリが砕け、内より蠢うごめく影が一つ。

　恐竜もかくやの鱗うろこに覆われた巨体は、零れいもギアも嫌というほど見覚えがあって──

『──アンフィスバエナ……!?　それも、あの傷の位置は……シノンシオンを襲った個体じゃねえか!!　何でここに……って、れ、零れいっ!?』

〔ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっ!?〕

　ギアがギョッとするレベルで、零れいは悲鳴を《念話》の通信にまで乗せて響き渡らせた。

〔アンフィスバエナ!?　何で!?　嫌だ、怖い！　来るなぁぁああああああああああっ!!〕

　……無理もない、と言えた。零れいはアンフィスバエナに、それもこの眼前の個体に殺されそうになったのである。それが再び目の前に現れたのだから、恐きよう慌こう状態に陥っても……だが。

「ああああああああああぁぁ……っよし、落ち着いた、ひとまず！」

　ひとしきり絶叫しまくった零れいは、次の瞬間には切り替わったように冷静さを取り戻していた。戸惑ったギアの口元がヒクヒクする。

『……おい、一体何事だったんだ、今の!?』

「義父とうさん曰いわく、『恐怖は下手に抑え込もうとすると、却かえって歯止めが利きかなくなるものだから。制御出来る内にわざと発散させた方が、むしろ早く冷静さを取り戻せるのだよ』。実践してみた」

『……なるほど。ある種の筋は通ってる、か。けど……それだけのもんじゃなかったろ、今の？』

「……ま、一刻一秒を争ったからね」

　ギアの言う通り、義父の格言の実践だけなら、《念話》の通信にまで悲鳴を乗せる必要は無い。零れいがそうした理由は、《千里眼》の範囲を拡大すれば解わかる。……零れいの遥はるか後方で、幾多の反応が止まっていた。後続の試験参加生徒たちである。直前の零れいの悲鳴に塗まみれた通信を受け取って、進行を停止したのだ。

（彼女たちが何も知らないままこの場に来たら、大被害が出てたかもしれないしね……）

　それを防ぐ為ための、零れいのファインプレーであった。

「……で、ギア。肝心の僕ら自身の方針だけど……逃げる？　それとも戦うべき？」

『……自分を殺し掛けた化物と戦うことが選択肢に入るお前の剛ごう毅きさは、素直に凄すげえと思うよ。──だが、その選択肢は無え。火力が足りなさ過ぎる』

　今後の方針を相談してきた零れいに、ギアは言い切った。

　零れいの魔法《悠久の蒼》は、それ自体は攻撃力を持たない。故に、零れいの攻撃は〈ベオウルフ〉の武装に頼るしかないのだが……現在のそれは、腰に佩はいた実体剣と両肩と腰よう部ぶの計四基の盾、そして脚部の武器格納庫ウエポンラツクに隠し持った宇宙用小型魚雷が左右二発ずつの計四発。

『……しかも、魚雷の弾頭は閃せん光こう・音響の非殺傷用。それでドラゴン種の強きよう靭じんな鱗うろこを貫通するなんざ出来るわけねえだろ？』

「……いやあ、戦うとしても、同級生とだけだと思ってたからね……」

　自身の今の攻撃用の手札の乏しさを言い含められ、零れいも苦笑を漏らすしかない。

「……とはいえ、逃げるとしても……逃げ切れる算段はあるのかな？」

『無いわけじゃねえ。見ろ、あいつ……周囲のデブリが邪魔になってやがる』

　ギアの指摘に零れいが観察してみれば、確かにアンフィスバエナは鼻先へとぶつかった人工衛星の残骸を鬱陶しげに振り払っていた。その翼も、広げようとして真っ二つになった宇宙用船舶に引っ掛けてしまっている。

『デカ過ぎるんだよ、あいつは。元々の速さは目を見張るものがあったが、この場所じゃ満足に加速も出来ねえはずだ。対して、こちらの大きさなら、デブリの間を平然とすり抜けられる。〈ベオウルフ〉の機動性もあれば、逃げるだけなら充分に目はあるぜ』

「……それならいいんだけど……何か引っ掛からない？」

『……まあ、言いたいことは解わかるが……』

　零れいとギアが共に気になっているのは、何故なぜそのような場所にアンフィスバエナが潜んでいたのかということだ。障害物が多い分、身を隠すには向くかもしれないが……何かの拍子に移動しなければならなくなった場合、苦労する羽目に陥ってしまう。

（……それ以前に、入り込む時にだって凄すさまじい手間があったはずだけど……？）

　釈然としないものを抱えつつ、それでも逃げの一手に変更は無しと、零れいは〈ベオウルフ〉をじりじりと動かす。アンフィスバエナはゴールへ向かうルートに居座っている為ため、そちらへは向かえない。スタート地点へ逆走するべく、零れいは飛び出すタイミングを計り──

　──双頭の竜が、二つの顎を同時に開いた。喉の奥に、灼しやく熱ねつに輝く毒気が満ちていく……。

「……な、何でいきなり攻撃態勢!?　……って、あ」

『そうだよ、当たり前じゃねえか！　何をボケてたんだ、オレたちは!?』

　このアンフィスバエナは、特大重力球を喰くらって出てきたのである。向こうにしてみれば、突然攻撃を仕掛けられたわけだ。反撃に動くのは、然しかるべき反応である。

　しかも、そこを鑑かんがみれば、狙いは零れいではない。重力球を放った──黒姫ヘイヂエン。

〔神シエンさん！　……え？　お、おぉい!?〕

『黒姫ヘイヂエン!?　おい、どうした!?』

　零れいも、聞こえないことも忘れてギアまで呼び掛けるが……黒姫ヘイヂエンは、無反応。〈ディーヴァ〉を纏まとった豊満な肢体は、まるで糸が切れた操り人形のように無重力の空間を漂う……。

「……あ。そ、そうかっ。ヤバい!!」

　零れいはうっかりしていた自分に怒りを覚える。ギアがアンフィスバエナに致命傷を負わされた現場に、黒姫ヘイヂエンも居合わせていたのだ。自分の英雄を葬ほうむった怪物。それは実際に殺され掛けた零れいと同等以上に、アンフィスバエナを恐怖の対象と感じるはずであり……。

　……さらには、その前に零れいに受けた口撃で、黒姫ヘイヂエンの精神は限界だったのである。そこに出現したアンフィスバエナの存在は、彼女の精神力を削り切るには充分過ぎて──

「畜生っ!!　間に合えぇぇええええええええええええええええええええ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

『──零れいっっ!!』

　主の意を汲くみ、〈ベオウルフ〉がかっ飛ぶ。割って入るのはアンフィスバエナと黒姫ヘイヂエンの射線上。そこで宇宙の騎士が急停止すると同時──双頭竜の二つの口から、超高温の毒息が吐かれた。

　二条の死の奔流が激突する刹那、〈ベオウルフ〉が四基の盾を前方に翳かざす。その姿は、さらに後ろの〈ディーヴァ〉の魅惑的な姿と共に、広がる毒々しい輝きに吞のみ込こまれていった……。
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　……そして、試験レースの先頭の映像が暗転した。

　寸前に映し出された光景に、〈マリアディアナ〉の艦橋は静まり返っている──と。

　パァンッッ!!

「──ぼうっとしている場合ではありません！　しっかりしなさいな!!」

　柏かしわ手で一つで艦橋の教師陣を正気に返したのはアイギスだった。彼女は口早に指示を飛ばす。

「試験第一組の生徒たちを、即刻スタート地点まで呼び戻しなさい。くれぐれもゴールの方には向かわないよう、厳命を。そして、〈マリアディアナ〉内に居る試験第二、第三組の生徒たちは、〈リーヴ〉と〈エルウィン〉に移動させます。彼女たちを収容次第、二隻はアリストテレスへ帰投。〈マリアディアナ〉は第一組の生徒たちをここで待ち、収容後にアリストテレスへ」

　アリストテレス高等部一年生たちをこのデブリ帯まで運んだ艦艇は三隻。内二隻、〈リーヴ〉と〈エルウィン〉だけでも、今スタート地点に居る生徒たちのみなら乗せ切れた。そうして、そちらは先に逃がし、戻ってくる試験第一組の生徒たちは〈マリアディアナ〉一隻で迎える。アンフィスバエナがこちらへ移動してくる可能性を考慮すれば、確かにそれが万一の時に一番被害を少なく出来る撤退策だ。が──

「第一、第二チェックポイントの先生方には、試験第一組の生徒たちの避難誘導を命じます。第三チェックポイントとゴールの先生方は、早はや霧ぎり零れい君と神黒姫シエンヘイヂエンさんの捜索、救助へと当たって下さい。そして──以降の指揮はエリカ、貴方あなたに任せます」

　──艦長席を立ったアイギスが、着ていたスーツのジャケットを脱ぎ払う。続けてその下のブラウスのボタンにまで手を掛けたのを見て、艦橋の一同は度肝を抜かれた。

「が、学園長、何をぉ……!?」

「早はや霧ぎり君と神シエンさんの救助が終わるまで、アンフィスバエナを抑えておく人間が必要です。それには──わたくしが当たります」

　問い詰めるエリカにアイギスが宣言する。……その判断は致し方ないことであった。

（現状、この場に戦力が少な過ぎるわ。ドラゴン種に対抗出来るのは……わたくしのみ……！）

　アリストテレス全体で見れば、ドラゴン種と戦える強つわ者ものは他にも存在するが……そういう者たちは、ギアの仇かたき討うちとアンフィスバエナ追撃に志願していたのだ。即すなわち──現在デルピエロに身がある。呼び戻すには、仮に転移魔法を用いても時間が掛かり過ぎた。

　……今この宙域に居る他の教師陣では、束になってもアンフィスバエナは抑え切れない。である以上、零れいと黒姫ヘイヂエンの救助が済むまで、アイギスが双頭竜を喰くい止めるしかないのだが──

「……ふむんっ……待つのよ、アイギス」

　もみゅんっ。

「──ふわっ!?」

　ローブに着替えるべく、更衣室に向かう時間も惜しいと上半身下着姿になったアイギスへ、若葉がしなだれ掛かる。……ついでにアイギスの乳房も揉もみしだいた。純白の鈴すず蘭らん柄のレースのランジェリーから、Ｆは確実の柔肉が零こぼれそうになる……。

「ひゃっ、ちょっ、あっ……!?　──ふふふ、ふざけている場合ではありませんよ!?」

　どうにか若葉から逃れたアイギスが頰を上気させて怒鳴る。旧友の怒りを気にも留とめぬ様子で、若葉は手の指をワキワキと折り曲げていた。

「……相変わらず凄すごい張り。肌も赤ん坊みたい。これで経産婦とか……反則だわ。一〇代から全然変わってないわよね。『アイギスさんじゅうななさい』を地で行っているもの……ふぁっ」

　呆あきれ半分、感嘆半分で欠伸あくびをした若葉は、けれどそこから眼光を鋭くした。

「──だからこそ、あんたはそれを利用して無茶をする気でしょ、〝不死の貴婦人イモータル・カーミラ〟？」

　アイギスのもう一つの二つ名を持ち出した若葉に、エリカとマリカがはっとする。

　アイギスの《生命の水》は、液体を万能薬に変える魔法だ。その万能性は怪け我がの治療、病の快復ばかりか、老化の停止にまで及ぶ。その上、生成された万能薬は決して劣化しない。そこに着目し、アイギスの生み出した万能薬を濾ろ過か・滅菌機能付きのポッド内で循環させることにより、半永久的に利用可能にした装置が医療用霊薬槽だ。

　……だが、半永久的に効果を及ぼし続けているアイギスの万能薬は、もう一種あるのである。アイギス自身の体液だ。学生時代から数え切れぬ回数使われてきた《生命の水》は、最も近くにあったアイギスの体内の水分にも影響を及ぼして……アイギスの血液を始めとした体液は、同時に恐るべき万能薬の性質も宿すようになっていたのである。

　その効能はアイギス自身にも及んでおり……彼女は、零れいやギアと同年代の頃から肉体的には歳を取っていない。そして、どれだけ深い傷を負ってもそれを短時間で完治させる、まさしく不死身の身体を手に入れていた。

「はぁっ……確かにね。あんたはドラゴン程度となら戦っても負けはしないわ。けど、それは殺されないから負けないだけで──勝てるわけじゃないでしょ？　……あぅぁ」

　若葉の苦言にアイギスが俯うつむく。そこまで解説されれば、艦橋の全員にアイギスの思惑は理解出来た。……彼女は、自分自身を餌にしてアンフィスバエナを引き付けるつもりなのである。

「……それは了承出来かねますー！　それでは、早はや霧ぎり零れい特待生と神黒姫シエンヘイヂエン学年代表が救助されても……学園長がアンフィスバエナの許もとに取り残されてしまいますー!!」

「そうなれば、市長の救出こそ困難になるでしょう。状況次第では、こちらから完全に行方が摑つかめなくなってしまう危険性もあります。アリストテレスの頂点である御身もまた大事であることを──ご理解下さい」

　エリカとマリカが揃そろって翻意を促す中、アイギスは唇を嚙かんだ。

「……では、早はや霧ぎり君と神シエンさんはどうするのですか？　第三チェックポイントとゴールの先生方だけでは、アンフィスバエナを抑えながら二人を救助するのはとても不可能ですよ？」

「こう言っては何ですが──あの状況下で両名が生きているとは思えません」

「──そのような推測で、生死も確かめず生徒を見捨てるというのですか!?」

　マリカの無慈悲な言葉にアイギスは吠ほえる。それに、エリカが躊躇ためらいがちに続けた。

「……確かに、それはアリストテレスとしても頂けませんー。後で非難を浴びるはずですー。特に早はや霧ぎり零れい特待生を……史上九番目の男性新世代を見捨てたとなれば、アリストテレスの名声は地に落ちるでしょうー。今、世間的に彼の注目度は高いですし……先に〝朱のⅢ〟を、ギア・リボルヴァ特待生を喪うしなっていることからも、再びなのか……とー」

　だが、だからといってアイギスをアンフィスバエナに向かわせることは出来ない。救助活動を行うにしても、第三チェックポイントとゴールに控えていた教師陣だけで可能な範囲に限定するべきとエリカは妥協案を提示する。……その内容は、アイギスには看過し難がたかったが──

「──気持ちは解わかるけど、現状ではそれが最適解だと思うわよ？　救助活動に当たる教師たちに命を捨てろというのなら、また話は違ってくるでしょうけど……っあぅ」

　部外者であることからやや遠慮がちながらも、若葉がそうアイギスに論じた。

「……そんな手段は考えていません。……ねえ、若葉──」

「──わたしでは無理。萌もえ黄ぎを妊娠して、それを理由に宇宙魔法士を辞めて、どれだけ経たったと思っているのよ？　……最前線は離れても訓練は欠かしていないあんたとは違う。一六年間のブランクがあるわたしじゃ、ドラゴンとはもう戦えないわ……んぁ」

　首を横に振る若葉に、アイギスは項うな垂だれた。

「……わたくしは、無力ですね……」




　……同じ頃、第三チェックポイントとゴールの間にある一つのデブリでは──

『──おい、零れい！　大丈夫か!?』

「……ふ……ふふっ……ふふふふっ……!!」

　元は中型の宇宙用船舶だったらしいその中で、ギアの呼び掛けに零れいの口から笑いが漏れた。

「す──凄すげぇええええええ！　凌しのぎ切ったよ、アンフィスバエナのブレスっ。〈ベオウルフ〉、本気で凄すごいっ！　萌もえ黄ぎちゃん、ありがとう!!　マジで惚ほれそう……!!」

『……そんだけ戯たわ言ごとをほざければ大丈夫そうだな。けど、今のは義妹いもうとの前では言うなよ……？』

「……なして？」

『……オレ、ちょっと初あのこが不ふ憫びんになってきたぜ……』

　首を捻ひねる零れいを前に、ギアは目頭を押さえる。

　ともあれ、再びアンフィスバエナの毒息を浴びせられた零れいは──生きていた。というか無傷である。〈ベオウルフ〉にも損傷らしい損傷は見られなかった。このアーマーローブの四基の盾は、ドラゴンの吐息を見事防ぎ切ったのである。

『……つっても、それは一概に〈ベオウルフ〉だけの力じゃねえけどな……』

「……どういうこと？」

『お前だ、お前。零れいの魔法の力も大きいんだよ』

　我がことを理解していない零れいに、ギアが説明する。

『〈ベオウルフ〉……アーマーローブは、装着中のエーテル補充を考慮してねえ。装備した男性新世代は、事前に丹田へ溜ためたエーテルのみでやりくりするしかねえんだよ、本来は。だから、通常は丹田内のエーテルの量を気にして、ルーンの発動も抑えめになりがちなんだが……』

　ギアは意味深に零れいを見た。

『お前は《悠久の蒼》で、消費した端から丹田内のエーテルを回復出来るんだ。エーテルを外から吸収出来なくても、お前の丹田からエーテルが尽きることは無え。だから、何も気にせず〈ベオウルフ〉に刻まれたルーンを使いまくれる。……アンフィスバエナの息を防ぎ切れたのも、そうやって全開で《防壁》のルーンを発動出来たからこそだ。全く……無限機関か、お前？』

　実際には、零れいの体力の問題や、今はまだ片へん鱗りんを見せていない《悠久の蒼》使用の反動もあるはずなので、本当に無限に〈ベオウルフ〉を稼か働どうさせ続けられるわけではないだろうが──

『それでも、かなり大きなアドバンテージだ。〈ベオウルフ〉にオレの魔法のような、大出力の攻撃用ルーンがあれば……本気でアンフィスバエナ撃破も視野に入れられたかもな……』

　……とはいえ、そんな零れいをしても竜の息い吹ぶきの噴出力は凄すさまじく、彼らはあの遭遇現場からは吹き飛ばされていたのだが。その後、手近にあったこのデブリに身を隠し、現在に到いたる。……その一連の中で黒姫ヘイヂエンを見失っており、彼女の安否は杳ようとして知れない。

「……神シエンさん……無事だといいけど」

『……そう、だな……。けど、まずは自分が生還することを考えろよ、零れい？』

「……解わかってるよ、ギア。とにかく、アンフィスバエナからは逃げる方針でいいんだよね？」

『ああ。ただ、逃げる先が問題だ。教師陣と合流した方が良くて、それならゴールに居る面子めんつが一番近いはずだが……あそこはアンフィスバエナとも距離が近過ぎる。既に全員が逃げてる可能性も否定出来ねえ』

「……そうだった場合、空っぽのゴールに一人取り残されるわけか……」

　赤子の頃、救命艇で宇宙をさ迷った記憶が甦よみがえりそうになり、零れいは首を振ってそれを追い払う。

『そこを鑑かんがみると、まずは通信を試みた方がいい。教師陣と連絡が付けば、合流も容易になる』

「……や、やってみる……」

　ギアのアドバイスに、零れいは〈ベオウルフ〉の《念話》のルーンへとエーテルを注いだ。

〔……そ…………んを……ぇますー……〕

「……あ。何か聞こえてきた」

『どれどれ……ああ、こいつはスタート地点の方から送られてきてる思念だな。もしかしたら、この緊急時における方針を伝えてるのかもしれねえ。チャンネルを合わせて確認しろ』

「ちょ、ちょっと待って……!?」

　まだ慣れていないルーンの扱いに四苦八苦しつつ、ふと零れいは訝いぶかしい点に気付く。

「……そういえば、僕が発動させてるこのルーンの恩恵を何でギアも受けられてるの？　普通に考えたら、この思念は君には聞こえない形にならないとおかしいんじゃない？」

《念話》での通信は、使用者同士の脳内でやり取りされる、いわばテレパシーだ。発動者ではないギアにまでそれが聞こえるのは、些いささか不可解である。ギアも不思議そうな顔になった。

『……そういやそうだな。何つーか……オレ自身に直接伝わってきてるわけではねえんだよ。オレにはもう脳は無えし。お前に触れた部分からお前を介して聞こえてくるっつーか……』

「……僕が感じてるものなら、ギアも僕を介して感じられるってこと？」

『かもしれねえ。実際、この状態になってからは宇宙に出ても周囲のエーテルは感じ取れなくなってたんだが……お前の体内に取り込まれてるエーテルは、例外的に感じられるんだよ』

　これも零れいだけがギアと触れ合えることと同様に、彼女の血肉を零れいが取り込んだ影響か？

　……どのみち、ここで正解を得る手段はない。零れいもそれは棚上げし、《念話》のチャンネルを合わせることに注力する──

〔……繰り返し、ここからの方針をお伝えしますー。第三チェックポイントとゴールの先生方は、早はや霧ぎり零れい特待生の捜索と救助、最悪でも生死の確認をー。とはいえ、ドラゴン型異星幻獣が付近を徘はい徊かいしていますから、無理は禁物ですー。危険を感じた場合は即時撤退をー〕

「──って、これ、僕の救助に関すること!?　……先生たちが近くまで来てくれるのか……。それと合流を試みた方がいいかな………………ん？」

　……聞いている内に、零れいは違和感を覚えた。横を見れば、ギアの顔色が蒼そう白はくになっている。それで零れいも違和感の正体を悟った。

（そうだ。何でこの通信、神シエンさんのことに触れてないんだ？　捜索・救助対象に入ってないのなら……無事？　もう保護されてるってことで……いいんだよね？　だよね!?）

　祈るように内心で呟つぶやいていた零れいは、さらなる思念を聞き取った。

〔エリカ秘書。早はや霧ぎり零れい特待生の捜索と救助……だけでいいのですか？　行方不明となった生徒は二人……神黒姫学年代表も居たはずですが……？〕

（神シエンさんもまだ見付かってない!?　じゃあ、何でさっき触れられなかったんだ……!?）

　薄ら寒いものを感じた零れいは……次の瞬間、頭を鈍器で殴られた如ごとき衝撃に見舞われた。

〔神黒姫シエンヘイヂエン学年代表の捜索・救助は行いませんー。現状の我々の戦力では、アンフィスバエナの目を盗んで二人もの生徒を保護するのは困難だと判断しますー。なら、優先すべきはより重要な人物……考えるまでもなく、史上九人目の男性新世代たる早はや霧ぎり零れい特待生ですー。神黒姫シエンヘイヂエン学年代表は優秀な生徒ではありますがぁ……代わりが居ないレベルではありませんー。優先順位は低いと考えて下さいー。早はや霧ぎり零れい特待生の捜索過程で見付かれば、保護しても構いませんがー〕

　そこから先の言葉を零れいは聞いてはいなかった。聴覚が麻ま痺ひするほどに、視覚が強烈に捉えていたからである。……奥歯を嚙かみ締しめ、眉根を寄せ、悲痛な表情へ変わっていくギアの横顔を。今すぐ飛び出していきそうで、けれどそれが叶かなわなくなった身を嘆いて揺れる紅玉の双そう眸ぼうを。

　……そして、零れいは気が付けば叫んでいた──




〔──ふ・ざ・け・ん・な・ぁぁぁぁああああああああああああああああああああっっっっ!!〕

「は……はいーっ!?　な、何ですかぁ……!?」

「……早はや霧ぎり君!?」

　第三チェックポイントとゴールで待機する教師たちへ《念話》のルーンで指示を行っていたエリカは、突如割り込んできた大だい音おん声じようの思念に素っ頓狂な声を上げる。アイギスはそれを鳴り響かせた相手を即座に看破した。

〔……早はや霧ぎり零れい特待生ですかー？　生きていたんですねー。今、何処どこにぃ……〕

〔──教えるもんか!!〕

「……は？」

　こちらの問いへ回答拒否した零れいに、エリカは啞あ然ぜんとする。それは救助の拒絶とも聞こえた。

〔僕が居所を教えたら──そこに僕を迎えに来るだけで神シエンさんの捜索は完全に行わないつもりだろう!?　そんなこと認めるもんか!!〕

　零れいのその思念に、先までの通信を聞かれていたのだとエリカは察した。小さく舌打ちする。

〔……仕方のないことですー。現状、こちらの戦力が足りませんー。貴方あなたと神黒姫シエンヘイヂエン学年代表を両方とも助けるだけの余裕は、とてもありませんー。ですからぁ……〕

〔──二年前も、そう言って神シエンさんを見捨てようとしたんだろ!?　……またなのかよ……!?〕

　まさか零れいがそのことを知っているとは思わず、エリカは言葉に詰まる。姉妹を援護するべく、マリカが割って入った。

〔君が二年前のことを知っているとは驚きですが──ならばこそ、理解して下さい。二年前はギア・リボルヴァ特待生が、〝朱のⅢ〟が彼女を助けましたが、もう彼は居ないのです。奇跡のような偉業を成し遂げる英雄は最も早はや居ない。そうである以上、我々も現実的に出来る範囲のことに力を尽くすしかないのです。恥ずかしながら、こちらの戦力ではアンフィスバエナへと対抗しつつ二人もの生徒を保護する余裕はありません。そして、どちらか一択であるのなら、我々は君の方を選びます、早はや霧ぎり零れい特待生。君は、この世界に八人しか居ない男性の新世代なのですよ？　自分の重要性を解わかって頂きたい〕

　マリカは理路整然と説いたつもりだっただろう。だが、ギアの名は出すべきではなかった。その名前を聞いたことで、零れいの心の火はますます燃え上がる。

〔だったら──神シエンさんは僕が助けに行く!!　あんたらが迎えに来た時、僕と神シエンさんが一緒なら、そのまま連れて帰るだけの簡単なお仕事だ！　戦力が少なくてもどうってことないだろう!?〕

　零れいの啖たん呵かにマリカは愕がく然ぜんとした。

〔無茶を言わないで下さいー！　アーマーローブの力を過信しているのですかー!?　双頭竜が徘はい徊かいする宙域をたった一人で捜索するなんて……何故なぜ、そこまでぇ……!?〕

〔ギアなら間違いなくそうするからだ!!〕

　戸惑うエリカへ零れいは断言する。

〔二年前、ギアが神シエンさんを助けたことは間違いじゃない。確かに、それがきっかけの神シエンさんの変化は、全部が正しかったわけじゃない。そのせいで傷付いた人も居たけど……あの日神シエンさんが助けられなかったら、そこで全てが終わってたんだ！　そして、神シエンさんが間違ったことも、生きてさえいればまた正せるかもしれないんだっ！　こんな形で終わらせられるか……!!〕

　零れいの叫びは、エリカやマリカだけでなく、もう一人の誰かにも向けられているようで……。

〔僕は、僕の英雄ヴアーミリオン・サードを噓うそになんかしない!!〕

　零れいの宣言が、デブリ帯全域へ響き渡った。




『……零れい、お前──』

　息を荒げて《念話》を切った零れいへ、ギアが躊ちゆう躇ちよを多分に含んだ声を掛ける。

　その複雑な響きへ、零れいは逆に清すが々すがしい笑みを返した。

「……ああは言ったけどね。多分、それ以上に僕は……嫌なんだよ」

『……え？』

　意味が吞のみ込こめないギアへ、零れいは笑みを深める。

「宇宙で一人ぼっちなのは寂しいから。僕は、子供の頃からそれを知ってるから……僕以外の誰かであっても、そんな目に遭ってる人が居るのは……嫌なんだ」

　零れいのその言葉が、いつか自分が言った台詞せりふと重なってギアは息を吞のむ。

「だから、これはきっと僕の我がままだ。だけど、出来ればギアにも手伝ってほしい。神シエンさんを……助けに行こう？　一緒にっ」

　己の肩に置かれたギアの手に、零れいの指が触れる。その温ぬくもりに、ギアは一瞬顔を伏せ──

『──どのみち一いち蓮れん托たく生しようだろ？　ああ、とことん付き合ってやるぜ、相棒っ』

「うん、よろしくっ」

　ギアと零れいが頷うなずき合い……真紅の美び姫きを肩に乗せ、蒼あおき光を纏まとった騎士が再び宇宙空間へと身を躍らせた──




〔──僕は、僕の英雄を噓うそになんかしない!!〕

　零れいの獅し子し吼くは……彼がまだ《念話》のルーンの操作に慣れていなかった為ために、このデブリ帯とその近辺全域に轟とどろいていた。即すなわち──〈マリアディアナ〉の格納庫、そこにて待機していた試験第二、第三組の生徒たちにも。

　零れいの言葉から黒姫ヘイヂエンが見捨てられようとしていることを悟り、生徒たち……特に中等部からの持ち上がり組の者たちに動揺が広がっていく。……その中から一人、エアロックの方へと駆け出した影があった──

「──待ちなさい、萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデさん!!」「何処どこへ行くつもりですか!?」

　……が、艦外へ通じる扉にあと少しというところで、その前に教師が二人立ち塞がる。虹色の瞳を揺らしながらも睨にらみ付つける萌もえ黄ぎに怯ひるまず、二人の教師は淡々と彼女に呼び掛けた。

「この場の生徒は全員待機です。追って〈リーヴ〉か〈エルウィン〉への移動が指示されますから、それに従って下さい。……それ以外の行動は、全面的に禁じます」

「……早はや霧ぎり零れい特待生の言葉に感化されたのですか？　冷静になりなさい。一時の感情に任せてドラゴンが徘はい徊かいする宙域に飛び出すなど……自殺行為です」

「……い、一時の感情じゃ、ないもの……!!」

　萌もえ黄ぎの口から吐き出された言葉は、本人も予想外なほどの熱を帯びていた。

「……に、二年前……わたしは、動けなかったからっ。黒姫ヘイヂエンの、友達だったのにっ……。そのことを、ずっと後悔してきたもの……。こ、ここでまた、動けなかったら……わたしは、もう二度と……きっと……!!」

　黒姫ヘイヂエンと友達に戻ることは出来ない……言葉として発せられなかったその想おもいを胸に、萌もえ黄ぎはエーテルを我が身に引き寄せる。Ａランク死し霊りよう使いの魔法発動の予兆を感じ取り、教師たちにも緊迫感が走った。彼女たちもエーテルを吸い込み、臨戦態勢を整えていく──

「……あの、すみません」

　──張り詰めていく空気をものともせず、萌もえ黄ぎの後ろから小柄な少女がひょっこりと童顔を覗のぞかせた。……初ういである。彼女は毒気を抜かれた萌もえ黄ぎを追い越すと、教師二名に微笑ほほえんだ。

「申し訳ありません、先生方。ブリュンヒルデさんはともかく、私が義兄にいさんを助けに行くのは決定事項なので……エアロックの前から退いて頂けますか？」

「「なっ……!?」」

　寸前までのやり取りを気にもしていないような初ういの言い分に、教師二名も絶句した。そんな彼女たちへ、初ういは気負いが一切無い口調で続ける。

「退いて下さらないのなら──痛い思いをしても知りませんから」

　……年下の少女、それも教え子からそう言われ、流石さすがに教師二人もカチンときた顔をする。両名とも腰を落とし、いつでも初ういに飛び掛かれる構えを取った。

「早はや霧ぎり初ういさん、他の生徒たちの許もとに戻りなさい」「でなければ、そちらこそ痛い思いを──」

「──忠告はしましたから」

　……一瞬だった。

　萌もえ黄ぎがこの距離にもかかわらず初ういを見失った次の瞬間、教師二名の上下が入れ替わる。如何いかに格納庫内の重力が弱いとはいえ、あまりに電光石火の出来事であった。何が起きたのか理解が追い付いていない彼女らの首筋に、稲妻の如ごとく何かが打ち込まれて──そのままゆっくりと床に伏した教師たちは、完全に気を失っているのが明白である。

　……その向こう側で手刀にしていた両手を解き、〈巫かんなぎ〉のヘルメットを装着し始めた初ういを目にして、萌もえ黄ぎはようやくそれが彼女の早業によるものだと察した。

「……行かないんですか、ブリュンヒルデさん？」

「……え？　あ、ちょ、ちょっと待って……!!」

　肩越しに振り向いた初ういの確認に、萌もえ黄ぎは慌てて〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉のヘルメットを被かぶり……もっと慌てて格納庫の壁に立て掛けておいた『杖つえ』を取ってくる。

「……何ですか、それは？」

「これが無いと、〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉は真価を発揮出来ないから……」

　エアロックの最初の扉を潜くぐりつつ、萌もえ黄ぎは初ういへ説明する。特に興味を引かれなかったのか、初ういは一枚目の扉が閉じゆくのを背に、溜ため息いき混じりの思念を《念話》のルーンへ乗せた。

〔それにしても……ここからが大変です。義兄にいさんがデブリ帯の何処どこに居るのか、正確な位置は解わかりませんから。解わかりさえすれば、私の魔法で一気に転移して行けるんですが〕

〔わたしも……黒姫ヘイヂエンが何処どこに居るか、解わからないし。零れいくんも捜しているみたいだから、まずは彼と合流するべきかな……？　零れいくんの位置なら、解わかるし……。デブリ帯のかなり先だから、向かうのには時間が掛かりそうだけど──ひっ!?〕

　相あい槌づちを打つように自身の方針を語っていた萌もえ黄ぎが慄おののいたのは──肩を初ういに摑つかまれたせいだ。

　エアロックの第二の扉が開放されて、蒼あおき宇宙の煌きらめきが初ういのヘルメットを照らす。反射で見えないが、その奥で初ういが恐ろしい笑みを浮かべていることが萌もえ黄ぎには不思議と解わかった。

〔そうですか。ブリュンヒルデさん、義兄にいさんの所在が解わかるんですね？　なら、教えて下さい。一緒に転移でお連れしますから。──それはそうと、何故なぜあなたが義兄にいさんの居場所が解わかるのか、そちらも詳しく、ぜひとも詳しく教えて頂きたいのですが……!!〕

「ひ、ひぃぃ……!?」

　悪あつ鬼き羅ら刹せつとしか思えない気配を漂わせる初ういに、萌もえ黄ぎはか細い悲鳴を漏らした。……萌もえ黄ぎに零れいの居場所が解わかるのは、彼と共に居るギアの存在を察知出来る死し霊りよう魔法使いとしての特性故だが……ギアのことは初ういには教えないように頼まれている萌もえ黄ぎは、どう説明するべきか悩む。

（……へ……下手なことを言ったら……殺されそう……）

　この後遭遇するかもしれないアンフィスバエナより、今の初ういの方が萌もえ黄ぎには余程怖かった。




「──早はや霧ぎり初ういと萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデ学年首席が飛び出していった、ですか!?」

「格納庫を監督していた教師たちは何をしていたのですかー!?　……昏こん倒とうさせられたー!?　……早はや霧ぎり初ういにー!?」

　……数分後、〈マリアディアナ〉の艦橋に上がってきた格納庫での出来事の報告に、マリカとエリカは混乱を隠すことも出来なかった。

「Ａランクの萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデ学年首席にやられたのであれば、まだ解わかりますが──」

「……高等部からアリストテレスに入学した早はや霧ぎり初ういにー？　義兄あにの早はや霧ぎり零れい特待生といい、一体どうなっているのですかぁ……!?」

「……ふふっ……はははっ……ふぁっ、やってくれるものね、アイギス？」

「……そうですね。彼女の血筋を考えれば、むしろ大人しいくらいと思えます」

　困惑のマリカ、エリカとは対照的に、若葉とアイギスは楽しげでさえある口調で言った。

「……が、学園長ー……？」

「若葉・ブリュンヒルデＣＥＯも──もしや、何かご存じなのですか!?」

「エリカ、マリカ。このデブリ帯の清掃を依頼した星せい霜そう社しや……憶おぼえていますか？」

　詰め寄ってくる双子の秘書たちへ、アイギスはそんなことを尋ねた。

「それは憶おぼえていますが──特に、社長という男性と副社長という女性には、驚きよう愕がくしました」

「『ゴブリン』の群れ……異星幻獣の中では最も弱いとされている小鬼の姿をした種ですが、数が揃そろえば脅威となりますー。それをああも容易たやすくー。その上、彼らは旧世代だと聞いていますがー」

「まさか、異星幻獣に勝てる旧世代が居るとは──」

「──ま、ゴブリン程度なら赤子の手を捻ひねるようなものよね。あの二人は……ドラゴンにすら単独で勝ったことがあるのだし……ふぁぅ」

「「……は？」」

　口々に述べていたマリカとエリカは、若葉の聞き捨てならない発言に間抜けな声を上げた。

「事実ですよ。同様のことが出来る旧世代を、わたくしは他に知りませんけど。……恐らく、旧世代に限定するのであれば、人類最強の二人でしょうね……」

「……まさしくね。〝藍のⅠ〟と〝黒のⅡ〟のタッグと何度も戦って、一度も敗北していないわけだから……ぅむん」

「「なっ……!?」」

　アイギスと若葉の弁に、マリカもエリカも開いた口が塞がらなくなる。最強の異星幻獣だけでなく、〝最優の宇宙魔法士〟と讃たたえられた〝藍のⅠ〟、〝最強の宇宙魔法士〟と恐れられた〝黒のⅡ〟、彼らを同時に相手取って、敗北が一度も無いなど──

「──な、何者ですか？」

「わたくしたちが最初にあの二人と出会ったのは、敵としてでした」

　マリカの怯おびえを含んだ問いに、アイギスは答える。──アイギスたちが学生だった頃、それは同時に旧世代と新世代の対立が最も激しかった時代でもあった。新世代排斥を謳うたう旧世代も数多く、中にはその為ためにテロリスト紛まがいの真似まねに走る者たちも居たという。……星せい霜そう社しやの社長と副社長も、後に和解したものの、元はそんな反新世代のテロ組織の一員であったそうだ。

「……和解を果たせた後、あの〝黒のⅡ〟がしみじみと語っていたくらいだものね。『もう二度と戦いたくねェ』って……ふわぁ」

　若葉の解説に、マリカとエリカは声も出ない。

「……その後、あの二人が同じように新世代側と和解した仲間たちと起業したのが星せい霜そう社しやです。今では新世代の社員も抱えていますし、かつてのしがらみも無くなったわけですが──」

　……そして、アイギスは決定的な答えを口にする。

「──星せい霜そう社しやの社長と副社長の名前を憶おぼえていますか、マリカ、エリカ？」

「……確か、夫婦で姓は同じだったはずですがぁ……」

「下の名前は万ばん之の進しんと千ち鳥どりで、姓は確か、は──早霧っ!?」

　辿たどり着ついた答えに、エリカとマリカはデブリ帯の方を……零れいと初ういが居るはずの方向を見る。

「……つまり、そういうことなのですよ」

「旧世代最強の夫婦の遺伝子を受け継いだ新世代の娘と、それの養子である史上九番目の男性新世代。……聞けば聞くほど、面白過ぎる義兄妹きようだいだわ……ふぁん」

　アイギスと若葉が呆あきれ気味に呟つぶやいた。零れいと初ういの、こと戦闘技術に関しての異常なまでの練度は、何ということもない。……単に、両親に仕込まれていただけの話だ。

　最も早はや何も言えなくなっているマリカとエリカを尻目に、若葉がアイギスを流し見る。

「……ねぇ。これはもう、あの子たちに賭けてみてもいいと思うのだけれど？」

「……良いのですか？　一人は貴方あなたの娘でしょう？」

　少しばかり非難げに返すアイギスへ、若葉は不敵に唇の端を吊つり上あげた。

「だからこそよ。わたしの娘を舐なめないで。それに……わたしたちだって、初めてドラゴンと戦ったのは、あの子たちと同い年の時でしょう？　……はぁぅ」

「……そういえば、そうでしたね……」

　アイギスがその眼まな差ざしをデブリ帯の奥へと向ける。

「……それでも、どうか無茶はしないで下さいね……？」




☆　　　　☆　　　　☆




〔神黒姫シエンヘイヂエン学年代表の捜索・救助は行いません──〕

　零れいがエリカのその《念話》を受け取っていたように──黒姫ヘイヂエンもまた、教師陣と連絡を取ろうとした過程でその思念を拾っていた。

「……っ!!」

　決定的な言葉が聞こえた段階で、黒姫ヘイヂエンは耐え切れず《念話》のルーンを停止させる。直立の姿勢を保っていられなくなり、彼女は背を硬い壁に預けた。

　ここは、第三チェックポイントとゴールの間に散乱するデブリの一つの中である。零れいと同様にアンフィスバエナの吐息に吹き飛ばされた黒姫ヘイヂエンは、その後這ほう這ほうの体ていでここに逃げ込んだのであった。何処どこかの宇宙ステーションの一部であったらしく、案内板らしき物が彼女の頭上を流れていく。人工重力が失われたその中で、黒姫ヘイヂエンはもたれ掛かった壁を支えに膝を抱えた。

　黒姫ヘイヂエンを庇かばった零れいが無事だった以上、それは必然だが……彼女も無傷である。〈ディーヴァ〉にも損傷は無い。……けれど、その心はズタズタであった。

「……また、見捨てられたのか……？　あ、あたしは……!!」

　喉の奥から込み上げてくる嗚お咽えつを、黒姫ヘイヂエンは抑え切れなかった。二年前、同じようにデブリ帯に取り残された時の記憶がフラッシュバックしてくる。

　……あの時もデブリの中に隠れ、膝を抱えていた。他の音は何も無い世界で、自分の泣き声だけが耳に届いて……喩たとえようもなく寂しかったことを憶おぼえている。

（……こ、こんな思い……二度としたく、なかったのに……！）

　黒姫ヘイヂエンの豊かな胸の内で、心は凍え、押し潰されそうになっていた。

（……ど、どうしてこんなことになってしまったんだろう……？）

　巡る思考がその理由を探し始める。……やがて、一つの推測が泡のように浮かんできた。

（……あ、あたしは二年前のあの時から……本当は何も変わっていなかったのではないか？）

　だから、あの日と同じくアリストテレスは自分を見捨てる選択をした──ふと、そんな不安が黒姫ヘイヂエンの胸中に生じた。感情的で強がりな黒姫じぶんがそれを急いで否定する。

（今日までの二年間、やってきたことを思い出せ！　今のあたしのランクはもうＨではない、Ｂランクだ！　劣等生でもない、学年代表を務めるほどの優等生だ!!）

　……しかし、そんな彼女の主張を、冷静で弱い黒姫じぶんが真っ向から否定する。

（なら、二年前のあの日に出来なかったことが、今の黒姫きさまには出来るのか？　このデブリから出て、異星幻獣が徘はい徊かいするデブリ帯から脱出し、アリストテレスへ戻ることが？）

「……そ、それは……」

　考えただけで黒姫ヘイヂエンは震えた。今もこのデブリ帯の何処どこかに居るはずのアンフィスバエナが、どうしようもなく怖い……。

（……仕方ないだろう！　あの異星幻獣はギア先輩でも勝てなかった……殺された怪物だっ。あたし程度では……か、勝てるどころか、逃げ切れるわけ……!!）

　弱気な黒姫じぶんが強気な黒姫じぶんをねじ伏せる。溢あふれた涙が、真珠の粒のようになってヘルメットの内部を漂った。

「……助けて……ギア先輩……助けてよ……!!」

　黒姫ヘイヂエンが思わずそう零こぼした──刹那。

　……コンッ、コンッ。

　デブリの壁が叩たたかれる音に黒姫ヘイヂエンは顔を上げる。気密性が確保されていないこのデブリの内に、空気は無い。なので、音が伝わるのは触れている物体を介した時のみ。

（……後ろの壁……？）

　黒姫ヘイヂエンは身を起こし、振り返った。そこには誰も居おらず……要するに先程の音は壁の向こう、デブリの外側の宇宙空間から伝わってきたと解釈出来る。

　……淡い、期待。二年前、ギアが黒姫ヘイヂエンを助けた時も、デブリの外から壁越しに合図を送ってきた。その後、壁を炎の剣で切り開き、彼が顔を覗のぞかせたのである。

（……まさか……！）

　……助けに来てくれた？　……ギア先輩が？　あり得ないはずの奇跡に、黒姫ヘイヂエンがすがるように手を伸ばし──




　──壁が、暴虐の巨爪にて引き裂かれた。




　……否、それは最も早はや引き裂くなどという生なま易やさしいものではなく、抉えぐられ、砕かれ、蹂じゆう躙りんするように引ひっ剝ぺがされていく……。

「……ああ……」

　心に絶望の帳とばりが下りるのを感じながら、黒姫ヘイヂエンはそれを見る。

　デブリの、そちら側の一面の壁を剝ぎ取って覗のぞき込こんできたのは、爬は虫ちゆう類るいのそれをひたすら巨大に、凶悪にしたような顔面。アンフィスバエナの頭の一つ。奇跡など起きるはずはなく、希望など残っているはずがなく、それを期待した黒姫ヘイヂエンを嘲あざ笑わらうように牙の並んだ顎が開き──




〔ア・ン・フ・ィ・ス・バ・エ・ナ・ァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!〕




　──蒼あおい稲妻が巨竜の横よこ面つらに激突し、弾はじき飛とばしたのは次の瞬間だった。

　燐りん光こうを纏まとう長剣の切っ先を双頭竜に向け、輝くマントをなびかせて突撃チヤージを喰くらわせたのは、巨人殺しも竜殺しも為なした無双の英雄の名を冠した甲かつ冑ちゆう、それを装着した英雄未満の少年……。

　──早はや霧ぎり零れい。

　血振りした長剣を正せい眼がんに構え直し、〈ベオウルフ〉の面頰がアンフィスバエナへ向く。寸前の雄お叫たけびと同じく、新世代以外にも一方的に思念を送り付けられる《絶叫シヤウト》のルーンにて、双頭の竜へと呼び掛けた。

〔よぉ……そっちは憶おぼえてるか知らないけどさ。お前にやられた首から下が、寝てる時とかに幻痛を訴えて、結構つらかったんだよね──でも、今夜からは気持ち良く寝られそうだ!!〕

『……いや、零れい。それは噓うそだろ？　お前この三週間、ほぼ毎晩グースカ寝てたじゃん』

「カッコ付けてるところに水を差すなよ、ギア！　こういうのは噓うそも方便なのっ。はああっ!!」

　静止から最高速へ一気に達した〈ベオウルフ〉が、再びアンフィスバエナへ突貫する。それを嫌ったように、双頭竜の巨きよ軀くがアーマーローブの進行上から離れた。……当然、黒姫ヘイヂエンの居るデブリからも。その機を逃さず、零れいは黒姫ヘイヂエンの眼前で急停止。有無を言わせず彼女の腰を抱える。

〔なっ……!?　は、早はや霧ぎり──〕

〔──悪いけど、文句は後にして！〕

　動きが止まった〈ベオウルフ〉へとアンフィスバエナの鎌首が迫る──が、その瞬間、零れいは脚部の武器格納庫を展開させた。照準が竜の顔面を捉えるが早いか、意識の撃鉄を引く。




　追い　喰くらえ　猟犬が如ごとく




　──それもまたアーティファクトである宇宙用魚雷が二発、星の海へ解き放たれた。獲物に襲い掛かる鮫さめの如ごとく、アンフィスバエナの顔面へ炸さく裂れつする。

「きゃっ……!?」

　試験レース前半に受けたものより遥はるかに強烈な閃せん光こうに、黒姫ヘイヂエンが目を瞑つぶる。０距離からそれを喰くらったアンフィスバエナは堪たまったものではない。巨竜が身をよじっている隙を突いて、零れいは〈ベオウルフ〉を加速させた──が。

「──ぬおっ!?」

　……その頭上を悪魔的な牙がずらりと並んだ顎が掠かすめた。アンフィスバエナの尾の側の頭。片方の頭部の視力は潰しても、そちらの側は健在。双頭竜の視覚は失われていない。

『おい……零れい！　今オレ、齧かじられたぞ!?　もっとちゃんと避けろよ!!』

「どうせすり抜けるんだから平気だろ！　悪いけど君の方まで気にしてられないんだ!!」

　黒姫ヘイヂエンに回した腕に力を籠め、零れいが文句を言ってきたギアに反論する。……ギアのそんな軽口も、黒姫ヘイヂエンの無事な姿を確認したからこそだろう。

（……本当に間一髪だったけど……）

　数秒遅ければ変わっていたはずの結果に、零れいは胸を撫なで下おろす。……障害物の多いデブリ帯で人一人を捜すのは、一粒の砂金を砂漠で探すように困難を極める。強力な感知系のルーンを有する〈ベオウルフ〉でもそこは変わらない。だから零れいとギアは、まずはデブリ帯にあっても目立つアンフィスバエナを捜したのである。彼かの暴竜を牽けん制せい出来れば黒姫ヘイヂエンの安全性は高まるし……それに異星幻獣の能力は、時に人の推測を簡単に超えてくるものだ。零れいたちでは捜索困難な黒姫ヘイヂエンも、アンフィスバエナにはあっさりと追えるかもしれない。ならば、双頭竜の向かう先に黒姫ヘイヂエンも居るのではないか？　あの異星幻獣は黒姫ヘイヂエンを狙っていたのだし。……その予想が的中してしまったこと自体は複雑なものの、黒姫ヘイヂエンの救出が間に合ったので零れいは良しとする。

　ただ、助けられた黒姫ヘイヂエンの方はそれで良しとは出来なかったようで──

〔──早はや霧ぎり、零れい……！　何故なぜこんな……助けに来た……!?〕

　自分を抱える〈ベオウルフ〉の腕に、黒姫ヘイヂエンは爪を立てる。

〔あたしは……貴様に助けてほしいなどと頼んでいない！　大体、貴様にあたしを助ける理由など無いだろう!?　貴様をアリストテレスから排除しようとする元凶で……貴様にとっては邪魔な存在があたしのはずだ!!　……何を企たくらんでいる……!?〕

『……黒姫ヘイヂエン……何でそんな猜さい疑ぎ的てきな見方しか出来ねえんだよ……っ』

〈ベオウルフ〉の金属質の仮面を睨にらみ付つける黒姫ヘイヂエンに、ギアの顔が悲しげに歪ゆがむ。そんな相棒の顔を切なげに見た零れいは、溜ため息いきを吐くような思念を黒姫ヘイヂエンに送った。

〔……別に何も企たくらんじゃいないよ。というか、君は学年代表のくせに時々頭が悪いよね〕

〔……んなっ!?〕

　暴言とも取れる零れいの台詞せりふに、黒姫ヘイヂエンが口をパクパクさせる。そんなある意味愚かな少女へ、零れいはこれ以上ないほどきっぱりと言い切った。




〔君がさっき挙げたこと全部、どうして僕が君を助けに来ない理由になるんだ？〕




　零れいに様々な迷惑を被こうむらせた当人であるが故に、その彼の主張に黒姫ヘイヂエンは絶句してしまう。

〔……僕さ。赤ん坊の頃に、小型の救命艇に乗って宇宙を漂流したことがあるんだよ〕

〔……は？　な、何の話……？〕

　戸惑う黒姫ヘイヂエンと同様に、初めて聞かされる零れいの過去に息を吞のむギア。零れいは二人へと語る。

〔どれだけ泣き叫んでも誰にも聞こえず、どれほど手を伸ばしても何処どこにも届かない。本当に寂しい世界だよ、宇宙ってやつは……〕

　しみじみと、恨み言も籠めて零れいは言ってやる。……宇宙が蒼あおく見えるようになった今でも、その念は消えていない。

〔僕は、宇宙で生きていきたい。でも、宇宙は大嫌いだ。赤ん坊の僕に散々嫌な思いをさせたから。そして……あの時の僕と同じ思いをする人がこの宇宙に居ることが、我慢ならない〕

　黒姫ヘイヂエンはこの時に初めて──〈ベオウルフ〉の兜かぶと越しではあるが、きちんと『早はや霧ぎり零れい』の顔を見た気がした。それはどうしようもなく悔しかったが、彼女の憧れた英雄に似ていて……。

〔この宇宙で君が泣いている気がしたから。それだけで、僕にとっては君を助けに行く理由としては充分過ぎるんだよ〕

〔……とんでもない馬鹿だ、貴様は……〕

（……ただ、きっと、それ以上にあたしは──）

〔──って、え？　おい？　神シエンさん!?〕

　最後に何か言い掛けた様子があったが……それを発することなく、黒姫ヘイヂエンの重みが零れいの腕の中で増した。全身を脱力させてしまった黒姫ヘイヂエンに、零れいは慌てて呼び掛けるが──返事は無い。

「……意識を失ってる？　まさか──ギア!!」

『大丈夫だ、命に別状は無え!!　……黒姫ヘイヂエンの魔法の反動だ』

　焦あせり掛けた零れいを、ギアは怒鳴り付けて冷静にさせる。

『黒姫ヘイヂエンの《見えざる星の御手》は、使い続けると猛烈な眠気に襲われるんだよ。とうとうそれに抗あらがえなくなっただけだ』

「……そ、そっか。眠ってるだけなら……心配は無いかな？」

『……いや、そうも言ってられねえ』

　安あん堵どし掛けた零れいに、ギアが苦い声で告げる。

『ローブは宇宙服として必須の機能をルーンで賄ってる。そして、魔法と同じくルーンもまた、使用者が意識を失ったら停止するんだ。宇宙魔法士がこうやって宇宙空間で意識を失うのは命に関わるぞ……!!』

「んなっ……!?　君、それ……僕は全然聞いてないぞ!?」

　とんでもない情報に零れいは我が耳を疑う。

『〈ベオウルフ〉を使う零れいには当面必要無え知識だと思ったんだ！　アーマーローブは重装化に伴い、機械的な生命維持装置も充実させてるから……。ただ、普通のローブは軽装化の影響で、機械的な生命維持装置は極めて脆ぜい弱じやくな物しか積んでねえっ。今はそれが起動してるとしても……あと一〇分保つかどうか……』

「短過ぎる……!!」

　ギアの見立てに、零れいは奥歯を痛くなるほど嚙かみ締しめる。

（救助の先生たちがちゃんと来てるなら、そっちと合流すればどうにかなるか？　いや、仮に来てたとしても、一〇分以内に見付けて合流するとか……出来るのか!?　それも──）

『──零れい！　ブレスだ!!』

「あー、もう、ポンポン撃ってくれやがって!!」

〈ベオウルフ〉を右斜め下へ急降下させる零れい。一瞬前まで彼らが居た場所を灼しやく熱ねつの毒息が吹き抜けた。……アンフィスバエナ。未いまだ振り切れずに零れい、ギア、黒姫ヘイヂエンを追撃してくる……。

「このドラゴンしつけぇええええ!!　粘着質な男は嫌われるぞっ！」

『もしかしたら雌かもしれねえけどな！　何にせよ……くそっ。この大おお蜥蜴とかげを振り切らねえと話にならねえぞ!!』

　零れいに軽口を叩たたき返しつつ、ギアが訴える。

　どうにか救助の教師陣を見付けても、アンフィスバエナを引き連れたままでは向こうも危険に晒さらされてしまう。そうしない為ためにも、何とか双頭竜を振り切りたい零れいである。〈ベオウルフ〉の全力機動なら、それは可能なはずなのだが……黒姫ヘイヂエンを助ける為ためにアンフィスバエナに接近をし過ぎてしまっていた。加速を乗せ切るまでの数瞬を許してもらえない。

「無理矢理にでももっと短時間で最高速まで加速出来ないかな!?」

『加速時のＧでお前が潰れるぞ、流石さすがに!!』

「くっそ……せめて半秒でも怯ひるませることが出来れば……!!」

　ギアと言い合いつつ、手持ちの武装を顧みる零れい。最も有効そうなのは、閃せん光こう弾頭の宇宙魚雷であるが──

（……駄目だ。さっき目潰しした方の顔も、視力が回復してきてるみたいだし。一発で一つの頭の視覚を奪えるとは、流石さすがに思えない……！）

　他の武装では──盾は論外。実体長剣は威力が低過ぎると、突撃をかました時に付けた竜の顔面の傷が既に塞がりつつあるのを見て、零れいは判断する。

「……あの顔の傷を見ると、生前の君の魔法がどれだけ破格だったのかが良く解わかるよ……!!」

『……つっても、オレの魔法はもう使えねえんだよ。今も辺りに満ちているはずのエーテルが、もうオレには感じられないんだから……』

　悔しげに、寂しげにギアが呻うめく。零れいには良く解わからないが……生まれた時から共にあった魔法が使えなくなったことは、彼女にとって腕や脚をもがれたような感覚なのかもしれない……。

　──それを振り払うように、ギアは顔を上げて語る。

『とはいえ、物理攻撃であれだけドラゴンを傷付けられるなら上等だぞ。何とか……手立てに出来ればいいんだが……』

「ああ、くそ、こんなことなら晩酌中の義父とうさんが言ってた刀一本でドラゴンを倒した自慢話、もっとちゃんと聞いとけばよかった……！」

『……それは酔っ払いのホラ話じゃねえか？』

「いや……割と本気でやってのけそうな人ではあるんだよ、うちの義父とうさん……」

『……マジか？　──ん？　いや、待てよ……？』

　零れいの話を聞いていたギアが、何かを思い出したようにアンフィスバエナを睨にらんだ。

『──そうだ！　零れい、アンフィスバエナの喉に逆さに生えた鱗うろこが一枚あるはずだ、探せ!!』

「逆さの鱗うろこ？　それ、逆鱗？　何でそんなもの……？」

『逆げき鱗りんに触れる』のことわざの元になった、触られると怒り狂うという竜の身体の一部。確かに、異星幻獣たちはおとぎ話の怪物たちとどうしてか酷似しているので、アンフィスバエナにもそのような部位があるのかもしれないが……と零れいが首を捻ひねっていると──

『──だから、あるんだよ。ドラゴン種の異星幻獣の喉元には逆げき鱗りんが。そこに触られると怒り狂うのも同じだが、その理由は逆げき鱗りんの向こう側に急所があるからだ。まるで宝石の結晶のような、宇宙魔法士の間では「竜珠カーバンクル」と呼ばれてる器官が。それを砕かれれば、どんなドラゴンでも絶命する！　怯ひるませることは元より、上手うまくすれば撃破も狙えるかもしれねえ!!』

「何だって!?」

『普通、宇宙魔法士がドラゴンを討伐しようとするなら、そこを狙うのが定石なんだよ。……いやぁ、オレ自身はそんなことしなくても余裕でドラゴンを倒せてたから、忘れてたぜ』

「……おい。おぉい!?　そういう大事なことを、本当に君は──だぁぁっ!!」

　ギアに対して言いたいことは山ほどあったが、それは横に置いて零れいは《千里眼》のルーンを全開にする。アンフィスバエナの前後の顎から交互に吐かれる毒息を躱かわしながら、黒姫ヘイヂエンの身体を落とさぬように力を籠めて抱えながら、双頭竜の肉体を精査した。

『逆げき鱗りんは他の鱗うろこと生え方が逆な分、隙間を作つくり易やすい！』

「なるほど……そこを貫くなら、剣や刀でも何とかなりそう──あ、あれ……？」

『……どうした、零れい？』

　一いち縷るの希望を見み出いだした風だった零れいの声が、微かすかに震えを帯びた。奇妙に思い、ギアは問う。

「……ヤバい、ギア。アンフィスバエナ……逆鱗が二つある」

『……は？　──って、そういうことか……!?』

　零れいの報告にギアは顔色を変えた。

　一つ目、普通に付いている頭部の喉元にある逆げき鱗りんは当たり前である。だが……二つ目の頭部から見れば、それが付いている尾もまた首であり、喉だ。そこにも逆げき鱗りんが生えているのである。

　……そういう事実から、三つのパターンが考えられた──

「──一つ目。片方の逆げき鱗りんはダミーで急所なのはもう片方だけ」

『厄介だが……実は最悪ではねえよな……』

　零れいが示したそれにギアがそう感想を述べる。何せ確率は五〇％。運が良ければ、一発で急所を貫ける可能性もあるのだから。

「二つ目。両方とも本物。しかも片方さえ貫けば絶命する……」

『……これが一番楽なパターンだが……』

　零れいもギアも出来ればこれであってほしいと願いつつ、考えたくない三つ目の可能性を渋々と提示する──

「──三つ目。両方本物で、それをどちらも砕かないと絶命しないパターン……！」

『……しかも、一つ目を砕いてから一定時間以内にもう一つも砕かねえと、一つ目も復活するのが定番だったりしてな……!!』

　嫌な予感をひしひしとさせながら、零れいとギアはこの三つのどれが正解なのか、双頭竜に目で問い掛ける。……もっとも、異星幻獣がそれに答えてくれるはずもなかった。

　──正解は、実際に確認してみるまで解わからない。

「……って、やってられるかぁ！　くそ、本当にどうすれば──」

『せめて、もっとましな攻撃用装備があれば──』

　零れいとギアが揃そろって無い物ねだりをした──刹那。




　応えよ　命無き者共よ




　魂が還かえるは　天にあらず

　骸むくろが眠るは　地にあらず

　全ての死した輩やからは

　等しく　我の眷けん属ぞくなり




　ああ　知れ　我が名を

　ああ　跪ひざまずけ　我が前に

　我は　汝なんじらの女王なり




　汝なんじらの魂が還かえるのは

　汝なんじらの骸むくろが眠るのは

　我が王国にこそ　相応ふさわしい……




〔……《女王の冥府》。萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデの名の下に、全ての死者はわたしに従いなさい〕

　──アンフィスバエナの全身を幾条もの光線が貫いた。毒息を噴き掛けていた顎が代わりに苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げる。

「……な、何事!?」

『《光線レイ》のルーンによる攻撃だと思うが……何だ？　四方八方からこの高威力は……？』

　目を白黒させる零れいにギアも戸惑い気味に答える。〈ベオウルフ〉の《千里眼》には、デブリの間を縫って高速で飛ぶ複数の何かから、連続して《光線》が放たれているのが感知出来た。

「……でも、人じゃない。大きさは僕よりも一回り小さいくらいだし、形はもっと単純な……紡ぼう錘すい形けい？　……アーティファクト？」

『いや、それは変だぞ、零れい』

　零れいの予想にギアが反対意見を述べる。

『アーティファクトは新世代が触れてねえと起動が出来ねえ。動かした後に新世代の手元から離せるタイプもあるにはあるが……それは起動時に送り込んだエーテルが尽きれば、その時点で停止する。だから、お前も使った宇宙魚雷みたいな起動後短時間で使い捨てる物か、今回の試験を監督する為ために使われた撮影用アーティファクトのように一つの機能に特化させて、それでもある程度長時間使用出来るようにした物に限定されるんだ。あんな……複雑な軌道の高速機動に加え、正確無比な射撃まで可能とする代物を、手元から離せるアーティファクトとして実現出来るわけが──』

〔……ううん。出来るの。……かなり使い手を、限定するのが難点だけど……〕

　零れいとギアの会話にそんな《念話》が割り込んだ。……明らかにギアの声も聞こえていた風な台詞せりふ。零れい以外でそれが出来る心当たりは、零れいもギアも一人しか知らない──

『──萌もえ黄ぎ!?』〔萌もえ黄ぎちゃん!?　……って、おぉうっ!?〕

〔私・も・居・ま・す・よ・？　義兄にいさん、何で萌もえ黄ぎばかり……!!〕

　ギアと零れいが萌もえ黄ぎの名を呼んだ瞬間、二人の前に二つの紡ぼう錘すい形けいの物体が滑り込んだ。その上にサーファーのような格好で乗っていたのは、〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉を纏まとった萌もえ黄ぎと……〈巫かんなぎ〉に身を包んだ初うい。名を呼ばれなかった不満に任せて、義妹は義兄の肩を摑つかんで揺する。

〔萌もえ黄ぎが〈ベオウルフ〉に自分の使役霊を取り憑つかせていたそうなんですよ。〈ベオウルフ〉の故障をすぐ感知出来るようにとのことですが、あまり納得出来ませんよね？　ですが、それのおかげで義兄にいさんの居場所が解わかって、私の魔法で迅速な合流が出来たのですから、今回は大目に見ることにします。……納得はしていませんが！〕

〔……そ、そうなんだ……〕

　頭をシェイクされながら、零れいは萌もえ黄ぎに感謝する。実際には、萌もえ黄ぎはギアの存在を感知して零れいの居所を把握したはずだが……ギアのことを初ういに知らせない為ために泥を被かぶってくれたらしい。

　その当の萌もえ黄ぎは、己の手にある杖つえ……正確にはそのような形の何らかの装置を掲げていた。

　全長三ｍにも達しそうなそれは、いわゆる錫しやく杖じように近い形状をしている。ただ、先端の輪状の部分にいくつも下がっているのは、先程から縦横無尽に舞っている紡ぼう錘すい形けいの物体だ。近距離で見ると、水晶のように透き通った内部に数え切れぬ幾何学模様が浮かんでいるのが解わかる。

　その杖つえを謎の紡ぼう錘すい形けいに翻弄されるアンフィスバエナに向け、萌もえ黄ぎは命じた。

〔〈ファミリア〉、起動。……行って、お菊、皆〕

　瞬間、杖つえの先の紡ぼう錘すい形けいの表面に──世にもおどろおどろしい顔が浮かんで見えた。直後、杖つえの先端部から分離した紡ぼう錘すい形けいが弾丸のような速度でアンフィスバエナへ向かって飛ぶ。双頭竜の腹へと激突したそれが転がるように鱗うろこの表面を移動すると、通過した部分の竜の皮膚が深々と裂けた。竜の血に塗まみれた紡ぼう錘すい形けいの内に、零れいはドヤ顔のお菊を見た気がする……。

『使い魔フアミリア……？　そうか、あのアーティファクト──死し霊りようを憑ひよう依いさせてるのかっ』

　合点が行ったとギアが声を上げる。

「……どういうこと？」

『自身が使役する霊をアーティファクトに憑ひよう依いさせることで、手元から離した状態でも自分とアーティファクトの間に使役霊を介した経路が繫つながるようにしてるんだよ。その経路を通してエーテルを送り込めるから、あれだけの多種多様なルーンをエーテルの消費を気にせずに使用出来るんだ。その上、憑ひよう依いさせた霊が半自律的にアーティファクトを制御してるから、萌もえ黄ぎに掛かる負担も少ない。……恐るべき技術だ。性質上、萌もえ黄ぎのような死し霊りよう使いにしか使えねえが』

「……へえ……」

　アーティファクト方面には未いまだ疎うとい零れいとしてはよく解わからない部分も多かったが、とりあえず萌もえ黄ぎが凄すごいのは何とか理解出来た。

『……いや、もう少し複雑そうな顔しろよ、零れい？　要するにあの〈ファミリア〉は、エーテル吸収効率を一切気にすることなく、いくらでも重装化出来るし、ルーンも刻印出来る。ローブ本体には搭載されてねえんだから。場合によってはアーマーローブ以上のものも可能になるぜ。つまり……完全な〈ベオウルフ〉の上位互換ってことなんだぞ、〈ＥＸＡＭ‐ブリュンヒルデ〉は』

「……え？」

　ギアにその点を指摘された零れいは、思わず萌もえ黄ぎの方を見て──彼女が意外なほど近くに寄ってきていたことに初めて気が付き、のけ反った。

〔も……萌もえ黄ぎちゃん……!?〕

〔れ、零れいくん……黒姫ヘイヂエンは……!?〕

　萌もえ黄ぎの焦燥感溢あふれる言葉に、零れいは腕の中の黒姫ヘイヂエンのことを思い出した。

〔そ、そうだっ。怪け我がは無いけど、魔法の反動で意識を失ってて……！　急がないとローブの生命維持機能が停止しちゃうんだ……!!〕

〔そ、そんな……〕

〔──はあっ。全く、手をわずらわせてくれる女ですね……〕

　焦あせってワタワタする義兄と萌もえ黄ぎを前に、初ういが溜ため息いきを吐いた。

〔……義兄にいさんを酷ひどい目に遭わせたあのドラゴンに目にものを見せてやりたかったですが……相手にしている時間はありませんね。萌もえ黄ぎ、数秒でいいですから、アンフィスバエナの意識を大きく逸そらせますか？　その隙に《高きを往く者》で転移して一気に逃げます〕

〔う、うん、初うい……！〕

　初ういの指示に、萌もえ黄ぎが〈ファミリア〉の弾幕をより苛烈にする。……が、その変化が逆に何かを感じさせてしまったのか、双頭竜がこちらへ四つの瞳を向けた。萌もえ黄ぎが失態に唇を嚙かむ──

〔──萌もえ黄ぎちゃんっ、一つ目の頭の方をお願い！　尾の方の頭は僕が何とかする!!〕

〔零れいくん……うん……！〕

　零れいの言葉に、萌もえ黄ぎが〈ファミリア〉の攻勢をアンフィスバエナの一つ目の頭へ集中させた。流石さすがに堪たまらぬようにそちらの瞼まぶたが閉じられる。その分、尾の方の頭部が眼まなこを大きく開いて視界を補おうとするが──

〔今度は──お前が味わう番だ!!〕

　──〈ベオウルフ〉脚部の閃せん光こう魚雷が、そちらの眼球目掛けて解き放たれた。天あま翔かける闘魚が竜の瞳孔へと突き刺さる。爆光が世界を白く染める中、初ういの叫びがエーテルの海に響いた。

〔──《高きを往く者》!!〕




「──早はや霧ぎり零れい特待生、萌もえ黄ぎ・ブリュンヒルデ学年首席、神黒姫シエンヘイヂエン学年代表、早はや霧ぎり初うい……四名全員、早はや霧ぎり初ういの魔法でアンフィスバエナからの逃走に成功しました!!」

　辛かろうじて残存していた試験撮影用のアーティファクトにて彼ら四人の奮闘を見守っていた〈マリアディアナ〉の艦橋に、驚きよう愕がくと感嘆、安あん堵どの入り混じった吐息が溢あふれる。

「……良かった……」

　心の底からそう思い、アイギスは呟つぶやく。……自分たちがやろうとしたことを真っ向から否定される形の結果を突き付けられたマリカとエリカは少々複雑そうだが、それでもこの場には、最終的に生徒を誰も犠牲にすることがなかったという結末への喜びの方が大きく広がった。

「──ですが、まだ全てが終わったわけではありません。気を引き締めて下さい」

　アイギスの緊張の糸を切らすなという注意に、艦橋の全ての教師から覇気に満ちた声が返る。

〈リーヴ〉と〈エルウィン〉は試験第二、第三組の予定だった生徒たちを乗せ、アリストテレスへの帰路に既に就いていた。第一組だった生徒たちも、間もなく〈マリアディアナ〉への搭乗を終えそうである。第三チェックポイントとゴールに元々居た教師たちも、零れいたちの逃走成功を伝えて独自に逃げることをアイギスが命じた。後は〈マリアディアナ〉を転進させ、ここのデブリ帯から撤退すればアイギスたちも一段落である。

（……とはいえ、アンフィスバエナの存在を国に報告して対策を練らないと……）

　その手間にアイギスが嘆息する中、若葉が声を掛けてきた。

「……ねぇ。結局あのアンフィスバエナはどういうことだったの？　見た感じ、〝朱のⅢ〟を殺あやめた個体だったように思えたけど……それはデルピエロに居たんじゃないの……ふぅん？」

　……そこは、アイギスにしてみても疑問ではあった。

「……わたくしも、こちらに現れた個体こそ三週間前にシノンシオンを襲った個体と考えます。実際にそれを目撃した早はや霧ぎり零れい君や早はや霧ぎり初ういさんもそのように認識していたようですし。ならば、デルピエロで発見された個体は、似ているだけで本当は別の個体だったのでしょう……」

「……でも、あちらで見付かった個体も、特徴が一致していたわけよね？　そこまで似ている個体がそうそう居るものかしら……ふぁぅん？」

　アイギスの考えに若葉は異を唱えるものの、彼女もはっきりとした答えに到達してはいないようだった。大人の女が二人、唸うなる──と。

〔──学園長先生！　聞こえます!?〕

〈マリアディアナ〉の艦橋に少年……だが女性口調の思念が響く。その声の主は──

「……〝青紫のⅣ〟？　一体どうしたのかしら……ふぁぅ？」

　首を傾かしげる若葉。アイギスは自身も《念話》のルーンを起動させ、史上四人目の男性新世代へと応答した。

〔どうしました？　そちらのアンフィスバエナの討伐完了の連絡……ではなさそうですが？〕

〔……そちらの……ってことは、本当にそっちにもアンフィスバエナが現れたんですね。……ヤバいわ……〕

　震える思念こえで〝青紫のⅣ〟が説明する。

〔学園長先生、実はアタシたち、少し前からアンフィスバエナを見失っていたんです。ただ、その見失い方が奇妙で……アタシたちの目の前で空間に溶け込むように消えた後、全く音沙汰無し！　……その上、いくら探知系の魔法やルーンを駆使しても、存在が欠片かけらも摑つかめない有あり様さまになってしまって……〕

〔それは、逃げられたということですか？〕

〔そうとしか考えられないんですけど……あり得ないんです！　だってデルピエロの周辺宙域は全て──アタシの魔法で閉ざしたはずなんですから!!〕

〝青紫のⅣ〟の主張に、アイギスは背筋が冷たくなっていくのを自覚した。何故なぜなら──彼の魔法は『結界魔法』。一定の範囲を遮断して通過出来なくしたり、防壁を構築したりすることに長たける。それも、圧倒的攻撃力で『最強の矛』と讃たたえられた〝朱のⅢ〟と並び称されて『無敵の盾』と呼ばれているほどなのだ。如何いかにドラゴンと言えど、彼の結界を破って逃走するなど普通はあり得ない。

　──だが、アイギスの脳裏に一つの可能性が過ぎった。それは、僅か前に零れいたちが当の双頭の異星幻獣から逃れる為ためにやったこと。……もし、そうであれば。アイギスたちが見た双頭竜も、〝青紫のⅣ〟たちが戦った個体も、どちらも〝朱のⅢ〟を殺したアンフィスバエナだったとしたら……。

「──が、学園長!!」

　その時、教師の一人が──撮影用アーティファクトを介し、彼かの魔竜を見張っていたはずの女性が慌てた声を上げる。

「ア、アンフィスバエナが──」

　──彼女からの報告はアイギスの予想を裏付けるもので……まだ終わっていない脅威を悟り、アイギスは艦長席から立ち上がる。

「……早はや霧ぎり君……!!」

　何処どこまでも悲痛に、アイギスは彼の名を呼んだ──




　……浮遊感というか、落下感というか……。

　とにかく、初めて体験した空間転移に目を瞬またたかせた零れいは──視線のいくらか先に、管楽器に似た巨大な建造物が宇宙に浮いているのを捉える。

「……アリストテレス……！」

　それは、零れいの学校たる宇宙コロニーに他ならなかった。周囲にデブリは無く、ただ蒼あおい宇宙がエーテルをたゆたわせている。

〔──って、あそこから一気にアリストテレスまで戻ってきたの!?　確か、向かう時は一時間以上掛かったよね!?〕

〔ふふふっ、これが〈巫かんなぎ〉の魔法増幅機能の力です♪〕

　驚く零れいへ、初ういが自慢げに返す。何にせよ、懐なつかしき母校の姿に、零れいは逃げ切ったのだと肩の力を抜いた。

　初ういと反対側を見れば、黒姫ヘイヂエンを抱えた萌もえ黄ぎが居る。

〔……今度は、助けに行けた……助け、られた……うぅっ……!!〕

　万感の思いを囁ささやく萌もえ黄ぎ。彼女と、彼女に抱かれる黒姫ヘイヂエンを、ギアが柔らかい眼まな差ざしで見詰めていた。零れいもそれを見て微笑ほほえむ──

〔──隙あらばすぐにローブの女の子を凝視しますね、義兄にいさんは！　そんなに萌もえ黄ぎや神黒姫シエンヘイヂエンみたいに胸の大きい娘が良いんですか!?〕

〔待った、初うい！　僕は今、決してそんな不ふ埒らちな気持ちで彼女たちを見てたわけでは──って、そういえば、いつの間に初ういと萌もえ黄ぎちゃんは名前で呼び合うようになったの？〕

　ふと気付いた事実を問い掛けると、初ういが肩をすくめる仕草をした。

〔ええ、義兄にいさんが試験レースに臨んでいる間に色々ありまして。──それよりも、神黒姫シエンヘイヂエンには時間が無いのではなかったんですか？〕

〔……そうだった！　急がないとローブの生命維持機能が……萌もえ黄ぎちゃん!!〕

〔う、うん……！〕

　零れいが《飛翔》のルーンを発動させて初ういを抱きかかえるのに合わせ、萌もえ黄ぎも〈ファミリア〉を呼び集め、その上に黒姫ヘイヂエンごと乗る。このまま大急ぎでアリストテレスへ直行……と零れいが思った、その時だった──

〔──あ、あれ？　……何でしょう、この感じ……？〕

〔……初うい？〕

　何か耳を澄ますような仕草を取る義妹に、零れいは心配げに声を掛けて──似たようなことが前にもあったことを思い出す。

（……そうだ。アリストテレスへ向かう為ため、軌道エレベーターで宇宙へ上がった時。確か……そのすぐ後に──）

「──ああっ……!?」

　その時、零れいの中で不可解に思っていたこと全てが一つの線に繫つながった。初は転移魔法使い。ならば、同系統の力を感知することも出来るのではないか？　だとすれば──

「まさか……くそっ、間に合え!!」

「きゃあ!?　……に、義兄にいさ──」「れ、零れいく──」

　零れいが初ういを右手で、黒姫ヘイヂエンを抱えた萌もえ黄ぎを左手で突き飛ばす。《剛力マイト》……〈ベオウルフ〉の筋力増強のルーンも発動させた上でのそれは、三人の少女を瞬またたく間まに彼自身から引き離して──




　──次の瞬間、空間から滲にじみ出でるように現れたアンフィスバエナが、その片方の顎の内へと〈ベオウルフ〉を捕らえ、力強くそれを閉ざした。




☆　　　　☆　　　　☆




〔に──義兄にいさぁぁぁぁああああああああああああああああああああんっっ!?〕

　悲痛な初ういの絶叫が宇宙に響き渡る。即座にアンフィスバエナ目掛けて飛び出そうとしたが、それを牽けん制せいするように尾の方の……零れいを喰くらった方とは逆の顎が毒息を浴びせてくる。

　危うくそれに吞のみ込こまれそうになった〈巫かんなぎ〉の前に──無数の〈ファミリア〉が群れ集い、《防壁》を展開した。煮にえ滾たぎる毒の奔流はそれによって逸そらされる。

〔待って、初うい……！　無謀に突っ込んだら、駄目……!!〕

〔離して下さい、萌もえ黄ぎ！　私は、義兄にいさんを……!!〕

　片腕に黒姫ヘイヂエンを抱いたまま、もう片方の腕でしがみ付いてくる萌もえ黄ぎを初ういは振り払おうとする。そんな彼女に、強く訴えるように萌もえ黄ぎは言った。

〔大丈夫だから!!　わたしの造った〈ベオウルフ〉は、あんな程度じゃ、壊れない……そして、零れいくんも……あんな程度でどうにかなる人じゃ、ないでしょう!?〕

〔……あ……〕

　萌もえ黄ぎの言っていることが正しいと、初ういは誰よりも知っていた。

　──それを証明するように、零れいを喰くらったはずのアンフィスバエナの顎から蒼あおい光輝が噴出する……。




「──っ、だ、あ、あ、ああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!!」

〈ベオウルフ〉の四つの盾でアンフィスバエナの牙を受け止め、そこに自前の二本の腕も加え、零れいは顎を閉じ切ろうとする双頭竜の力に抗あらがっていた。

『零れい！　どうにか押し返せねえのかよ!?』

　その肩に摑つかまり、ギアが訴え掛ける。

「……さ、流石さすがに、ちょっと無理……！　こっちは《防壁》も《剛力》も全開で使ってるのに……こいつ、力強過ぎ……!!」

　最強の異星幻獣の面目躍如か、〈ベオウルフ〉の性能を《悠久の蒼》で引き出し切っても、零れいは彼かの竜の顎から脱出出来ずにいた。

『じゃあ、剣で口内をぶっ刺せ！　口の中なら鱗うろこは無えし、充分貫けるはずだっ。その痛みで顎の力が緩んだところを──』

「……ギ、ギア、提案してもらっておいて恐縮だけど……さっき皆を突き飛ばす時に、咄とつ嗟さに剣を手離してるんだよね……。ど、何処どこに行ったか、解わからない……!!」

『なあっ!?』

　ギアが絶句する間に、さらに状況は悪化する──

「──っ!?　何だ、足元から光が……って、まずいまずいまずい!!」

『こいつ……このままブレスを……!?』

　いつまでも抵抗する零れいに業を煮やしたか、アンフィスバエナの喉の奥に灼しやく熱ねつの毒素が溜たまり始めた。零れいとギアの顔色が加速的に悪くなる。

『そうだっ。零れい、あそこに魚雷をぶち込め！　誘爆させろ!!』

「……生あい憎にく……もう弾切れなんだよ……」

　前に言った冗談ではなく、首から下に幻痛を覚えつつ、零れいはギアへ尋ねる。

「……ねえ。四基の盾を使えない状況で、鎧よろい部分だけであの毒息に耐えられると思う……!?」

『……試さねえ方がいいんじゃねえか？』

「それは同感なんだけど!!」

　否いや応おうなく試さねばならなくなりそうで、零れいは歯を食い縛った──時。

　──爆音、衝撃。アンフィスバエナの身体に震えが走る。

『……これは……萌もえ黄ぎか？　アンフィスバエナに攻撃を仕掛けてる？』

「……でも、顎の力は緩まないよ……！　こいつ、どんだけ僕に口付けしたいんだ……!?」

　モテる男はつらい……と零れいが自分を鼓舞する軽口を叩たたこうとした瞬間──

〔──義兄にいさん!!〕

　零れいの目が捉えた──振袖や袴はかまに似たパーツが特徴のローブ。初ういの〈巫かんなぎ〉。萌もえ黄ぎの〈ファミリア〉の援護を受け、こちらへ向かってくる。

〔ちょ、馬鹿……来るな!!〕

　初ういが今度こそアンフィスバエナのブレスに巻き込まれる……そんな未来を幻視して零れいは義妹を怒鳴り付けるが──

〔──お断りします!!　絶対、助けますから……あの日の海で、義兄にいさんが私を助けてくれたみたいに……!!〕

　まるで天女のように宇宙を舞った初ういは、ついにアンフィスバエナの顎の中、零れいの許もとまで辿たどり着ついて──

　──宇宙の騎士を星海の天女が抱擁した瞬間、悪竜の毒息が灼しやつ光こうを伴って絡からみ合あう二つの影を打ち消した……。




　……否。零れいと初ういは打ち消されたわけではなく、初ういの《高きを往く者》で双頭竜の顎から逃げおおせていた。──が、その代償は大きくて……。

〔零れいくん……初うい！〕

〔初うい、初うい!?　……まさか……!?〕

　破片として散りゆく〈巫かんなぎ〉。零れいは思わず義妹の身体を強く抱き締める。

〔……ひゃあっ♪　──で、ではないです！　平気です、義兄にいさんっ。袖と袴はかまの部分を失っただけですから!!〕

　初ういの言葉通り、〈巫かんなぎ〉の特徴的な二つのパーツが欠けただけだった。ローブ本体にも、初うい自身にもダメージは無い……が。

〔……すみません。これで私はもう、大規模な転移は出来なくなりました。もういっそのこと、あのドラゴンを宇宙の果てにまで放逐してやろうかと考えていたんですが──〕

〔──いや、どのみちその方法は使えなかったんだ。あのアンフィスバエナ……転移能力まで有してやがる……！〕

　憎々しげに零れいは初ういへ語った。それこそが、このドラゴンの神出鬼没性の答え。ドラゴン種は惑星間、恒星間を単独で移動出来るというが……まさにその為ための力だろう。

　仮に宇宙の果てにまで飛ばしたとしても、この双頭竜は即刻戻ってきたはずだった。

〔……零れいくん、どうするの？　アリストテレスに……逃げ込む？〕

〔……多分、それは悪手だ。このアンフィスバエナ、物もの凄すごくしつこい。下手にアリストテレスに逃げ込んでも、その中にまで追ってくる可能性が高い……！〕

　萌もえ黄ぎの質問に零れいはそう返した。……もしそうなれば、相当数の犠牲者が出るだろう。

（もう……逃げることは出来ない。こいつはここで倒さないと……どうにもならない!!）

　それを確信する零れいだが、実現の手立てが……。しかも、こうしている間にも黒姫ヘイヂエンに残された時間は刻一刻と減っていく。……彼の頭のすぐ上で、ギリッと奥歯が鳴る音がした。

『……何で、オレはこういう時に……！　オレの魔法が使えれば、こんなドラゴン程度……』

「……ギア、そこは気にしても仕方ないって。君にはもうエーテルは感じられな──」

（──いや、ちょっと待った……）

　ギアは、言っていなかったか？　宇宙に満ちるエーテルは感じ取れなくなったが、例外的に感じられるエーテルがあると──

〔──初うい、萌もえ黄ぎちゃん！　少しでいい……時間稼げる!?〕

〔……え？　は？〕〔……何か、思い付いたの？〕

　困惑する初ういと萌もえ黄ぎへ、零れいは頷うなずいてみせる。少女二人は顔を見合わせた。

〔……一分。〈ファミリア〉を全開で使えば、多分……〕

〔……なら、そこに私も協力して二分です。お父さんとお母さんに教え込まれた戦闘技術は、まだまだ健在ですから！〕

　心強く言ってくれる萌もえ黄ぎと初ういへ、零れいは感謝を籠めて頭を下げた。




　あと少しで殺せたはずの獲物を奪われて、アンフィスバエナはさらに気分を害したようだ。

〔……でも、私はもっと気分を害しているんですよ……!!〕

　初ういが、舞い踊るようにアンフィスバエナへと向かっていく。当然、双頭竜の方もそれに気が付いているのだが──

〔──お菊、皆、お願い……!!〕

　乱舞した〈ファミリア〉が、嵐のような《光線》で竜の鱗うろこを削った。傷付けられていく自らの肉体に、最強の異星幻獣は誇りまでもを傷付けられた如ごとく怒号を上げる。

〈ファミリア〉の攻撃の合間を縫って、初ういはアンフィスバエナに肉迫した。その手には、何処どこから取り出したのか小太刀ほどの長さの刃が握られている……いや、違う──

〔《高きを往く者》──【次元刀アダマス】!!〕

　──それは、初ういの転移魔法を凝縮して刀の形にしたもの。触れた万物を無差別かつ強制的に転移させる。ただし、転移させられるのは本当に刃が触れたその一部分のみ。即すなわち、触れた物を接触箇所だけ抉えぐり取とりながら問答無用で喰くい込んでいく、防御不能の斬撃であり……。

　それによって切り裂かれたアンフィスバエナの身体から、また新たな鮮血が飛び散った。

（……ですが──）

（──浅い……！）

　初ういと萌もえ黄ぎが舌を巻く。二人の攻撃は効いてはいるものの……アンフィスバエナの本当に深い部分にまでは届いていなかった。……敵が巨大過ぎる。

〔……ですが、義兄にいさんに頼まれたことを果たすにはこれでも充分ですよ！　やり遂げます、私は義兄にいさんの……自慢の義妹いもうとですから!!〕

　不屈の心で巨竜へ刃を突き立てる初ういを〈ファミリア〉で援護しながら、チラリと萌もえ黄ぎは零れいの方を振り返る。

「……零れいくん。一体、何をする気なの……？」

　萌もえ黄ぎは不安を押し殺すように、腕の中の黒姫ヘイヂエンを抱き締めた。




『零れい、一体何するつもりだ!?　どうやってアンフィスバエナに──』

「──君の魔法だよ、ギア！　君の魔法ならアンフィスバエナでも余裕で倒せるんだろ!?」

『……は？』

　零れいの言い分に、ギアは『何言ってんだ、こいつ？』というような顔をした。

『……だから、何度も言ってるだろ？　オレはもう、エーテルは感じ取れねえんだ。その状態でどうやって魔法を使えって──』

「──でも、君は言ってたじゃないか！　僕の中に取り込まれてるエーテルなら例外的に感じ取れるって!!」

　零れいの指摘に、ギアの顔がはっとする。

「つまり、僕の丹田内のエーテルを用いる分には、君はまだ魔法を使えるんじゃないか!?」

『……考えてもみなかったが……いや、試してみる価値はあるか!?』

　ギアが拳をギュッと握る。その顔に、ここしばらく見られなかった覇気が漲みなぎってきた。

『よぉし、零れい！　それで……具体的にはどうやるんだ!?』

「……え？」

『…………』

「………………」

『……ノープランかよ!?』

「しょうがないだろ、僕まだ新世代になって三週間なんだから!!」

　至近距離から睨にらみ合あうギアと零れい。

　……しかし、そんな風に遊んでいる時間は無かった。初ういと萌もえ黄ぎが稼いでくれる時間には限りがあるし……黒姫ヘイヂエンのタイムリミットもこうしている間に迫っている。

「……とにかく、僕の中のエーテルは感じ取れるんだろ？　それに直接的に働き掛けて、魔法を発動させることは出来ないの!?」

『やってみてもいいが……下手するとお前の中でエーテルが炎と化して、内側からお前を焼くかもしれねえぞ？』

「………………」

　それは零れいとしても頂けなかった。

「つまり、ギアが感じ取れる僕の中のエーテルを、何とかしてギアに譲渡しないといけないのか……。そのまま放出しても、駄目なんだよね？」

『ああ……お前から出た途端、瞬またたく間まに感じ取れなくなっちまうから……』

「外部を経由することなく、直接受け渡さないといけないのか……って、あれ？」

　その時、視界の端を過ぎた〈ファミリア〉を見て、零れいは首を捻ひねった。

「……ねえ。萌もえ黄ぎちゃんと彼女が使役する死し霊りようたちには、離れていてもエーテルを受け渡せる経路が繫つながってるんだよね？」

『そうだが……？』

「……僕とギアにも繫つながってないの？」

『……え？　あ……どうなんだろう……な？』

　零れいの疑問にギアも考え込んだ。ギアの血肉が零れいの中にあり、互いに離れられないほどに強く結び付けられた二人。確かに、そういう経路が繫つながっていても不思議ではないが……。

『……け、けど、どうやってその経路を介してエーテルを受け渡すんだ？　その方法が具体的に解わからねえからここで悩んでるわけで──』

　懊おう悩のうするギアを前に、零れいの頭の中で今までに聞いた様々な言葉がリフレインする。その中で、一つ心に引っ掛かるものがあった。




『マ、魔法を止めるも何も……エーテルの吸収をやめれば、直じきに止まるぞ？　感覚的に、息を吸い込むのを止めるようなものだ。そこまで難しいものじゃない……っ』




（……息。エーテルを吸収したり放出したりするのは呼吸のようなもの。なら──）

『……な、何だよ？』

　零れいはギアの顔をまじまじと見る。唐突に見詰められ、ギアが戸惑った声を上げた。

「……ギア。僕らが初めて、本当に初めて出会った時のこと、憶おぼえてる？」

『本当に初めてって……オレがお前の命を助けた時のことか？　そりゃ、流石さすがにな』

　その言葉を聞き、零れいは深呼吸をする。

「……じゃあさ。まあ……二度目だから。色々勘弁してよね」

『──は？』

　ギアが言葉の意味を認識するより早く──




　──〈ベオウルフ〉の面頰を上げた零れいが、その唇をギアの唇へ押し当てた。




『んなっ──んむっ……!?』

　ギアの腰を引き寄せ、首の後ろにも腕を回し、深く交わす口付け……零れいの舌がギアの口内にも入っていたかもしれない。

〔──あ……ああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?〕

　偶然、そのタイミングで零れいたちの方を見ていた萌もえ黄ぎが素っ頓狂な悲鳴を上げた。

〔何をやっているんですか、萌もえ黄ぎ!?　余所よそ見みをしていないできちんと援護して下さい!!〕

〔……で、でも……だって……!?〕

　ギアが見えない初ういが萌もえ黄ぎを叱り付けるが……もし見えていたら、彼女はどんな反応をしたであろうか？

　……そんな感想がギアの胸中を過ぎり、零れいと彼女の唇がようやく離れる。淡い光が糸を引くのを紅玉の瞳に捉えつつ、ギアは──

　──鉄拳を零れいの鼻っ柱へめり込ませた。

「ぐふっ……!?」

『何してくれやがる!?　と言いつつ乱打してやりたいところだが──今回はこの一発で勘弁してやる。……よくやった』

　頰を薔薇ばら色いろに染めつつも微笑ほほえんだギアから、蒼あおい──エーテルの輝きが立ち昇る。

　口付けによって息を吹き込むように、零れいの中のエーテルが確かにギアへと託されていた。

『──けど、これは本当に限られた力だ。バカスカと連射は出来ねえぞ』

「……大丈夫？　君の魔法、手数で押せ押せのタイプに見えたけど？」

　再び面頰を下ろした〈ベオウルフ〉の顔へ、ギアは輝かんばかりの笑顔を向けた。

『〝朱のⅢ〟を舐なめるなよ？　今ここで最適な魔法もあるんだよ！　合わせろ、零れい!!』

　失われたはずの旋律が、再びこの宇宙へ響き渡る──

「……ん？　これ……？」

　夢ゆめ現うつつの中、黒姫ヘイヂエンはそれを聞いた……。




　巡れよ　光　瞬またたけ　星々

　軌跡を描き　黄道を




　焰ほのおよ　煌きらめけ

　勲いさおしを　導け

　武勇を　誉れを

　ここに成せ




　情熱の火が　象かたどるは

　無双の　巨きよ蟹かいが　そびえる宮──




「『《煌導一二聖火・肆式ゾデイアツク・フオース》──【巨蟹宮の斬火キヤンサー・セイバー】!!』」

　──炎の剣。太陽の紅炎をそのまま剣の形に押し固めたような……。

[image: ]

　薄く開いた黒瞳で黒姫ヘイヂエンはそれを目撃した。……二年前、彼女を助ける時にギアが用いた魔法……黒姫ヘイヂエンにとって、何よりも英雄の象徴であったもの……。

「ギア……先輩……？」

〔……黒姫ヘイヂエン!?〕

　萌もえ黄ぎに抱かれたまま、黒姫ヘイヂエンはそちらへ手を伸ばす。炎の剣を携え、蒼あおき光を纏まとう騎士の方へ。

「……ああ……そこに……居るんですね……？」

　やっと、黒姫ヘイヂエンはそれを認められた。

　彼女の英雄は一度死したけれど──姿を変えて、ここに戻ってきてくれたのだと……。




〔──初うい、萌もえ黄ぎちゃん、お待たせ！　代わるよ!!〕

〔待ちくたびれましたよ、義兄にいさん!!〕

　炎の剣を手に《飛翔》で疾駆した〈ベオウルフ〉と入れ替わり、〈巫かんなぎ〉が後退する。

　その双方へ、二つの口それぞれからアンフィスバエナは毒息を噴き掛けた──が。

『零れい、伸ばすぞ！』

「了解!!」

　ギアの合図を受け、零れいが【巨蟹宮の斬火】を大きく振るう。

　まるで如によ意い棒ぼうのように、炎の剣はその長さを数十倍にも伸ばす。それは双頭竜の二条の毒息をまとめて薙なぎ払はらった。最大攻撃をあっさり無効化されたことに、アンフィスバエナの動きが止まる。……或あるいは、動揺していたのかもしれない。

　──その隙を逃す二人ではなかった。この場で萌もえ黄ぎだけが見る。右手に烈火の巨剣を握った〈ベオウルフ〉の左腕に抱かれ、その左手を【巨蟹宮の斬火】に重ねるギアの姿を。舞踏会でペアダンスを踊るように、零れいとギアが華麗にアンフィスバエナへと突っ込んだ。

『狙う場所、解わかってんな、零れい!!』

「当然!!」

　アンフィスバエナの一つ目の頭部の喉元──逆げき鱗りん。そこを、【巨蟹宮の斬火】の切っ先が貫通した。何かが砕け散る、澄んだ音が響く……。

　断末魔の叫びを上げる一つ目の頭部を尻目に、尾の側の二つ目の頭が零れいとギアに後頭部を向けた。巨翼を羽ばたかせ、二人から一目散に逃げ出そうとする──が。

「──宇宙の！」

『藻も屑くずと──』

「『──消えやがれっっ!!』」

　さらに伸びた爆炎の巨大剣がアンフィスバエナの体内を突き進み──尾の側の逆げき鱗りんからその先端を生やした。再度、酷ひどく澄んだ破砕音がエーテルを震わせる。

　一瞬遅れて、アンフィスバエナの全身から炎が噴き上がった。体内から炎上した双頭竜は、その巨きよ軀くを力なく、灰へと変えていく……。




　そんな送り火に照らされて、〈ベオウルフ〉の装甲が橙だいだい色いろに染まった。その腕の中に、黒姫ヘイヂエンは太陽のような髪をした、とても美しい少女の姿を幻視する。

　その、何処どこの誰とも知らないはずの少女が、自分に対して微笑ほほえみかけたのを黒姫ヘイヂエンは見た気がした……。
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　……で。

「──何で私たちが処罰を受けているんですか!?」

　アンフィスバエナ撃破から数日後、アリストテレスの学校区画の片隅で、初ういのそんな雄お叫たけびがこだましていた。
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　時代遅れな竹たけ箒ぼうきを振り回す初ういの付近で、塵ちり取とりを手にした萌もえ黄ぎがオロオロとし、ごみ袋の口を縛っていた零れいが嘆息する。

　零れいがギアと共にアンフィスバエナを灰かい燼じんに帰し、アリストテレスへと帰還した後、零れい、初うい、萌もえ黄ぎの三名に遅れて帰還したアイギスが言い渡したのは次のような言葉だった──

『──何にせよ、貴方あなたたち三人がアリストテレスからの指示を無視したことは確かです。後日、処分を下します』

　……まあ、正論だった。

「とはいえ、清掃奉仕活動っていう比較的軽い沙汰になったんだからいいじゃない。どういう形であれアンフィスバエナを撃破したってことで、僕の退学話も立ち消えになったんだし」

「……ですが、今時こんな箒ほうきと塵ちり取とりで地道に掃除していけということなんですよ？　それも、この広い学校区画のめぼしい所を全部です！　アーティファクトではないにせよ、もっと文明の利器を使わせてほしいです……」

「まあ……これも精神鍛錬の一環らしい、から……」

　ブツブツ言う初ういを零れいと萌もえ黄ぎが諭す。

「ともかくさ、早く今日の分を済ませないと日が暮れちゃうよ？　嘆いてるだけじゃいつまでも終わらないからさ──」

『──零れい』

　そこに唐突に声を掛けたのは、今も変わらず零れいの肩の上を自分の居場所にしているギアだ。彼女の真紅の眼まな差ざしが向いている方を零れいが向けば、初ういと萌もえ黄ぎも揃そろってそれに倣ならう。──途端、初ういは心底嫌そうな顔になり、萌もえ黄ぎは嬉うれしそうなようで怯おびえてもいるような複雑な表情になった。

　……黒姫ヘイヂエンがこちらに向かい歩いてくるところである。取り巻きは、今日は居ない。

　三人の前で立ち止まり、けれどばつが悪そうに明後日あさつての方を向いた彼女へと、例の如ごとく初ういが言葉で嚙かみ付ついた。

「あれだけのことをやらかしたくせに事実上の無罪放免になった人が何の用ですか？　こちらはあなたみたいなコネも無いので不本意ながら奉仕活動中なんですけど？」

「あたしも好きで無罪放免になったわけじゃない！　こちらは覚悟していたのに……姉上たちが──いや、それは今はいいんだっ」

　初ういの挑発に一瞬嚙かみ付つき返そうとした黒姫ヘイヂエンだが──それを自制して、なんと、頭を下げる。

「助けてもらったこと……感謝する。それは……言っておきたかった」

　あまりに予想外のことに、零れい、初うい、萌もえ黄ぎの目が丸くなる。黒姫ヘイヂエンは頰を紅潮させて、「しかし、勘違いするな！」と付け加えた。

「あたしたちは、まだ早はや霧ぎり零れいのことを認めたわけじゃない。再び何かをやらかせば、容赦なくアリストテレスから叩たたき出だしてやる！　……覚悟しておけ」

　その台詞せりふに「何を……！」と飛び出し掛けた初ういを、零れいはその肩に手を置いて抑える。代わりに前に出て、微笑ほほえんだ。

「うん、僕はそれで構わないよ。それでも頑張って……認めさせてみせるから」

　キッパリと言ってのけた零れいに、やや気け圧おされたように黒姫ヘイヂエンはのけ反る。

「……ふ、ふんっ。やれるものならやってみろ……少しは期待してやる」

　……黒姫ヘイヂエンの言葉の端々から、以前までの刺とげ々とげしさが薄れたのを零れいは感じていた。試験レースに双頭竜との一件は、黒姫ヘイヂエンの中にも何かしらの変化を引き起こしたようである。萌もえ黄ぎへの態度も心持ち柔らかくなったように思えた。……初ういとは相変わらずであるが……。

　そして、黒姫ヘイヂエンは鼻息一つ、右手を差し出した。握手かと一瞬思ったが、直前の彼女の言い分からすると不自然である。零れいが首を傾かしげていると──

「……箒ほうきか何か、貸せ。今日は物もの凄すごく暇だから……手伝ってやる」

　──そんな申し出に、零れいは笑みが浮かびそうになるのを抑えるのに必死だった。もしかすると、黒姫ヘイヂエンと和解する日はそんなに遠くはないかもしれない……萌もえ黄ぎの方を見ると、彼女も少し微笑ほほえんでいた……が。

「結・構・で・す・！　ボス猿女は早く山に帰って下さい!!」

「んなっ!?　誰がボス猿だ!?」

　そんなのを台無しにする台詞せりふをのたまう、初うい。今度は我慢し切れず、黒姫ヘイヂエンも嚙かみ付つき返す。……この二人、本当に相性が悪いらしい。

「ボス猿が嫌なら痴女ですね！　相変わらずあんなはしたないローブを愛用していますし……絶対的な事実です!!」

「誰が痴女だ!?　あ、あたしだって、好きであんなローブを着ているわけじゃ……！」

「……そういえば気になっていたんですが、あなた、あんなのを着ていてよく見えませんよね？　もしかして全部剃そっているんですか？」

「……剃そる？」

　今度の初ういの挑発は、何故なぜか黒姫ヘイヂエンには効かなかった。キョトンとして首を傾かしげる。その反応に、初ういは驚きよう愕がくの事実に辿たどり着ついたようだった。

「……え？　まさかあなた……その歳としで生えていないんですか!?　へえ……胸と違ってそこはまだお子様なんですね」

　……そこまで言われて、やっと黒姫ヘイヂエンも何の話か理解出来たようだった。その顔色が爆発的に赤く染まり、口が金魚のようにパクパク開閉する。

「う──うるさい！　その歳としになってあたしの一〇分の一も胸が無いような女に言われたくはない!!」

「……なるほど。実は自殺志願者でしたかこのアンダーハゲ!!」

　恐るべき緊迫感を放ち始めた黒姫ヘイヂエンと初ういに、萌もえ黄ぎがワタワタする。

「……お、落ち着いて、二人ともっ。相手の身体のコンプレックスを責めるのは、よくないと思うの──」

「「陥没乳首は黙ってろ（下さい）!!」」

　……初ういと黒姫ヘイヂエンが地雷を踏んだ。

　口を引き結び、目に涙を浮かべてプルプル震える萌もえ黄ぎの足元から──数え切れぬほどの死し霊りようが噴き上がった。

　……瞬またたく間まに冥界と化した一角からちゃっかり退避した零れいは、クスクス笑う声を耳にした。見上げた先に──ギア。その視線に気付き、彼女は淡く微笑ほほえむ。

『……いや、オレにはこんな光景は作れなかったと思ってさ。本当に……お前は凄すげえよ、零れい』

「……何言ってるのさ」

　自虐的なギアへ、零れいは首を横に振ってやる。

「僕一人じゃ、とてもこうは出来なかったよ。君が居てくれたから……君の力があったから、僕はあそこまでやれたんだ。だから……ありがとう」

『……零れい』

　驚いたように、切ないように瞳を揺らすギアへ、零れいは手を差し伸べた。

「──ということで、これからも力を貸してくれると嬉うれしいな、相棒？」

『……はっ。言ったろ？　もうとっくにオレたちは一いち蓮れん托たく生しようなんだってな』

　零れいの手をギアが摑つかむ──摑つかもうとして……。

　……ボウンッ。

『「「「……は？」」」』

　この場の四人の少女が困惑の声を上げる。……だが、一番困惑していたのは間違いなく唯一の少年である零れいだった。

　零れいの姿が……変わっている。手も足も無ければ、目も耳も口も無い。プルプルと弾力を感じさせる半透明のボディが、バスケットボールほどの山型に溜たまって震えていた。

　……異星幻獣の中でも、扱いが微妙な存在が一種居る。個体によって強かったり弱かったり、積極的に人間を襲うものも居れば、異星幻獣の中では異端的に全く人間を襲わない個体もいたりして。

　──『スライム』。

　そうとしか形容のし様がない姿へ、零れいは変貌していた。

『あー……多分、これはあれか？　お前の魔法の反動？』

　若干自信無さげに述べるギアを尻目に、零れいは声にならない声を全力で上げた。

『何じゃこりゃぁぁぁぁああああああああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?』




　……何処どこかから誰かの叫び声が聞こえた気がしたが、幻聴かと思いアイギスは頭の隅へそれを追おい遣やる。

　アリストテレスの頂点である彼女には、目下考えねばならぬことが山積みであった。特に、零れいのことなど。

「……なのに、何故なぜ仕事の邪魔をしに来るのですか？」

「そんなつもりは無いわよ、ふぁふ」

　学長室の応接セットのソファーに居座る若葉へ、アイギスは溜ため息いきを吐いてみせる。

「それよりも──彼、称号決まったそうじゃない？　どんなものになったの、ふぁっ？」

「……わたくしは正直悪趣味だと思うのですが」

　アイギスが若葉へ示した書類には、このように書かれていた──




　──〝蒼紅のⅨコランダム・ナインス〟。




　鋼玉コランダムとは酸化アルミニウムの結晶だ。純粋な結晶は無色透明だが、不純物イオンが混ざると色が付く。赤い色が付くとルビー、青い色が付くとサファイアと呼ばれた。

「……自前の蒼あおと、〝朱のⅢ〟の紅がなぞらえられているわね……むふん」

「……本当に、趣味が悪いでしょう？」

　それもこれも、零れいがギアの魔法も使ってみせたことが原因だ。

　元来、新世代は一つの魔法しか持たない。にもかかわらず、零れいは二種類別系統の魔法を使用してみせたのである。それは、前ぜん代だい未み聞もんのことだった。

「ただでさえ、男性新世代。それも後天的になった人物として悪目立ちしています。その上でこれでは……」

　今後、零れいの周りに良からぬ企たくらみを持って近付く者が増えるかもしれない……アリストテレスの学園長として、生徒である零れいの未来をアイギスは憂いていた。




　──これが、始まりの物語。

　歴史上初めて複数の魔法を操り、伝説の宇宙魔法士となった〝極彩色のⅨカレイド・ナインス〟早はや霧ぎり零れいの、その英雄譚スペースオペラの第一幕……。







　あとがき




　──ようやく、ここまで来られた……。

　本書の発売日である二〇一七年五月一〇日、自分はそんな風に思っているかもしれません。

　……このあとがきを書いているのはそれより二ヶ月以上も前なので、あくまでも予想に過ぎないのですが。




　お初にお目に掛かる方は初めまして。以前にも私の著作に目を通して頂いたことがある方はお久し振りです。

　……今までに出したシリーズが、ことごとく二巻で打ち切りになっている天羽あもう伊い吹ぶ清きよです！　そこは最も早はや、開き直るしかありません!!

　今作は、そんな自分がまた懲りずに送り出す新作でございます。




　もしかしたら、冒頭の言葉が気になっている方も居られるかもしれません。

　実は、今作は企画そのものが動き出したのは結構前なのです。

　具体的には、前作『迫害不屈の聖剣錬師ブレイドメイカー』の第二巻が発売されてから一ヶ月後。売り上げ的に同シリーズの三巻目を出すことは難しいと判断が下された直後です。

　企画開始から発売まで、一年近い時間が掛かってしまっているわけですね……。

　この私、天羽あもう伊い吹ぶ清きよは、一つの作品が発売されてから次の作品が発売されるまで、大きく間が空くことで有名な作家ですが……今回はその間が実に長いものになってしまいました。それ故の冒頭のあの言葉となります。

　……もしも、私の作品を心待ちにしていた方が居られましたら、こんなにもお待たせをしてしまったこと、大変申し訳なく思います……。

　……わ、忘れ去られてはいないことを、切に願いつつ……!!




　また、そんな風に制作が長期間に亘わたった分、キャラクターたちへの思い入れも相当強いものになりました。

　そのせいもあってか、特に主人公の零れいに関しては、キャラクターデザインに際して数多くの注文を付けることになってしまいました。

　イラストレーターのけけもつ様には、その分ご苦労をお掛けしたかと思います。

　……ええ、『砂漠色の髪』とか『ビー玉みたいな瞳』とか、言葉で説明しただけではイメージ出来ませんよね……。

　それでも、主人公の零れいはもちろん、ヒロインたちにも美麗なイラストを用意して頂けたことに、感謝しきりでございます。

　自分の拙作をけけもつ様のイラストで彩いろどって頂けたことに、胸が震えました。

　本当にありがとうございました。




　けけもつ様への謝辞に続きまして、担当編集のお二方にも謝辞を。

　著者である自分も苦労しましたが、そちらの苦労はこちらの比ではなかったと思います。

　この作品の完成の為ために尽力して下さり、本当にありがとうございました。

　各面で至らない作家である自分ですが、これからもよろしくお願い致します。




　そして、これは宣伝ですが──

　本書の発売の一ヶ月後、六月発売の電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに、今作の外伝に当たる短編が掲載される予定になっています。

　……残念なことに、本書の主人公の零れい、ついでにその義妹の初ういの出番は無いのですが……。

　作中で語られた過去の『あの事件』を詳しく描いた内容です。この本を読んで頂いた方なら、思わずニヤリとしてしまうようなものになっております。

　もしも興味を抱かれましたら、そちらの方もまたよろしくお願いします。




　また、今作と並行して、『魔法少女のスカウトマン』という作品を電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ誌上で発表させて頂いております。

　そちらの作品も、何かしらの形で文庫としてまとめたいと考えておりますので、いずれそれを店頭などで見掛けられた時は、お手に取って頂けると幸いです。




　それでは、また次の本でお会いしましょう。

　……それが『アストロノーツは魔法を使う』の二巻目になるのか、それともまた別の作品になるのかは、現時点では自分にも解わかりませんが……少なくとも今年中にあと一冊、可能ならば二冊は本を出したいと考えておりますので、力の限り頑張ります。

　……流石さすがに、いい加減、今度は本当に一年もお待たせしませんので!!




　最後に、この本をお手に取って下さり、本当にありがとうございました。

　この物語が貴方あなたの中にプラスの何かを残せたのであれば、それに勝る幸せはございません。

　心からの感謝を──











（名古屋某所の行き付けのファミレスにて）天羽あもう伊い吹ぶ清きよ
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天羽あもう伊い吹ぶ清きよ

愛知県名古屋市から別の土地へ移住してもいいかも？……と長らく言い続けて、未だ実行出来ていない専業作家。それでも胸の内で燻る新天地への憧れが、今作を執筆する原動力になったのかもしれません。よろしくー。
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イラスト／けけもつ

イラスト担当させていただいたけけもつです。

ＳＦ物のイラストには縁がなかったのですが、これを機に描く機会を増やしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「天羽伊吹清先生」係

「けけもつ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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アストロノーツは魔ま法ほうを使つかう
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